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とはAWS Data Exports
AWS Data Exportsでは、基本的な SQL を使用して請求およびコスト管理データのエクスポートと
炭素排出量データのエクスポートを作成し、Amazon QuickSight と統合してデータを視覚化できま
す。

エクスポートは、AWS Billing and Cost Managementコンソール、AWS CLI、またはAWS SDK を使
用して作成できます。コンソールでは、カスタム列選択を使用できます。CLI またはAWS SDK で
は、SQL AWSクエリの書き込み、列の選択、行のフィルタリング、列の名前変更を行うことができ
ます。これにより、処理したいデータのみを選択したり、機密性の高いコスト情報を削除したり、エ
クスポートの出力スキーマを制御したりできます。

次の 5 つのエクスポートタイプがあります。

• 標準データエクスポート。4 つの異なるテーブルから選択できます。

• コストと使用状況レポート (CUR) 2.0

Note

コストと使用状況レポート 2.0 (CUR 2.0) は、詳細なAWSコストと使用状況データを
受け取るための新しく推奨される方法です。CUR 2.0 には、以前のコストと使用状況
レポート (CUR) からいくつかの改善点があります。詳細については、「Migrating from 
CUR to CUR 2.0 in Data Exports」を参照してください。

• コスト最適化の推奨事項 (Cost Optimization Hub から)

• AWS列を含む FOCUS 1.2

• AWS列を含む FOCUS 1.0

• 二酸化炭素排出量

• [コストと使用状況ダッシュボード]: Amazon QuickSight へのエクスポートと統合で、事前に構築
されたコストと使用状況のダッシュボードを展開します。

• [レガシーデータのエクスポート]: レガシーコストと使用状況レポート (CUR) のエクスポート。た
だし、レガシー CUR には、データエクスポートアクション (「データエクスポートアクションの
リファレンス」を参照) とは異なる一連のアクション (「CUR アクションリファレンス」を参照) 
を使用してアクセスします。

データエクスポートには次の利点があります。

1

https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/dataexports-migrate.html
https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/dataexports-migrate.html
https://docs.aws.amazon.com/aws-cost-management/latest/APIReference/API_Operations_AWS_Billing_and_Cost_Management_Data_Exports.html
https://docs.aws.amazon.com/aws-cost-management/latest/APIReference/API_Operations_AWS_Billing_and_Cost_Management_Data_Exports.html
https://docs.aws.amazon.com/aws-cost-management/latest/APIReference/API_Operations_AWS_Cost_and_Usage_Report_Service.html


AWS Data Exports ユーザーガイド

• 利用可能な最も詳細なデータを使用して、定期的なエクスポートを作成し、Amazon S3 に保存し
ます。

• 列選択と行フィルターを使用して SQL クエリでデータエクスポートをカスタマイズします。

• 必要な列だけを含む一貫性のあるスキーマでエクスポートを作成できます。

• 特定のリンクされたAWSアカウント IDs に関連する機密データや料金を削除します。

• 必要な列または行のみを選択することで、エクスポートのサイズを縮小します。

• コストデータとカーボンフットプリントデータのエクスポートを自動化して、ダウンストリーム分
析をサポートします。

データエクスポートを開始するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

[データエクスポート] ページから、新しいエクスポートの作成や、既存のエクスポートの管
理、Amazon QuickSight と統合して事前に構築されたコストと使用状況ダッシュボードをデプロイ
するエクスポートを作成したりできます。

また、[データエクスポート] ページから、カスタマーカーボンフットプリントツールと AWS使用状
況レポートにアクセスできます。

2

https://console.aws.amazon.com/costmanagement/
https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/what-is-ccft.html
https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/usage-report.html
https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/usage-report.html
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CUR からデータエクスポート CUR 2.0 への移行

AWS Data Exports では、コストと使用状況レポート 2.0 (CUR 2.0) のエクスポートを作成できま
す。CUR 2.0 テーブルは、コストと使用状況レポート (CUR) と同じ情報を提供し、いくつかの改善
点を含んでいます。データエクスポートにより、CUR の処理に使用していたデータパイプラインと
下位互換性のある CUR 2.0 エクスポートを作成できます。

CUR 2.0 は CUR と比べて以下の点が改善されています。

• 一貫性のあるスキーマ: CUR 2.0 には固定の列セットが含まれていますが、CUR に含まれる列
は、 AWS のサービスの使用状況、コストカテゴリ、およびリソースタグに応じて毎月異なる場合
があります。

• ネストデータ: CUR 2.0 は、CUR の特定の列を、折りたたんだ列のキーと値のペアを含む個別の
列に折りたたむことで、データスパース性を低減します。オプションで、データエクスポート内
のネストされたキーを、元の CUR スキーマおよびデータと一致する個別の列としてクエリできま
す。

• 追加列: CUR 2.0 には、bill_payer_account_name と line_item_usage_account_name という 2 つの
列が追加されています。

次の表は、CUR 2.0 とレガシー CUR の違いをより詳細にまとめたものです。

  CUR 2.0 レガシー CUR

データスキーマ スキーマを修正しました。

完全な列リストについては、
「コストと使用状況レポート 
(CUR) 2.0」を参照してくださ 
い。

AWS 使用状況とアクティビ
ティに基づく動的スキーマ。

部分列リストについては、
「データディクショナリ」を
参照してください。

限定列 bill_payer_account 
_name

line_item_usage_ac 
count_name

なし
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  CUR 2.0 レガシー CUR

エクスポートのカスタマイズ 列の選択、行フィルタリン
グ、列のエイリアシング (名前
変更) の基本的な SQL を有効
にします。

サポートされている SQL 構
文の詳細については、「デー
タクエリ」を参照してくださ 
い。

サポート外。必要なビュー
を作成するには、Athena/ 
QuickSight を手動で設定する
必要があります。

キーと値のペアを持つネスト
された列

resource_tags

cost_category

product

discount

ネストされた列はありませ
ん。

CUR 2.0 の 4 つのネストさ
れた列は、レガシー CUR の
別々の列に分割されます (例:
resource_tags_user 
_creator )。

ファイル配信先 S3 バケット S3 バケット

出力ファイル形式 GZIP、Parquet ZIP、GZIP、Parquet

他の AWS サービスとの統合 Amazon QuickSight Amazon Athena、Amazon 
Redshift、Amazon QuickSight

Amazon CloudFormation のサ
ポート

はい

詳細については、「AWS 
CloudFormation ユーザーガイ
ド」の「AWS データエクス
ポートのリソースタイプのリ
ファレンス」を参照してくだ
さい。

はい

詳細については、「AWS 
CloudFormation ユーザーガイ
ド」の「AWS コストと使用状
況レポートのリソースタイプ
のリファレンス」を参照して
ください。
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  CUR 2.0 レガシー CUR

タグとコストカテゴリデータ タグとコストカテゴリ名は正
規化され、特殊文字とスペー
スが削除されます。正規化後
にタグまたはコストカテゴリ
が競合する場合は、1 つの値
のみが保持されます。詳細に
ついては、「列名」を参照し
てください。

動作は、レガシー CUR 
Parquet と CSV ファイル形式
によって異なります。

レガシー CUR Parquet: タグ
とコストカテゴリ名は正規化
され、特殊文字とスペースが
削除されます。正規化後にタ
グまたはコストカテゴリが競 
合する場合は、1 つの値のみ
が保持されます。詳細につい 
ては、「列名」を参照してく
ださい。

レガシー CUR CSV: タグとコ
ストカテゴリ名は変更されま
せん。

CUR 2.0 のスキーマの詳細については、「Data Exports table dictionary」を参照してください。

データエクスポートで CUR 2.0 に移行するには、次の 2 つの方法があります。

• 方法 1: CUR スキーマを使用して SQL クエリでエクスポートを作成する

• 方法 2: CUR 2.0 のエクスポートを新しいスキーマで作成する

方法 1: CUR スキーマを使用して SQL クエリでエクスポートを作
成する

SQL クエリを使用してエクスポートを作成できます。エクスポートスキーマは、現在 CUR で受け
取っているものと一致します。これを行うには、 AWS API または SDK を使用します。

1. 現在の CUR に合わせるために必要な (a) 列のリストと (b) CUR コンテンツ設定 ([リソース IDを
含める]、[コスト配分データの分割]、および [時間粒度]) を決定します。

CUR スキーマを使用したエクスポートの作成 5
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1. 列のリストは、いずれかのCUR ファイルのスキーマを表示するか、マニフェストファイルに
移動してそこから列のリストを抽出することで決定できます。

2. CUR コンテンツの設定は、コンソールの [データエクスポート] に移動し、CUR エクスポー
トを選択して詳細を表示することで決定できます。

2. COST_AND_USAGE_REPORT という名前の CUR 2.0 テーブルから特定した列を選択する SQL ク
エリを書き込みます。

1. CUR 2.0 テーブルの列名はすべてスネークケースです (例:
line_item_usage_amount)。SQL ステートメントでは、以前の列名をスネークケースに
変換することが必要な場合があります。

2. SQL ステートメントでは、CUR 2.0 でネストされた列を選択するために、すべての
resource_tag と cost_category 列、そして特定の product と discount 列をドット
演算子に変換する必要があります。例えば、CUR 2.0 で product_from_location 列を選
択するために、product.from_location を選択する SQL ステートメントを書き込みま
す。

例: SELECT product.from_location FROM COST_AND_USAGE_REPORT

これにより、product マップ列の from_location 列が選択されます。

3. デフォルトでは、ドット演算子で選択された列には、属性によって名前が付けられます (例:
from_location)。既存の CUR と一致させるには、以前と同じになるように列のエイリア
スを宣言する必要があります。

例: SELECT product.from_location AS product_from_location FROM 
COST_AND_USAGE_REPORT

ネストされた列について詳しくは、「Data Exports table dictionary」を参照してください。

3. ステップ 1 で特定した CUR コンテンツ設定を CreateExport API のテーブル設定形式に書き
込みます。次のステップでは、これらのテーブル設定をデータクエリで提供する必要がありま
す。

4. データエクスポート用の AWS SDK/CLI で、 CreateExport API を使用して SQL クエリと
テーブル設定をデータクエリフィールドに入力します。

1. ターゲットの Amazon S3 バケットや上書き設定など、配信設定を指定します。以前と同じ
配送設定を選択することをお勧めします。必須フィールドの詳細については、「AWS Billing 
and Cost Management API リファレンス」の「AWS Data Exports」を参照してください。
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2. データエクスポートがバケットに書き込めるように、ターゲット Amazon S3 バケットの
アクセス許可を更新します。詳細については、「Setting up an Amazon S3 bucket for data 
exports」を参照してください。

5. CUR 2.0 が配信されている Amazon S3 バケット内のディレクトリからデータを読み取るように
データインジェストパイプラインに指示します。

方法 2: CUR 2.0 のエクスポートを新しいスキーマで作成する

CUR 2.0 のエクスポートは、ネストされた列と追加の列からなる新しいスキーマを使用して作成で
きます。ただし、これらの新しい列を処理するには、現在のデータパイプラインを調整する必要があ
ります。これを行うには、 コンソール、 AWS API、または SDK を使用します。

1. 現在の CUR に合わせるために必要な CUR コンテンツ設定 ([リソース ID を含める]、[コスト配
分データの分割]、[時間粒度]) を決定します。

• CUR コンテンツの設定は、コンソールの [データエクスポート] に移動し、CUR エクスポート
を選択して詳細を表示することで決定できます。

2. データエクスポートコンソールページ (オプション A) または AWS SDK/CLI (オプション B) の
いずれかを使用して、「コストと使用状況レポート」テーブルからすべての列を選択する CUR 
2.0 のエクスポートを作成します。

3. (オプション A) コンソールでエクスポートを作成するには:

1. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

2. [データエクスポート] ページで、[作成] を選択します。

3. [標準データエクスポート] を選択します。

コストと使用状況レポート (CUR 2.0) テーブルでは、すべての列がデフォルトで選択されて
います。

4. ステップ 1 で特定した CUR コンテンツ設定を指定します。

5. [データテーブル配信オプション] で、オプションを選択します。

6. [作成] を選択します。

4. (オプション B) AWS API/SDK を使用してエクスポートを作成するには、まず
COST_AND_USAGE_REPORT テーブルのすべての列を選択するクエリを書き込みます。

1. GetTable API を使用して列の全リストを決定し、スキーマ全体を受け取ります。

CUR 2.0 のエクスポートを新しいスキーマで作成する 7
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2. ステップ 1 で特定した CUR コンテンツ設定を CreateExport API のテーブル設定形式に書
き込みます。

3. CreateExport API を使用して SQL クエリとテーブル設定を data-query フィールドに入
力します。

4. ターゲットの Amazon S3 バケットや上書き設定など、配信設定を指定します。以前と同じ
配送設定を選択することをお勧めします。必須フィールドの詳細については、「AWS Billing 
and Cost Management API リファレンス」の「AWS Data Exports」を参照してください。

5. データエクスポートがバケットに書き込めるように、ターゲット Amazon S3 バケットの
アクセス許可を更新します。詳細については、「Setting up an Amazon S3 bucket for data 
exports」を参照してください。

5. CUR 2.0 が配信されている Amazon S3 バケット内のディレクトリからデータを読み取るように
データインジェストパイプラインに指示します。

また、データインジェストパイプラインとビジネスインテリジェンスツールを
更新して、キー値がネストされた以下の新しい列を処理する必要があります 
(product、resource_tags、cost_category、および discounts)。

CUR 2.0 のエクスポートを新しいスキーマで作成する 8
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データエクスポートの作成

請求およびコスト管理コンソールの [データエクスポート] ページを使用して、標準エクスポート、
コストと使用状況ダッシュボードエクスポート、レガシーエクスポートの 3 種類のデータエクス
ポートを作成できます。

テーブルごとに作成できるエクスポートの数には、次の制限があります。

• コストと使用状況レポート 2.0 (CUR 2.0): エクスポート 5 件

• コスト最適化の推奨事項: エクスポート 2 件

• AWS 列を含む FOCUS 1.0: 2 エクスポート

• コストと使用状況ダッシュボード: エクスポート 2 件

• 二酸化炭素排出量: エクスポート 2 件

詳細については、「クォータと制限」を参照してください。

コンソールでエクスポートを作成し、エクスポートするテーブルを選択するか、 AWS SDK/CLI でエ
クスポートを作成し、必要なデータテーブルから列選択と行フィルターの SQL クエリを定義して、
数分でエクスポートを設定します。

コンソールでエクスポートを作成する場合、データエクスポートストレージ用の Amazon S3 バケッ
トを作成できます。 AWS SDK/CLI でエクスポートを作成するときは、事前に正しいバケットポリ
シーを使用して Amazon S3 バケットを作成する必要があります。詳細については、「データエクス
ポート用の Amazon S3 バケットのセットアップ」を参照してください。

新しいデータエクスポートを作成すると、データエクスポートは Amazon S3 バケットへのデータの
エクスポートを開始します。

Note

が Amazon S3 バケットへのエクスポートの配信を開始する AWS までに最大 24 時間かかる
場合があります。 Amazon S3 配信が開始されると、 は、S3 バケットの請求とコスト管理の
エクスポート出力を少なくとも 1 日に 1 回、炭素排出量のエクスポート出力を少なくとも 1 
か月に 1 回 AWS 更新します。実際の更新レートは、さまざまな要因によって異なる場合が
あります。
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トピック

• データエクスポート用の Amazon S3 バケットのセットアップ

• 標準エクスポートの作成

• コストと使用状況ダッシュボードの作成

• レガシー CUR エクスポートの作成

• 請求ビューを使用したエクスポートの作成

• データクエリ - SQL クエリとテーブル設定

• AWS Billing Conductor を使用したコストと使用状況レポート 2.0 の設定

データエクスポート用の Amazon S3 バケットのセットアップ

データエクスポートを受信して保存するには、 AWS アカウントに Amazon S3 バケットが必要で
す。コンソールでエクスポートを作成するときに、所有している既存の S3 バケットを選択すること
も、新しいバケットを作成することもできます。いずれの場合でも、以下のデフォルトの S3 バケッ
トポリシーの適用を確認して確定する必要があります。Amazon S3 コンソールでこのポリシーを編
集したり、エクスポートを作成した後で S3 バケットの所有者を変更したりすると、データエクス
ポートがエクスポートを配信できなくなります。S3 バケットに保存されているエクスポートデータ
は、標準の Amazon S3 レートで課金されます。詳細については、「クォータと制限」を参照してく
ださい。

Note

エクスポートを作成するアカウントは、エクスポート AWS を送信する S3 バケットも所有
している必要があります。別のアカウントが所有する S3 バケットに配信するようにエクス
ポートを設定することはできません。

データエクスポートの作成時に、次のポリシーがすべての S3 バケットに適用されます。

この S3 バケットポリシーにより、データエクスポートがエクスポートを作成したアカウントに代
わって S3 バケットにのみエクスポートを配信できます。また、データエクスポートでは、エクス
ポートを作成したアカウントが S3 バケットをまだ所有していることを確認できます。

• エクスポートを S3 バケットに配信するには、その S3 バケットの書き込みアクセス許
可 AWS が必要です。これを行うために、S3 バケットポリシーは、データエクスポート
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サービス (bcm-data-exports.amazonaws.com) に、ユーザーが所有する S3 バケット 
(arn:aws:s3:::<EXAMPLE-BUCKET>/*) にレポートを配信 (s3:PutObject) するためのアクセ
ス許可を付与します。

• データエクスポートが S3 バケットへの書き込みをリクエストするたびに、エクスポート
を作成したアカウントのアカウント ID を提供する必要があります。aws:SourceArn と
aws:SourceAccount という条件キーによりこれが強制的に適用されます。

• この S3 バケットポリシーは、配信後のコストと使用状況レポートなど、S3 バケット内のオブ
ジェクトを読み取りまたは削除するための AWS アクセス許可を付与しません。

アクセスコントロールリスト (ACL) が有効になっている Amazon S3 バケットでは、データエクス
ポートは配信時には BucketOwnerFullControl ACL をレポートに適用します。デフォルトでは、
これらのレポートなどの Amazon S3 オブジェクトは、それらを作成したユーザーまたはサービスプ
リンシパルのみが読み取ることができます。ユーザーまたは S3 バケット所有者にレポートを読み取
るためのアクセス許可を付与するには、 AWS が BucketOwnerFullControl ACL を適用する必要
があります。ACL はこれらのレポートに対する Permission.FullControl を S3 バケット所有者
に付与します。ただし、ACL を無効にし、S3 バケットポリシーを使用してアクセスを制御すること
をお勧めします。

Note

新しく作成された S3 バケットでは、ACL はデフォルトで無効になっています。詳細につい
ては、「バケットのオブジェクト所有権のコントロールと ACL の無効化」を参照してくださ
い。

[データエクスポート] コンソールページに [無効なバケット] エラーが表示される場合は、レポート
セットアップ後にポリシーと S3 バケットの所有権が変更されていないことを確認します。

標準エクスポートの作成

他の処理ツール (Amazon Athena など) を使用して分析できる標準データエクスポートを作成できま
す。

標準データエクスポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

標準エクスポートの作成 11
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2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [Create Export] (エクスポートを作成) を選択します。

4. [エクスポートを作成] ページの [エクスポートタイプ] で、[標準データエクスポート] を選択しま
す。

5. [エクスポート名] に、エクスポートの名前を入力します。

エクスポート名は、最大 128 文字で、一意である必要があります。有効な文字は、a-z、A-
Z、0-9、 - (ハイフン)、および _ (アンダースコア) です。

6. [データテーブルの設定] で、エクスポートに含めるデータと列を指定できます。まず、エクス
ポートするテーブルを選択します。

Note

コスト最適化に関するレコメンデーションテーブルのエクスポートには、サービスにリ
ンクされたロールが必要です。詳細については、「データエクスポートのサービスにリ
ンクされたロール」を参照してください。
炭素排出量テーブルをエクスポートするには、カスタマーカーボンフッ
トプリントツールとデータにアクセスするための IAM アクセス許可
sustainability:GetCarbonFootprintSummary が必要です。

AWS 列と炭素排出量を含む FOCUS 1.0 を除き、エクスポートにデータを追加するテーブル設
定は異なります。

1. CUR 2.0 の場合:

a. [リソース ID を含める] を選択すると、各リソースの ID をエクスポートに含めることがで
きます。

Note

リソース ID を含めると、リソースごとに個別の明細項目が作成されます。これに
より、 AWS 使用量に応じてエクスポートのサイズが大幅に増加する可能性があり
ます。
リソース ID を選択すると、新しいレポートを作成するときに、ユーザー、アカウ
ント、コストカテゴリ、リソースに関するデータを含むタグ列が追加されます。列
の選択を解除すると、冗長な情報を回避できます。
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b. 共有リソースの詳細なコストと使用状況を含めるには、[コスト配分データの分割] を選択
します (Amazon ECS と Amazon EKS)。

Note

コスト配分データの分割を含めると、リソース (つまり ECS タスクと Kubernetes 
ポッド) ごとに、個別の明細項目が作成されます。これにより、 AWS の使用状況
に基づいて、コストと使用状況レポートのサイズが大幅に増加する可能性がありま
す。

c. キャパシティ予約データを含めるを選択して、キャパシティ予約列と行レベルの粒度をエ
クスポートに含めます。

Note

キャパシティ予約データを含めると、3 つの新しい列が作成され、 AWS 使用状況
に基づいてインスタンス明細項目を分割できます。

d. [手動割引形式を有効にする] を選択すると、割引が標準の自動形式ではなく手動割引形式
でコストと使用状況レポートに表示されるように変換されます。

Note

このオプションは、割引自動化プログラムを利用している場合にのみ表示されま
す。

e. [時間詳細度] では、時間単位、日単位、または月単位で選択して、エクスポート内の明細
項目をその時間詳細度で集計します。

2. AWS 列を含む FOCUS 1.0 の場合、テーブル設定はありません。

3. 二酸化炭素排出量の場合、テーブル設定はありません。

4. コスト最適化の推奨事項の場合:

a. [すべての推奨事項を含める]を選択し、互換性のない推奨事項の最小節約額の推奨事項を削
除します。

b. 特定のタイプの推奨事項を除外する場合は、互換性のない推奨事項を削除する前に推奨事
項フィルターを追加します。
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Note

これらの設定を Cost Optimization Hub コンソールで指定した場合、Cost 
Optimization Hub で [エクスポートを作成] を選択すると、データエクスポートに引き
継がれます。

7. [列の選択] では、エクスポートに含める列を選択します。不明な場合は、表の一番上にある最初
のチェックボックスをオンにして、すべての列を選択します。列を多く選択すると、エクスポー
トのファイルサイズが大きくなる可能性があります。

8. [データテーブル配信オプション] の [データエクスポートの更新間隔]:

• 請求およびコスト管理データのエクスポートでは、使用できるオプションは1 日に 1 回 - エク
スポートは 1 日に 1 回更新されます。

• 二酸化炭素排出量データのエクスポートの場合、使用できるオプションは月に 1 回 - エクス
ポートは 1 か月に 1 回更新されます。各更新では、前月の炭素排出量データが提供されます 
(たとえば、2 月の更新には 1 月のデータが含まれます）。

9. [圧縮タイプおよびファイル形式] では、エクスポートを次のいずれかから選択します。

• Parquet − Parquet

• gzip — text/csv

10. [ファイルバージョニング] では、更新ごとにエクスポートが上書きされるかどうかを決定する次
のいずれかを選択します。

• [既存のデータエクスポートファイルを上書き]: エクスポートを更新するたびに、データパー
ティション内の前回の配信 (請求期間など) が上書きされます。エクスポートを上書きする
と、Amazon S3 ストレージコストを節約できます。

Note

上書きは、コスト最適化の推奨事項のエクスポートではサポートされていません。

• [新しいデータエクスポートファイルの作成]: 同じパーティション (請求期間など) の配信で
あっても、エクスポートを更新するたびに別のディレクトリに書き込まれます。新しいエクス
ポートバージョンを作成すると、コストと使用状況データの経時的な変化を追跡できます。

11. [データエクスポートストレージ設定] の [S3 バケット] 名で [設定] を選択します。

12. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。
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• 既存のバケットを選択します。

• [バケットの作成] を選択して、[S3 バケット名] を入力し、次に新しいバケットを作成する
[リージョン] を選択します。

13. [バケットポリシー] を確認します。既存のバケットを選択する場合は、データエクスポートに
よって既存の S3 バケットポリシーが上書きされることを認識する必要があります。新しいポリ
シーでは、CUR とデータエクスポートの両方がエクスポートを配信できるようになります。

14. [S3 パスのプレフィックス] には、すべてのエクスポートデータを保存するために S3 バケット
に作成されるディレクトリの名前を入力します。

15. タグでは、リソースを検索してフィルタリングしたり、 AWS コストを追跡したりするために、
最大 50 個のタグを追加できます。

Note

タグの追加はオプションです。

16. [作成] を選択して、エクスポートの作成を完了します。

コストと使用状況ダッシュボードの作成

Amazon QuickSight によって提供される事前構築済みのコストと使用状況ダッシュボードをデプロ
イすることで、請求データとコスト管理データを視覚化できます。

コストと使用状況ダッシュボードを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [データエクスポート] ページで、[作成] または [コストと使用状況ダッシュボード] タイルのいず
れかを選択します。

4. [作成] ページの [エクスポートタイプ] で、[QuickSight が提供するコストと使用状況ダッシュ
ボード] を選択します。

5. [エクスポート名] に、ダッシュボードの名前を入力します。

エクスポート名は、最大 128 文字で、一意である必要があります。有効な文字は、a-z、A-
Z、0-9、 - (ハイフン)、および _ (アンダースコア) です。
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6. [QuickSight ダッシュボード設定] では、[アカウント名]、[アカウント ID]、[アカウントエディ
ション]、および、[認証方法] などの QuickSight アカウントの詳細が自動的に入力されます。

1. QuickSight アカウントの詳細が自動的に入力されない場合は、QuickSight を初めて使用する
場合は [アカウントを作成] を選択してサインアップするか、QuickSight の既存のお客様の場
合は QuickSight アカウントにログインします。

2. QuickSight アカウントを正常に作成またはログインすると、成功メッセージが表示されま
す。ウィンドウを閉じて、[データエクスポート] に戻ります。

3. [QuickSight ダッシュボード設定] で、[更新] を選択します。

Note

この機能には Enterprise Edition が必要です。

7. [QuickSight 名前空間] に、[名前空間] を入力します。

8. [QuickSight ユーザー名] には、QuickSight ダッシュボードにアクセスするアクセス許可を持つ
ユーザーの詳細を入力します。

9. QuickSight リージョンで、QuickSight ダッシュボードを作成する AWS リージョンを選択しま
す。

10. [データテーブルコンテンツ設定] と [データテーブル配信オプション] はあらかじめ設定されてお
り、編集できません。

11. [データエクスポートストレージ設定] の [S3 バケット] 名で [設定] を選択します。

12. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• 既存のバケットを選択します。

• [バケットの作成] を選択して、[S3 バケット名] を入力し、次に新しいバケットを作成する
[リージョン] を選択します。

13. [バケットポリシー] を確認し、[バケットの作成] を選択します。

14. [S3 パスのプレフィックス] に、エクスポート名の前に付加する S3 パスのプレフィックスを入
力します。

15. [サービスアクセス]で、QuickSight を認可する方法を選択します。

• 新しいサービスロールの作成 (デフォルト)

• 既存のサービスロールを使用
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16. タグでは、リソースを検索してフィルタリングしたり、 AWS コストを追跡したりするために、
最大 50 個のタグを追加できます。

Note

タグの追加はオプションです。

17. [作成] を選択します。

AWS Billing and Cost Management コンソールのデータエクスポートページにいつでも戻り、コスト
と使用状況ダッシュボードが最後に更新された日時を確認できます。

レガシー CUR エクスポートの作成

従来のコストと使用状況レポート (CUR) のデータエクスポートを作成できます。このワークフロー
はレガシー cur API を使用しており、SQL を使用してエクスポートのコンテンツを定義することは
できません。追加の列と SQL アクセスを備えた CUR 2.0 は、標準データエクスポートとしてのみ使
用できます。

レガシーデータエクスポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [作成] を選択します。

4. [作成] ページの [エクスポートタイプ] で、[レガシー CUR エクスポート] を選択します。

5. [エクスポート名] に、エクスポートの名前を入力します。

6. [コンテンツをエクスポート] で、CUR エクスポートに含めるデータを選択します。

• [追加エクスポートコンテンツ] で、[リソース ID を含める] を選択して各リソースの ID をエク
スポートに含めます。
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Note

リソース ID を含めると、リソースごとに個別の明細項目が作成されます。これによ
り、 AWS の使用状況に基づいて、エクスポートのサイズが大幅に増加する可能性が
あります。

• 共有リソースの詳細なコストと使用状況を含めるには、[コスト配分データの分割] を選択しま
す (Amazon ECS と Amazon EKS)。

Note

コスト配分データの分割を含めると、リソース (つまり ECS タスクと Kubernetes 
ポッド) ごとに、個別の明細項目が作成されます。これにより、 AWS 使用状況に基づ
いてコストと使用状況レポートのサイズが大幅に増加する可能性があります。

• [手動割引形式を有効にする] を選択すると、割引が標準の自動形式ではなく手動割引形式でコ
ストと使用状況レポートに表示されるように変換されます。

Note

これは割引自動化を利用しているお客様のみ利用可能です。

7. [データテーブル配信オプション] の [時間粒度] で、次のいずれかを選択します。

• [時間単位] エクスポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• [日単位] エクスポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

• [月単位] エクスポートの明細項目を 1 か月ごとに集計する場合に選択します。

8. [レポートバージョニング] では、次のいずれかを選択します。

• [新しいレポートバージョンの作成]: 各レポートの更新は、同じ請求期間の配信であっても、
別のディレクトリに書き込まれます。これを選択すると、長期間にわたるエクスポートの監査
機能が向上します。

• [既存のレポートを上書き]: レポートを更新するたびに、同じ請求期間内の前回の配信が上書
きされます。新しい請求期間の配信は、新しいファイルおよびディレクトリとして配信されま
す。Amazon S3 のストレージコストを節約するために、これを選択します。
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9. [レポートデータ統合] で、コストと使用状況レポートを Amazon Athena、Amazon Redshift、ま
たは Amazon QuickSight と統合できるようにするかを選択します。レポートは、以下の形式で
圧縮されています。

• [Amazon Athena]: Amazon Athena に最適な配信オプション (Parquet ファイル形式で、既存の
レポートを上書きする) を選択します。また、統合のセットアップに使用できるスクリプトも
配信されます。

• [Amazon Redshift]: Amazon Redshift に最適な配信オプション (gzip/csv ファイル形式) を選択
します。また、統合のセットアップに使用できるスクリプトも配信されます。

• [Amazon QuickSight]: Amazon QuickSight に最適な配信オプション (gzip/csv ファイル形式) 
を選択します。

10. [圧縮タイプとファイル形式] では、次のいずれかを選択します。

• Parquet − Parquet

• gzip — text/csv

• zip – text/csv

11. [データエクスポートストレージ設定] の [S3 バケット] 名で [設定] を選択します。

12. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• 既存のバケットを選択します。

• [バケットの作成] を選択して、[S3 バケット名] を入力し、次に新しいバケットを作成する
[リージョン] を選択します。

13. [バケットポリシー] を確認し、[バケットの作成] を選択します。

14. [S3 パスのプレフィックス] に、エクスポート名の前に付加する S3 パスのプレフィックスを入
力します。

15. タグでは、リソースを検索してフィルタリングしたり、 AWS コストを追跡したりするために、
最大 50 個のタグを追加できます。

Note

タグの追加はオプションです。

16. [レポートを作成] を選択します。
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請求ビューを使用したエクスポートの作成

Billing AWS Conductor を使用して請求転送アカウントまたは管理アカウントとしてサインインする
と、 AWS マネージド請求ビュー (請求グループと請求転送ビュー) に基づいてエクスポートを作成
できます。

Important

• カスタム請求ビューはサポートされていません。

• 請求ビューベースのレポートは、データエクスポートページからのみ作成できます。従来
のコストと使用状況レポートページでは、請求ビューに基づくレポートの作成はサポート
されていません。

レポートはアカウントのリソースであるため、請求ビューモードが有効か無効かにかかわらず、請求
ビューに基づいてレポートを作成できます。

請求ビューに基づいてレポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [レポートを作成] を選択します。

4. 請求ビュータイプを選択します (マネージドビューのみ）。

5. レポートの特定のビューを選択します。

6. 残りのステップを完了してレポートを作成します。

Note

請求転送のショーバック/チャージバックビューまたは請求グループビューに基づいてレポー
トを作成する場合は、分割コスト配分データ機能を無効にする必要があります。

請求転送のユースケースのデータエクスポートの詳細については、「請求転送のベストプラクティ
ス」を参照してください。

請求ビューを使用したエクスポートの作成 20

https://console.aws.amazon.com/costmanagement/
https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/orgs_transfer_billing-best-practices.html
https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/orgs_transfer_billing-best-practices.html


AWS Data Exports ユーザーガイド

データクエリ - SQL クエリとテーブル設定

データエクスポートでは、提供されているテーブル (CUR 2.0 など) に対して実行される SQL クエリ 
(列選択、行フィルター、列エイリアシング) を記述できます。各テーブルには、テーブルに含まれ
るデータを変更するテーブル設定がある場合もあります。例えば、CUR 2.0 では、時間単位、日単
位、月単位の時間詳細度を選択する設定や、コストと使用状況のデータをリソースレベルの粒度で追
加する設定を指定できます。

エクスポートデータクエリを完全に定義するには、次の 2 つの属性を指定する必要があります。

• SQL クエリ: SQL ステートメントはテーブルに対して実行され、エクスポートによって返される
データを決定します。

• テーブル構成: テーブル構成設定により、SQL クエリがテーブルに対して実行される前に、テーブ
ルに含まれるデータが変更されます。

[データエクスポート] コンソールページでは、選択内容に基づいて SQL ステートメントとテーブル
設定を作成するワークフローを使用できます。データエクスポート SDK/CLI では、独自の SQL ス
テートメントとテーブル設定を記述できます。

データエクスポートの SQL ステートメント (QueryStatement) は次の構文を使用します。

SELECT <column_name_a>, <column_name_b>.<attribute_name> AS <new_name>, ...  
FROM <TABLE_NAME>
[ WHERE <column_name> OPERATOR <value> AND|OR ... ]
[ LIMIT number ]

データエクスポートのテーブル設定 (TableConfigurations) は次の構文を使用します。

{"<TABLE_NAME>": 
    {"<CONFIGURATION_NAME_A>": "<value>", 
     "<CONFIGURATION_NAME_B>": "<value>",  
     ...} 
            }

SQL クエリ

SQL クエリ: SQL ステートメントはテーブルに対して実行され、エクスポートによって返される
データを決定します。SQL ステートメントはエクスポートの作成後に変更できますが、選択した
テーブルは変更できません。
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SQL ステートメント (QueryStatement フィールド) には、最大 36,000 文字を使用できます。

データエクスポート SQL クエリで使用可能なキーワードは次のとおりです。

Note

キーワードでは大文字小文字を区別しません。列名、テーブル名では大文字と小文字が区別
されます。

SELECT

必須。

テーブルから選択する列を指定します。1 つのクエリにつき 1 つの SELECT ステートメントのみ
使用できます。

ドット演算子 . を使用して、MAP 列または STRUCT 列の属性を別の列として選択することを指
定します。SQL 出力の結果となる列の名前は、デフォルトでは属性名です。

例えば、製品の MAP 列から属性を選択できます。

SELECT product.from_location FROM COST_AND_USAGE_REPORT

これにより、product 列から from_location 属性が選択され、その属性のデータを持つ新し
い列が作成されます。デフォルトでは、出力でこの列の名前は from_location になります。た
だし、名前は AS で変更できます。

各テーブルで使用可能な MAP 列と STRUCT 列、およびこれらの列の属性の詳細については、
「データエクスポートテーブルディクショナリ」を参照してください。

AS

オプション。

選択されている列の名前を変更できるようにします。新しい列名には、スペースや英数字 (a-
z、A-Z、0-9) およびアンダースコア (_) 以外の文字を使用することはできません。列のエイリア
スを定義するときに、他の文字を使用するために引用符を使用することはできません。

エイリアシングは、MAP または STRUCT 列の属性を選択し、結果の列の名前を CUR のスキー
マと一致させるために変更する場合に便利です。例えば、CUR の product_from_location
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列の表示方法を一致させるには、CUR 2.0 テーブルを使用してデータエクスポートに次のクエリ
を記述します。

SELECT product.from_location AS product_from_location FROM 
COST_AND_USAGE_REPORT

これにより、product_from_location という名前の列を含むエクスポートが作成されます。

FROM

必須。

クエリするテーブルを指定します。1 つのクエリにつき 1 つの FROM ステートメントのみ作成で
きます。

WHERE

オプション。

指定した句に一致する行のみをフィルタリングします。

WHERE 句では以下の演算子がサポートされます。

• = 値は文字列または数値と一致する必要があることを表します。

• != および <> 値は、指定した文字列または数値と一致しないことを表します。

• <、<=、> および >= 値は、数値より小さい、数値以下、数値より大きい、または数値以上であ
ることを表します。

• AND は、指定された 2 つの条件がともに true である場合に一致することを表します。AND
キーワードは、2 つ以上の条件を指定するために使用することもできます。

• OR は、指定された条件のいずれかが true である場合に一致することを表します。複数の OR
キーワードを使用して、2 つ以上の条件を指定することができます。

• NOT 指定された条件が true でない場合に一致することを表します。

• IN キーワードの後の括弧内で指定された値のいずれかが true である場合に一致することを表
します。

• 括弧を使用すると、複数条件の WHERE 句をコンストラクトできます。

Note

文字列を演算子の後の値として表現する場合は、二重引用符の代わりに一重引用符 ' を
使用します。一重引用符をエスケープする必要はありません。例えば、次の WHERE ス
テートメントを記述できます。
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WHERE line_item_type = 'Discount' OR line_item_type = 'Usage'

LIMIT

オプション。

クエリによって返される行の数を、指定した値に制限します。

テーブル設定

テーブル設定はユーザーが制御するプロパティで、ユーザーはデータエクスポートでクエリされる前
にテーブルのデータまたはスキーマを変更するように設定できます。テーブル設定は JSON ステー
トメントとして保存され、 AWS SDK/CLI のユーザー入力またはコンソールのユーザー選択によって
指定されます。

例えば、CUR 2.0 には、データの粒度 (時間単位、日単位、月単位)、リソースレベルの詳細なデー
タを含めるかどうか、分割コスト配分データを含めるかどうかを変更するテーブル設定があります。
すべてのテーブルに設定があるわけではありません。各テーブルで使用できる設定の詳細について
は、「データエクスポートテーブルディクショナリ」を参照してください。

各テーブル設定パラメータには、ユーザーがテーブル設定を指定しなかった場合に想定されるデフォ
ルト値があります。テーブル設定はエクスポートの作成後に変更することはできません。

AWS Billing Conductor を使用したコストと使用状況レポート 2.0 
の設定

AWS Billing Conductor を使用すると、請求グループごとに Pro forma AWS Cost and Usage Report 
(AWS CUR) 2.0 を作成できます。これらの見積りレポートは、標準の AWS CUR 2.0 と同じファイ
ル形式、粒度、列を使用し、特定の期間で使用できる最も包括的なコストと使用状況データを提供し
ます。

AWS Billing Conductor の詳細については、AWS 「 Billing Conductor ユーザーガイド」を参照して
ください。

トピック

• 標準と AWS Billing Conductor のコストと使用状況レポートの比較

• 請求グループの見積りコストと使用状況レポートの作成
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標準と AWS Billing Conductor のコストと使用状況レポートの比較

Billing AWS Conductor 設定を使用して作成された標準のコストと使用状況レポートと見積り AWS 
CUR にはいくつかの違いがあります。

アカウントカバレッジ

• 標準 AWS CUR – 一括請求ファミリー内のすべてのアカウントのコストと使用状況データが含ま
れます。

• Pro forma AWS CUR – レポート生成時に特定の請求グループに属するアカウントのみが含まれま
す。

請求書処理

• 標準 AWS CUR – が請求書 AWS を生成した後、請求書列を入力します

• 見積り AWS CUR – AWS は見積り請求データに基づいて請求書を生成または発行しないため、請
求書列に入力しません

請求グループの見積りコストと使用状況レポートの作成

次のステップを使用して、請求グループの見積り AWS CUR を生成します。

請求グループのプロフォーマコストと使用料レポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [作成] を選択します。

4. エクスポートの詳細セクションで、標準データエクスポートを選択します。

5. [エクスポート名] に、エクスポートの名前を入力します。

6. データテーブルのコンテンツ設定で、CUR 2.0 を選択します。

7. データテーブル設定で、インクルーIDs を選択して、レポートに個々のリソースの IDs を含めま
す。

見積りデータのエクスポートが有効になっている場合、分割コスト配分データは無効になりま
す。
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8. [次へ] を選択します。

9. [S3 バケット] で、[設定] を選択します。

10. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ドロップダウンリストから既存のバケットを選択し、[次へ] を選択します。

• バケット名と、新しいバケットを作成する AWS リージョン を入力し、次へを選択します。

11. バケットポリシーを確認し、このポリシーが正しいことを確認したことを確認し、保存を選択し
ます。

12. [S3 パスのプレフィックス] に、エクスポート名の前に付加する S3 パスのプレフィックスを入
力します。

13. [時間粒度] で、次のいずれかを選択します。

• 時間単位: レポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• 日単位: レポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

• レポート内の明細項目を月別に集計する場合は、毎月。

14. [レポートバージョニング] で、レポートの各バージョンでレポートの以前のバージョンを上書き
するのか、以前のバージョンに加えて配信するのかを選択します。

レポートを上書きすると、Amazon S3 ストレージコストを節約できます。新しいレポートバー
ジョンを配信することで、時間の経過とともに請求データの監査性を向上させることができま
す。

15. [次へ] を選択します。

16. レポートの設定を確認したら、[確認して完了] を選択します。
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データエクスポートの表示と管理

エクスポートの詳細を表示するには、 AWS Billing and Cost Management コンソールの [データエク
スポート] ページを使用します。エクスポートファイルを表示するには、[データエクスポート] ペー
ジの Amazon S3 バケットの S3 コンソールリンクを使用します。エクスポートダッシュボードを表
示するには、[データエクスポート] ページの QuickSight リンクを使用するか、QuickSight コンソー
ルに直接アクセスしてダッシュボードを探します。

エクスポートの詳細、ファイル、およびダッシュボードを表示するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. [エクスポートとダッシュボード] リストで、表示したいエクスポートの名前を探します。

4. エクスポートの詳細を表示するには、[エクスポート名] 列のリンクを選択し、エクスポート設定
を説明する概要ページを表示します。

5. エクスポートファイルを表示するには、[S3 バケット] 列のリンクを選択して、バケットの S3 
コンソールに移動します。

6. QuickSight ダッシュボードを表示するには、[エクスポートタイプ] 列の [コストと使用状況ダッ
シュボード] リンクを選択します。

[エクスポートとダッシュボード] リストの列の概要は次のとおりです。

• [エクスポート名]: エクスポートを作成したときに選択した名前。

• [ステータス]: エクスポートの状態。2 つの値があります。

• [正常]: このステータスは、直近のエクスポート配信が成功したことを示します。

Note

すべてのデータがダッシュボードに入力されるまでに最大 24 時間かかることがあるた
め、コストと使用状況ダッシュボードに当月のデータを表示できない場合があります。
エクスポートステータスが「正常」の場合は、ダッシュボードが当月のデータで更新さ
れるまで 24 時間かかります。
請求転送を請求転送アカウントとして使用するか、 AWS Billing Conductor を管理アカ
ウントとして使用すると、請求ビューモードが無効になっているすべての請求ビュー
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ベースのエクスポートを表示できます。請求ビューモードを有効にすると、選択した請
求ビューに関連付けられたエクスポートのみを表示できます。

• [異常]: このステータスは、直近のエクスポート配信が失敗したことを示します。

• [エクスポートタイプ]: 作成されたエクスポートのタイプ。データエクスポートには次の 3 種類の
エクスポートがあります。

• [標準データエクスポート]: Amazon S3 に定期的に配信されるテーブルのカスタマイズされたエ
クスポート。

• [コストと使用状況ダッシュボード]: Amazon QuickSight へのエクスポートと統合で、事前に構
築されたコストと使用状況のダッシュボードを展開します。これがダッシュボードへのリンクに
なります。

• [レガシー CUR エクスポート]: レガシーコストおよび使用状況レポート (CUR) のエクスポート
です。

• [データテーブル]: エクスポートによってクエリされるテーブル。

• [作成日]: エクスポートが作成された日時。

• [最終更新日]: エクスポートが最後に更新された日時。

• [S3 バケット]: エクスポート先の S3 バケット。

エクスポート配信について

次のセクションでは、エクスポート配信について説明します。

• エクスポート S3 の親ディレクトリ構造: エクスポートが配信される S3 ディレクトリで、エクス
ポートデータがどのように構造化されるか。

• エクスポートの更新: S3 ディレクトリでエクスポートが更新される頻度。

• エクスポートの上書きと新規作成: エクスポート配信が上書きによってどのように変化し、新しい
配信設定が作成されるか。

• エクスポートデータのファイル名とチャンク: エクスポートファイル (gzip/csv または Parquet) の
名前の付け方。
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エクスポート S3 の親ディレクトリ構造

各エクスポートは、クエリからのデータが (1 つ以上の gzip/csv ファイルまたは Parquet ファイル
として) S3 に配信され、エクスポートが実行された時点でのエクスポート定義に関する情報を含む
Manifest.json メタデータファイルも送信されます。

[データ]

エクスポートクエリの結果のデータは、次の S3 ファイルパスに保存されます。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/

パーティションはクエリ対象のテーブルに対応しています。CUR 2.0 の場合、パーティションは
特定の CUR 2.0 エクスポートの「請求期間」に対応します。

prefix: エクスポートに割り当てる S3 ファイルプレフィックス。

export-name: エクスポートに割り当てる名前。

partition: パーティションは、1 つのテーブルを配信用に別々のテーブルに分割する方法を示
しています。CUR 2.0 では、パーティションは BILLING_PERIOD=YYYY-MM のフォーマットで
「請求期間」に対応します。例えば、2023 年 11 月のパーティションは 2023-11 です。

S3 ファイルパスの例を次に示します。

s3://my-data-export-s3-bucket/my-cur-files/business_group_a_cur/data/
BILLING_PERIOD=2023-11

メタデータ

クエリの Manifest.json メタデータファイルは、次の S3 ファイルパスに保存されます。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/metadata/<partition>/<export-
name>-Manifest.json

Manifest.json ファイルは、エクスポートが更新されるたびに更新されます。エクスポートに
よって新しいパーティションが作成されるたびに、新しい Manifest.json ファイルが作成され
ます。CUR 2.0 では、新しい請求期間が始まると新しい Manifest.json ファイルが生成されま
す。

マニフェストファイルには、次の情報が含まれています。
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• エクスポートに含まれるすべての列。

• エクスポートファイルとそのファイルパスのリスト。このリストをプログラムで読み込み、取
り込むファイルを特定することをおすすめします。

• エクスポートの対象となる期間。

Manifest.json は、すべてのエクスポートデータファイルが S3 に配信された後にのみ配信さ
れます。

エクスポートの更新

データエクスポートは、ソースデータが更新されるたびにエクスポートを更新します。CUR 2.0の場
合、少なくとも 1 日に 1 回実行されます。現在の請求期間 (パーティション) は請求期間が終了する
まで更新され、その時点で次の請求期間の配信が開始されます。次の請求期間の配信には、その請求
期間の料金と請求データのみが含まれます。請求期間が終了したら、以前の請求期間の終了から最初
の 2 週間以内にエクスポート配信を更新 AWS できます。

エクスポートの上書きと新規作成

エクスポートを作成する場合、新しいエクスポートファイルを作成するか、更新ごとに既存のエクス
ポートファイルを上書きするかを選択できます。

新規作成

新しいエクスポートファイルを作成すると、エクスポートの更新がすべて保持されるため、S3 ス
トレージの使用量が増えます。以前のエクスポートファイルを上書きすると、各請求期間の更新
の最新バージョンのみが保持されるため、S3 ストレージの使用量が少なくなります。

「新規作成」モードでは、エクスポートファイルは次の S3 パスに配信されます。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/<timestamp>-
<execution-id>

timestamp はエクスポートが実行された日時です。execution-id は実行に割り当てられた一
意の ID です。

「新規作成」では、エクスポートを実行するたびに 2 つの Manifest.json ファイルが配信さ
れます。1 つは metadata/<partition>/<timestamp>-<execution-id> ディレクトリに
保存され、もう 1 つは metadata/<partition> ディレクトリで上書きされます。metadata/
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<partition> ディレクトリ内のマニフェストは常に最新の更新内容を表し、そのデータを使用
して最近更新されたエクスポートファイルの場所を識別します。

上書き

上書きは、同じパーティション (つまり請求期間) の更新にのみ適用されます。新しい請求期間
が始まると、エクスポートは最新のパーティションまたは請求期間に基づいた名前で新しい S3 
ディレクトリを作成し、そこに新しいエクスポートパーティションの配信を開始します。特定の
パーティションのデータが更新されない限り、前のパーティションのエクスポートは上書きされ
ません。

「上書き」モードでは、エクスポートファイルは次の S3 パスに配信されます。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/

このファイルディレクトリ内のエクスポートファイルは、同じパーティション (つまり、請求期
間) が配信されるたびに上書きされます。

エクスポートのサイズが十分になると、エクスポートファイルは複数の「チャンク」(個別の 
gzip/csv ファイルまたは Parquet ファイル) として配信されます。その月の間にエクスポートの
サイズが減少した場合 (クエリの変更やデータの修正により)、エクスポートを更新するのに必要
なチャンクが少なくなる可能性があります。この場合、データエクスポートは前回の更新で発生
した余分なチャンクを空のデータで上書きします。

上書きの場合、エクスポートを実行するたびに 1 つの Manifest.json ファイルが配信されま
す。ファイルは metadata/<partition> ディレクトリに保存され、更新されるたびに上書き
されます。

エクスポートデータのファイル名とチャンク

エクスポートは、1 回の実行結果を 1 つのファイル (gzip/csv または Parquet) として配信するか、エ
クスポートのサイズが十分になったときに複数の「チャンク」(個別の gzip/csv または Parquet ファ
イル) として配信します。

gzip/csv ファイル形式のエクスポートの名前は次のとおりです。

<export-name>-<chunk-number>.csv.gz

Parquet 形式のエクスポートの名前は次のとおりです。

<export-name>-<chunk-number>.snappy.parquet
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チャンク番号は常に 5 桁です。チャンク番号は 00001 から順に列挙されます。

概要

新規作成用のディレクトリを含むエクスポートデータファイル名

Parquet:

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/<timestamp>-
<execution-id>/<export-name>-<chunk-number>.snappy.parquet

gzip/csv:

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/<timestamp>-
<execution-id>/<export-name>-<chunk-number>.csv.gz

上書き用のディレクトリを含むエクスポートデータファイル名

Parquet:

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/<export-
name>-<chunk-number>.snappy.parquet

gzip/csv:

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data/<partition>/<export-
name>-<chunk-number>.csv.gz

新規作成用のディレクトリを含むマニフェストファイル名

「新規作成」モードは Manifest.json を 2 つの場所に配信します。

1 つ目の場所は、エクスポートの特定の実行を表すフォルダ (timestamp および execution-
id という名前) にあります。このマニフェストはその特定の実行に対応しています。ファイルパ
スは次のとおりです。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/metadata/<partition>/
<timestamp>-<execution-id>

2 つ目の場所は、すべての実行内容を含むパーティションフォルダです。このマニフェストは、
最後にエクスポートを実行したときと同じファイルです。このマニフェストを読むと、最近のす
べてのエクスポートファイルの正確なファイルパスを確認できます。ファイルパスは次のとおり
です。
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s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/metadata/<partition>/
Manifest.json

上書き用のディレクトリを含むマニフェストファイル名

「上書き」モードでは Manifest.json を 1 つの場所に配信します。

s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/metadata/<partition>

このディレクトリのマニフェストは、特定のパーティション (つまり、請求期間) が更新されるた
びに上書きされます。

エクスポートの詳細の編集
AWS Billing and Cost Management コンソールのデータエクスポートページを使用して、エクスポー
トの詳細を編集できます。

エクスポートの詳細を編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. エクスポートのリストから、編集するエクスポートの名前を選択します。

4. [エクスポートの詳細] ページで、[編集] を選択します。

5. [編集] モードでは、エクスポートの列の選択とエクスポートの上書き設定を更新できます。

データテーブル、追加のエクスポートコンテンツ (テーブル設定)、または既存のエクスポートの
圧縮タイプとファイル形式は更新できません。これらの詳細を変更するには、新しいエクスポー
トを作成する必要があります。

エクスポートタグの編集
AWS Billing and Cost Management コンソールのデータエクスポートページを使用して、エクスポー
トタグを編集できます。

エクスポートタグを編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます
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2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. エクスポートのリストから、編集するエクスポートの名前を選択します。

4. ページ下部の [タグ] セクションで、[タグを管理] を選択します。

5. [タグを管理] ページで、次の操作を実行します。

• タグを追加するには、[新しいタグを追加] を選択します。最大 50 個のタグを追加して、リ
ソースを検索およびフィルタリングしたり、 AWS コストを追跡したりできます。

• 既存のタグを削除するには、削除するエントリの横にある [削除] を選択します。

6. [保存] を選択します。

エクスポートの削除

AWS Billing and Cost Management コンソールのデータエクスポートページを使用して、エクスポー
トを削除できます。

エクスポートを削除するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [データエクスポート] を選択します。

3. エクスポートのリストから、削除するエクスポートの名前を選択します。

4. [エクスポートの詳細] ページで、[削除] を選択します。

5. もう一度 [削除] を選択し、エクスポートを削除することを確認します。

Note

この手順により、データエクスポートからエクスポートが削除されます。ただし、Amazon 
S3 バケットに保存されているオブジェクトは削除されません。
コストと使用状況ダッシュボードの場合、上記の手順はコストと使用状況ダッシュボー
ドをデータエクスポートから削除します。ただし、S3 バケット、QuickSight ダッシュ
ボード、およびその他の QuickSight リソースに保存されているオブジェクトは削除され
ません。QuickSight からコストと使用状況ダッシュボードを削除するには、「Amazon 
QuickSight ダッシュボードの削除」を参照してください。
Amazon QuickSight ダッシュボードを削除すると、ダッシュボードは、アカウントから、
およびダッシュボードが属していたすべてのフォルダから完全に削除されます。削除された
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ダッシュボードにはアクセスできなくなります。所有しているか共同所有しているダッシュ
ボードのみを削除できます。

AWS Organizations でのデータエクスポートの使用

データエクスポートは AWS Organizations と連携できるため、管理アカウントは組織内のすべての
アカウントのデータを含むエクスポートを生成できます。メンバーアカウントでもデータのエクス
ポートを作成できますが、これらのエクスポートに含まれるのは、その特定のメンバーアカウントの
請求およびコスト管理データのみです。管理アカウントがすべてのメンバーアカウントのデータを受
信するかどうかを制御する設定は、データエクスポートテーブルによって異なります。各テーブルに
メンバーアカウントデータを含めるかどうかを決定する方法については、以下のセクションを参照し
てください。

• コストと使用状況レポート 2.0 (CUR 2.0)

• コスト最適化の推奨事項 (Cost Optimization Hub から)

• AWS 列を含む FOCUS 1.0

• コストと使用状況ダッシュボード

• 二酸化炭素排出量

エクスポートの作成を許可または制限する IAM ポリシーは、管理アカウントとメンバーアカウント
の両方で同じです。

AWS Organizations 管理アカウントの管理者で、メンバーアカウントにエクスポートを作成させたく
ない場合は、メンバーアカウントがエクスポートを作成できないようにするサービスコントロールポ
リシー (SCP) を適用できます。SCP では、メンバーアカウントによる新しいエクスポートの作成を
防止できますが、以前に作成されたエクスポートは削除されません。

Note

SCP はメンバーアカウントにのみ適用されます。管理アカウントがエクスポートを作成でき
ないようにするには、管理アカウントのユーザーロールに添付されている IAM ポリシーを変
更します。
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データエクスポートテーブルディクショナリ

データエクスポートには、エクスポートの作成時にクエリできるテーブルがいくつか用意されていま
す。

次のトピックでは、各列の定義と共に、使用可能な各テーブルのスキーマについて説明します。

トピック

• コストと使用状況レポート (CUR) 2.0

• コスト最適化の推奨事項 (Cost Optimization Hub から)

• AWS 列を含む FOCUS 1.2

• AWS 列を含む FOCUS 1.0

• コストと使用状況ダッシュボード

• 二酸化炭素排出量

コストと使用状況レポート (CUR) 2.0

CUR 2.0 テーブルは、コストと使用状況レポート (CUR) と同じ情報を提供しますが、いくつか改善
されています。

コストと使用状況レポート 2.0 では、コストと使用状況レポートに比べて以下の点が改善されていま
す。

• 整合性のあるスキーマ: CUR 2.0 には固定列セットが含まれていますが、CUR に含まれる列は、 
AWS サービス、コストカテゴリ、リソースタグの使用に応じて毎月異なる場合があります。

• ネストされたデータ: CUR 2.0 では、CUR の特定の列を、折りたたまれた列のキーと値のペアを
持つ個々の列に折りたたむことで、データのスパース性を軽減します。ネストされたキーは、元の 
CUR スキーマとデータと一致するように、オプションで個別の列としてデータエクスポートでク
エリできます。

• 追加の列: CUR 2.0 に
は、bill_payer_account_name、line_item_usage_account_name、capacity_reservation_capacity_reservation_arn、capacity_reservation_capacity_reservation_status、capacity_reservation_capacity_reservation_type
という追加の列が含まれています。

CUR 2.0 の SQL テーブル名は COST_AND_USAGE_REPORT です。
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テーブル設定

テーブル設定はユーザーが制御するプロパティで、ユーザーはデータエクスポートでクエリされる前
にテーブルのデータまたはスキーマを変更するように設定できます。テーブル設定は JSON ステー
トメントとして保存され、 AWS SDK/CLI でのユーザー入力またはコンソールでのユーザー選択に
よって指定されます。

CUR 2.0 には以下のテーブル設定があります。

設定名 説明 有効値

TIME_GRANULARITY
この設定により、CUR 2.0 
テーブルのコストと使用量の
明細項目が、異なる時間精度
を持つように変更されます。

例えば、[時間単位] を選択す
ると、すべての明細項目が 1 
時間の使用量を表すようにな
ります。

HOURLY, DAILY, MONTHLY

INCLUDE_RESOURCES
この設定では、CUR 2.0 テー
ブルのコストと使用量の明細
項目がリソースレベルの細 
分化に変更され、テーブルス
キーマに「line_item_resource 
_id」列が追加されます。

この設定を有効にする
と、CUR 2.0 テーブルには、
そのサービスの合計使用量で
はなく、そのサービスで使用
されたリソースごとに 1 つの
明細項目が表示されます。

この設定を有効にすると、エ
クスポートの行数が大幅に増

TRUE、FALSE
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設定名 説明 有効値

加し、ファイルサイズも大き
くなる可能性があります。

INCLUDE_SPLIT_COST 
_ALLOCATION_DATA この設定により、分割コス

ト配分データと列 (split_li 
ne_item_*) が CUR 2.0 テーブ
ルに追加されます。このデー
タは、特定の AWS リソース
の使用量をさまざまなビジネ
スユニットまたはチームにど
のように割り当てることがで
きるかを示します。

この設定を有効にする
と、EC2 インスタンスをその 
インスタンスで実行されてい
るさまざまなコンテナにどの
ように割り当てることができ
るかを示す行と列を追加でき
ます。詳細については、「分
割コスト配分データについ
て」を参照してください。

TRUE、FALSE
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設定名 説明 有効値

INCLUDE_CAPACITY_R 
ESERVATION_DATA 注: この設定では、2025 年 11 

月 1 日以降、新しい列にのみ
データが追加されます。

この設定を有効にする
と、CUR 2.0 テーブルのコス
トと使用状況の明細項目が変
更され、インスタンスの使用
状況が複数のキャパシティ予
約に分割されるか、1 時間以
内にキャパシティ予約で部分
的に使用されると、リソース
レベルの粒度になります。こ
れにより、テーブルスキーマ
に 3 つの新しい列が追加さ
れ、キャパシティ予約で EC2 
インスタンスがどのように起
動されるかが示されます。

TRUE、FALSE

INCLUDE_MANUAL_DIS 
COUNT_COMPATIBILITY 注意: この設定は、割引が自動

的に計算される割引自動化プ
ログラムに登録した AWS の
お客様にのみ適用されます。

この設定では、CUR 2.0 テー
ブル内の割引が CUR に「手
動」で追加されたときのよ
うに (通常は個別の明細項目
として) 表示されるように変 
更され、スキーマから 2 つ
の列 (「discount」と「total 
_discount」) が削除されま
す。

TRUE、FALSE
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AWS Organizations のサポート

CUR 2.0 テーブルは、 AWS Organizations の統合請求機能で行った設定を継承します。一括決済
が有効になっている場合、管理アカウントとメンバーアカウントにはさまざまな動作があります。
管理アカウントを使用している場合、CUR 2.0 テーブルには、管理アカウントと組織内のすべての
メンバーアカウントのコストと使用状況データが含まれます。メンバーアカウントを使用している
場合、CUR 2.0 テーブルには、そのメンバーアカウントのコストと使用状況データのみが含まれま
す。

組織に加入すると、メンバーアカウントは、そのアカウントが組織のメンバーであった期間のデータ
のみをエクスポートできます。例えば、あるメンバーアカウントが組織 A を離れ、同月 15 日に組織 
B に加入したとします。その後、メンバーアカウントはエクスポートを作成します。メンバーアカ
ウントは組織 B に加入した後にエクスポートを作成したため、その月のメンバーアカウントの CUR 
2.0 のエクスポートには、そのアカウントが組織 B のメンバーであった期間のコストと使用状況デー
タのみが含まれます。

メンバーアカウントが新しい組織に加入すると、そのメンバーアカウントのコストと使用状況データ
が新しい組織のエクスポートに記録されます。これは、管理アカウントをメンバーアカウントに変換
して新しい組織に加入した場合と同じ結果です。

メンバーアカウントが組織を離れたり、スタンドアロンアカウントに変換された場合でも、メンバー
アカウントは、以前のエクスポートが保存されている Amazon S3 バケットへのアクセス権限を持っ
ている限り、以前のエクスポートにアクセスできます。

詳細については、「 Billing AWS User Guide」の「Consolidated Billing for AWS Organizations」を
参照してください。

CUR 2.0 の列グループ

CUR 2.0 テーブルには 125 個の列があり、次のようにグループ化されています。

• 請求書: 請求期間の請求に関するデータ。

• コストカテゴリ: 明細項目に適用されるコストカテゴリに関するデータ。

• キャパシティ予約: 明細項目に適用されるキャパシティ予約に関するデータ。

• 割引: 適用されている割引に関するデータ。

• ID: 明細項目を識別するためのデータ。

• 明細項目: コスト、使用量、使用タイプ、価格レート、製品名などに関するデータ。
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• 料金: 明細項目の料金に関するデータ。

• 製品: 明細項目で請求されている製品に関するデータ。

• 予約: 明細項目に適用される予約に関するデータ。

• リソースタグ: 明細項目に適用されるリソースタグに関するデータ。

• Savings Plans: 明細項目に適用される Savings Plans に関するデータ。

• 分割明細項目: 別の明細項目への分割コスト配分に関するデータ。

• キャパシティ予約: 明細項目に適用されるキャパシティ予約に関するデータ。

• タグ: ユーザー、アカウント、コストカテゴリ、リソースタグに関するデータ。

請求書列

請求書列には、請求期間の請求に関するデータが含まれます。

列名 説明 データ型

bill_bill_type
このレポートの対象となる請
求書の種類。請求書の種類は 
3 つあります。

•
アニバーサリー: その月中に
使用したサービスの明細項
目。

•
購入: 前払いサービス料金の
明細項目。

•
返金: 返金の明細項目。

string

bill_billing_entity
請求書または取引が AWS 
Marketplace 向けか、他の 
AWS サービスの購入向けかを
特定するのに役立ちます。

string

bill_billing_period_end_date timestamp
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列名 説明 データ型

このレポートの対象となる請
求期間の終了日 (UTC)。形式
は YYYY-MM-DDTHH:mm:s 
sZ  です。

bill_billing_period_start_date
このレポートの対象となる請
求期間の開始日 (UTC)。形式
は YYYY-MM-DDTHH:mm:s 
sZ  です。

timestamp

bill_invoice_id
特定の明細項目に関連付けら
れた ID。レポートが確定され
るまでは、[InvoiceId ] が
空白になります。

string

bill_invoicing_entity
請求書を発行する AWS エン
ティティ。

string

bill_payer_account_id
支払いアカウントのアカウン
ト ID。 AWS の組織の場合、
これは管理アカウントのアカ
ウント ID です。

string

bill_payer_account_name
支払いアカウントのアカウン
ト名。 AWS の組織の場合、
これは管理アカウントのアカ
ウントの名前です。

string

コストカテゴリ列

コストカテゴリ列には、明細項目に適用されるコストカテゴリに関するデータが含まれます。リソー
スタグはタグ列にも含まれるため、タグ列を選択した場合は、この列を選択する必要はありません。
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[列名] 説明 データ型

cost_category
特定の明細項目のコストカテ
ゴリのキーと値のペアとその
値を含むマップ列。これらの
キーと値は、コストカテゴリ
機能で作成した分類ルールに
基づいて入力されます。

コストカテゴリキーは、その
値が特定の明細項目に適用さ
れる場合にのみマップ列に表
示されます。

この列のキーは、ドット演算
子を使用して個別の列として
クエリできます。詳細につい
ては、「データクエリ」を参
照してください。

map <string, string>

割引列

割引には適用されている割引に関するデータが含まれています。

列名 説明 データ型

discount
テーブル設定: 削除: 
[INCLUDE MANUAL 
DISCOUNT COMPATIBILITY]

この明細項目に適用される特
定の割引のキーと値のペアを
含む「構造体」列。キーは割
引タイプに対応し、値は割引
値またはその他の情報に対応

map <string, double>
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列名 説明 データ型

します。この列の値は、特定
のキーに応じて「数値」また
は「文字列」のデータ型にな
ります。

この列のキーは、ドット演算
子を使用して個別の列として
クエリできます。詳細につい
ては、「データクエリ」を参
照してください。

[MANUAL DISCOUNT 
COMPATIBILITY] が有効に
なっている場合、この列は
使用できません。有効にする
と、割引はこの列ではなく個
別の明細項目として入力され
ます。
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列名 説明 データ型

discount_bundled_discount
明細項目に適用されるバン
ドル割引。バンドルdiscount 
は、サービスまたは機能を
別のサービスまたは機能の
使用量に基づいて無料または
discount 料金で提供する使用 
量ベースのディスカウントで
す。
 

2025 年 8 月現在、バンドル
された割引は「所有者優先ア
プローチ」を使用して適用さ
れ、割引はソース使用量を生
成するアカウントに最初に適
用されます。ソースアカウン
ト内では、割引は次の順序に
基づいて適用されます。

• 最高単価

• 以前使用時のタイムスタン
プ

• 他の要因が等しい場合の使
用量が多い

 

残りの割引は、次の順序に基
づいて、一括請求ファミリー 
(CBF) の他のアカウントに分
配されます。

• 最高単価

• アカウント ID の昇順

double
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列名 説明 データ型

• 以前使用時のタイムスタン
プ

• 使用量が多い

 

バンドルディスカウントの例
には以下が含まれます。

•
AWS Shield Advanced を
使用する場合、 AWS WAF 
に対して別途料金を支払
う必要はありません。 
AWS WAF の使用は Shield 
Advanced AWS にバンド
ルされています。Shield 
Advanced の詳細について
は、「Amazon CloudFron 
t AWS の料金」を参照
してください。 Amazon 
CloudFront

•
AWS Network Firewall を使
用して NAT ゲートウェイを
作成する場合、標準の NAT 
ゲートウェイ処理と 1 時間
あたりの使用料金は、GB 
および使用時間あたりの
ファイアウォールの処理で 
one-to-one ベースで免除
されます。詳細については 
、「AWS Network Firewall 
の料金」を参照してくださ 
い。
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列名 説明 データ型

•
Amazon インタラクティ
ブビデオサービス (IVS) 
チャットでは、ビデオ入力
が 1 時間送信されるごと 
に、2,700 通のメッセージ
が送信され、27 万件のメッ
セージが配信されます。追
加料金は発生しません。詳
細については、「Amazon 
Service Video Service 料
金」を参照してください。

discount_total_discount
テーブル設定: 削除: INCLUDE 
MANUAL DISCOUNT 
COMPATIBILITY

対応する明細項目のすべての 
discount 列の合計。

[MANUAL DISCOUNT 
COMPATIBILITY] が有効に
なっている場合、この列は
使用できません。有効にする
と、割引はこの列ではなく個
別の明細項目として入力され
ます。

double

アイデンティティ列

アイデンティティ列には明細項目を識別するためのデータが含まれます。

列名 説明 データ型

identity_line_item_id string
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列名 説明 データ型

このフィールドは明細項目ご
とに生成され、特定のパー
ティション内で一意です。こ
れは、CUR の配信全体 (つ
まり、更新内のすべてのパー
ティション) AWS でフィール
ドが一意であることを保証す 
るものではありません。明細
項目 ID は、異なるコストと使
用状況レポート間で一貫性が
ないため、異なるレポート間 
の同じ明細項目を識別するた
めに使用することはできませ
ん。

identity_time_interval
この明細項目が適用される
時間の間隔、以下の形式:
YYYY-MM-DDTHH:mm:s 
sZ/YYYY-MM-DDTHH:m 
m:ssZ 。時間の間隔は UTC 
で表され、レポートの詳細度
に応じて毎日または毎時のい
ずれかになります。

string

明細項目列

明細項目列にはコスト、使用量、使用タイプ、価格レート、製品名などに関するデータが含まれま
す。

列名 説明 データ型

line_item_usage_account_nam 
e この明細項目を使用したアカ

ウントの名前。組織の場合、

string
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列名 説明 データ型

これは管理アカウントまたは
メンバーアカウントのいずれ
かになります。このフィール
ドを使用して、アカウント別
のコストや使用状況を追跡す
ることができます。

line_item_availability_zone この明細項目をホストするア
ベイラビリティーゾーン。例
えば、us-east-1a 、us-
east-1b  です。

string

line_item_blended_cost
BlendedRate  に
UsageAmount  を乗じた値。

[BlendedCost] は、[LineItemT 
ype] が [Discount] である明細
項目については空白になりま 
す。ディスカウントは、メン
バーアカウントと SKU で集
計されたメンバーアカウント
の非ブレンドコストのみを使
用して計算されます。そのた
め、[BlendedCost] はディスカ
ウントに使用できません。

double
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列名 説明 データ型

line_item_blended_rate
BlendedRate  は、組織全体
で各 SKU に発生した平均コス 
トです。

例えば、Amazon S3 ブレンド
レートは、ストレージの合計
コストを、1 か月間に保存さ
れたデータ量で割ったもので
す。RI を持つアカウントの場
合、ブレンドレートは RI と
オンデマンドインスタンスの
平均コストとして計算されま 
す。

ブレンドレートは管理アカウ
ントレベルで計算され、各メ
ンバーアカウントにコストを
割り当てるために使用されま
す。詳細については、「AWS 
請求ユーザーガイド」の「ブ
レンドレートとコスト」を参
照してください。

string

line_item_currency_code
この明細項目の通貨。すべて
の AWS お客様は、デフォル 
トで米ドルで請求されます。
請求用の通貨を変更するに
は、「AWS 請求請求ユーザー
ガイド」の「請求の支払いに
使用する通貨の変更」を参照
してください。

string
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列名 説明 データ型

line_item_legal_entity
特定の製品またはサービスの
登録販売者。ほとんどの場
合、請求書を発行する事業
体と法律上の事業体は同じで
す。サードパーティーの AWS 
Marketplace トランザクショ
ンでは、値が異なる場合があ
ります。可能な値は以下のと
おりです:

•
Amazon Web Services, Inc.: 
AWS のサービスを販売する
事業体。

•
Amazon Web Services India 
Private Limited: インドの 
AWS サービスのリセラーと
して機能するインドのロー
カルエンティティ。

string
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列名 説明 データ型

line_item_line_item_descrip 
tion 明細項目タイプの説明。例え

ば、使用料の明細項目は、特
定の期間に発生した使用タイ
プを要約したものです。

サイズ柔軟な RI の場合、説
明は、利点が適用された RI 
に対応します。例えば、明
細項目が t2.micro に対応
し、t2.small RI がその使用
に適用された場合、line_item 
_line_item_description には
t2.small と表示されます。

RI ディスカウントが適用され
た使用料の明細項目の説明に
は、明細項目の対象となる料
金プランが含まれています。

string
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列名 説明 データ型

line_item_line_item_type
この明細項目の対象となる請
求の種類。割り当てられるタ
イプは次のとおりです。

•
BundledDiscount: 別のサー
ビスまたは機能の使用量に
基づいて、サービスまたは
機能の無料または discount 
利用を提供する使用量ベー
スの割引です。

•
クレジット: 請求書 AWS に
適用されたクレジット。が
請求書を確定した翌月にア
カウントにクレジット AWS 
を適用する場合、確定後に
レポート AWS を更新する
には、説明列を参照してく
ださい。

•
割引: の使用 AWS に適用さ
れたすべての割引。この特
定の詳細項目名は異なる場
合があり、割引に基づいて
解析する必要があります。
詳細については、[lineItem/
LineItemDescription] 列を参
照してください。

•
DiscountedUsage: リザーブ
ドインスタンス (RI) の利点
があるすべてのインスタン
スの割合。

•

string
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列名 説明 データ型

Fee: サブスクリプションに
支払った前払い年間料金。
例えば、[全前払い RI] また
は [一部前払い RI)] として
支払った前払い金が該当し
ます。

•
返金: が返金 AWS した金
額のマイナスの料金。が請
求確定後の月の返金をアカ 
ウント AWS に適用した場
合、確定後にレポート AWS 
を更新する可能性がある詳
細については、説明列を確
認してください。

•
RIFee: サブスクリプション 
の定期的な月額料金。例え
ば、毎月支払う [一部前払い 
RI]、[前払いなし RI]、[全額
前払い] の定期的な料金を指 
します。RIFee は全額前払
い予約が 0 USD になる場合
がありますが、reservation/
AmortizedUpfrontFeeForBi 
llingPeriod や reservation/
ReservationARN などの他
の列を提供するために、こ
の行はこれらの予約タイプ
に対しても事前入力されま
す。

•
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列名 説明 データ型

Tax: AWS が請求書に適用
した税金。VAT、米国の消
費税などが該当します。

•
Usage: オンデマンドインス 
タンスレートで課金される
使用料金。

•
SavingsPlanUpfrontFee: 全
額前払いまたは一部前払い 
Savings Plan を購入した場
合のワンタイム前払い料金 
。

•
SavingsPlanRecurringFee: 
前払いなしまたは一部前払
い Savings Plan に対応する
毎時間の繰り返し課金。Sa 
vings Plan 定期料金は、前
払いなしまたは一部前払い 
Savings Plan を購入した日
に、最初に請求書に追加さ 
れます。初回購入後、 はそ
の後各請求期間の最初の日
に定期的な料金 AWS を追
加します。

•
SavingsPlanCoveredUsage: 
Savings Plan の対象となる
任意のオンデマンドコスト 
。Savings Plan の対象とな
る使用量明細項目は、対応
する Savings Plan 否定項目
によって相殺されます。
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列名 説明 データ型

•
[SavingsPlanNegation] – 対
応する Savings Plan の対象
となる使用量項目に関連付
けられている Savings Plan 
特典による相殺コスト。

line_item_net_unblended_cost
品目に対して支払っている実
際のディスカウント後の費
用。この列は、該当する請求
期間中にアカウントにディス
カウントがある場合にのみレ
ポートに含まれます。

double

line_item_net_unblended_rate
その明細項目に対して支払っ
ている実ディスカウント後
レート。この列は、該当す
る請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合に 
のみレポートに含まれます。

string
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列名 説明 データ型

line_item_normalization_factor
インスタンスがテナンシー
を共有している限り、 は、
インスタンスファミリーと 
AWS リージョンのすべての
インスタンスサイズにすべ
てのリージョン Linux また
は Unix Amazon EC2 および 
Amazon RDS RI 割引を適用 
AWS できます。これは、組
織内のメンバーアカウントの 
RI ディスカウントにも適用さ
れます。Amazon EC2 および 
Amazon RDS のすべての新規
および既存のサイズ柔軟な RI 
のサイズは、インスタンスサ
イズに基づいた正規化係数に
より決定されます。

double

line_item_normalized_usage_ 
amount サイズ柔軟な RI のために

発生した使用量。正規化単
位。[NormalizedUsageAmo 
unt] は、[UsageAmount] に 
[NormalizationFactor] を乗算
したものに等しくなります。

double

line_item_operation この明細項目の対象となる特
定の AWS オペレーション。
これは、明細項目の特定の
使用状況を表します。例え
ば、RunInstances  の値は 
Amazon EC2 インスタンスの
オペレーションを示します。

string
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列名 説明 データ型

line_item_product_code
測定された製品のコー
ド。例えば、Amazon EC2 
は、Amazon Elastic Compute 
Cloud の製品コードです。

string

line_item_resource_id
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE RESOURCES

(オプション) レポートに個々
のリソース ID を含めること
を選択した場合、この列に 
はプロビジョンしたリソース
の ID が表示されます。例え
ば、Amazon S3 ストレージ
バケット、Amazon EC2 コ
ンピューティングインスタン
ス、または Amazon RDS デー
タベースは、すべてリソース 
ID を持つことができます。こ
のフィールドは、インスタン
ス化されたホストに関連付け
られていない使用タイプ (デー
タ転送、API リクエストなど) 
と明細項目タイプ (ディスカウ
ント、クレジット、税金など) 
では空白です。

string

line_item_tax_type
この明細項目 AWS に適用さ
れた税金のタイプ。

string
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列名 説明 データ型

line_item_unblended_cost UnblendedCost
は、UnblendedRate  に
UsageAmount  を乗じた値で
す。

double

line_item_unblended_rate
AWS Organizations を使用す
るアカウントの一括請求で
は、非ブレンドレートは個々
のアカウントのサービス使用
量に関連するレートです。

RI 割引が適用されている 
Amazon EC2 と Amazon RDS 
明細項目の場合、Unblended 
Rate  は 0 です。RI ディスカ
ウントが適用されている明細
項目は、LineItemType  が
DiscountedUsage  です。

string

line_item_usage_account_id
この明細項目を使用したアカ
ウントの ID。組織の場合、こ
れは管理アカウントまたはメ
ンバーアカウントのいずれか 
になります。このフィールド
を使用して、アカウント別の
コストや使用状況を追跡する
ことができます。

string
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列名 説明 データ型

line_item_usage_amount
指定した期間に発生した使用
量。サイズ柔軟なリザーブ
ドインスタンスについては、
代わりに reservation/TotalR 
eservedUnits 列を使用しま
す。

特定のサブスクリプション料
金では、UsageAmount が 0
になります。

double

line_item_usage_end_date 対応する明細項目の終了日時
は UTC で表されます (その時
刻は含まない)。形式は YYYY-
MM-DDTHH:mm:ssZ  です。

timestamp

line_item_usage_start_date 明細項目の開始日時は UTC 
で表されます (その時刻を
含む)。形式は YYYY-MM-D 
DTHH:mm:ssZ  です。

timestamp

line_item_usage_type この明細項目の使用状況の
詳細。例えば、USW2-BoxU 
sage:m2.2xlarge  は米国
西部 (オレゴン) リージョンの 
M2 ハイメモリダブルエクスト
ララージインスタンスについ
て説明します。

string
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列名 説明 データ型

line_item_user_identifier
ワークフォースユーザーの 
Identity Access Management 
(IAM) Identity Center 識別子。
月額定額サブスクリプション
料金とオンデマンド料金は、
この識別子で識別されるユー
ザーに対して計算されます。

string

料金列

料金列には明細項目の料金に関するデータが含まれます。

列名 説明 データ型

pricing_currency
料金データが表示される通
貨。

string

pricing_lease_contract_length
RI の予約期間。

string

pricing_offering_class
リザーブドインスタンスの提
供クラス。

string

pricing_public_on_demand_co 
st パブリックオンデマンドイン

スタンスレートに基づく明細
項目の合計コスト。複数のオ
ンデマンドパブリックコスト
が発生する SKU がある場合
は、最も高い階層の同等のコ 
ストが表示されます。無料利
用枠や階層型価格を提供する
サービスなどが該当します。

double
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列名 説明 データ型

pricing_public_on_demand_ra 
te 特定の使用料の明細項目に対

する、この請求期間のパブ
リックオンデマンドインスタ
ンスレート。複数のオンデマ
ンドパブリック料金が発生す
る SKU がある場合、最も高い
階層の同等の料金が表示され
ます。無料利用枠や階層型価 
格を提供するサービスなどが
該当します。

string

pricing_purchase_option この明細項目に選択した支
払い方法。有効な値は、All 
Upfront、Partial 
Upfront、No Upfront で
す。

string

pricing_rate_code
製品/オファー/価格-枠の組み
合わせの一意のコード。製品
および期間の組み合わせは、
無料利用枠、低使用利用枠、 
高使用利用枠など、複数の価
格ディメンションを持つこと
ができます。

string

pricing_rate_id
明細項目のレートの ID。

string

pricing_term
AWS 使用量がリザーブドかオ
ンデマンドか。

string
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列名 説明 データ型

pricing_unit
使用コストの計算 AWS に
使用される料金単位。例え
ば、Amazon EC2 インスタン
スの使用料の料金単位は時間 
数です。

string

製品列

製品列には明細項目で請求されている製品に関するデータが含まれます。

列名 説明 データ型

product
特定の明細項目の複数の製品
属性とその値のキーと値の組
み合わせを含むマップ列。

製品属性は、その値が特定の
明細項目に適用される場合
にのみマップ列に表示されま
す。

Note

CUR には表示され
ているが、レガシー 
CUR の静的スキーマ
には含まれていない製
品列はすべて、このマ 
ップ列に表示されま 
す。

map <string, string>
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列名 説明 データ型

この列のキーは、ドット演算
子を使用して個別の列として
クエリできます。詳細につい
ては、「データクエリ」を参
照してください。

product_comment
製品に関するコメント。

string

product_fee_code
料金を参照するコード。

string

product_fee_description
製品料金の説明。

string

product_from_location
製品の使用が開始された場所
を示します。

string

product_from_location_type
製品の使用が開始された場所
のタイプを示します。

string

product_from_region_code
AWS サービスのソースリー
ジョンコードについて説明し
ます。

string

product_instanceSKU
製品インスタンス SKU。

string
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列名 説明 データ型

product_instance_family
Amazon EC2 インスタンス
ファミリーを示します。A 
mazon EC2 には、10 種類の
異なるインスタンスタイプに
多数のオプションが用意され
ています。各タイプに 1 つ
以上のサイズオプションがあ
り、さまざまなタイプのアプ 
リケーションのために最適
化された異なるインスタンス
ファミリーに分類されていま
す。

string

product_instance_type
インスタンスのタイプ、サイ
ズ、およびファミリーを示し
ます。これらは、インスタン
スの CPU、ネットワーク、お
よびストレージ容量を定義し
ます。

string

product_location
Amazon S3 バケットが存在す
るリージョンを示します。

string

product_location_type
タスクのエンドポイントを示
します。

string

product_operation
この明細項目の対象となる特
定の AWS オペレーションに
ついて説明します。

string
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列名 説明 データ型

product_pricing_unit
AWS サービスの最小請求単
位。例えば、API 呼び出しあ
たり 0.01c です。

string

product_product_family
製品タイプのカテゴリ。

string

product_region_code
リージョンとは、データセン
ターがクラスター化されて
いる世界中の物理的な場所で
す。 AWS では論理データセ
ンターの各グループをアベイ
ラビリティーゾーン (AZ) と呼
びます。各 AWS リージョン
は、地理的エリア内の複数の 
分離された物理的に分離AZs 
で構成されます。リージョ
ンコード属性は、 AWS リー
ジョンと同じ名前で、 AWS 
サービスが利用可能な場所を
指定します。

string
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列名 説明 データ型

product_sku
製品の一意のコード 
。SKU は、ProductCo 
de 、UsageType 、および
Operation  を組み合わせて
作成されます。サイズ柔軟な 
RI の場合、SKU は使用された
インスタンスを使用します。
たとえば、t2.microインス
タンスを使用し、使用量に RI
t2.small 割引 AWS を適用
した場合、明細項目の SKU は 
で作成されますt2.micro。

string

product_servicecode
これにより、顧客への特定の 
AWS サービスが一意の短い略
語として識別されます。

string

product_to _location_type
サービス使用先の場所のタイ
プを示します。

string

product_to_location
使用先の場所を示します。

string

product_to_region_code
AWS サービスのソースリー
ジョンコードについて説明し
ます。

string

product_usagetype
明細項目の使用状況の詳細を
表します。

string

製品列 67



AWS Data Exports ユーザーガイド

予約列

予約列には、明細項目に適用される予約に関するデータが含まれます。

列名 説明 データ型

reservation_amortized_upfro 
nt_cost_for_usage

全額前払い RI および一部前
払い RI の最初の前払い料金 
は、使用時間に応じて償却さ
れます。この値は RIAmortiz 
edUpfrontFeeForBil 
lingPeriod  * The  
 normalized usage 
amount for Discounte 
dUsage line items  /
The normalized usage 
amount for the RIFee と
等しくなります。前払いなし 
RI には前払いはないため、前
払いなし RI の値は 0 です。
現時点では、専有ホスト予約
にはこの値を提供していませ
ん。将来のアップデートで変
更を行う予定です。

double

reservation_amortized_upfro 
nt_fee_for_billing_period この予約の前払い料金のう

ち、請求期間中の費用がどれ
くらいになるかを示します。
全額前払い RI および一部前払
い RI の最初の前払い料金は、
今月償却されます。前払いな
し RI には前払い料金はないた
め、前払いなし RI の値は 0 で
す。現時点では、専有ホスト
予約にはこの値を提供してい 

double
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列名 説明 データ型

ません。将来のアップデート
で変更を行う予定です。

reservation_availability_zone
この明細項目に関連付けら
れたリソースのアベイラビリ
ティーゾーン。

string

reservation_effective_cost 実質的時間料金に平均化され
た、RI の前払い料金と時間料
金の両方の合計。Effective 
Cost  は、amortized 
UpfrontCostForUsage
を recurringFeeForUsa 
ge  に加算することにより計
算されます。

double

reservation_end_time
関連付けられた RI リース期間
の終了日。

string
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列名 説明 データ型

reservation_modification_st 
atus RI リースが変更されたかどう

かを示します。

Original (オリジナル): 購入し
た RI は 1 回も変更されていま 
せん。

System (システム): 購入した 
RI は、コンソールまたは API 
を使用して変更されました。

手動: 購入した RI は AWS サ
ポートサポートを使用して変
更されました。

ManualWithData: 購入した RI 
は、 AWS サポートの支援と 
AWS RI の計算された見積り 
を使用して変更されました。

string

reservation_net_amortized_u 
pfront_cost_for_usage 全前払い RI および一部前払い 

RI の最初の前払い料金は、該
当する場合、使用時間に応じ
て償却されます。この列は、
該当する請求期間中にアカウ
ントにディスカウントがある
場合にのみレポートに含まれ
ます。

double

reservation_net_amortized_u 
pfront_fee_for_billing_period 請求期間中の予約の前払い料

金の費用。この列は、該当す
る請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合に
のみレポートに含まれます。

double
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列名 説明 データ型

reservation_net_effective_cost
RI の前払い料金と時間単価
の合計を、平均して実効時間
単価とします。この列は、該
当する請求期間中にアカウン
トにディスカウントがある場 
合にのみレポートに含まれま
す。

double

reservation_net_recurring_f 
ee_for_usage 継続利用料金のディスカウン

ト後の金額。この列は、該
当する請求期間中にアカウン
トにディスカウントがある場
合にのみレポートに含まれま
す。

double

reservation_net_unused_amor 
tized_upfront_fee_for_billi 
ng_period

請求期間中に償却された正味
の未使用の前払い料金。この
列は、該当する請求期間中に
アカウントにディスカウント
がある場合にのみレポートに
含まれます。

double

reservation_net_unused_recu 
rring_fee 一部前払い RI と前払いなし 

RI の未使用の予約時間に関
連する定期的な料金。この列
は、該当する請求期間中にア
カウントにディスカウントが
ある場合にのみレポートに含 
まれます。

double
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列名 説明 データ型

reservation_net_upfront_value
ディスカウントが適用された 
RI の前払い額。この列は、該
当する請求期間中にアカウン
トにディスカウントがある場
合にのみレポートに含まれま
す。

double

reservation_normalized_unit 
s_per_reservation 予約サブスクリプションの各

インスタンスの正規化された
単位の数。

string

reservation_number_of_reser 
vations このサブスクリプションに含

まれる予約の数。例えば、1 
件のサブスクリプションには 
4 件の RI 予約を関連付けるこ 
とができます。

string
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列名 説明 データ型

reservation_recurring_fee_f 
or_usage

一部前払い RI および前払
いなし RI の場合、使用時
間に応じて償却される定 
期的料金。この値は The 
unblended cost of the  
 RIFee  * The sum of 
the normalized usage 
amount of  Usage line 
items / The normalize 
d usage amount of  
 the RIFee for size 
flexible Reserved 
Instances  と等しくなりま
す。全額前払い RI には 0 より
大きい定期料金支払いがない
ため、全額前払い RI の値は 0
です。

double

reservation_reservation_a_r_n
この明細項目が活用した RI 
の Amazon リソースネーム 
(ARN)。これは「RI リース 
ID」とも呼ばれます。これ
は、この特定の AWS リザー
ブドインスタンスの一意の識
別子です。値文字列には、 
AWS サービス名と RI を購
入したリージョンも含まれま
す。

string

reservation_start_time
関連付けられたリザーブドイ
ンスタンスの期間の開始日。

string
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列名 説明 データ型

reservation_subscription_id
明細項目を関連オファーと
マッピングする一意の識別
子。RI ARN を AWS リザーブ
ドインスタンスの ID として
使用することをお勧めします
が、両方を使用できます。

string

reservation_total_reserved_ 
normalized_units

予約サブスクリプションの
すべてのインスタンスの予
約済み正規化ユニットの総 
数。 reservation/Normal 
izedUnitsPerReserv 
ation に を乗算して、正規
化されたユニットの合計を 
AWS 計算しますreservati 
on/NumberOfReserva 
tions 。

string

reservation_total_reserved_ 
units

TotalReservedUnits  に
より、Fee および RIFee の両
方の明細項目に個別の値が入
力されます。

string

reservation_units_per_reser 
vation

UnitsPerReservation
により、Fee および RIFee の
両方の明細項目に個別の値が
入力されます。

string
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列名 説明 データ型

reservation_unused_amortize 
d_upfront_fee_for_billing_p 
eriod

全額前払い RI および一部前
払い RI の最初の前払い料金 
の amortized-upfront-fee-for-
billing-period-column 償却部
分。前払いなし RI には前払い
はないため、前払いなし RI の
値は 0 です。現時点では、専
有ホスト予約にはこの値を提
供していません。将来のアッ 
プデートで変更を行う予定で
す。

double

reservation_unused_normaliz 
ed_unit_quantity この請求期間中に使用しな

かった、サイズ柔軟なリー
ジョン RI の未使用の正規化さ 
れたユニットの数。

double

reservation_unused_quantity
この請求期間中に使用しな
かった RI 時間数。

double

reservation_unused_recurrin 
g_fee 一部前払い RI と前払いなし 

RI の未使用の予約時間に関連
する定期的な料金。全額前払
い RI には 0 より大きい定期料
金がないため、全額前払い RI 
の値は 0 です。

double

reservation_upfront_value
AWS リザーブドインスタンス
に対して支払われた前払い料
金。前払いのない RI の場合、
この値は 0 になります。

double
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リソースタグ列

リソースタグ列には明細項目に適用されるリソースタグに関するデータが含まれます。リソースタグ
はタグ列にも含まれるため、タグ列を選択した場合は、この列を選択する必要はありません。

[列名] 説明 データ型

resource_tags
特定の明細項目のリソースタ
グのキーと値のペアとその値
を含むマップ列。この列の値
はすべて「文字列」データ型
です。

リソースタグキーは、請求コ
ンソールでコスト配分タグと
して有効になっている場合に
のみこの列に表示されます。
有効にすると、特定のキー
は、その値が特定の明細項目
に適用される場合にのみマッ 
プ列に表示されます。

この列のキーは、ドット演算
子を使用して個別の列として
クエリできます。詳細につい
ては、「データクエリ」を参
照してください。

map <string, string>

Savings Plan 列

Savings Plan 列には明細項目に適用される Savings Plans に関するデータが含まれます。
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列名 説明 データ型

savings_plan_amortized_upfr 
ont_commitment_for_billing_ 
period

請求期間に Savings Plan サ
ブスクリプションに必要と
なる前払い金額。[全額前払
い Savings Plan] と [一部前払
い Savings Plan] の最初の前
払い金は、当月に償却されま 
す。前払いなし Savings Plan
の場合、値は 0 です。

double

savings_plan_end_time
Savings Plan 契約の有効期限
日。

string

savings_plan_instance_type_ 
family 指定した使用量に関連するイ

ンスタンスファミリー。

string

savings_plan_net_amortized_ 
upfront_commitment_for_bill 
ing_period

請求期間中の Savings Plan 
サブスクリプションの前払い
料金のコスト。この列は、該
当する請求期間中にアカウン
トにディスカウントがある場
合にのみレポートに含まれま
す。

double

savings_plan_net_recurring_ 
commitment_for_billing_period Savings Plan 手数料の混合さ

れていない正味費用。この列
は、該当する請求期間中にア
カウントにディスカウントが
ある場合にのみレポートに含
まれます。

double

savings_plan_net_savings_pl 
an_effective_cost Savings Plans の実効費用。使

用量を手数料で割ったもので

double
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列名 説明 データ型

す。この列は、該当する請求
期間中にアカウントにディス
カウントがある場合にのみレ
ポートに含まれます。

savings_plan_offering_type
購入した Savings Plan のタイ
プを示します。

string

savings_plan_payment_option
Savings Plan に使用できる支
払いオプション。

string

savings_plan_purchase_term
Savings Plan の期間を示しま
す。

string

savings_plan_recurring_comm 
itment_for_billing_period Savings Plan サブスクリプ

ションの毎月の定額料金。例
えば、[一部前払い Savings 
Plan] や [前払いなし Savings 
Plan] の毎月の定額料金が該当
します。

double

savings_plan_region
サービスをホスト AWS する 
AWS リージョン (地理的エリ
ア）。このフィールドを使用
して、特定の AWS リージョ
ンの支出を分析できます。

string

savings_plan_savings_plan_a 
_r_n Savings Plan の一意の ID。

string

savings_plan_savings_plan_e 
ffective_cost 各使用量の行に割り当てられ

ている Savings Plan 月額料金 
(前払いおよび定額) の比率。

double
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列名 説明 データ型

savings_plan_savings_plan_r 
ate 使用量に対する Savings Plan 

の料金。

double

savings_plan_start_time
Savings Plan 契約の開始日。

string

savings_plan_total_commitme 
nt_to_date 今日の該当時間までに償却さ

れた前払いコミットメントと
定額コミットメントの合計。

double

savings_plan_used_ 
commitment 使用している Savings Plan コ

ミットメントの USD 総額。
(SavingsPlanRate と使用量を
乗じた額)

double

分割明細項目列

split_line_item ヘッダーの下の列は、分割コスト配分データ機能を有効にしている場合にデータエク
スポートに表示されるフィールドです。詳細については、「分割コスト配分データについて」を参照
してください。この機能は、Amazon ECS (Fargate を含む) AWS Batch、および Amazon EKS のみ
に制限されています。

[列名] 説明 データ型

split_line_item_actual_usage
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

指定された期間に Amazon 
ECS タスクまたは Kubernete 
s ポッドで発生した vCPU、
メモリ、アクセラレーターの 

double
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[列名] 説明 データ型

リソースの使用量 (lineItem/
UsageType に基づく)。

split_line_item_net_split_cost
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

すべての割引が適用された後
の Amazon ECS タスクまた
は Kubernetes ポッドの実質的
なコスト。この列は、該当す
る請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合に
のみレポートに含まれます。

double

split_line_item_net_unused_ 
cost テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

すべての割引が適用された後
の Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドの実効未使
用コスト。この列は、該当す
る請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合に
のみレポートに含まれます。

double
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[列名] 説明 データ型

split_line_item_parent_reso 
urce_id テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

Amazon ECS タスクまたは 
Amazon EKS ポッドに関連付
けられている親 EC2 インスタ
ンスのリソース ID (lineItem/
ResourceId 列で参照されてい
ます)。親リソース ID は、指
定された期間の ECS タスクま
たは Kubernetes ポッドのワー
クロードが親 EC2 インスタン
スで実行されたことを意味し 
ます。これは、起動タイプが 
EC2 の Amazon ECS タスク
または Kubernetes ポッドにの
み適用されます。

string

split_line_item_public_on_d 
emand_split_cost テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

パブリックオンデマンドイ
ンスタンスのレート (pricing/ 
publicOnDemandRate 列で参
照) に基づいて、その期間に 
Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドに割り当
てられた vCPU またはメモリ 
(lineItem/UsageType に基づ
く) のコスト。

double
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[列名] 説明 データ型

split_line_item_public_on_d 
emand_unused_cost テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

パブリックオンデマンドイン
スタンスレートに基づいて、
その期間に Amazon ECS タス
クまたは Kubernetes ポッド
に割り当てられた vCPU また
はメモリ (lineItem/UsageTyp 
e に基づく) の未使用コスト。
未使用コストとは、EC2 イ
ンスタンス (splitLineItem/Par 
entResourceId 列で参照) の
リソース (CPU またはメモリ) 
で、指定された期間に使用さ
れなかったコストです。

double

split_line_item_reserved_us 
age テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

指定された期間に Amazon 
ECS タスクまたは Kubernete 
s ポッドで設定した vCPU、
メモリ、アクセラレーターの 
リソースの使用量 (lineItem/
UsageType に基づく)。

double
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[列名] 説明 データ型

split_line_item_split_cost
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

期間中に Amazon ECS タスク
または Kubernetes ポッドに割
り当てられた vCPU またはメ
モリ (lineItem/UsageType に
基づく) のコスト。これには 
、EC2 インスタンス (splitLin 
eItem/parentResourceId 列で
参照) に予約または Savings 
Plans の前払いまたは一部前
払い料金がある場合の償却コ
ストが含まれます。

double

split_line_item_split_usage
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

指定した期間に Amazon ECS 
タスクまたは Kubernetes ポッ
ドに割り当てられた vCPU ま
たはメモリの使用量 (lineItem 
/UsageType に基づく)。
これは SplitLineItem/Rese 
rvedUsage または SplitLine 
Item/ActualUsage の最大使用
量として定義されます。

double
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[列名] 説明 データ型

split_line_item_split_usage 
_ratio テーブル設定: 追加理由: 

INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドに割り当
てられた vCPU、メモリ、ア
クセラレーターのリソース 
(lineItem/UsageType に基づ
く) と、EC2 インスタンスで
使用可能な CPU、メモリ、
アクセラレーターのリソース
全体の比率 (splitLineItem/Par 
entResourceId 列で参照)。

double
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[列名] 説明 データ型

split_line_item_unused_cost
テーブル設定: 追加理由: 
INCLUDE SPLIT COST 
ALLOCATION DATA

期間中に Amazon ECS タス
クまたは Kubernetes ポッド
に割り当てられた vCPU、メ
モリ、アクセラレーターのリ
ソース (lineItem/UsageType 
に基づく) の未使用コスト。
未使用コストとは、EC2 イ
ンスタンス (splitLineItem/Par 
entResourceId 列で参照) の
リソース (CPU、メモリ、ア
クセラレーターのリソース) 
で、指定された期間に使用さ
れなかったコストです。こ
れには、EC2 インスタンス 
(splitLineItem/parentResour 
ceId) に予約または Savings 
Plans の前払いまたは一部前
払い料金がある場合の償却コ
ストが含まれます。

double

タグ列

タグ列には、明細項目に適用されるユーザー、アカウント、コストカテゴリ、リソースタグに関する
データが含まれます。この列を選択した場合、CUR 2.0 でリソースタグとコストカテゴリ列を選択
する必要はありません。

[列名] 説明 データ型

tags map <string, string>
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[列名] 説明 データ型

特定の明細項目のすべてのタ
グとその値のキーと値のペア
を含むマップ列。この列の値
はすべて「文字列」データ型
です。

タグキーは、請求コンソール
でコスト配分タグとして有効
になっている場合にのみ、こ
の列に表示されます。有効に
すると、特定のキーは、その
値が特定の明細項目に適用さ
れる場合にのみマップ列に表
示されます。

この列のキーは、ドット演算
子を使用して個別の列として
クエリできます。詳細につい
ては、「データクエリ」を参
照してください。

タグプレフィックスと重複するタグキーについて

コスト配分タグを他の AWS タグ付けメカニズムと一緒に使用すると、異なるタグ付けコンテキスト
に同じタグキー (「department」や「aws:createdBy」など) が表示される場合があります。 は、競
合を防ぎ、正確なコスト配分を確保するために、これらのタグ AWS に自動的にプレフィックスを付
けます。

タグプレフィックスタイプ
AWS uses the following prefixes to distinguish between different tag sources:

1. resourceTags/#- AWS リソースに直接適用されるタグ。

2. userAttribute/#- IAM アイデンティティセンターからインポートされたユーザー属性。

3. accountTag/#- AWS アカウントレベルで適用されるタグ。

4. costCategory/#- AWS Cost Categoriesから派生したタグ。
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例: 重複するタグキー

複数のタグ付けメカニズムが同じタグキーを使用するシナリオを考えてみましょう。がそれらを処理
する方法 AWS は次のとおりです。

{ 
  "resourceTags/department": "teamA",  
  "resourceTags/appName": "app1",  
  "userAttribute/Department": "teamB",  
  "accountTag/department": "teamC",  
  "accountTag/appName": "app3",  
  "costCategory/department": "teamD"
} 
    

この例では、以下のようになっています：

• リソースは、リソースレベルで部門「teamA」でタグ付けされます

• リソースにアクセスしたユーザーは、IAM アイデンティティセンターのteamB」部門に属していま
す

• AWS アカウントには、「teamC」部門を示すアカウントレベルのタグがあります

• コストカテゴリルールがこのコストを「teamD」部門に割り当てました

各タグは一意のプレフィックスで保持されるため、複数の視点から同時にコストを分析できます。こ
れにより、以下を実行することができます。

• どのリソースがどのチームに属しているかを追跡する (resourceTags/department)

• どの部門がリソースを消費しているかを理解する (userAttribute/Department)

• アカウントの所有権に基づいてコストを割り当てる (accountTag/department)

• コストカテゴリによるカスタムビジネスロジックの適用 (costCategory/department)

キャパシティ予約列

キャパシティ予約列には、明細項目に適用されるキャパシティ予約に関するデータが含まれます。
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[列名] 説明 データタイプ 不可逆性 プロパティ

capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn

テーブル設定: 追
加者: INCLUDE 
CAPACITY 
RESERVATION 
DATA

キャパシティ予
約 ARN は、キャ
パシティ予約の
一意の識別子を 
表します。

String Nullable
料金がキャパシ
ティ予約に関連
している場合、
このフィールド
は null ではあり
ません

料金がキャパシ
ティ予約の未使
用部分を表す場
合、このフィー
ルドは null では
ありません

料金がキャパシ
ティ予約に関連
しない場合、こ
のフィールドは 
null です

capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_status

テーブル設定: 追
加者: INCLUDE 
CAPACITY 
RESERVATION 
DATA

明細項目が 
capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn 列で
識別されたキャ 
パシティ予約の

String Nullable
capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn が null 
の場合、この
フィールドは 
null です

capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn が 
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[列名] 説明 データタイプ 不可逆性 プロパティ

消費を表すか、
キャパシティ予
約が未使用で 
あるか、キャパ
シティ予約が予
約されているか
どうかを示しま
す。

null ではな
く、line_item_lin 
e_item_type 
が Usage また
は SavingsPl 
annedCove 
redUsage また
は Discounte 
dUsage の場
合、このフィー 
ルドは null では
ありません

このフィールド
には、予約済
み、使用済み、
未使用のいずれ 
かの許容値が含
まれます。
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[列名] 説明 データタイプ 不可逆性 プロパティ

capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_type

テーブル設定: 追
加者: INCLUDE 
CAPACITY 
RESERVATION 
DATA

キャパシティ予
約タイプフィー
ルドは、購入し
たキャパシテ 
ィ予約のタイプ
を表します。現
在、ML には 2 
種類の ODCR と 
EC2 キャパシ
ティブロックが
あります。

String Nullable
capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn が null 
の場合、この
フィールドは 
null です

capacity_ 
reservati 
on_capaci 
ty_reserv 
ation_arn が 
null ではな
く、line_item_lin 
e_item_type 
が Usage また
は SavingsPl 
annedCove 
redUsage また
は Discounte 
dUsage の場
合、このフィー 
ルドは null では
ありません

このフィール
ドには、ML の 
ODCR または 
EC2 キャパシ
ティブロックの
いずれかの許容 
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[列名] 説明 データタイプ 不可逆性 プロパティ

値が含まれま
す。

コスト最適化の推奨事項 (Cost Optimization Hub から)

コスト最適化の推奨事項テーブルには、Cost Optimization Hub からのコスト最適化の推奨事項が含
まれています。Cost Optimization Hub のレコメンデーションは AWS Compute Optimizer から統合さ
れており、リソースの適正化、アイドル状態のリソース削除、Savings Plans、リザーブドインスタ
ンスなど、15 種類以上の最適化で構成されています。詳細については、「AWS コスト管理ユーザー
ガイド」の「Cost Optimization Hub」を参照してください。

コスト最適化の推奨事項の SQL テーブル名は COST_OPTIMIZATION_RECOMMENDATIONS です。

テーブル設定

テーブル設定はユーザーが制御するプロパティで、ユーザーはデータエクスポートでクエリされる前
にテーブルのデータまたはスキーマを変更するように設定できます。テーブル設定は JSON ステー
トメントとして保存され、 AWS SDK/CLI のユーザー入力またはコンソールのユーザー選択によって
指定されます。

コスト最適化の推奨事項には、次のテーブル設定があります。

設定名 説明 有効値

INCLUDE_ALL_RECOMM 
ENDATIONS 「FALSE」に設定すると、

相互に互換性のない推奨事項 
のセットから、節約額の最も
高い推奨事項のみがテーブル
に保持されます。例えば、イ
ンスタンスを終了するという
推奨事項と、同じインスタン
スを適切なサイズにする推奨
事項では、「インスタンスを
終了する」のみが保持されま
す。

TRUE、FALSE
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設定名 説明 有効値

「TRUE」に設定すると、す
べての推奨事項がテーブルに 
保持されます。

これは、Cost Optimization 
Hub コンソールでグループ
関連の推奨事項とも呼ばれま
す。詳細については、「AWS 
コスト管理ユーザーガイド」
の「関連する推奨事項のグ
ループ化」を参照してくださ 
い。
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設定名 説明 有効値

FILTER
これにより、さまざまな推奨
事項属性に基づいて推奨事項
をフィルタリングできます。
節約重複排除アルゴリズムが
適用される前に、フィルター
がテーブルに適用されます。

Cost Optimization Hub コン
ソールと同じパラメータを使
用してフィルタリングできま
す。詳細については、「AWS 
コスト管理ユーザーガイド」
の「コスト最適化の機会の優
先順位付け」を参照してくだ
さい。

この構成には、Cost Optimizat 
ion Hub list-reco 
mmendations  API の
filter パラメータで使用さ 
れるものと同じ JSON 構造
を使用してフィルターステー
トメントが指定されます。こ
れは、JSON 文字列として指
定する必要があります。構造
の詳細については、「list-
recommendations  構造」
を参照してください。

Cost Optimization Hub list-
recommendations  API に
有効な JSON 文字列。

サービスにリンクされたロール

コスト最適化の推奨事項テーブルのエクスポートを作成するには、データエクスポートのサービ
スにリンクされたロールが必要です。サービスにリンクされたロールを作成する方法については、
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「AWS コスト管理ユーザーガイドの「データエクスポートのサービスにリンクされたロール」を参
照してください。

AWS Organizations のサポート

Cost Optimization Hub は AWS Organizations と統合して、管理アカウントが Cost Optimization Hub 
でメンバーアカウントのレコメンデーションを表示できるかどうかを制御します。詳細については、
「AWS コスト管理ユーザーガイド」の「Cost Optimization Hub の開始方法」を参照してください。

特定の AWS アカウントのコスト最適化レコメンデーションテーブルは、Cost Optimization Hub 用
に設定したのと同じ AWS Organizations 設定を継承します。つまり、コスト最適化レコメンデー
ションテーブルの内容は、各 AWS アカウントの Cost Optimization Hub に表示されるレコメンデー
ションと一致します。

コスト最適化の推奨事項列

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

account_id 推奨事項の対象とな 
るアカウント ID。

string いいえ

account_name 推奨事項の対象とな 
るアカウント名。

string いいえ

action_type 推奨事項を採用する 
ことによって実行で 
きるアクションのタ 
イプ。

string いいえ

currency_code 推奨事項に使用され 
る通貨コード。

string いいえ

current_resource_d 
etails

JSON 文字列形式のリ
ソースの詳細。

string はい

current_resource_s 
ummary

現在のリソースの説 
明。

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

current_resource_type リソースのタイプ。 string はい

estimated_monthly_ 
cost_after_discount

割引後の現在のリソ 
ースの推定月額コス 
ト。リザーブドイン 
スタンスと Savings 
Plans の場合、対象と
なる使用量のコスト
を指します。

double はい

estimated_monthly_ 
cost_before_discount

割引前の現在のリソ 
ースの推定月額コス 
ト。リザーブドイン 
スタンスと Savings 
Plans の場合、対象と
なる使用量のコスト
を指します。

double いいえ

estimated_monthly_ 
savings_after_disc 
ount

割引後の推奨事項の 
推定月額節約額。

double はい

estimated_monthly_ 
savings_before_dis 
count

割引前の推奨事項の 
推定月額節約額。

double いいえ

estimated_savings_ 
percentage_after_d 
iscount

コスト計算のルック 
バック期間の合計コ 
ストに対する割引後 
の推定節約率。

double はい

estimated_savings_ 
percentage_before_ 
discount

コスト計算のルック 
バック期間の合計コ 
ストに対する割引前 
の推定節約率。

double いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

implementation_effort 推奨事項を実装する 
ために必要な労力。

string いいえ

last_refresh_times 
tamp

推奨事項が最後に生 
成された時刻。

timestamp いいえ

recommendation_ID 推奨事項の ID。 string いいえ

recommendation_loo 
kback_period_in_days

推奨事項の生成に使 
用されるルックバッ 
ク期間。

integer いいえ

recommendation_sou 
rce

推奨事項のソース。 string いいえ

recommended_resour 
ce_details

JSON 文字列形式の推
奨リソースに関する
詳細。

string はい

recommended_resour 
ce_summary

推奨リソースの説明 
。

string はい

recommended_resour 
ce_type

推奨事項のリソース 
タイプ。

string はい

region リソースの AWS リー
ジョン。

string はい

resource_arn リソースの Amazon 
リソースネーム 
(ARN)。

string はい

restart_needed 推奨事項の実装に再 
起動が必要かどうか 
。

boolean いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

rollback_possible 推奨事項の実装をロ 
ールバックできるか 
どうか。

boolean いいえ

tags 推奨事項が存在する 
リソースに関連付け 
られたタグのリスト 
。

map はい

AWS 列を含む FOCUS 1.2

AWS 列を含む FOCUS 1.2 テーブルには、FinOps Open Cost and Usage Specification (FOCUS) 1.0 
でフォーマットされたコストと使用状況のデータと、独自の請求データを含む AWS からの 3 つの
追加列が含まれています。これらの列は x_Discounts、x_Operation、x_ServiceCode です。FOCUS 
オープンソース仕様の詳細については、FOCUS ウェブサイトを参照してください。

AWS 列を含む FOCUS 1.2 の SQL テーブル名は です。 FOCUS_1_2_AWS

テーブル設定

テーブル設定はユーザーが制御するプロパティで、ユーザーはデータエクスポートでクエリされる前
にテーブルのデータまたはスキーマを変更するように設定できます。テーブル設定は JSON ステー
トメントとして保存され、 AWS SDK/CLI のユーザー入力またはコンソールのユーザー選択によって
指定されます。

FOCUS 1.2 には次のテーブル設定があります。

設定名 説明 有効値

TIME_GRANULARITY この設定により、FOCUS 1.2 
テーブルのコストと使用状
況の明細項目が、時間の詳細
度が異なるように変更されま
す。

時間単位、

毎日、

毎月
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設定名 説明 有効値

例えば、[時間単位] を選択す
ると、すべての明細項目が 1 
時間の使用量を表すようにな
ります。

AWS Organizations のサポート

AWS 列を含む FOCUS 1.2 テーブルは、 AWS Organizations の統合請求機能で行った設定を継承し
ます。一括決済が有効になっている場合、管理アカウントとメンバーアカウントにはさまざまな動
作があります。管理アカウントを使用している場合、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.2 には、管
理アカウントと組織内のすべてのメンバーアカウントのコストと使用状況データが含まれます。メン
バーアカウントを使用している場合、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.2 には、そのメンバーアカ
ウントのコストと使用状況データのみが含まれます。

組織に加入すると、メンバーアカウントは、そのアカウントが組織のメンバーであった期間のデー
タのみをエクスポートできます。例えば、あるメンバーアカウントが組織 A を離れ、同月 15 日に
組織 B に加入したとします。その後、メンバーアカウントはエクスポートを作成します。メンバー
アカウントは組織 B に参加した後にエクスポートを作成しているため、メンバーアカウントの AWS 
FOCUS 1.2 のエクスポートには、アカウントが組織 B のメンバーであった期間のコストと使用状況
データのみが含まれます。

AWS 列を含む FOCUS 1.2

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

AvailabilityZone 高可用性と耐障害性 
を提供するリージョ 
ン内の物理的に分離 
されたエリアと分離 
されたエリアのプロ 
バイダー割り当て識 
別子。

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

BilledCost 請求の基礎となる料 
金。前払い料金の償 
却 (1 回限りまたは定
期的な) を除き、すべ
ての割引料金と割引
が含まれます。

double いいえ

BillingAccountId プロバイダーによっ 
て請求アカウントに 
割り当てられた識別 
子。

string いいえ

BillingAccountName 請求アカウントに割 
り当てられた表示名 
。

string はい

BillingAccountType 請求アカウントのタ 
イプを識別するプロ 
バイダーが割り当て 
た名前。

string いいえ

BillingCurrency 料金が請求された通 
貨を表します。

string いいえ

BillingPeriodEnd 請求期間の排他的な 
終了期限。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

BillingPeriodStart 請求期間の包括的な 
開始期限。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

CapacityReservatio 
nId

プロバイダーによっ 
てキャパシティ予約 
に割り当てられた識 
別子。

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

CapacityReservatio 
nStatus

料金がキャパシティ 
予約の消費量を表す 
か、キャパシティ予 
約が未使用であるか 
を示します。

string はい

ChargeCategory 請求方法の性質に基 
づいて、料金の最高 
レベルの分類を表し 
ます。

string いいえ

ChargeClass 行が以前に請求され 
た請求期間の修正を 
表すかどうかを示し 
ます。

string はい

ChargeDescription 請求の目的と料金の 
自己完結型の概要。

string はい

ChargeFrequency 料金が発生する頻度 
を示します。

string いいえ

ChargePeriodEnd 請求期間の排他的な 
終了境界。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

ChargePeriodStart 請求期間の包括的な 
開始境界。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

CommitmentDiscount 
Category

CommitmentDiscount 
Id 列で識別されるコ
ミットメント割引が
使用量またはコスト 
(別名「支出」) に基づ
いているかどうかを
示します。

string はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

CommitmentDiscount 
Id

プロバイダーによっ 
てコミットメント割 
引に割り当てられた 
識別子。

string はい

CommitmentDiscount 
Name

コミットメント割引 
に割り当てられた表 
示名。

string はい

CommitmentDiscount 
Quantity

コミットメント割引 
ユニットで表される 
コミットメント割引 
に関連する行で購入 
または考慮されたコ 
ミットメント割引の 
金額。

double はい

CommitmentDiscount 
Status

料金がコミットメン 
ト割引の消費に対応 
するか、コミットさ 
れた金額の未使用部 
分に対応するかを示 
します。

string はい

CommitmentDiscount 
Type

行に適用されるコミ 
ットメント割引のタ 
イプに対するプロバ 
イダー割り当て識別 
子。

string はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

CommitmentDiscount 
Unit

プロバイダーがコミ 
ットメント割引のコ 
ミットメント割引数 
量を測定する方法を 
示すプロバイダー指 
定の測定単位。

string はい

ConsumedQuantity 消費単位に基づく、 
使用されるリソース 
またはサービスに関 
連付けられた計測 
SKU のボリューム。

double はい

ConsumedUnit プロバイダーがリソ 
ースまたはサービス 
に関連付けられた計 
測 SKU の使用状況を
測定する方法を示す
プロバイダー指定の
測定単位。

string はい

ContractedCost 契約単価と対応する 
料金数量を乗算して 
計算されたコスト。

double いいえ

ContractedUnitPrice 関連する SKU の 1 つ
の料金単位の合意さ
れた単価。交渉され
たコミットメント割
引やその他の割引は
含まれません。

double はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

EffectiveCost この料金をカバーし 
たすべての割引料金 
、割引、および関連 
する前払い購入 (1 回
限りまたは定期的な
購入) の適用部分を適
用した後の料金の償
却コスト。

double いいえ

InvoiceId 特定の請求アカウン 
トの対応する請求期 
間の一部またはすべ 
ての請求をカプセル 
化する請求書のプロ 
バイダー割り当て識 
別子。

string はい

InvoiceIssuerName 消費されたリソース 
またはサービスの請 
求を担当するエンテ 
ィティの名前。

string いいえ

ListCost List Unit Price と対応
する Pricing Quantity 
を乗算して計算され 
たコスト。

double いいえ

ListUnitPrice 割引を除く、関連付 
けられた SKU の 1 つ
の料金単位に対して
プロバイダーが公開
する推奨単価。

double はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

PricingCategory 使用時または購入時 
に料金に使用される 
料金モデルについて 
説明します。

string はい

PricingCurrency リソースまたはサー 
ビスの料金が設定さ 
れた国または仮想通 
貨単位。

string はい

PricingCurrencyCon 
tractedUnitPrice

関連する SKU の単一
の料金単位の合意さ
れた単価。交渉され
たコミットメント割
引やその他の割引は
除外され、存在する
場合は交渉された割
引を含み、料金通貨
で表されます。

double はい

PricingCurrencyEff 
ectiveCost

すべての割引料金、 
割引、およびこの料 
金の対象となった関 
連する前払い購入 (1 
回限りまたは定期的 
な購入) の適用後の料
金のコスト。Pricing 
Currency で表されま
す。

double はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

PricingCurrencyLis 
tUnitPrice

関連する SKU の 1 つ
の料金単位に対して
プロバイダーが公開
する推奨単価。割引
は除き、料金通貨で
表されます。

double はい

PricingQuantity 料金単位に基づいて 
、使用または購入し 
たリソースまたはサ 
ービスに関連付けら 
れた特定の SKU のボ
リューム。

double はい

PricingUnit 単価を決定するため 
のプロバイダー指定 
の測定単位。ブロッ 
ク料金などの料金ル 
ールを適用した後、 
プロバイダー料金が 
使用量と購入数量を 
どのように測定した 
かを示します。

string はい

ProviderName リソースまたはサー 
ビスを購入可能にし 
たエンティティの名 
前。

string いいえ

PublisherName 購入したリソースま 
たはサービスを生成 
したエンティティの 
名前。

string いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

RegionId リソースがプロビジ 
ョニングされている 
か、サービスが提供 
されている隔離され 
た地理的エリアのプ 
ロバイダー割り当て 
識別子。

string はい

RegionName リソースがプロビジ 
ョニングされる、ま 
たはサービスが提供 
される独立した地理 
的エリアの名前。

string はい

ResourceId プロバイダーによっ 
てリソースに割り当 
てられた識別子。

string はい

ResourceName リソースに割り当て 
られた表示名。

string はい

ResourceType 料金が適用されるリ 
ソースの種類。

string はい

ServiceCategory サービスのコア関数 
に基づくサービスの 
最上位分類。

string いいえ
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

ServiceName プロバイダーから購 
入できるサービス 
(クラウド仮想マシ 
ン、SaaS データベー
ス、システムインテ
グレーターのプロ
フェッショナルサー
ビスなど）。

string いいえ

ServiceSubcategory コア関数に基づくサ 
ービスのサービスカ 
テゴリのセカンダリ 
分類。

string いいえ

SkuId 特定の SKU を表すプ
ロバイダー指定の一
意の識別子 (定量化可
能な商品やサービス
など）。

string はい

SkuMeter 料金で特定の SKU に
よって計測または測
定される機能につい
て説明します。

string はい

SkuPriceId 使用または購入した 
リソースまたはサー 
ビスに関連付けられ 
た特定の SKU 価格を
表すプロバイダー指
定の一意の識別子。

string はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

SkuPriceDetails SKU Price ID のす
べてのインスタンス
に意味のある共通の 
SKU Price ID のプロ
パティのセット。

map <string, string> はい

SubAccountId リソースまたはサー 
ビスのグループに割 
り当てられた ID。多
くの場合、アクセス
やコストの管理に使
用されます。

string はい

SubAccountName リソースまたはサー 
ビスのグループに割 
り当てられた名前。 
多くの場合、アクセ 
スやコストの管理に 
使用されます。

string はい

SubAccountType サブアカウントのタ 
イプを識別するプロ 
バイダーが割り当て 
た名前。

string はい

タグ プロバイダー定義ま 
たはユーザー定義の 
タグ評価の可能性を 
考慮するタグソース 
に割り当てられたタ 
グのセット。

map <string, string> はい
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AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

x_Discounts この明細項目に適用 
される特定の割引の 
キーと値のペアを含 
むマップ列。

map <string, double> はい

x_Operation この明細項目の対象 
となる特定の AWS 
オペレーション。こ 
れは、明細項目の特 
定の使用状況を表し 
ます。例えば、Ru 
nInstances の値は 
Amazon EC2 イン
スタンスのオペレー
ションを示します。

string はい

x_ServiceCode 測定された製品
のコード。例え
ば、Amazon EC2 
は、Amazon Elastic 
Compute Cloud の製
品コードです。

string はい

AWS 列の適合ギャップを含む FOCUS 1.2

次の表は、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.2 のエクスポートに存在する可能性のあるすべての適
合ギャップを示しています。関連するシナリオのコストと使用状況データを受信していない場合、特
定の適合ギャップはエクスポートに適用されません。

適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.2 の要件 適合ギャップの説明

欠落データ ContractedUnitPrice ContractedUnitPrice 
は、修正されていな 

ContractedUnitPrice 
は、一部の製品では 
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適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.2 の要件 適合ギャップの説明

い使用状況と購入の 
ChargeCategory 明細
項目に対して null に
することはできませ
ん。

null である場合があり
ます。

InvoiceIssuerName InvoiceIssuerName を 
null にすることはでき
ません。

一部の料金では、I 
nvoiceIssuerName が 
null である場合があり
ます。

ListUnitPrice 修正されていない
使用量と購入の 
ChargeCategory 明細
項目では、ListUnitPri 
ce を null にすること
はできません。

ListUnitPrice は、一部
の製品では null であ
る場合があります。

PricingUnit 修正ではない Usage 
および Purchase 
ChargeCategory の
明細項目の場合、 
PricingUnit は null 
にできません。

一部の製品では 
PricingUnit が null で
ある場合がありま 
す。

PublisherName PublisherName は null 
にできません。

PublisherName は特
定の料金で null にで
きます。

SkuId SkuId は、修正されて
いない使用状況と購
入の ChargeCategory 
明細項目に対して null 
にすることはできま
せん。

SkuId は、一部の製品
では null である場合
があります。
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適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.2 の要件 適合ギャップの説明

SkuPriceId 修正されていない
使用状況と購入の 
ChargeCategory 明細
項目では、SkuPriceId 
を null にすること
はできません。

一部の明細項目の 
SkuPriceId で、null に
なるべきではないの
に、null になっている
場合があります。

CapacityReservatio 
nStatus

CapacityReservatio 
nStatus を null にす
ることはできません
CapacityReservatio 
nId ChargeCategory

リザーブド状態のキ 
ャパシティ予約の 
CapacityReservatio 
nStatus は null である
可能性があり、「使
用済み」でも「未
使用」でもありませ
ん。
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適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.2 の要件 適合ギャップの説明

ConsumedQuantity ConsumedQuantity 
は、実際に使用した 
使用量を示すために 
必要な列です。

ConsumedQuantity 
には、請求された使 
用量が含まれます。 
つまり、特定のサー 
ビスに最小請求数
量が適用されてい
る場合、Consume 
dQuantity が正しくな
くなる可能性があり
ます。

例えば、Athena ク
エリには 10MB 以
上、Glue クローラー
には 10 分の最小実
行数があります。こ
れらのサービスの場
合、ConsumedQua 
ntity は最小請求量
を含む値を表示しま
す。

SkuMeter
SkuMeter は null で
ある必要があります
SkuId

特定の製品では、S 
kuMeter が null であ
る可能性がありま
す。

誤ったデータ

ConsumedUnit
ConsumedUnit 
の nullability は 
ConsumedQuantity と
一致する必要があり
ます

ConsumedUnit 
ConsumedQuantity が 
null である可能性があ
ります。
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FOCUS 1.0 から FOCUS 1.2 への移行

AWS データエクスポートを使用すると、 AWS 列を使用して FOCUS 1.2 のエクスポートを作成
できます。これにより、FOCUS 1.0 と同じ標準化されたコストと使用状況の情報と、請求書の
調整、キャパシティ予約の追跡、SaaS 統合のためのいくつかの機能強化が提供されます。ただ
し、FOCUS 1.2 では、既存の行数と列値に影響する重大な変更が導入されています。移行する前
に、これらの変更を注意深く確認してください。

FOCUS 1.2 では、FOCUS 1.0 よりも次の点が改善されています。

• 請求書の調整: FOCUS 1.2 には、合理化された財務終了プロセスと請求書の調整を可能にする 
InvoiceID 列が含まれています。

• キャパシティ予約の追跡: FOCUS 1.2 には、未使用のキャパシティ予約の特定と追跡に役立つ 
CapacityReservationId 列と CapacityReservationStatus 列が含まれています。

• 仮想通貨のサポート: FOCUS 1.2 には、新しい料金通貨列 
(PricingCurrency、PricingCurrencyEffectiveCost、PricingCurrencyListUnitPrice、PricingCurrencyContractedUnitPrice) 
が含まれており、SaaS プロバイダーのコストと使用状況データを FOCUS 1.2 形式で結合できま
す。

次の表では、FOCUS 1.2 と FOCUS 1.0 の違いについて詳しく説明します。

機能 フォーカス 1.2 FOCUS 1.0

データスキーマ FOCUS 1.2 仕様、FOCUS 
列 57 個 + AWS 列 3 個 (合計 
60)。完全な列リストについて
は、「FOCUS 1.2 with AWS 
columns」を参照してくださ 
い。

FOCUS 1.0 仕様、43 列 + 5 
AWS 列 (合計 48)。完全な列
リストについては、「FOCUS 
1.0 with AWS columns」を参
照してください。

の新しい列 InvoiceIssuerId、Ca 
pacityReservationId、Capacit 
yReservationStatus 
、CommitmentDiscoun 
tQuantity、Commitme 
ntDiscountUnit、ServiceSubca 
tegory、SkuMeter、Sk 
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機能 フォーカス 1.2 FOCUS 1.0

uPriceDetails、PricingCurren 
cy、PricingCurrencyEffective 
Cost、PricingCurrencyListUni 
tPrice、PricingCurrencyContr 
actedUnitPrice、BillingAccou 
ntType、SubAccountType

削除された列 x_UsageType (これは 
SkuMeter 列になりました) 
x_CostCategories (これは
「aws:tags:CostCategory/」プ
レフィックスを持つタグ列に
含まれるようになりました)

 

行数 ML 明細項目のオンデマンド
キャパシティ予約 (ODCR) と 
EC2 キャパシティブロック
が別々の「使用済み」ステー
タスと「未使用」ステータス 
に分割されるようになりまし
た。これにより、行数が増加
します。

キャパシティ予約ステータス
の内訳の詳細を提供しませ
ん。

PricingCategory 列の値 リザーブドインスタンスや 
Savings Plan の前払い料金な
どのコミットメント割引の購
入が「スタンダード」に分類
されるようになりました。

「コミット済み」に分類され
るコミットメント割引の購
入。

ConsumedQuantity 列の null 
可能性

CommitmentDiscountStatus が
「未使用」の場合、Null。

CommitmentDiscountStatus が
「未使用」の場合、値は「0」
です。
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機能 フォーカス 1.2 FOCUS 1.0

ConsumedUnit 列の null 可能
性

ConsumedQuantity の nullabili 
ty に結びついています 
(ConsumedQuantity が null の
場合は null にする必要があり
ます）。

独立した nullability ルール。

タグ列の要件 ユーザー定義のリソースタグ
とプロバイダー定義のリソー
スタグ、およびユーザー定義
のコストカテゴリタグを含め
ます。

ユーザー定義のリソースタグ
とプロバイダー定義のリソー
スタグのみを含めます。

ファイル配信先 S3 バケット S3 バケット

出力ファイル形式 GZIP、Parquet GZIP、Parquet

SQL テーブル名 FOCUS_1_2_AWS FOCUS_1_0_AWS

マニフェスト FocusVersion 「1.2」 「1.0」

テーブル設定 TIME_GRANULARITY を 
HOURLY、DAILY、または 
MONTHLY に設定できるよう
にします

HOURLY のエクスポートのみ 
。

FOCUS 1.2 のスキーマの詳細については、「」を参照してくださいAWS 列を含む FOCUS 1.2。

AWS 列を含む FOCUS 1.0

AWS 列を含む FOCUS 1.0 テーブルには、FinOps Open Cost and Usage 
Specification (FOCUS) 1.0 でフォーマットされたコストと使用状況のデータと、
独自の請求データを含む AWS からの 5 つの追加列が含まれています。これらの列
は、x_CostCategories、x_Discounts、x_Operation、x_ServiceCode、x_UsageType です。FOCUS 
オープンソース仕様の詳細については、FOCUS ウェブサイトを参照してください。

AWS 列を含む FOCUS 1.0 の SQL テーブル名は です。 FOCUS_1_0_AWS
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テーブル設定

AWS 列テーブルを持つ FOCUS 1.0 のテーブル設定はありません。

AWS Organizations のサポート

AWS 列を含む FOCUS 1.0 テーブルは、 AWS Organizations の統合請求機能で行った設定を継承し
ます。一括決済が有効になっている場合、管理アカウントとメンバーアカウントにはさまざまな動
作があります。管理アカウントを使用している場合、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.0 には、管
理アカウントと組織内のすべてのメンバーアカウントのコストと使用状況データが含まれます。メン
バーアカウントを使用している場合、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.0 には、そのメンバーアカ
ウントのコストと使用状況データのみが含まれます。

組織に加入すると、メンバーアカウントは、そのアカウントが組織のメンバーであった期間のデータ
のみをエクスポートできます。例えば、あるメンバーアカウントが組織 A を離れ、同月 15 日に組織 
B に加入したとします。その後、メンバーアカウントはエクスポートを作成します。メンバーアカウ
ントは組織 B に参加した後にエクスポートを作成しているため、メンバーアカウントの FOCUS 1.0 
のエクスポートには、 AWS アカウントが組織 B のメンバーであった期間のコストと使用状況デー
タのみが含まれます。

AWS 列を含む FOCUS 1.0

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

AvailabilityZone 高可用性と耐障害性 
を提供するリージョ 
ン内の物理的に分離 
されたエリアと分離 
されたエリアのプロ 
バイダー割り当て識 
別子。

string はい

BilledCost 請求書のベースとな 
る料金。すべての割 
引料金と割引を含み 
ますが、将来の対象 
料金をカバーするた 

double いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

めに支払われた関連 
購入の償却は除きま 
す。

BillingAccountId 請求アカウントのプ 
ロバイダー割り当て 
識別子。

string いいえ

BillingAccountName 請求アカウントのプ 
ロバイダー割り当て 
名。

string はい

BillingCurrency リソースまたはサー 
ビスの料金が請求さ 
れた通貨を表す識別 
子。

string いいえ

BillingPeriodEnd 請求期間の終了日時 
。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

BillingPeriodStart 請求期間の開始日時 
。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

ChargeCategory 行が、前払い料金ま 
たは定期料金、既に 
発生した使用コスト 
、事後調整 (クレジッ
トなど)、または税金
を表しているかどう
かを示すインジケー
タ。

string いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

ChargeClass 行が、通常の料金を 
表すか、1 つ以上の以
前の料金に対する修
正を表すかを示すイ
ンジケータ。

string はい

ChargeDescription 追加の検出を必要と 
しない行のおおまか 
なコンテキスト。

string はい

ChargeFrequency 料金が発生する頻度 
のインジケータ。

string いいえ

ChargePeriodEnd 請求期間の終了日時 
。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

ChargePeriodStart 請求期間の開始日時 
。

timestamp_millisec 
onds

いいえ

CommitmentDiscount 
Category

CommitmentDiscount 
Id 列で識別されるコ
ミットメントベース
の割引が、使用量ま
たはコスト (つまり支
出) に基づいているか
どうかを示すインジ
ケータ。

string はい

CommitmentDiscount 
Id

コミットメントベー 
スの割引のプロバイ 
ダー割り当て識別子 
。

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

CommitmentDiscount 
Name

コミットメントベー 
スの割引に割り当て 
られた表示名。

string はい

CommitmentDiscount 
Status

料金が使用済みまた 
は未使用のコミット 
メント割引に対応す 
るかどうかを示すイ 
ンジケータ。

string はい

CommitmentDiscount 
Type

行に適用されるコミ 
ットメントベースの 
割引のタイプを識別 
するプロバイダー割 
り当ての名前。

string はい

ConsumedQuantity 使用または購入し
た特定のリソース
またはサービスの 
ConsumedUnit に基づ
くボリューム。

double はい

ConsumedUnit プロバイダーがリソ 
ースまたはサービス 
に関連付けられた特 
定の SKU の使用状況
を測定する方法を示
すプロバイダー割り
当ての測定単位。

string はい

ContractedCost ContractedUnitPrice 
と対応する PricingQu 
antity を掛けて計算さ
れたコスト。

double いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

ContractedUnitPrice 関連付けられた SKU 
の単一の PricingUnit 
の合意された単価。 
交渉された割引は含 
まれるが、交渉され 
たコミットメントベ 
ースの割引やその他 
の割引は除外されま 
す。

double はい

EffectiveCost すべての割引料金と 
割引が含まれたコス 
ト。将来の対象料金 
をカバーするために 
支払われる関連購入 
(1 回限りまたは定期) 
の償却が加算されま 
す。

double いいえ

InvoiceIssuerName 消費されたソースま 
たはサービスの請求 
を担当するエンティ 
ティ。一般的にコス 
ト分析やレポートシ 
ナリオに使用されま 
す。

string いいえ

ListCost ListUnitPrice と対応す
る PricingQuantity を
掛けて計算されたコ
スト。

double いいえ

AWS 列を含む FOCUS 1.0 120



AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

ListUnitPrice プロバイダーによっ 
て公開された、関連 
付けられた SKU の単
一の PricingUnit に対
する推奨単価 (割引は
除く)。

double はい

PricingCategory 使用時または購入時 
の料金に使用される 
料金モデル。

string はい

PricingQuantity PricingUnit に基づい
て、使用または購入
したリソースまたは
サービスに関連付け
られた特定の SKU の
ボリューム。

double はい

PricingUnit 単価を決定するため 
のプロバイダー割り 
当ての測定単位。ブ 
ロック料金などの料 
金ルールを適用した 
後、プロバイダーの 
料金が使用量と購入 
数量をどのように測 
定したかを示します 
。

string はい

ProviderName リソースまたはサー 
ビスを購入可能にし 
たエンティティ。

string いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

PublisherName 購入したリソースま 
たはサービスを作成 
したエンティティ。

string いいえ

RegionId リソースがプロビ
ジョニングされる、
またはサービスが提
供される独立した地
理的エリアに対して
プロバイダーが割り
当てた識別子。

string はい

RegionName リソースがプロビ
ジョニングされる、
またはサービスが提
供される独立した地
理的エリアの名前。

string はい

ResourceId リソースのプロバイ 
ダー割り当て識別子 
。

string はい

ResourceName リソースに割り当て 
られた表示名。

string はい

ResourceType 料金が適用されるリ 
ソースのタイプ。

string はい

ServiceCategory サービスのコア関数 
に基づくサービスの 
おおまかな分類。

string いいえ

ServiceName 購入したオファリン 
グの表示名。

string いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

SkuId 1 つ以上の SKU 料
金に共通するプロパ
ティを整理するため
の、プロバイダーが
サポートする構造を
定義する一意の識別
子。

string はい

SkuPriceId 料金の計算に使用さ 
れる単価を定義する 
一意の識別子。

string はい

SubAccountId リソースまたはサー 
ビスのグループに割 
り当てられた ID。多
くの場合、アクセス
やコストの管理に使
用されます。

string はい

SubAccountName リソースまたはサー 
ビスのグループに割 
り当てられた名前。 
多くの場合、アクセ 
スやコストの管理に 
使用されます。

string はい

Tags タグソースに割り当 
てられたタグのセッ 
ト。プロバイダー定 
義またはユーザー定 
義のタグ評価の可能 
性も考慮されます。

map <string, string> はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

x_CostCategories 特定の明細項目のコ 
ストカテゴリのキー 
と値のペアとその値 
を含むマップ列。

map <string, string> はい

x_Discounts この明細項目に適用 
される特定の割引の 
キーと値のペアを含 
むマップ列。

map <string, double> はい

x_Operation この明細項目の対象 
となる特定の AWS オ
ペレーション。これ
は、明細項目の特定
の使用状況を表しま
す。

string はい

x_ServiceCode この明細項目で使用 
されるサービスのコ 
ード。

string はい

x_UsageType この明細項目の使用 
状況の詳細。

string はい

AWS 列の適合ギャップを含む FOCUS 1.0

次の表は、 AWS 列テーブルを含む FOCUS 1.0 のエクスポートに存在する可能性のあるすべての適
合ギャップを示しています。関連するシナリオのコストと使用状況データを受信していない場合、特
定の適合ギャップはエクスポートに適用されません。
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適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.0 の要件 適合ギャップの説明

ContractedUnitPrice ContractedUnitPrice 
は、修正されていな 
い使用状況と購入の 
ChargeCategory 明細
項目に対して null に
することはできませ
ん。

ContractedUnitPrice 
は、一部の製品では 
null である場合があり
ます。

InvoiceIssuerName InvoiceIssuerName を 
null にすることはでき
ません。

一部の料金では、I 
nvoiceIssuerName が 
null である場合があり
ます。

ListUnitPrice 修正されていない
使用量と購入の 
ChargeCategory 明細
項目では、ListUnitPri 
ce を null にすること
はできません。

ListUnitPrice は、一部
の製品では null であ
る場合があります。

PricingUnit 修正ではない Usage 
および Purchase 
ChargeCategory の
明細項目の場合、 
PricingUnit は null 
にできません。

一部の製品では 
PricingUnit が null で
ある場合がありま 
す。

PublisherName PublisherName は null 
にできません。

PublisherName は特
定の料金で null にで
きます。

欠落データ

SkuId SkuId は、修正されて
いない使用状況と購
入の ChargeCategory 
明細項目に対して null 

SkuId は、一部の製品
では null である場合
があります。
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適合ギャップのタイ 
プ

影響を受ける列 FOCUS 1.0 の要件 適合ギャップの説明

にすることはできま
せん。

SkuPriceId 修正されていない
使用状況と購入の 
ChargeCategory 明細
項目では、SkuPriceId 
を null にすること
はできません。

一部の明細項目の 
SkuPriceId で、null に
なるべきではないの
に、null になっている
場合があります。

誤ったデータ ConsumedQuantity ConsumedQuantity 
は、実際に使用した 
使用量を示すために 
必要な列です。

ConsumedQuantity 
には、請求された使 
用量が含まれます。 
つまり、特定のサー 
ビスに最小請求数
量が適用されてい
る場合、Consume 
dQuantity が正しくな
くなる可能性があり
ます。

例えば、Athena ク
エリには 10MB 以
上、Glue クローラー
には 10 分の最小実
行数があります。こ
れらのサービスの場
合、ConsumedQua 
ntity は最小請求量
を含む値を表示しま
す。
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コストと使用状況ダッシュボード

コストと使用状況ダッシュボードの SQL テーブル名は COST_AND_USAGE_DASHBOARD です。

テーブル設定

テーブル設定はユーザーが制御するプロパティで、ユーザーはデータエクスポートでクエリされる前
にテーブルのデータまたはスキーマを変更するように設定できます。

コストと使用状況ダッシュボードには変更可能なテーブル設定はありません。

AWS Organizations のサポート

コストと使用状況ダッシュボードテーブルは CUR 2.0 データから生成されます。つまり、CUR 
2.0 に適用されるのと同じ AWS Organizations 設定を継承し、同じ動作が適用されます。 AWS 
Organizations がコストと使用状況ダッシュボードにどのように適用されるかを理解するには、CUR 
2.0 セクションの AWS Organizations サポートを参照してください。

コストと使用状況ダッシュボード

列名 説明

amortized_cost 前払いの実質的なコストと、請求期間にわたる
毎月の予約手数料を反映。これは、明細項目の
種類に基づくコストの合計です。コストは次の 
ように決定されます。

•
明細項目タイプが「SavingsPlanCovered 
Usage」の場合、コストは Savings Plans の
実質的なコストです。

•
明細項目タイプが「SavingsPlanRecurri 
ngFee」の場合、コストはこれまでの 
Savings Plans の合計コミットメントから使
用済みコミットメントを引いたものです。

•
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列名 説明

明細項目タイプが「SavingsPlanNegation」
または「SavingsPlanUpfrontFee」の場合、
コストは 0 になります。

•
明細項目タイプが「DiscountedUsage」の場 
合、コストは予約の実質的なコストです。

•
明細項目タイプが「RIFee」の場合、コスト
は、請求期間中の未使用の償却前払い料金
と、予約の未使用の定期料金の合計です。

•
明細項目タイプが「Fee」で、予約 ARN が
ある場合、コストは 0 になります。

•
他のすべての明細項目タイプの場合、コスト
は明細項目のブレンドされていないコストに
なります。

availability_zone この明細項目をホストするアベイラビリティー
ゾーン。例えば、us-east-1a または us-east-1b 
などです。

billing_entity 請求書または取引が AWS Marketplace 向け
か、他の AWS サービスの購入向けかを特定す
るのに役立ちます。可能な値は以下のとおりで
す:

AWS: Marketplace 以外の AWS サービスのト
ランザクションを識別します AWS 。

AWS Marketplace: AWS Marketplace での購入
を示します。
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列名 説明

billing_period
ダッシュボードの対象となる請求期間の開始日 
(UTC)。形式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ
です。

例: 2023-10-01T00:00:00.000Z

charge_category この明細項目の対象となる請求のカテゴリ。取
り得るカテゴリには以下のものがあります。

Running_usage: charge_type が「Discoun 
tedUsage」、「SavingsPlanCover 
edUsage」、「Usage」のいずれかの場合。

Non_Usage: charge_type の他のすべての場合 
。

charge_type この明細項目の対象となる請求の種類。指定で
きるすべての値については lineItem/LineItemT 
ype を参照してください。

current_generation Amazon RDS インスタンスが現在の世代のも
のかどうかを識別するのに役立ちます。

database_engine データベースのデータベースエンジンを示しま
す。

例: PostgreSQL、Oracle。
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列名 説明

instance_type インスタンスのタイプ、サイズ、およびファミ
リーを示します。これらは、インスタンスの 
CPU、ネットワーク、およびストレージ容量を
定義します。

例: t2.small、m4.xlarge、t2.micro、m4.large 
、t2.large
サービス:

•
Amazon EC2

•
Amazon RDS

•
OpenSearch Service

•
Amazon ElastiCache

•
Amazon EMR

•
完全なサービスリストについて
は、Column_Attribute_Service.zip をダウン
ロードしてください。

instance_type_family 指定された使用に関連付けられているインスタ
ンスファミリー。

例: t2、m4、m3

サービス:

•
Amazon DocumentDB

•
Amazon RDS
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列名 説明

invoice_id 特定の明細項目に関連付けられた ID。エクス
ポートが確定するまでは、invoice_id は空白に
なります。

item_description 明細項目タイプの説明。例えば、使用料の明細
項目は、特定の期間に発生した使用タイプを要
約したものです。

サイズ柔軟な RI の場合、説明は、利点が適用
された RI に対応します。例えば、明細項目が 
t2.micro に対応し、t2.small RI がその使用に適
用された場合、lineItem/LineItemDescription に
は t2.small と表示されます。

RI ディスカウントが適用された使用料の明細
項目の説明には、明細項目の対象となる料金プ
ランが含まれています。

legal_entity 特定の製品またはサービスの登録販売者。ほと
んどの場合、請求書を発行する事業体と法律
上の事業体は同じです。サードパーティーの 
AWS Marketplace トランザクションでは、値
が異なる場合があります。可能な値は以下のと
おりです:

Amazon Web Services, Inc. : AWS のサービス 
を販売する事業体。

Amazon Web Services India Private Limited: イ
ンドの AWS サービスのリセラーとして機能す
るインドのローカルエンティティ。

コストと使用状況ダッシュボード 131



AWS Data Exports ユーザーガイド

列名 説明

linked_account_id この明細項目を使用したアカウントの ID。組
織の場合、これは管理アカウントまたはメン
バーアカウントのいずれかになります。このフ 
ィールドを使用して、アカウント別のコストや
使用状況を追跡することができます。

linked_account_name この明細項目を使用したアカウントの名前。
組織の場合、これは管理アカウントまたはメ
ンバーアカウントのいずれかになります。この
フィールドを使用して、アカウント別のコスト
や使用状況を追跡することができます。

operation この明細項目の対象となる特定の AWS オペ
レーション。これは、明細項目の特定の使用状
況を表します。例えば、RunInstances の値は 
Amazon EC2 インスタンスのオペレーションを
示します。

payer_account_id 支払いアカウントのアカウント ID。 AWS の組
織の場合、これは管理アカウントのアカウント 
ID です。

payer_account_name 支払いアカウントのアカウント名。 AWS の組
織の場合、これは管理アカウントのアカウント
の名前です。
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列名 説明

platform Amazon EC2 インスタンスのオペレーティング
システムを示します。

例: Amazon Linux、Ubuntu、Windows 
Server、Oracle Linux、FreeBSD

サービス:

•
Amazon AppStream

•
Amazon EC2

•
Amazon GameLift

•
Amazon Lightsail

•
Amazon WorkSpaces

•
Amazon CodeBuild

pricing_unit が使用コストの計算 AWS に使用した料金単位 
。例えば、Amazon EC2 インスタンスの使用料
の料金単位は時間数です。
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列名 説明

processor Amazon EC2 インスタンス上のプロセッサを示
します。

例: High Frequency Intel Xeon E7-8880 v3 
(Haswell)、Intel Xeon E5-2670、AMD EPYC 
7571

サービス:

•
Amazon DocumentDB

•
Amazon EC2

•
Amazon Neptune

•
Amazon RDS

•
AWS データベース移行サービス

processor_features インスタンスのプロセッサ機能を表します。

例: Intel AVX、Intel AVX2、Intel AVX512、Intel 
Turbo

サービス:

•
AWS データベース移行サービス

•
Amazon DocumentDB

•
Amazon EC2

•
Amazon Neptune

•
Amazon RDS

コストと使用状況ダッシュボード 134



AWS Data Exports ユーザーガイド

列名 説明

product_code 測定された製品のコード。例えば、Am 
azonEC2 は、Amazon Elastic Compute Cloud 
の製品コードです。

product_family 製品タイプのカテゴリ。

例: アラーム、 AWS 予算、停止したインス
タンス、ストレージスナップショット、コン
ピューティング

product_from_location 製品の使用が開始された場所を示します。

サンプル値: 外部、米国東部 (バージニア北部) 
、グローバル

サービス:

•
Amazon CloudFront

•
AWS DataTransfer
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列名 説明

product_group 定義上類似している、またはグループ化された
複数の製品の構成。例えば、Amazon EC2 チー
ムは製品を共有インスタンス、専用ホスト、専
用用途に分類できます。

サービス:

•
AWS Certificate Manager

•
AWS CodeCommit

•
AWS Glue

•
AWS IoT Analytics

•
AWS Lambda

product_name AWS サービスのフルネーム。

例: AWS Backup、 AWS Config、Amazon 
Registrar、Amazon Elastic File System、Am 
azon Elastic Compute Cloud

product_to_location 使用先の場所を示します。

サンプル値: 外部、米国東部 (バージニア北部)

サービス:

•
Amazon CloudFront

•
AWS DataTransfer
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列名 説明

public_cost パブリックオンデマンドインスタンスレートに
基づく明細項目の合計コスト。複数のオンデマ
ンドパブリックコストが発生する SKU がある
場合は、最も高い階層の同等のコストが表示さ
れます。無料利用枠や階層型価格を提供するサ 
ービスなどが該当します。

purchase_option この明細項目の AWS リソースを取得して支払
いを行う方法。purchase_option 列には、Savin 
gs Plans、リザーブドインスタンス、スポッ
トインスタンスをそれぞれ表す「SavingsPl 
an」、「Reserved」、または「Spot」が含
まれます。残りのレコードについては、p 
urchase_option 列に「OnDemand」と表示され
ます。
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列名 説明

region AWS サービスをホストする地理的エリア。こ 
のフィールドを使用して、特定のリージョンに
わたって使用量を分析できます。

例: eu-west-3、us-west-1、us-east-1、ap-nor 
theast-2、sa-east-1

サービス:

•
Amazon EC2

•
AWS Certificate Manager

•
Amazon S3

•
Amazon RDS

•
Amazon DynamoDB

•
完全なサービスリストについて
は、Column_Attribute_Service.zip をダウン
ロードしてください。

ri_sp_arn Savings Plan またはリザーブドインスタンス
の一意の ID。通常、arn: aws: savingsplans:  
 <region>:<account-id>:savingsplan/<savings-
plan-id> または arn:  aws:ec2:<region>:<acco 
unt>reserved-instances/<reserved-instance-id> 
の形式に従います。
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列名 説明

ri_sp_trueup これは、明細項目の種類に基づくコストの調整
です。調整額は、その期間に発生した手数料の
混合されていない前払い費用の合計と、償却コ 
ストを使用した場合にその期間に適用される
前払い費用の小部分との差額を表します。調整
は、次のように決定されます。

•
明細項目タイプが「SavingsPlanRecurri 
ngFee」の場合、調整額は、Savings Plan の
請求期間における償却済み前払い契約のマイ
ナスになります。

•
明細項目タイプが「RIFee」の場合、調整額
は、予約の請求期間中の償却前払い料金のマ
イナスとなります。

•
その他のすべての種類の明細項目では、調整
額は 0 です。

ri_sp_upfront_fee 前払い料金とは、特定のタイプのリザーブドイ
ンスタンスまたは Savings Plans を選択したと
きに支払う最初の支払いを指します。

service AWS サービスの名前。

例: AmazonVPC、AmazonRDS、AmazonR 
oute53 など。
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列名 説明

tenancy Amazon EC2 インスタンスで許可されているテ
ナンシーのタイプ。

例: 専用、リザーブド、共有、NA、ホスト

サービス:

•
Amazon EC2

•
Amazon ECS

unblended_cost UnblendedCost は、UsageAmount に 
UnblendedRate を掛けたものです。

usage_date
明細項目の開始日時は UTC で表されます。形
式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ  です。

例: 2023-10-01T00:00:00.000Z

usage_quantity 指定した期間に発生した使用量。サイズ柔軟な
リザーブドインスタンスについては、代わりに 
reservation/TotalReservedUnits 列を使用しま
す。

Note

特定のサブスクリプション料金で
は、UsageAmount が 0 になります。

usage_type この明細項目の使用状況の詳細。例えば 
、USW2-BoxUsage:m2.2xlarge は米国西部 (オ
レゴン) リージョンの M2 ハイメモリダブルエ 
クストララージインスタンスを表します。
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二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量テーブルには、推定二酸化炭素排出量が記載されています。二酸化炭素排出量デー
タのアカウントレベルとリージョン別の詳細を提供します。Amazon S3 への毎月の自動配信を CSV 
形式または Parquet 形式で設定できるため、既存のビジネスインテリジェンスツールやレポートシ
ステムとの統合が簡単になります。詳細については、「AWS 請求ユーザーガイド」の「カーボン
フットプリントの表示」を参照してください。

二酸化炭素排出量の SQL テーブル名は CARBON_EMISSIONS です。

履歴データ

設定後 24 時間以内に 2022 年 1 月まで遡るデータを受け取るため、手動によるデータ収集なしで
ベースライン分析と傾向レポートを実行できます。

テーブル設定

二酸化炭素排出量テーブルのテーブル設定はありません。

アクセス許可

カスタマーカーボンフットプリントツールまたは二酸化炭素排出量テーブルのデータにアクセスする
には、IAM アクセス許可 sustainability:GetCarbonFootprintSummary が必要です。

モデルバージョン

二酸化炭素排出量を計算する方法は、使用量をよりよく反映し、炭素会計のベストプラクティス
に合わせて、時間の経過とともに進化します。エクスポートは、階層順に「model_version=Y/」と
「usage_period=YYYY-MM/」で分割されます。エクスポートが保存されている「model_version」
パーティションは、そのエクスポートの生成に使用されるモデルバージョンに対応し、
「usage_period」パーティションは二酸化炭素排出量が生成された日付に対応します。この構造に
より、パーティション名を表示して、古いモデルと新しいモデルでデータを区別できます。

AWS Organizations のサポート

炭素排出量テーブルは、 AWS Organizations の一括請求機能で行った設定を継承します。一括決済
が有効になっている場合、管理アカウントとメンバーアカウントにはさまざまな動作があります。管
理アカウントを使用している場合、二酸化炭素排出量テーブルには、管理アカウントと組織内のすべ
てのメンバーアカウントの二酸化炭素排出量の推定データが含まれます。メンバーアカウントを使用
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している場合、炭素排出量テーブルには、そのメンバーアカウントの二酸化炭素排出量の推定データ
のみが含まれます。

メンバーアカウントが新しい組織に加わるか、管理アカウントがメンバーアカウントに変換されて新
しい組織に加わると、アカウントの二酸化炭素排出量データが新しい組織のエクスポートに記録され
ます。各管理アカウントには、その管理アカウントにリンクされた期間のメンバーアカウントのデー
タが含まれます。例えば、あるメンバーアカウントが組織 A を離れ、同月 15 日に組織 B に加入し
たとします。その後、メンバーアカウントはエクスポートを作成します。メンバーアカウントは組織 
B に参加した後にエクスポートを作成しているため、メンバーアカウントの当月の炭素排出量テーブ
ルのエクスポートには、アカウントが組織 B のメンバーであった期間の推定炭素排出量データが含
まれます。

メンバーアカウントが組織を離れたり、スタンドアロンアカウントに変換された場合でも、メンバー
アカウントは、エクスポートが保存されている Amazon S3 バケットへのアクセス許可を持っている
場合、以前のエクスポートにアクセスできます。終了または停止されたアカウントに関連する二酸化
炭素排出量は、これらのアカウントがアクティブであった期間の管理アカウントのデータエクスポー
トに表示されます。

詳細については、「 Billing AWS User Guide」の「Consolidated Billing for AWS Organizations」を
参照してください。

炭素排出量列

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

last_refresh_times 
tamp カーボンフットプリ 

ント値が最後に生成 
された日時 (UTC 時
間)。形式は YYYY-
MM-DD HH:mm:ssZ

 です。

timestamp いいえ

location region_code に対応
する、使用が開始さ
れた場所を人間が
読める形式で記述
します。例: 米国東

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

部 (バージニア北部) 
。Amazon CloudFron 
t などのグローバルサ 
ービスからの排出は 
、[Global] に報告さ
れます。

model_version カーボンフットプリ 
ントデータが計算さ 
れた手法のバージョ 
ン。例: v2.0.0。

string いいえ

payer_account_id 支払いアカウントの 
アカウント ID。 AWS 
の組織の場合、これ 
は管理アカウントの 
アカウント ID です。

string いいえ

product_code 測定された製品
のコード。例え
ば、Amazon EC2 
は、Amazon Elastic 
Compute Cloud の製
品コードです。

string はい

炭素排出量列 143



AWS Data Exports ユーザーガイド

[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

region_code リージョンは、デー 
タセンターがクラス 
ター化されている世 
界中の物理的な場所 
です。 は、論理デー
タセンターの各グ
ループをアベイラビ
リティーゾーン (AZ) 
と AWS 呼びます。各 
AWS リージョンは、
地理的エリア内の複
数の分離された物理
的に分離AZs で構成
されます。リージョ
ンコード属性は、 
AWS リージョンと同
じ名前で、 AWS サー
ビスが利用可能な場
所を指定します。例
えば、us-east-1 など
です。

string はい

total_lbm_emission 
s_unit

ロケーションベース 
メソッド (LBM) の
排出量に使用され 
る測定単位。現在サ 
ポートされている単 
位は、二酸化炭素換 
算トン (MTCO2e) で
す。

string はい
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

total_lbm_emission 
s_value

アカウントに関連付 
けられたロケーショ 
ンベースメソッド 
(LBM) の推定排出量
の合計。

double はい

total_mbm_emission 
s_unit

マーケットベースメ 
ソッド (MBM) の排出
量に使用される測定
単位。現在サポート
されている単位は、
二酸化炭素換算トン 
(MTCO2e) です。

string はい

total_mbm_emission 
s_value

アカウントに関連付 
けられたマーケッ
トベースメソッド 
(MBM) の推定排出量
の合計。

double はい

total_scope_1_emis 
sions_value

アカウントに関連付 
けられたスコープ 1 
の排出量の値。

double いいえ

total_scope_1_emis 
sions_unit

スコープ 1 の排出量
に使用される測定単
位。

string いいえ

total_scope_2_lbm_ 
emissions_value

アカウントに関連付 
けられたスコープ 2 
のロケーションベー 
スメソッド (LBM) の
排出量値。

double いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

total_scope_2_lbm_ 
emissions_unit

スコープ 2 のロケー
ションベースメソッ
ド (LBM) の排出量
に使用される測定単
位。

string いいえ

total_scope_2_mbm_ 
emissions_value

アカウントに関連付 
けられたスコープ 2 
のマーケットベース 
メソッド (MBM) の排
出量値。

double いいえ

total_scope_2_mbm_ 
emissions_unit

スコープ 2 のマー
ケットベースメソッ
ド (MBM) 排出量に使
用される測定単位。

string いいえ

total_scope_3_lbm_ 
emissions_value

アカウントに関連付 
けられたスコープ 3 
のロケーションベー 
スメソッド (LBM) の
排出量値。

double いいえ

total_scope_3_lbm_ 
emissions_unit

スコープ 3 のロケー
ションベースメソッ
ド (LBM) の排出量
に使用される測定単
位。

string いいえ

total_scope_3_mbm_ 
emissions_value

アカウントに関連付 
けられたスコープ 3 
のマーケットベース 
メソッド (MBM) の排
出量値。

double いいえ
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[列名] 説明 データ型 Null 値を使用できま
す

total_scope_3_mbm_ 
emissions_unit

スコープ 3 のマー
ケットベースメソッ
ド (MBM) 排出量に使
用される測定単位。

string いいえ

usage_account_id カーボンフットプリ 
ント値に関連付けら 
れたアカウントのア 
カウント ID。組織の
場合、これは管理ア
カウントまたはメン
バーアカウントのい
ずれかになります。

string いいえ

usage_period_end
このレポートの対象 
となる期間の終了
日 (UTC 時間)。形
式は YYYY-MM-DD 
HH:mm:ssZ  です。

timestamp いいえ

usage_period_start
このレポートの対象 
となる期間の開始
日 (UTC 時間)。形
式は YYYY-MM-DD 
HH:mm:ssZ  です。

timestamp いいえ
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データエクスポートの処理
次のセクションでは、データエクスポートの管理について説明します。

Amazon Athena の設定

コストと使用状況レポート (CUR) とは異なり、データエクスポートではエクスポートをクエリす
るように Athena を設定するための SQL ファイルは提供されていません。データエクスポートには 
CloudFormation テンプレートを使用するか (オプション 1 を参照)、Athena を手動で設定する必要が
あります (オプション 2 を参照)。

(オプション 1) CloudFormation テンプレートを使用する: CloudFormation テンプレートとデータエ
クスポートで Athena を設定する手順を見つけるには、「Cloud Intelligence Dashboards Framework 
のデータエクスポート」を参照してください。

(オプション 2) AWS Glue クローラを使用して Athena のテーブルとパーティションを構築する:
Athena の CUR または炭素排出量データエクスポートを作成するときは、Apache Parquet ファイル
形式を使用することをお勧めします。これにより、圧縮と列指向ストレージが改善され、Athena ク
エリのコストが小さくなります。上書き配信設定は、各月次パーティションに常に各ファイルのコ
ピーが 1 つだけ含まれ、Amazon Athena でクエリを実行するときに重複する行項目が表示されない
ようにするために必要です。

また AWS 、 Glue クローラで Glue を使用して Athena にデータをロードすることをお勧めします。

Glue クローラを使用して Athena AWS のテーブルとパーティションを構築するには

1. 次のデータエクスポート配信オプションを使用して CUR 2.0 または二酸化炭素排出量のエクス
ポートを作成します。

• 圧縮タイプとファイル形式: Parquet - Parquet

• ファイルバージョニング: 既存のデータエクスポートファイルを上書きする

2. Athena で、Trino SQL でノートブックエディタを使用し、作成を選択してAWS 「Glue クロー
ラ」でテーブルを作成します。Glue クローラーワークフローを使用して、Glue クローラーを 
s3://<bucket-name>/<prefix>/<export-name>/data フォルダで実行するように指定し、指定され
たエクスポートのすべての配信済みパーティションを Athena に自動的にロードします。

3. Glue クローラーが完了したら、Athena を使用して、Glue クローラーによって作成されたテー
ブルにクエリを記述できます。
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Amazon Redshift の設定

Amazon Redshift は、プロビジョンドキャパシティまたはサーバーレスモデルのいずれかでアクセス
できるクラウドデータウェアハウスです。Amazon Redshift は、データエクスポートからのデータを
処理するための高速なクエリパフォーマンスを提供します。

現在、データエクスポートでは、コストと使用状況レポート (CUR) のようにエクスポートをクエリ
するように Redshift を設定するための SQL ファイルは提供されていません。ただし、エクスポート
をクエリするように Athena を手動で設定することはできます。Redshift には gzip/csv 圧縮とファイ
ル形式を使用することをお勧めします。

Redshift のセットアップの詳細については、「Amazon Redshift 入門ガイド」を参照してください。

CUR 2.0 の処理するための推奨 SQL クエリ

CUR 2.0 エクスポートデータを Amazon Athena や Amazon Redshift などのデータ分析ツールにロー
ドした後、コストと使用状況に関するインサイトを得るためにデータを処理できます。 AWS Well-
Architected Labs は、CUR の処理に使用できる CUR クエリライブラリを提供します。詳細について
は、「AWS CUR クエリライブラリ」を参照してください。

SQL クエリに関する次の 2 つの情報に注意してください。

• Well-Architected Labs の SQL クエリは、データエクスポートのクエリフィールドでは動作しませ
ん。データエクスポートは、集計や、これらのクエリで使用されるその他の SQL 構文の一部をサ
ポートしていないためです。

• Well-Architected Labs の SQL クエリは、列の名前をデフォルト名から変更していない場合にのみ
動作します。クエリによっては、ドット演算子を使用して製品列の一部を別の列としてクエリする
必要がある場合があります。詳細については、「データクエリ − SQL クエリとテーブル設定」を
参照してください。

二酸化炭素排出量データのエクスポートを処理するための推奨 
SQL クエリ

payer_account_id ごとの総二酸化炭素排出量を取得するには:

SELECT payer_account_id, SUM(total_mbm_emissions_value) AS total_emissions
FROM "ccft-data-exports"."ccft-data-exports-data" -- change to your table name
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GROUP BY payer_account_id
ORDER BY total_emissions DESC;

payer_account_id および product_code ごとの総二酸化炭素排出量を取得するには:

SELECT payer_account_id, product_code, SUM(total_mbm_emissions_value) AS 
 total_emissions
FROM "ccft-data-exports"."ccft-data-exports-data"-- change to your table name
GROUP BY payer_account_id, product_code
ORDER BY total_emissions DESC;

payer_account_id および region_code ごとの総二酸化炭素排出量を取得するには:

SELECT payer_account_id, region_code, SUM(total_mbm_emissions_value) AS total_emissions
FROM "ccft-data-exports"."ccft-data-exports-data" -- change to your table name
GROUP BY payer_account_id, region_code
ORDER BY total_emissions DESC;
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コストと使用状況ダッシュボードについて

コストと使用状況ダッシュボードは、Amazon QuickSight によって提供され、Cloud Intelligence 
Dashboards (CID) オープンソースプロジェクトから着想を得た、デプロイが容易で安全な事前構
築済みのダッシュボードです。コストと使用状況ダッシュボードには、6 つの Cloud Intelligence 
Dashboards の 1 つである CUDOS dashboard のリソースレベルのビューを除き、概要ビジュア
ルのサブセットが含まれています。コストと使用状況ダッシュボードでは、CUDOS ソリューショ
ンのメリットを簡単にセットアップできる AWS Billing and Cost Management コンソール機能
にまとめ、Amazon Athena ビューや AWS Glue クローラーなどの基盤となるインフラストラク
チャを管理する必要がなくなります。コストと使用状況ダッシュボードは、AWS Billing and Cost 
Management コンソールの [データエクスポート] ページから数分でデプロイできます。CID に
は、AWS CloudFormation のテンプレートベースのデプロイメントが含まれます。完全な CID ソ
リューションの設定については、「AWS well architected labs」を参照してください。

次の表は、コストと使用状況ダッシュボードと Cloud Intelligence Dashboards (CID) の違いをまとめ
たものです。

機能 コストと使用状況ダッシュ
ボード

Cloud Intelligence Dashboards

デプロイ AWS コンソールからのシーム
レスなデプロイ

CloudFormation、コマンドラ
イン、または Terraform

AWS Organizations 向けのデ
プロイオプション

管理アカウントのみ 管理アカウントまたは委任さ
れたリンクアカウント

複数の AWS Organizations の
集約

なし あり

コストと使用状況に関するハ
イレベルなインサイト

はい あり

リソースレベルの詳細 なし あり

リザーブドインスタンスと 
Savings Plans のインサイト

なし あり
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機能 コストと使用状況ダッシュ
ボード

Cloud Intelligence Dashboards

サポートされているデータ
ソース

コストと使用状況の概要 (ダッ
シュボードビュー)

コストと使用状況レポート 
(CUR)、Compute Optimizer 
、Trusted Advisor、コスト異
常検知
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コストと使用状況レポート (CUR) について
CUR と CUR 2.0 を使用すると、AWS のコストと使用状況に関する最も詳細な情報を取得できま
す。Savings Plans や リザーブドインスタンス (RI) の利用状況、課金、コスト配分の分割のトラッ
キングなどの使用例については「Use cases」をご覧ください。
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二酸化炭素排出量データのエクスポートについて
二酸化炭素排出量データのエクスポートを使用して、支払者アカウントにリンクされたすべての使用
アカウントについて、カスタマーカーボンフットプリントツールから二酸化炭素排出の推定量を取得
できます。これらの炭素排出量の計算方法と分類方法の詳細については、「AWS 請求ユーザーガイ
ド」の「カーボンフットプリントの表示」を参照してください。
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セキュリティおよびアクセス許可

のクラウドセキュリティが最優先事項 AWS です。お客様は AWS 、セキュリティを最も重視する組
織の要件を満たすように構築されたデータセンターとネットワークアーキテクチャを活用できます。

セキュリティは、 AWS お客様とお客様の間の責任共有です。責任共有モデルでは、これをクラウド
のセキュリティおよびクラウド内のセキュリティとして説明しています。

クラウドのセキュリティ: AWS AWS クラウドで AWS サービスを実行するインフラストラクチャ
を保護する責任は にあります。 AWS また、 では、安全に使用できるサービスも提供しています。
サードパーティーの監査人は、AWS コンプライアンスプログラム の一環として、セキュリティの有
効性を定期的にテストおよび検証します。 AWS コスト管理に適用されるコンプライアンスプログラ
ムの詳細については、AWS 「コンプライアンスプログラムによる対象範囲内のサービス」を参照し
てください。

クラウドのセキュリティ: お客様の責任は、使用する AWS サービスによって決まります。また、
ユーザーは、データの機密性、会社の要件、適用される法律や規制など、その他の要因についても責
任を負います。このドキュメントは、請求情報とコスト管理を使用する際に共有責任モデルを適用す
る方法を理解するのに役立ちます 以下のトピックでは、セキュリティおよびコンプライアンスの目
的を達成するために請求情報とコスト管理を設定する方法を示します。また、請求情報とコスト管理
リソースのモニタリングや保護に役立つ他の AWS のサービスの使用方法についても説明します。

トピック

• データエクスポートの Identity and Access Management

• データエクスポートにおけるデータ保護

データエクスポートの Identity and Access Management

AWS Identity and Access Management (IAM) は、管理者が AWS リソースへのアクセスを安全に制
御するのに役立つ AWS サービスです。IAM 管理者は、誰を認証 (サインイン) し、誰に課金リソー
スの使用を許可 (許可を持たせる) するかを制御します。IAM は、追加料金なしで使用できる AWS 
サービスです。

データエクスポートを使用するには、IAM の bcm-data-exports namespace のアクションに対
するアクセス権を IAM ユーザーに付与する必要があります。使用可能なアクションについては、次
の表を参照してください。
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データエクス
ポートアクショ
ン

説明 アクセスレベル リソースタイプ: 条件キー

CreateExport ユーザーがエク
スポートを作
成できるように
し、クエリ、配 
信設定、スケ
ジュール設定、
コンテンツ設定
を指定します。

書き込み エクスポート

テーブル

aws:Reque 
stTag/${TagKey}

aws:TagKeys

UpdateExport ユーザーが既存
のエクスポート
を更新できるよ
うにします。

書き込み エクスポート

テーブル

aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

DeleteExport ユーザーが既存
のエクスポート
を削除できるよ
うにします。

書き込み エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

GetExport ユーザーが既存
のエクスポート
を表示できるよ
うにします。

読み取り エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

ListExports ユーザーが既存
のエクスポート
をすべて一覧表
示できるように
します。

読み取り    

GetExecution エクスポートさ
れたデータの
メタデータやス
キーマなど、指 

読み取り エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}
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データエクス
ポートアクショ
ン

説明 アクセスレベル リソースタイプ: 条件キー

定された実行の
詳細をユーザー
が確認できるよ
うにします。

ListExecutions ユーザーが、提
供されたエクス
ポート識別子の
実行をすべて一
覧表示できるよ
うにします。

読み取り エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

GetTable ユーザーが指定
されたテーブル
のスキーマを取
得できるように
します。

読み取り テーブル  

ListTables 使用可能なすべ
てのテーブルを
ユーザーが一覧
表示できるよう
にします。

読み取り    

TagResource ユーザーが既存
のエクスポート
にタグ付けでき
るようにしま 
す。

書き込み エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

aws:Reque 
stTag/${TagKey}

aws:TagKeys
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データエクス
ポートアクショ
ン

説明 アクセスレベル リソースタイプ: 条件キー

UntagResource ユーザーが既存
のエクスポート
のタグを解除で
きるようにしま
す。

書き込み エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

aws:TagKeys

ListTagsF 
orResource

ユーザーが既存
のエクスポート
に関連付けられ
ているタグを一
覧表示できるよ
うにします。

読み取り エクスポート aws:Resou 
rceTag/${ 
TagKey}

これらのコンテキストキーの使用方法についての詳細は、「IAM ユーザーガイド」の「タグを使用
した AWS リソースへのアクセスの制御」を参照してください。

次の表は、データエクスポートで利用可能なリソースタイプを示しています。

リソースタイプ 説明 ARN

エクスポート エクスポートは CreateExp 
ort API によって作成されたリ
ソースです。エクスポートに
より、請求情報とコスト管理 
のクエリ出力が定期的に生成
されます。

arn:${Partition}:bcm-data-e 
xports:${Region}:${Account} 
:export/${exportName}-{UUID}

テーブル テーブルは、ユーザーがエク
スポートを使用してクエリを
実行する、行と列形式のデー
タです。テーブルは、お客様
の AWS ために によって作成
および管理されます。お客様

arn:${Partition}:bcm-data-e 
xports:${Region}:${Account} 
:table/${TableName}
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リソースタイプ 説明 ARN

はテーブルを削除することが
できません。

COST_AND_USAGE_REPORT または COST_AND_USAGE_DASHBOARD テーブルリソースのエ
クスポートをデータエクスポートで作成するには、IAM ユーザーが IAM 内のそれぞれの cur アク
ションに対するアクセス許可も持っている必要があります。つまり、cur での明示的な許可がない
ことや、cur に対する明示的な拒否を提供するサービスコントロールポリシー (SCP) がないなど、
何らかの理由で IAM ユーザーが cur アクションの使用をブロックされた場合、その IAM ユーザー
は、これら 2 つのテーブルのエクスポートの作成または更新をブロックされます。

次の表は、これら 2 つのテーブルのデータエクスポートで、どの cur アクションに対してどの
bcm-data-exports アクションが必要かを示しています。

データエクスポートアクショ
ン

テーブルリソース IAM で必要なその他のアク
ション

bcm-data-exports:CreateExpo 
rt

COST_AND_USAGE_REP 
ORT

COST_AND_USAGE_DAS 
HBOARD

cur:PutReportDefinition

ポリシーの例

IAM ユーザーがデータエクスポートの CUR 2.0 エクスポートにフルアクセスできるようにします。

JSON

{ 
    "Version":"2012-10-17",        
    "Statement": [ 
        { 
            "Sid": "ViewDataExportsTablesAndExports", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": [ 
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                "bcm-data-exports:ListTables", 
                "bcm-data-exports:ListExports", 
                "bcm-data-exports:GetExport" 
            ], 
            "Resource": "*" 
        }, 
        { 
            "Sid": "CreateCurExports", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "bcm-data-exports:*", 
            "Resource": [ 
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:table/COST_AND_USAGE_REPORT", 
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:export/*" 
                ] 
        }, 
        { 
            "Sid": "CurDataAccess", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action":  "cur:PutReportDefinition", 
            "Resource": "*" 
         } 
    ]
}

請求情報とコスト管理のデータエクスポートを使用するためのアクセスコントロールと IAM アクセ
ス許可の詳細については、「アクセス許可の管理の概要」を参照してください。

見積り CUR 2.0 AWS を作成する

プロフォーマ CUR 2.0 を作成するには、次の IAM ポリシーを含める必要があります。

IAM ユーザーに CUR 2.0 および Billing Group Billing View へのフルアクセスを許可します。

JSON

{ 
    "Version":"2012-10-17",        
    "Statement": [ 
        { 
            "Sid": "AllowCreateCur20AnyBillingView", 
            "Effect": "Allow", 
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            "Action": "bcm-data-exports:CreateExport", 
            "Resource": [ 
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:table/COST_AND_USAGE_REPORT", 
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:export/*", 
                "arn:aws:billing::*:billingview/*" 
            ] 
        },{ 
            "Sid": "CurDataAccess", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "cur:PutReportDefinition", 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}

IAM ロールが特定の請求グループにアクセスできるようにする場合は、ロールがアクセスできる 
Billing View ARN を追加できます。

JSON

{ 
    "Version":"2012-10-17",        
    "Statement": [ 
        { 
            "Sid": "AllowCreateSpecificBillingViewCur20", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "bcm-data-exports:CreateExport", 
            "Resource": [ 
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:table/COST_AND_USAGE_REPORT",  
                "arn:aws:bcm-data-exports:*:*:export/*",  
                "arn:aws:billing::444455556666:billingview/billing-
group-111122223333" 
        ] 
        },{ 
            "Sid": "CurDataAccess", 
            "Effect": "Allow", 
            "Action": "cur:PutReportDefinition", 
            "Resource": "*" 
        } 
    ]
}
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データエクスポートにおけるデータ保護

データエクスポートでのデータ保護に 責任 AWS 共有モデルがどのように適用されるかについて説
明します。

S3 セキュリティのベストプラクティス

データエクスポートは、請求情報とコスト管理データを Amazon S3 バケットに配信します。S3 
バケットが安全であることを確認するために実行できる手順は多数あります。詳細については、
「Amazon S3 ユーザーガイド」の「Amazon S3 のセキュリティのベストプラクティス」を参照して
ください。

S3 でのデータ暗号化

デフォルトでは、データエクスポートは、Amazon S3 マネージドキー (SSE-S3) によるサーバー側
の暗号化を使用して暗号化されます。Amazon キー管理サービス (KMS) 暗号化 (SSE-KMS) を使用
してエクスポートを暗号化する場合は、エクスポートの配信後に KMS による暗号化をトリガーする
必要があります。詳細については、「Amazon S3 ユーザーガイド」の「Amazon S3 バケット向けの
サーバー側のデフォルトの暗号化動作の設定」を参照してください。

データエクスポートにおけるデータ保護 162

https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/security-best-practices.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/bucket-encryption.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/bucket-encryption.html


AWS Data Exports ユーザーガイド

クォータと制限
次の表は、データエクスポートにおける現在のクォータと制限について説明したものです。

クォータタイプ クォータ値

CUR 2.0 のエクスポート数 (COST_AND 
_USAGE_REPORT)

5

コスト最適化の推奨事項テーブルのエクスポー
ト数 (COST_OPTIMIZATION_RECOMMEND 
ATIONS )

2

FOCUS 1.2 テーブルのエクスポート数 
(FOCUS_1_2_AWS )

2

FOCUS 1.0 テーブルのエクスポート数 
(FOCUS_1_0_AWS )

2

コストと使用状況ダッシュボードテーブルの
エクスポート数 (COST_AND_USAGE_DAS 
HBOARD ）

2

二酸化炭素排出量テーブルのエクスポート数 
(CARBON_EMISSIONS )

2

請求転送アカウントのレガシーのエクスポート
数

1,000
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トラブルシューティング
データエクスポートまたはコストと使用状況レポート (CUR) を使用する際、トラブルシューティン
グが必要な特定の問題が発生する場合があります。このトラブルシューティングセクションでは、一
般的な問題を迅速かつ効率的に解決するための推奨事項を紹介します。

トピック

• 一般的なトラブルシューティング

• CUR 2.0 のトラブルシューティング

• コストと使用状況ダッシュボードのトラブルシューティング

• コストと使用状況レポートのトラブルシューティング

• 二酸化炭素排出量データエクスポートのトラブルシューティング

一般的なトラブルシューティング

トピック

• エクスポートが異常なのはなぜですか。

• SQL ステートメントがデータエクスポートで受け入れられないのはなぜですか。

• データエクスポート内で Athena を設定するための事前定義された SQL スクリプトが見つかりま
せん。

• エクスポートパーティションの 1 つが空なのはなぜですか。

• Amazon S3 バケットにレポートファイルがないのはなぜですか。

エクスポートが異常なのはなぜですか。

「異常な」エクスポートとは、最後に Amazon S3 バケットに更新を配信しようとしたときにエラー
が発生したエクスポートです。「異常」メッセージにカーソルを合わせるか、GetExport API を呼
び出すと、以下のいずれかのエラーメッセージが表示されることがあります。

• データエクスポートに関する問題

• 権限が不十分: これは、データエクスポートがエクスポートファイルを S3 バケットに配信でき
なかったことを意味します。これは、「Setting up an Amazon S3 bucket for data exports」に記
載されている権限で S3 バケットポリシーを更新することで修正できます。
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• 請求所有者の変更: このエラーは、 AWS アカウントが新しい組織に移動するか、 AWS 
Organizations で組織を離れるときに発生する可能性があります。これは、組織内にいて、 AWS 
Billing Conductor の請求グループに属するかどうかにかかわらず、管理アカウントが変更され
た場合にも発生する可能性があります。この問題を解決する最善の方法は、新しい CUR を作成
し、古い CUR を削除することです。アカウントが組織や請求グループを変更すべきではないと
思われる場合は、アカウント管理者に連絡してください。

• 内部障害: このエラーは、データエクスポートの内部インフラストラクチャの問題が原因です。
データエクスポートに影響を与えている可能性のあるサービス全体の問題に関する更新について
は、 AWS サービスヘルスダッシュボードを確認するか、 AWS サポートにお問い合わせくださ
い。

• QuickSight 統合に関する問題

• SPICE 容量が不十分: このエラーは、QuickSight にコストと使用状況データを取り込むのに十分
な処理能力がプロビジョニングされていないことを意味します。SPICE 容量を増やす方法につ
いては、「SPICE メモリ容量の管理」を参照してください。

• マニフェストファイルにアクセスするための権限が不十分: S3 バケットにアクセスするために 
QuickSight に割り当てたサービスロールが機能しなくなりました。サービスポリシーを見直し
て、コストと使用状況データを保存する S3 バケットに読み取り権限が付与されていることを確
認してください。

• マニフェストファイルにアクセスしようとするとアクセスが拒否されました: お客様の IAM ロー
ルには、このエクスポート用の QuickSight ダッシュボードが存在するかどうかを確認するため
のエクスポートファイルを保存している S3 バケットへのアクセス権がありません。ダッシュ
ボードが動作している場合と動作していない場合があります。QuickSight ダッシュボードを確
認できるようにするには、エクスポートデータを保存する S3 バケットに s3:GetObject アク
セス許可が必要です。

• QuickSight CreateBundle が失敗しました: このエラーは、QuickSight でダッシュボードを作成
できなかったことを意味します。これは、新しいサービスロールを作成した場合や、適切な権限
を持たない既存のサービスロールを選択した場合に IAM ロールの伝達が遅れたことが原因と考
えられます。新しいサービスロールを作成した場合は、再試行アクションを使用してください。
既存のサービスロールを選択した場合は、エクスポートを削除して、新しいサービスロールを含
む新しいエクスポートを作成する必要があります。

• ダッシュボードが存在しません: このエラーは、ダッシュボードが QuickSight で削除されたこと
を意味します。データエクスポートで既存のコストと使用状況ダッシュボードのエクスポートを
削除し、再作成する必要があります。

• QuickSight アカウントが存在しません: このエラーは、QuickSight アカウントが削除されたこと
を意味します。ダッシュボードを再度使用するには、QuickSight アカウントを再作成する必要
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があります。QuickSight アカウントを再作成したら、データエクスポートで既存のコストと使
用状況ダッシュボードのエクスポートを削除し、再作成する必要があります。

SQL ステートメントがデータエクスポートで受け入れられないのはなぜで
すか。

データエクスポートは、主に列選択と行フィルターに重点を置いた SQL 構文の一部しかサポートし
ていません。SQL ステートメントでは、関連するキーワードと演算子のみを使用していることを確
認してください。詳細については、「Data query」を参照してください。

データエクスポート内で Athena を設定するための事前定義された SQL ス
クリプトが見つかりません。

コストと使用状況レポート (CUR) とは異なり、データエクスポートではエクスポートをクエリす
るように Athena を設定するための SQL ファイルは提供されていません。データエクスポートに 
CloudFormation テンプレートを使用するか、Athena を手動で設定する必要があります。詳細につい
ては、「Amazon Athena の設定」を参照してください。

エクスポートパーティションの 1 つが空なのはなぜですか。

エクスポートがほとんどのアプリケーションが処理できるサイズより大きい場合、 はレポートを複
数のファイルに AWS 分割します。エクスポートの更新が以前のエクスポートよりも小さく、「上書
き」モードを使用している場合、 は不要なパーティションを空のデータで AWS 上書きします。エ
クスポートマニフェストには、データのあるパーティションのみが一覧表示されます。レポートのマ
ニフェストファイルを確認して、取り込む必要のない空のファイルを見つけてください。

Amazon S3 バケットにレポートファイルがないのはなぜですか。

Amazon S3 バケットポリシーが、billingreports.amazonaws.com サービスにバケットにファイルを
配置するアクセス許可を付与していることを確認します。必要なバケットポリシーの詳細について
は、「データエクスポート用の Amazon S3 バケットのセットアップ」または「コストと使用状況レ
ポート用に Amazon S3 バケットをセットアップする」を参照してください。

CUR 2.0 のトラブルシューティング

トピック

• CUR で使用可能な一部の列が CUR 2.0 に表示されないのはなぜですか。
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• 従来のコストと使用状況レポートはどうなりますか。廃止されますか？

• CUR 2.0 のエクスポートを作成すると、レガシー CUR に影響がありますか？

• データエクスポートと CUR テーブルを使用する IAM アクセス許可があるのに、CUR 2.0 のエク
スポートを作成できないのはなぜですか。

• レガシー CUR 列と同じ CSV 形式でデータエクスポートを作成しようとすると、「無効な 
QueryStatement」エラーが発生します。このエラーを解消するにはどうすればよいですか?

• データエクスポート CUR 2.0 に移行した後、レガシー CUR エクスポートと CUR 2.0 エクスポー
トを同時に取得できますか?

• CUR 2.0 のエクスポートを作成しようとすると、「このアカウントはこのテーブルに対してエク
スポートを作成できません」というエラーが表示されます。CUR 2.0 エクスポートを作成できな
いのはなぜですか。

CUR で使用可能な一部の列が CUR 2.0 に表示されないのはなぜですか。

CUR 2.0 では、4 つの列タイプが 4 つの個別の列にネストされるようになりました。ネストされた
列はproduct、discount、resource_tag、cost_category になります。

レガシー CUR では、これらの文字列で始まる名前の列が数百ある可能性があります。バリエーショ
ンは、お客様の AWS サービスの使用や との契約によって異なります AWS。このスキーマ設計の結
果、まばらに埋められることが多かった数百の列が作成されます。列の変動性により、課金スキーマ
が原因で SQL クエリに問題が発生する可能性もあります。

その結果、異なる列間で変化する可能性のある AWS 列が、これら 4 つの列にネストされました。一
般的に使用される一部の製品列はネストされませんでした。

CUR 2.0 エクスポートの CUR のスキーマは、SQL のドット演算子を使用して再作成できます。そ
の方法については、「Migrating from CUR to Data Exports CUR 2.0」を参照してください。

従来のコストと使用状況レポートはどうなりますか。廃止されますか？

現在、レガシー CUR を廃止する予定はありません。ただし、データエクスポートの CUR 2.0 で
は、整合性のあるスキーマ、ネストされたデータ、追加の列 (bill_payer_account_name と
line_item_usage_account_name) といった改善点がいくつかあるため、CUR 2.0 への移行をお
勧めします。

予定日は決定していませんが、最終的にコンソールの[レガシーページ]下にある[コストと使用状況レ
ポート]を廃止する予定です。ただし、レガシー CUR を作成、更新、削除するための同じ機能はすべ
て、[データエクスポート]のコンソールページから利用できます。

CUR で使用可能な一部の列が CUR 2.0 に表示されないのはなぜですか。 167
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Note

別のレガシー請求機能である詳細な請求レポート (DBR) は、後日廃止される可能性がありま
す。2019 年 7 月 8 日以後、この機能は新しいお客様にはご利用いただけません。

CUR 2.0 のエクスポートを作成すると、レガシー CUR に影響があります
か？

CUR と CUR 2.0 は 2 つの異なるレポートです。CUR 2.0 を作成する場合、既存の CUR 設定には影
響しません。設定に基づいて、レガシー CUR と CUR 2.0 から選択できます。

データエクスポートと CUR テーブルを使用する IAM アクセス許可がある
のに、CUR 2.0 のエクスポートを作成できないのはなぜですか。

cur:PutReportDefinition の IAM アクセス許可も持っていることを確認してください。

レガシー CUR 列と同じ CSV 形式でデータエクスポートを作成しようとす
ると、「無効な QueryStatement」エラーが発生します。このエラーを解消
するにはどうすればよいですか?

現在、列の名前を「/」などの特殊文字に変更して、CSV 形式のレガシー CUR 列名と一致させるこ
とはできません。サポートされている文字タイプの詳細については、「SQL クエリ」を参照してく
ださい。

データエクスポート CUR 2.0 に移行した後、レガシー CUR エクスポート
と CUR 2.0 エクスポートを同時に取得できますか?

はい。最大 10 個のレガシー CUR エクスポートと 5 個の CUR 2.0 エクスポートを同時に作成できま
す。

CUR 2.0 のエクスポートを作成しようとすると、「このアカウントはこの
テーブルに対してエクスポートを作成できません」というエラーが表示さ
れます。CUR 2.0 エクスポートを作成できないのはなぜですか。

レガシー CUR とは異なり、CUR 2.0 では現在、見積もりの請求データを使用した CUR 2.0 のエク
スポートの作成はサポートされていません。 AWS Billing Conductor の請求グループに属している場
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合は、見積り請求データのみを受け取ることができます。そのため、CUR 2.0 のエクスポートを作
成しようとすると、このエラーメッセージが表示されます。レガシー CUR エクスポートを作成する
こともできます。

コストと使用状況ダッシュボードのトラブルシューティング

トピック

• コストと使用状況ダッシュボードを作成した直後にエクスポートに失敗したのはなぜですか。

• ダッシュボードにアクセスできないのはなぜですか。

• ダッシュボードを表示しようとすると、QuickSight アカウントの登録を解除するためにコンソー
ルの管理ページに移動するのはなぜですか。

• 作成したばかりのコストと使用状況ダッシュボードにデータが表示されないのはなぜですか?

• コストと使用状況ダッシュボードに履歴データが表示されないのはなぜですか?

• QuickSight ダッシュボードのリンクがデータエクスポートコンソールページから消えたのはなぜ
ですか。

• CUR 2.0 のリソースタグを視覚化するには、Amazon QuickSight をどのように設定すればよいで
すか。

コストと使用状況ダッシュボードを作成した直後にエクスポートに失敗し
たのはなぜですか。

IAM ロールの伝達が遅れたため、コストと使用状況ダッシュボードのエクスポートが失敗した可能
性があります。このエクスポート用に新しいサービスロールを作成した場合、Amazon QuickSight 
には S3 バケットにアクセスしてダッシュボードを作成する権限がない可能性があります。エクス
ポートステータスに「マニフェストファイルにアクセスするための権限が不十分」というエラーが表
示されたら、[エクスポート] を選択し、テーブルアクションメニューで [再試行] を選択します。

コストと使用状況ダッシュボードのエクスポート用に新しいサービスロールを作成しなかった場合
は、QuickSight が使用するサービスロールを誤って指定している可能性があります。この場合は、
エクスポートを削除して再作成し、コストと使用状況ダッシュボードコンソールのワークフローで新
しいサービスロールを作成する必要があります。

ダッシュボードにアクセスできないのはなぜですか。

Amazon QuickSight のコストと使用状況ダッシュボードを表示するアクセス許可がないと、アクセ
スできない場合があります。トラブルシューティングを行うには、エクスポート名を選択してエクス

コストと使用状況ダッシュボードのトラブルシューティング 169
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ポートを開きます。QuickSight の作成者フィールドをチェックして、誰がダッシュボードを作成し
たかを確認してください。ダッシュボードを閲覧するアクセス許可を与えるようユーザに依頼してく
ださい。

ダッシュボードを表示しようとすると、QuickSight アカウントの登録を解
除するためにコンソールの管理ページに移動するのはなぜですか。

「Active directory」認証方法を使用している場合、このエラーが発生することがあります。コストと
使用状況ダッシュボードのエクスポート名を選択すると、エクスポートの詳細が表示されます。[ク
イックサイトサインイン] を選択して QuickSight アカウントにサインインします。ダッシュボードを
表示する権限を持っている場合は、ダッシュボードを表示できます。

作成したばかりのコストと使用状況ダッシュボードにデータが表示されな
いのはなぜですか?

すべてのデータがダッシュボードに入力されるまでに最大 24 時間かかることがあるため、コストと
使用状況ダッシュボードに当月のデータを表示できない場合があります。コストと使用状況ダッシュ
ボードのエクスポートの状態を確認してください。エクスポートステータスが「正常」の場合は、
ダッシュボードが当月のデータで更新されるまで 24 時間かかります。24 時間後にダッシュボード
に当月のデータが表示されない場合は、 AWS サポートにお問い合わせください。コストと使用状況
ダッシュボードの作成時間は、データエクスポートコンソールページのエクスポートとダッシュボー
ドテーブルで確認できます。

コストと使用状況ダッシュボードに履歴データが表示されないのはなぜで
すか?

以下のいずれかの理由により、コストと使用状況ダッシュボードに 6 か月分の履歴データが表示さ
れない可能性があります。

• 履歴データが存在しない: 新しいアカウントであるか、 AWS Organizations のメンバーシップが最
近変更されたために 6 か月の履歴支出がないアカウントがある場合、履歴データをダッシュボー
ドに入力することはできません。

• 履歴のバックフィルはまだ進行中: データエクスポートによる履歴データのバックフィルが完
了するまでに最大 24 時間かかることがあります。SDK/CLI を使用して、このエクスポートの
ListExecutions API でバックフィル実行が失敗したかどうか、またはまだ実行中かどうかを確
認できます。もう少し待つか、ListExecutions を使用してバックフィルが進行中でないことを
確認してください。

ダッシュボードを表示しようとすると、QuickSight アカウントの登録を解除するためにコンソールの管
理ページに移動するのはなぜですか。
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• 履歴のバックフィルに失敗: 内部エラーにより、履歴データのバックフィルが完了しなかった可能
性があります。24 時間以上経過してもバックフィルが完了していない場合は、この結論に達する
ことができます。または、SDK/CLI の ListExecutions API を使用して、このエクスポートの
実行が失敗していないかどうかを確認することもできます。バックフィルが失敗したと思われる場
合は、コンソールのコストと使用状況ダッシュボードを再作成してみてください。2 回目に失敗す
る場合は、 AWS サポートに問い合わせることをお勧めします。

QuickSight ダッシュボードのリンクがデータエクスポートコンソールペー
ジから消えたのはなぜですか。

データエクスポートコンソールページは、エクスポートがリンクされている QuickSight ダッシュ
ボードを識別するために S3 バケット内のファイルを読み取ります。このファイルが変更または削除
された場合、コンソールはこのエクスポート用のダッシュボードが存在することを認識しません。
ダッシュボードはまだ QuickSight に存在しますが、リンクを再表示するにはこのファイルを修復す
る必要があります。

CUR 2.0 のリソースタグを視覚化するには、Amazon QuickSight をどのよ
うに設定すればよいですか。

コストと使用状況ダッシュボード機能は、リソースタグの視覚化に対応していません。ただ
し、CUR 2.0 エクスポートでもリソースタグデータを受け取ることができます。タグを使用してコ
ストと使用状況を AWS 視覚化するためにサポートされている QuickSight ダッシュボードが必要な
場合は、 AWS Well-Architected Labs の CUDOS ダッシュボードを参照してください。現在はレガ
シー CUR のデータのみを使用していますが、今後 CUR 2.0 にも対応する予定です。

コストと使用状況レポートのトラブルシューティング

トピック

• コストと使用状況レポートのデータが、他の請求とコスト管理機能で表示されるデータと一致しな
いのはなぜですか。

• レポート設定を変更した後にデータをバックフィルするにはどうすればよいですか。

• Amazon S3 のレポートファイルフォルダが名前のないフォルダに保存されるのはなぜですか。

• レポートにリソース ID を含めるオプションを選択できないのはなぜですか。

• Amazon Athena のコストと使用状況レポートのクエリが Amazon Redshift で動作しない、または
Amazon Redshift クエリが Amazon Athena で動作しないのはなぜですか。

QuickSight ダッシュボードのリンクがデータエクスポートコンソールページから消えたのはなぜです
か。
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• レポートに含まれる列が前月と変わっているのはなぜですか

• レポートの列が変更された後、クエリやテーブルが機能しないのはなぜですか。

• レポートでクエリを実行するにはどうすればよいですか。

• Amazon EC2 専有ホストの請求データはどこにありますか。

• Amazon EC2 Elastic IP アドレスの請求データはどのように解釈すればよいですか。

• 非ブレンドレートとブレンドレートまたはコストは、一括請求でどのように異なりますか。

• レポートの一部の明細項目に、ブレンドレートまたはブレンドコストが 0 のものがあるのはなぜ
ですか。

• 私のレポートで全額前払いリザーブドインスタンスはどのように償却されますか。

コストと使用状況レポートのデータが、他の請求とコスト管理機能で表示
されるデータと一致しないのはなぜですか。

その他の請求とコスト管理機能 (Cost Explorer、請求詳細レポート、請求とコスト管理コンソール) 
では、以下の理由によりコストの表示が異なる場合があります。

• 請求機能では、コストデータをさまざまな方法で四捨五入します。

• 請求機能ではデータ更新設定が異なる場合があります。例えば、コストと使用状況レポートで、
以前に決済された請求書を、請求書の確定後に適用された返金、クレジット、またはSupport 料金
で自動的に更新するかどうかを選択できます。Cost Explorer には同じ項目が自動的に反映されま
す。このシナリオでは、コストと使用状況レポートの自動更新を有効にしないと、コストと使用状
況レポートのデータは Cost Explorer のデータと一致しません。

• 請求機能では料金を異なる方法でグループ化できます。例えば、Billing and Cost Management コ
ンソールの請求書ページには、データ転送料金が AWS サービス料金 内の個別の データ転送 グ
ループとして表示されます。一方、コストと使用状況レポートとCost Explorer には、各サービス
の使用タイプとしてデータ転送料金が表示されます。

これらの理由を確認しても、コストと使用状況レポートとその他の請求およびコスト管理機能との間
に相違があると思われる場合は、サポートケースを開いてコストデータの確認をリクエストしてくだ
さい。サポートケースでは、確認するレポート名と請求期間を必ず提供してください。 ケースを開
く方法については、「エクスポートとレポートに関するヘルプの取得」を参照してください。

コストと使用状況レポートのデータが、他の請求とコスト管理機能で表示されるデータと一致しないのは
なぜですか。
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レポート設定を変更した後にデータをバックフィルするにはどうすればよ
いですか。

サポートケースを開いて、コストデータのバックフィルをリクエストします。サポートケースでは、
バックフィルするレポート名と請求期間を必ず指定してください。 ケースを開く方法については、
「エクスポートとレポートに関するヘルプの取得」を参照してください。

以下のシナリオでは、コストデータのバックフィルを取得できないことに注意してください。

• アカウントを作成した日より前のコストデータのバックフィルは取得できません。

• を使用し AWS Organizations 、管理アカウントとして指定されたアカウントなど、組織の構造が
変更された場合、以前の組織構造でデータのバックフィルを取得することはできません。

• を使用して組織 AWS Organizations を変更した場合、現在の組織に参加する前に からデータの
バックフィルを取得することはできません。

Amazon S3 のレポートファイルフォルダが名前のないフォルダに保存され
るのはなぜですか。

レポートのレポートパスプレフィックス に / 文字があると、Amazon S3 バケットに名前のないフォ
ルダが生成されます。次回のレポート更新時に名前のないフォルダを削除するには、レポート設定を
編集し、レポートパスのプレフィックスから / 文字を削除します。手順については、「コストと使用
状況レポートの設定の編集」を参照してください。

レポートにリソース ID を含めるオプションを選択できないのはなぜです
か。

レポートを作成するときに、リソース ID を含める オプションを選択できます。[レポートバージョ
ニング] を [既存のレポートを上書き] に設定してレポートを作成した場合、レポートを作成した後に 
[リソース ID を含める] の選択を変更することはできません。リソース ID を含めるには、新しいレ
ポートを作成して [リソース ID を含める] オプションを選択する必要があります。

レポート設定を変更した後にデータをバックフィルするにはどうすればよいですか。 173
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Amazon Athena のコストと使用状況レポートのクエリが Amazon Redshift 
で動作しない、またはAmazon Redshift クエリが Amazon Athena で動作し
ないのはなぜですか。

Amazon Athena データベースと Amazon Redshift データベースでは、コストと使用状況レポー
トの列の形式が異なります。Amazon Athena では、列名 (line_item_normalized_usage_amount) 
の単語の間にアンダースコアが追加されます。Amazon Redshift では、列タイプと属性 
(lineitem_normalizedusageamount) の間にアンダースコアが追加されます。Amazon Athena または 
Amazon Redshift の列名の形式と一致するようにクエリを変更してください。

レポートに含まれる列が前月と変わっているのはなぜですか

がレポート AWS に含める列は、 AWS 使用状況によって異なります。すべてのレポートに
は、identity/、bill/、lineItem/ というプレフィックスが付いている列が含まれています。

• identity/LineItemId

• identity/TimeInterval

• bill/InvoiceId

• bill/BillingEntity

• bill/BillType

• bill/PayerAccountId

• bill/BillingPeriodStartDate

• bill/BillingPeriodEndDate

• lineItem/UsageAccountId

• lineItem/LineItemType

• lineItem/UsageStartDate

• lineItem/UsageEndDate

• lineItem/ProductCode

• lineItem/UsageType

• lineItem/Operation

• lineItem/AvailabilityZone

• lineItem/ResourceId

Amazon Athena のコストと使用状況レポートのクエリが Amazon Redshift で動作しない、または
Amazon Redshift クエリが Amazon Athena で動作しないのはなぜですか。
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• lineItem/UsageAmount

• lineItem/NormalizationFactor

• lineItem/NormalizedUsageAmount

• lineItem/CurrencyCode

• lineItem/UnblendedRate

• lineItem/UnblendedCost

• lineItem/BlendedRate

• lineItem/BlendedCost

• lineItem/LineItemDescription

• lineItem/TaxType

• lineItem/LegalEntity

他のすべての列は、毎月の AWS 使用量がそれらの列に入力するデータを生成する場合にのみ含まれ
ます。

例えば、その月に Savings Plans を使用した場合のみ、レポートに savingsPlan/ 列が含まれます。

レポートの列が変更された後、クエリやテーブルが機能しないのはなぜで
すか。

がレポート AWS に含める列は、その月の AWS 使用状況によって異なります。レポートに含まれる
列は変更される可能性があるため、レポートに基づくカスタムクエリやテーブルでは、列番号の代わ
りに列名を参照するのがベストプラクティスです。

レポートでクエリを実行するにはどうすればよいですか。

コストと使用状況レポートのクエリの詳細については、 AWS Well-Architected Labs ウェブサイト
の「CUR クエリライブラリのヘルプ」を参照してください。

Amazon EC2 専有ホストの請求データはどこにありますか。

ResourceID 列で、インスタンス ID ではなく専用ホスト ID を探します。Dedicated Hosts は 
Dedicated Host の実行時間によって計測されるため、レポートには Dedicated Host の使用状況が 
Dedicated Host の使用状況を、ホスト ID に関連付けられた従量制時間別に表示します。

レポートの列が変更された後、クエリやテーブルが機能しないのはなぜですか。 175
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Amazon EC2 Elastic IP アドレスの請求データはどのように解釈すればよい
ですか。

Amazon EC2 Elastic IP アドレスは集計して計測されます。つまり、レポートの各行項目が個々の 
Elastic IP アドレスに対応しているわけではありません。各行項目は課金対象時間の合計を表しま
す。実行中のインスタンスに 1 つの Elastic IP アドレスを無料で割り当てることができます。インス
タンスに割り当てる Elastic IP アドレスが追加されるたびに、1 時間ごとに比例配分して課金されま
す。さらに、 は割り当てられていない Elastic IP アドレスに対して時間単位の料金を AWS 請求しま
す。

非ブレンドレートとブレンドレートまたはコストは、一括請求でどのよう
に異なりますか。

の一括請求では AWS Organizations、非ブレンドレートとブレンドレートまたはコストが、組織内の
スタンドアロンアカウントとリンクされたアカウントのアカウントの使用コストを理解するのに役立
ちます。一部のサービスでは、使用量が増えるにつれて単価を下げることができる価格帯が提供され
ています。は組織内のサービスのすべての使用量を AWS 集計するため、個々のアカウントは、使用
量が組織の毎月の使用量に集計されると、より早く低価格の階層にアクセスする可能性があります。

非ブレンドレートは、個々のアカウントのサービス使用量に関連する料金です。詳細項目の場合、非
ブレンドコストは使用量に非ブレンドレートを掛けたものです。スタンドアロンアカウントの場合、
非ブレンドコストはアカウントの使用コストになります。ブレンドレートは、組織内の総使用量に関
連する料金をアカウント全体で平均したものです。詳細項目の場合、ブレンドコストは使用量にブレ
ンドレートを掛けたものです。ブレンドコストは、組織内の連結アカウントとしてのアカウントの使
用状況に起因するコストです。

非ブレンド費用とブレンド費用の計算の詳細と例については、AWS Billing ユーザーガイド の「一括
請求について」を参照してください。

レポートの一部の明細項目に、ブレンドレートまたはブレンドコストが 0 
のものがあるのはなぜですか。

リザーブドインスタンスdiscount のある Amazon EC2 品目のブレンドレートはゼロです。これらの
詳細項目の場合、LineItemType は「割引使用」です。

ブレンドコストは、使用量にブレンドレートを掛けたものです。ブレンドレートまたは使用量の値が 
0 の場合、ブレンドコストも 0 になります。

Amazon EC2 Elastic IP アドレスの請求データはどのように解釈すればよいですか。 176
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私のレポートで全額前払いリザーブドインスタンスはどのように償却され
ますか。

全額前払いリザーブドインスタンスは全額前払いで支払われるため、償却された費用は、関連する期
間 (1 年または 3 年) にわたって分割された前払いとしてレポートに反映されます。

reservation/AmortizedUpfrontCostForUsage および reservation/EffectiveCost は、全額前払いリザー
ブドインスタンスで同じレートです。これは、どちらの列も、リザーブドインスタンスの前払い金を
その期間の合計時間に対して等しく割ったものだからです。

RiFee が 0.00 USD であっても、レポートには全額前払いリザーブドインスタンスの RiFee 明細項
目が入力されていることが予想されます。これらの項目は、その月の定期的な時間単位のコストを表
し、他の列には追加の使用量データがあります。すべてのリザーブドインスタンスは RiFee の明細
項目を生成します。

二酸化炭素排出量データエクスポートのトラブルシューティング

トピック

• データエクスポートと CUR 2.0 テーブルを使用する IAM アクセス許可があっても、二酸化炭素排
出量テーブルのエクスポートを作成できないのはなぜですか。

• 組織内の一部のメンバーアカウントの二酸化炭素排出量データが表示されないのはなぜですか。

• S3 バケット内のファイルのうち 1 つが空であるのはなぜですか。

• 使用状況データがある場合に、一部のリージョンとサービスで S3 エクスポートに表示される二酸
化炭素排出量がゼロになるのはなぜですか。

• 過去のデータバックフィルは、二酸化炭素排出量のデータエクスポートで使用できますか。

• レポート設定を変更した後、または新しい方法論がリリースされたときに、どのようにデータを
バックフィルできますか?

• S3 バケットに履歴データが表示されないのはなぜですか。

• エクスポートに新しくリリースされた列が表示されないのはなぜですか。

私のレポートで全額前払いリザーブドインスタンスはどのように償却されますか。 177
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データエクスポートと CUR 2.0 テーブルを使用する IAM アクセス許可が
あっても、二酸化炭素排出量テーブルのエクスポートを作成できないのは
なぜですか。

カスタマーカーボンフットプリントツールまたは二酸化炭素排出量テーブルのデータにアクセスする
には、IAM アクセス許可 sustainability:GetCarbonFootprintSummary が必要です。

組織内の一部のメンバーアカウントの二酸化炭素排出量データが表示され
ないのはなぜですか。

管理 (支払者) アカウントを使用している場合は、管理アカウントとすべてのメンバー (使用) アカウ
ントの二酸化炭素排出量データが二酸化炭素排出量テーブルに自動的に表示されます。他に必要な設
定ありません。

ただし、炭素排出量データには最大 21 日間のデータラグがあります。新しいメンバーアカウントの
場合、メンバーアカウントが組織に加わったときを含むエクスポート期間まで、データは管理アカウ
ントの二酸化炭素排出量データのエクスポートに表示されません。たとえば、1 月に新しいメンバー
アカウントをリンクした場合、そのデータは 2 月のエクスポートに最初に表示されます。

同様に、メンバーアカウントが組織を離れると、そのデータは削除されたエクスポート期間まで引き
続き表示されます。

S3 バケット内のファイルのうち 1 つが空であるのはなぜですか。

アカウントに特定の月の炭素排出量データがない場合、指定された炭素モデルバージョンと使用期間
のファイルが S3 バケットに届きますが、ファイルは空になります。

使用状況データがある場合に、一部のリージョンとサービスで S3 エクス
ポートに表示される二酸化炭素排出量がゼロになるのはなぜですか。

総二酸化炭素排出量がゼロと表示されている場合は、表示しきい値である 0.0000005 MTCO2e を下
回っていることを意味します。

データエクスポートと CUR 2.0 テーブルを使用する IAM アクセス許可があっても、二酸化炭素排出量
テーブルのエクスポートを作成できないのはなぜですか。
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過去のデータバックフィルは、二酸化炭素排出量のデータエクスポートで
使用できますか。

できます。エクスポートを作成すると、2022 年 1 月までさかのぼるデータを受け取り、最初の配信
とその後毎月 1 か月分のデータを受け取ります。アカウントが 2022 年 1 月以降に作成された場合
は、アカウント作成日以降の二酸化炭素排出量の見積もりを受け取ります。

既存のデータエクスポートがある場合は、バックフィルをリクエストできます。以下の質問の「」を
参照してください。

レポート設定を変更した後、または新しい方法論がリリースされたとき
に、どのようにデータをバックフィルできますか?

サポートケースを開いて、炭素データのバックフィルをリクエストします。サポートケースでは、
バックフィルのレポート名と開始日を必ず指定してください。ケースを開く方法の詳細について
は、「エクスポートとレポートに関するヘルプの取得」を参照してください。

次のシナリオでは、炭素データのバックフィルを取得できないことに注意してください。

• アカウントを作成した日付より前の炭素データのバックフィルを取得することはできません。

• AWS Organizations を使用していて、どのアカウントが管理アカウントとして指定されているかな
ど、組織の構造が変更された場合、以前の組織構造でデータのバックフィルを取得することはでき
ません。

• AWS Organizations を使用して組織を変更した場合、現在の組織に参加する前に からデータの
バックフィルを取得することはできません。

S3 バケットに履歴データが表示されないのはなぜですか。

次のいずれかの理由で、S3 バケットに履歴データが表示されない可能性があります。

• 履歴データが存在しない: 新しいアカウントであるか、 AWS Organizations のメンバーシップが最
近変更されたために、過去の炭素排出量の見積もりがないアカウントがある場合、S3 バケットに
履歴データを入力することはできません。アカウントが 2022 年 1 月以降に作成されている場合、
アカウントがアクティブになっている期間全体の二酸化炭素排出の推定量を受け取ります。

• 履歴のバックフィルはまだ進行中: データエクスポートによる履歴データのバックフィルが完
了するまでに最大 24 時間かかることがあります。SDK/CLI を使用して、このエクスポートの
ListExecutions API でバックフィル実行が失敗したかどうか、またはまだ実行中かどうかを確

過去のデータバックフィルは、二酸化炭素排出量のデータエクスポートで使用できますか。 179
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認できます。もう少し待つか、ListExecutions を使用してバックフィルが進行中でないことを
確認してください。

• 履歴のバックフィルに失敗: 内部エラーにより、履歴データのバックフィルが完了しなかった可能
性があります。24 時間以上経過してもバックフィルが完了していない場合は、この結論に達する
ことができます。または、SDK/CLI の ListExecutions API を使用して、このエクスポートの
実行が失敗していないかどうかを確認することもできます。バックフィルが失敗したと思われる場
合は、新しいエクスポートを作成してみてください。2 回目に失敗する場合は、 AWS サポートに
問い合わせることをお勧めします。

エクスポートに新しくリリースされた列が表示されないのはなぜですか。

既存のエクスポートは、更新されるまで元の設定と毎月の更新が継続されます。既存のエクスポート
に新しい列を追加するには、将来の毎月のエクスポート用にエクスポート設定を更新する必要があり
ます (以前にエクスポートされたデータは変更されません)。新しい列でデータをバックフィルするに
は、新しいエクスポートを作成する必要があります。これにより、最大 38 か月の履歴データと毎月
の更新が提供されます。

エクスポートに新しくリリースされた列が表示されないのはなぜですか。 180



AWS Data Exports ユーザーガイド

従来のコストと使用状況レポート
このセクションでは、従来のコストと使用状況レポート機能について説明します。

データエクスポートは、詳細なコストと使用状況データを受け取るための新しく推奨される方法です 
AWS。詳細については、「Migrating from CUR to CUR 2.0 in Data Exports」を参照してください。

AWS コストと使用状況レポートとは

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) には、利用可能な最も包括的なコストと使用状況
データのセットが含まれています。コストと使用状況レポートを使用して、所有している Amazon 
Simple Storage Service (Amazon S3) バケットに AWS 請求レポートを発行できます。コストを時
間、日、または月別、製品または製品リソース別、または自分で定義したタグ別に分類したレポー
トを受け取ることができます。 は、バケット内のレポートをカンマ区切り値 (CSV) 形式で 1 日 1 回 
AWS 更新します。Microsoft Excel または Apache OpenOffice Calc などのスプレッドシートソフト
ウェアを使用してレポートを表示することも、Amazon S3 API を使用するアプリケーションからレ
ポートにアクセスすることもできます。

AWS コストと使用状況レポートは AWS 、使用状況を追跡し、アカウントに関連する推定請求額を
提供します。各レポートには、 AWS アカウントで使用する AWS 製品、使用タイプ、オペレーショ
ンの一意の組み合わせごとに明細項目が含まれます。 AWS コストと使用状況レポートをカスタマイ
ズして、時間、日、または月別に情報を集計できます。

AWS コストと使用状況レポートは、次のことを実行できます。

• Amazon S3 バケットにレポートファイルを配信する

• レポートを 1 日に 3 回まで更新する

• CUR API AWS リファレンスを使用してレポートを作成、取得、削除する

コストと使用状況レポートの仕組み

コストと使用状況レポートを作成すると、 は指定した Amazon S3 バケットにレポート AWS を送信
します。 AWS は、料金が確定されるまで、少なくとも 1 日に 1 回レポートを更新します。

レポートファイルは、1 つの .csv ファイル、または複数の .csv ファイルと 1 つのマニフェストファ
イルで構成されます。Amazon Athena、Amazon Redshift、または Quick との統合用にレポートデー
タを設定できます。
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レポートタイムライン

レポートを作成した後、 が最初のレポートを Amazon S3 バケットに配信 AWS するまでに最大 24 
時間かかることがあります。 Amazon S3

配信が開始されると、 は少なくとも 1 日に 1 回レポートファイル AWS を更新します。指定された
月の各レポート更新は累積的に行われるため、レポートの各バージョンには、その月までのすべての
請求データが含まれます。月間に受け取るレポート更新は推定であり、引き続き AWS のサービスを
使用することで、料金は変わる場合があります。

Note

AWS サービスによって使用量ベースの請求情報が異なるタイミングで提供されるため、特
定の時間または日の更新が異なるタイミングで着信することがあります。

AWS は、請求期間が終了するまで以前のレポートに基づいて構築されます。 は、月末に請求書を発
行した後、レポートの使用料 AWS を確定します。レポートの請求期間が終了すると、 は翌月の新
しいレポートを生成し、前のレポートの情報は AWS 生成されません。

レポートが確定したら、 がその月の使用量に返金、クレジット、または AWS サポート料金 AWS を
適用すると、レポートを更新 AWS できます。デベロッパー、ビジネス、エンタープライズサポート
は最終的な使用料に基づいて計算されるため、前月のコストと使用状況レポートの毎月 6 日または 
7 日に反映されます。 は、契約または契約の条件に基づいてクレジットまたは返金 AWS を適用しま
す AWS。

レポートファイル

レポートは Amazon S3 バケットに保存された 1 つの .csv ファイルまたは複数の .csv ファイルのコ
レクションです。レポートが生成するファイルの数は、レポートのバージョニングの選択とレポート
のサイズによって異なります。

レポートを作成するときに、新しいレポートバージョンを作成するか、更新ごとに既存のレポート
バージョンを上書きするかを選択できます。新しいレポートバージョンを作成する場合は、更新のた
びにレポートにより多くのファイルが生成されます。

各レポートのサイズは 1 ギガバイトを超える場合があり、デスクトップスプレッドシートアプリ
ケーションの容量を超えると、一部の行が表示されないことがあります。レポートがほとんどのアプ
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リケーションが処理できる (約 100 万行) より大きい場合、 はレポートを Amazon S3 バケットの同
じフォルダに保存されている複数のファイルに AWS 分割します。

AWS は、個別のファイルに返金も生成します。 は、毎月の請求書の解約後に返金 AWS を発行しま
す。

レポートファイル、ファイル命名規則、バージョニングの詳細については、「レポートのバージョン
を確認する」を参照してください。

レポート列

各レポートには、 AWS コストと使用状況の詳細を含む複数の列が含まれています。がレポート 
AWS に含める列は、その月の使用状況によって異なります。

すべてのレポートには、identity/、bill/、および lineItem/ プレフィックスを持つ列が含まれます。他
のすべての列は、毎月の AWS 使用量がそれらの列に入力するデータを生成する場合にのみ含まれま
す。

例えば、その月に Savings Plans を使用した場合のみ、レポートに savingsPlan/ 列が含まれます。

レポートの列の詳細については、「データディクショナリ」を参照してください。

レポートの使用

Amazon S3 コンソールからレポートをダウンロードしたり、Amazon Athena を使用してレポートを
クエリしたり、レポートを Amazon Redshift または Quick にアップロードしたりできます。

• Amazon S3 バケットを作成し、Athena を使用してデータのクエリを実行する方法の詳細について
は、「Amazon Athena を使用したコストと使用状況レポートのクエリ」を参照してください。

• Amazon Redshift へのアップロードの詳細については、「Amazon Redshift へのレポートデータの
ロード」を参照してください。

• Quick へのアップロードの詳細については、「」を参照してくださいAmazon Quick へのレポート
データのロード。

コストと使用状況レポートを作成する

Note

データエクスポートでは、コストと使用状況レポート (CUR) 2.0 のエクスポートを作成でき
ます。これは、詳細なコストと使用状況データを受け取るための新しく推奨される方法です 
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AWS。詳細については、「Migrating from CUR to CUR 2.0 in Data Exports」を参照してくだ
さい。
請求転送を使用する場合、請求転送ビューの AWS Cost and Usage Report レポートは、レ
ガシーページからではなく、データエクスポート AWS Cost and Usage Report ページから
のみ作成できます。

請求およびコストマネジメントコンソールの [コストと使用状況レポート] ページを使用して、コス
トと使用状況レポートを作成できます。次のセクションでは、コストと使用状況レポートの開始方法
について説明します。

トピック

• コストと使用状況レポート用に Amazon S3 バケットをセットアップする

• レポートの作成

コストと使用状況レポート用に Amazon S3 バケットをセットアップする

請求レポートを受信するには、レポートを受信して保存するための Amazon S3 バケットが AWS ア
カウントに必要です。請求コンソールでコストと使用状況レポートを作成するときに、所有してい
る既存の Amazon S3 バケットを選択することも、新しいバケットを作成することもできます。い
ずれの場合でも、以下のデフォルトバケットポリシーの適用を確認して確定するように求められま
す。Amazon S3 コンソールでこのポリシーを編集したり、コストと使用状況レポートを作成した後
にバケット所有者を変更したりすると、 AWS はレポートを配信できなくなります。Amazon S3 バ
ケットに保存されている請求レポートデータは、標準の Amazon S3 レートで課金されます。詳細に
ついては、「クォータと制限」を参照してください。

コストと使用状況レポートの作成時に、次のポリシーがすべてのバケットに適用されます。

{ 
    "Statement": [ 
        { 
            "Effect": "Allow", 
            "Principal": { 
                "Service": "billingreports.amazonaws.com" 
            }, 
            "Action": [ 
                "s3:GetBucketAcl", 
                "s3:GetBucketPolicy" 
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            ], 
            "Resource":"arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket", 
            "Condition": { 
                "StringEquals": { 
                    "aws:SourceArn": "arn:aws:cur:us-east-1:${AccountId}:definition/*", 
                    "aws:SourceAccount": "${AccountId}" 
                } 
            } 
        }, 
        { 
            "Sid": "Stmt1335892526596", 
            "Effect": "Allow", 
            "Principal": { 
                "Service": "billingreports.amazonaws.com" 
            }, 
            "Action": "s3:PutObject", 
            "Resource": "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*", 
            "Condition": { 
                "StringEquals": { 
                    "aws:SourceArn": "arn:aws:cur:us-east-1:${AccountId}:definition/*", 
                    "aws:SourceAccount": "${AccountId}" 
                } 
            } 
        } 
    ]
}

このデフォルトポリシーは、バケット所有者がコストと使用状況レポートのデータを読み取ることが
できるようにし、コストと使用状況レポートを作成したアカウントによってバケットが所有されるよ
うにするのに役立ちます。具体的には次のとおりです。

• コストと使用状況レポートが配信されるたびに、 AWS はまず、バケットがまだレポートを設定す
るアカウントによって所有されているかどうかを確認します。バケットの所有権が変更されていた
場合、レポートは配信されません。これにより、アカウントの請求データの安全が確保されます。
このバケットポリシーにより AWS 、("Effect": "Allow") はバケットを所有するアカウント () 
を確認できます"Action": ["s3:GetBucketAcl", "s3:GetBucketPolicy"。

• Amazon S3 バケットにレポートを配信するには、そのバケットに対する書き込みアクセス許可 
AWS が必要です。そのために、バケットポリシーは、所有するバケット ("Effect": "Allow") 
に ("Service": "billingreports.amazonaws.com") レポートを配信するアクセス許可
を AWS コストと使用状況レポートサービス ("Action": "s3:PutObject") に付与します 
()"Resource": "arn:aws:s3:::amzn-s3-demo-bucket/*"。
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このバケットポリシーは、配信後のコストと使用状況レポートなど、バケット内のオブジェクトを
読み取りまたは削除するための AWS アクセス許可を付与しません。

• ACL が有効になっている Amazon S3 バケットの場合、 はレポートを配信するときに
BucketOwnerFullControl ACL をさらにレポート AWS に適用します。デフォルトでは、これ
らのレポートなどの Amazon S3 オブジェクトは、それらを作成したユーザーまたはサービスプリ
ンシパルのみが読み取ることができます。ユーザーまたはバケット所有者にレポートを読み取るた
めのアクセス許可を付与するには、 AWS は BucketOwnerFullControl ACL を適用する必要が
あります。ACL はこれらのレポートに対する Permission.FullControl をバケット所有者に付
与します。ただし、ACL を無効にし、Amazon S3 バケットポリシーを使用してアクセスを制御す
ることをお勧めします。Amazon S3 はデフォルト設定を変更しており、新しく作成されたバケッ
トでは、ACL はデフォルトで無効になっていることに注意してください。詳細については、「バ
ケットのオブジェクト所有権のコントロールと ACL の無効化」を参照してください。

コストと使用状況レポートの請求コンソールで 無効なバケット エラーが生じた場合、レポートの
セットアップ後にこのポリシーとバケット所有権が変更されていないことを確認する必要がありま
す。

レポートの作成

Note

データエクスポートでは、コストと使用状況レポート (CUR) 2.0 のエクスポートを作成でき
ます。これは、詳細なコストと使用状況データを受け取るための新しく推奨される方法です 
AWS。詳細については、「Migrating from CUR to CUR 2.0 in Data Exports」を参照してくだ
さい。

請求およびコストマネジメントコンソールの [コストと使用状況レポート] ページを使用して、コス
トと使用状況レポートを作成できます。個々の AWS アカウントに対して最大 10 個のレポートを作
成できます。

Note

が Amazon S3 バケットへのレポートの配信を開始する AWS までに最大 24 時間かかる場合
があります。 Amazon S3 配信が開始されると、 は AWS コストと使用状況レポートファイ
ルを少なくとも 1 日に 1 回 AWS 更新します。
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コストと使用状況レポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. [レポートを作成] を選択します。

4. [レポート名] に、レポートの名前を入力します。

5. [追加コンテンツを報告] で、[リソース ID を含める] を選択して各リソースの ID をレポートに含
めます。

Note

リソース ID を含めると、リソースごとに個別の明細項目が作成されます。これによ
り、 AWS の使用状況に基づいて、コストと使用状況レポートのファイルサイズが大幅
に増加する可能性があります。

6. 共有リソースの詳細なコストと使用状況を含めるには、[コスト配分データの分割] を選択します 
(Amazon ECS と Amazon EKS)。

Note

コスト配分データの分割を含めると、リソース (つまり ECS タスクと Kubernetes ポッ
ド) ごとに、個別の明細項目が作成されます。これにより、 AWS 使用状況に基づいて、
コストと使用状況レポートファイルのサイズが大幅に増加する可能性があります。

7. データ更新設定で、 が請求書の確定後にアカウントに返金、クレジット、またはサポート料金 
AWS を適用する場合に、 AWS コストと使用状況レポートを更新するかどうかを選択します。
レポートが更新されると、新しいレポートが Amazon S3 にアップロードされます。

8. [次へ] を選択します。

9. [S3 バケット] で、[設定] を選択します。

10. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• 既存バケットの選択。

• [バケットを作成する]を選択し、バケット名を入力し、次に新しいバケットを作成するリー
ジョンを選択します。
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11. バケットポリシーを確認し、[次のデフォルトポリシーがバケットに適用されます] を選択
し、[保存] を選択します。

12. [レポートパスのプレフィックス] に、レポート名に付加するレポートパスのプレフィックスを入
力します。

13. [時間粒度] で、次のいずれかを選択します。

• 時間単位: レポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• 日単位: レポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

• 月単位 レポートの明細項目を 1 か月ごとに集計する場合に選択します。

14. [レポートバージョニング] で、レポートの各バージョンでレポートの以前のバージョンを上書き
するのか、以前のバージョンに加えて配信するのかを選択します。

レポートを上書きすると、Amazon S3 ストレージコストを節約できます。新しいレポートバー
ジョンを配信することで、時間の経過とともに請求データの監査性を向上させることができま
す。

15. レポートデータ統合では、コストと使用状況レポートが Amazon Athena、Amazon Redshift、ま
たは Quick と統合できるようにするかどうかを選択します。レポートは、以下の形式で圧縮さ
れています。

• Athena: parquet 形式

• Amazon Redshift または Quick: .gz 圧縮

16. [次へ] を選択します。

17. レポートの設定を確認したら、[確認して完了] を選択します。

請求およびコストマネジメントコンソールの [コストと使用状況レポート] ページに戻り、レポート
が最後に更新された日時をいつでも確認できます。

レポートの表示と管理

コストと使用状況レポートを表示するには、請求とコストマネジメントコンソールを使用しま
す。Amazon S3 コンソールを使用して、レポートのファイルを表示できます。

次の手順に従って、レポートとレポートファイルを検索します。
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レポートの詳細とファイルを表示するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. レポートのリストから、表示するレポートの名前を選択します。

4. レポートの詳細 ページでは、レポートの設定を表示できます。

5. レポートのファイルを表示する場合、レポートの詳細 ページのレポートパスのプレフィックス
に注意してください。

6. Amazon S3 バケットの下に表示されているバケット名を選択します。このリンクにより、この
バケットが Amazon S3 コンソールで開きます。

7. バケット内のオブジェクトのリストから、ステップ 5 で注目した レポートパスのプレフィッ
クス の最初の部分を名前に持つフォルダを選択します。例えば、レポートパスのプレフィック
スが example-report-prefix/example-report-name の場合、example-report-prefix とい
う名前のフォルダーを選択します。

8. フォルダー内のオブジェクトのリストから、ステップ 5 で注目したレポートパスのプレフィッ
クス の 2 番目の部分を名前に持つフォルダーを選択します。例えば、レポートパスのプレ
フィックス が example-report-prefix/example-report-name の場合、example-report-
name という名前のフォルダーを選択します。このフォルダーにはレポートファイルが含まれま
す。

最新のレポートバージョンを表示する

AWS は、料金が確定されるまで、少なくとも 1 日に 1 回コストと使用状況レポートを更新します。
レポートを作成するときに、新しいレポートバージョンを作成するか、更新ごとに既存のレポート
バージョンを上書きするかを選択できます。

更新のたびに新しいレポートバージョンを作成するようにレポートを設定した場合は、マニフェスト
ファイルの assemblyId を使用して最新のレポートファイルを検索してください。

複数のレポートバージョンがある場合に最新のレポートファイルを表示するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. レポートのリストから、表示するレポートの名前を選択します。
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4. レポートの詳細 ページで、レポートパスのプレフィックス に注意してください。

5. Amazon S3 バケットの下に表示されているバケット名を選択します。このリンクにより、この
バケットが Amazon S3 コンソールで開きます。

6. バケット内のオブジェクトのリストから、ステップ 4 で注目した レポートパスのプレフィック
ス の最初の部分を名前に持つフォルダを選択します。例えば、レポートパスのプレフィックス
が example-report-prefix/example-report-name の場合、example-report-prefix という
名前のフォルダーを選択します。

7. フォルダー内のオブジェクトのリストから、ステップ 4 で注目した レポートパスのプレフィッ
クスの 2 番目の部分を名前に持つフォルダーを選択します。例えば、レポートパスのプレ
フィックスが example-report-prefix/example-report-name の場合、example-report-
name という名前のフォルダーを選択します。

8. 最新の請求期間を含む名前のフォルダーを (YYYYMMDD-YYYYMMDD 形式で) 開きます。

9. example-report-name-Manifest.json ファイルを開きます。

10. マニフェストファイルの上部の assemblyId に注目してください。assemblyId の値は、最新のレ
ポートファイルが含まれるフォルダーの名前に対応しています。

11. Amazon S3 コンソールページに戻ります。このページには、最新の請求期間の名前のフォルダ
が表示されています。

12. ステップ 10 で注目した assemblyId という値を名前に持つフォルダを開きます。例え
ば、assemblyId の値が20210129T123456Zの場合、20210129T123456Z/ という名前のフォル
ダーを開きます。このフォルダーには、最新のレポートファイルが含まれています。

確定レポートの表示

月末に請求書を発行すると、 はレポートの使用料 AWS を確定します。レポートの明細項目が確
定しているかどうかを判断するには、Bill/InvoiceId 列を確認してください。明細項目が最終の場
合、 bill/InvoiceId 列に AWS 請求書 ID が入力されます。明細項目がまだ確定していない場合、bill/
InvoiceId 列は空白になっています。

レポート全体が確定しているかどうかを確認するには、bill/InvoiceId 列を確認してください。レポー
トが確定していれば、bill/InvoiceId 列に請求書 ID の値が入力されています。レポートがまだ確定し
ていなければ、bill/InvoiceId 列は空白になっています。

Note

レポートが確定したら、 がその月の使用量に返金、クレジット、またはサポート料金 AWS 
を適用すると、レポートを更新 AWS できます。デベロッパー、ビジネス、エンタープライ
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ズサポートは最終的な使用料に基づいて計算されるため、前月のレポートの毎月 6 日または 
7 日に反映されます。 は、契約または契約の条件に基づいてクレジットまたは返金 AWS を
適用します AWS。

レポートのバージョンを確認する

AWS は、料金が確定されるまで、少なくとも 1 日に 1 回コストと使用状況レポートを更新します。
レポートを作成するときに、新しいレポートバージョンを作成するか、更新ごとに既存のレポート
バージョンを上書きするかを選択できます。

レポートファイルには、1個または複数のcsv ファイルと1個のマニフェストファイルが含まれます。
レポートには、Amazon Athena、Amazon Redshift、または Quick とのデータの統合をサポートする
追加のファイルを含めることもできます。

以下のセクションでは、選択したレポートのバージョン管理に基づくファイル構成と命名規則につい
て説明します。

コストと使用状況レポートの配信タイムライン

レポート期間中、 は請求期間が終了するまで、以前のレポートの report. AWS builds AWS を更新す
るたびに、新しいレポートと新しいマニフェストファイルを AWS 配信します。レポートの請求期間
が終了すると、 は前のレポートの情報を含まない新しいレポート AWS を生成します。

コストと使用状況レポートの新しいバージョンの作成

以前のコストと使用状況レポートを保持する場合、CUR AWS は次の Amazon S3 の組織および命名
規則を使用します。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<assemblyId>/<example-
report-name>-<file-number>.csv.<zip|gz>

• report-prefix = レポートに割り当てるプレフィックス。

• report-name = レポートに割り当てる名前。

• yyyymmdd-yyyymmdd = レポートの対象となる日付の範囲。レポートは、日付範囲の終了時に確
定されます。

• assemblyId = レポートが更新されるたびに が AWS 作成する ID。

• file-number = 更新に大きなファイルが含まれている場合は、複数のファイルに分割 AWS され
る可能性があります。file-number で単一更新内の複数のファイルが追跡されます。
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• csv = レポートファイルの形式。

• zip または gz = レポートファイルに適用される圧縮タイプ。

例えば、レポートは以下のファイルの集まりとして配信される場合があります。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/20160101-20160131/<123456789>/<example-
report-name>-<1>.csv.<zip>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/20160101-20160131/<123456789>/<example-
report-name>-<2>.csv.<zip>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/20160101-20160131/<123456789>/<example-
report-name>-<3>.csv.<zip>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/20160101-20160131/<123456789>/<example-
report-name>-Manifest.json
<example-report-prefix>/<example-report-name>/20160101-20160131/<example-report-name>-
Manifest.json

AWS は、レポート日付範囲内のすべてのレポートを同じreport-prefix/report-name/
yyyymmdd-yyyymmddフォルダに配信します。 は、各レポートに一意の ID AWS を付与し、日付範
囲フォルダのassemblyIdサブフォルダに配信します。レポートのサイズが大きすぎて 1 つのファ
イルに収まらない場合は、複数のファイルに分割されて同じ assemblyId フォルダに配信されま
す。

以前のレポートを保持するときのマニフェストファイルの詳細については、「コストと使用状況レ
ポートのマニフェストファイル」を参照してください。

以前のコストと使用状況レポートの上書き

以前のコストと使用状況レポートを上書きすることを選択すると、CUR AWS は次の Amazon S3 の
組織および命名規則を使用します。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
<file-number>.csv.<zip|gz>

• report-prefix = レポートに割り当てるプレフィックス。

• report-name = レポートに割り当てる名前。

• yyyymmdd-yyyymmdd = レポートの対象となる日付の範囲。 AWS は日付範囲の終了時にレポー
トを確定します。

•
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• file-number = 更新に大きなファイルが含まれている場合は、複数のファイルに分割 AWS され
る可能性があります。file-number で単一更新内の複数のファイルが追跡されます。

• csv = レポートファイルの形式。

• zip または gz = レポートファイルに適用される圧縮タイプ。

例えば、レポートは以下のファイルの集まりとして配信される場合があります。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
<1>.csv.<zip>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
<2>.csv.<zip><example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-
report-name>-<3>.csv.<zip>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
Manifest.json

Athena の仕様

AWS CUR の作成時に Athena サポートを選択した場合、ファイルの命名規則は、形式と圧縮を除い
て CUR AWS を上書きすることを選択した場合と同じです。Athena CUR ファイルは.parquet代わ
りに AWS を使用します。例えば、レポートは以下のファイルの集まりとして配信される場合があり
ます。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-
name>.parquet
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/
<cost_and_usage_data_status>
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
Manifest.json
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
create-table.sql
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/crawler-cfn.yml

CloudFormation 仕様

は、 AWS CUR ファイルに加えて、Athena を使用して Amazon S3 データをクエリできる 
CloudFormation スタックをセットアップするために使用できる CloudFormation テンプレート AWS 
も提供します。 CloudFormation テンプレートを使用しない場合は、提供された SQL を使用して独
自の Athena テーブルを作成できます。詳細については、「Amazon Athena を使用したコストと使
用状況レポートのクエリ」を参照してください。

レポートのバージョンを確認する 193



AWS Data Exports ユーザーガイド

コストと使用状況レポートのマニフェストファイル

が AWS CUR AWS を更新すると、 は Amazon Athena、Amazon Redshift、または Quick に使用で
きるマニフェストファイル AWS も作成して配信します。

マニフェストファイルは、命名規則を使用し、以下の項目を一覧表示します。

• これまでにレポートに含まれたすべての詳細列

• レポートが複数のファイルに分割された場合のレポートファイルのリスト

• レポートの対象期間およびその他の情報。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<example-report-name>-
Manifest.json
<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<assemblyId>/<example-
report-name>-Manifest.json
<example-report-prefix>/<example-report-name>/<example-report-name>/year=2018/month=12/
<example-report-name>-Manifest.json

コストと使用状況レポートの新しいバージョンの作成

以前のコストと使用状況レポートを保持する場合、マニフェストファイルは日付範囲フォルダと
assemblyId フォルダの両方に配信されます。が日付範囲の新しい AWS CUR AWS を作成するた
びに、日付範囲フォルダに保存されているマニフェストファイルが更新されたマニフェストファイ
ルで上書きされます。 は、同じ更新されたマニフェストファイルを、その更新のファイルととも
にassemblyIdフォルダに AWS 配信します。assemblyId フォルダのマニフェストファイルは上
書きされません。

以前のコストと使用状況レポートの上書き

以前の CUR AWS を上書きすると、マニフェストファイルが month=mmフォルダに配信されます。
マニフェストファイルは、レポートファイルとともに上書きされます。

Amazon Redshift の仕様

AWS CUR で Amazon Redshift サポートのオプションを選択した場合、 はレポートを Amazon 
Redshift にアップロードするために必要な SQL コマンドを含むファイル AWS も作成して配信しま
す。SQL ファイルは通常のテキストエディタで開くことができます。この SQL ファイルには次の命
名規則が使用されます。
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<example-report-prefix>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/<assemblyId>/<example-
report-name>-RedshiftCommands.sql

RedshiftCommands ファイルでコマンドを使用する場合、RedshiftManifest ファイルを開く必
要はありません。

Important

manifest ファイルは、copy ファイルの RedshiftCommands コマンドを使用
してアップロードするファイルを決定します。manifest ファイルを削除する
と、RedshiftCommands ファイルのコピーコマンドで問題が生じます。

Amazon Athena の仕様

AWS CUR で Amazon Athena サポートのオプションを選択した場合、 は必要なすべてのリソース
のセットアップに役立つ複数のファイル AWS も作成して配信します。 は CloudFormation 、テンプ
レート、Athena テーブルを手動で作成するための SQL を含む SQL ファイル、および CUR 更新ス
テータスをチェックするための SQL AWS を含むファイルを AWS 配信します。これらのファイルで
は次の命名規則が使用されます。

<example-report-prefix>/<example-report-name>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/
crawler-cfn.yml
<example-report-prefix>/<example-report-name>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/
<example-report-name>-create-table.sql
<example-report-prefix>/<example-report-name>/<example-report-name>/yyyymmdd-yyyymmdd/
<cost_and_usage_data_status>

コストと使用状況レポートの設定の編集

請求とコストマネジメントコンソールの [コストと使用状況レポート]ページを使用して、コストと使
用状況レポートを編集できます。

Note

レポート名は編集できません。[レポートバージョニング] で [上書き] を選択すると、レポー
トにリソース ID、時間詳細度、またはレポートバージョニングが含まれているかどうかにか
かわらず、レポート名を編集することはできません。[上書き] に設定されたレポートを削除
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して、同じ名前、Amazon S3 バケット、およびパスプレフィックスで新しいレポートを作成
すると、データが破損して不正確になる場合があります。

コストと使用状況レポートを編集するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. 編集するレポートを選択し、[レポートの編集] を選択します。

4. (バージョン管理されたレポートのみ) [追加コンテンツをレポート] で、[リソース ID を含める] 
を選択して、レポートに個々のリソースの ID を含めます。

Note

リソース ID を含めると、リソースごとに個別の明細項目が作成されます。これによ
り、 AWS の使用状況に基づいて、コストと使用状況レポートのファイルサイズが大幅
に増加する可能性があります。

5. 共有リソースの詳細なコストと使用状況を含めるには、[コスト配分データの分割] を選択します 
(Amazon ECS と Amazon EKS)。

Note

コスト配分データの分割を含めると、リソース (つまり ECS タスクと Kubernetes ポッ
ド) ごとに、個別の明細項目が作成されます。これにより、 AWS 使用状況に基づいて、
コストと使用状況レポートファイルのサイズが大幅に増加する可能性があります。

6. データ更新設定で、 が請求書の確定後にアカウントに返金、クレジット、またはサポート料金 
AWS を適用する場合に、 AWS コストと使用状況レポートを更新するかどうかを選択します。
レポートが更新されると、新しいレポートが Amazon S3 にアップロードされます。

7. [次へ] を選択します。

8. [S3 バケット] に、レポートの配信先となる Amazon S3 バケットの名前を入力します。

9. 確認を選択します。
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Note

バケットでは、適切なアクセス権限が有効になっている必要があります。バケットに
アクセス許可を追加する方法の詳細については、Amazon Simple Storage Service ユー
ザーガイドのバケットとオブジェクトのアクセス許可の設定を参照してください。

10. [レポートパスのプレフィックス] に、レポート名に付加するレポートパスのプレフィックスを入
力します。

11. (バージョン管理されたレポートのみ) [時間粒度] で、次のいずれかを選択します。

• 時間単位: レポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• 日単位: レポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

• 月単位 レポートの明細項目を 1 か月ごとに集計する場合に選択します。

12. (バージョン管理されたレポートのみ) [レポートバージョニング] で、レポートの各バージョンで
レポートの以前のバージョンを上書きするか、以前のバージョンに加えて配信するかを選択しま
す。

13. レポートデータ統合では、CUR AWS が Amazon Athena、Amazon Redshift、または Quick と
統合できるようにするかどうかを選択します。レポートは、以下の形式で圧縮されています。

• Athena: Parquet 形式

• Amazon Redshift または Quick: .gz 圧縮

14. [保存] を選択します。

のコストと使用状況レポートの使用 AWS Organizations

では AWS Organizations、管理アカウントとメンバーアカウントの両方がコストと使用状況レポート
を作成できます。レポートの作成を許可または制限する IAM ポリシーは、どちらのタイプのアカウ
ントでも同じです。

Note

コストと使用状況レポートを作成するアカウントは、 AWS レポートの送信先の Amazon S3 
バケットも所有している必要があります。別のアカウントが所有する Amazon S3 バケット
に配信するようにコストと使用状況レポートを設定することはできません。Amazon S3 バ

のコストと使用状況レポートの使用 AWS Organizations 197

https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/set-permissions.html


AWS Data Exports ユーザーガイド

ケットの設定要件の詳細については、「コストと使用状況レポート用に Amazon S3 バケッ
トをセットアップする」を参照してください。

メンバーアカウントを使用したコストと使用状況レポートの管理

組織内のメンバーアカウントのコストと使用状況レポートを作成する権限を持っている場合は、メン
バーアカウントのコストと使用状況のデータのみを対象とするレポートを作成できます。メンバーア
カウントは、そのアカウントが現在の組織のメンバーであった期間中に、コストと使用状況に関する
レポートを受け取ります。

例えば、あるメンバーアカウントが組織 A を離れ、同月 15 日に組織 B に加入したとします。その
後、メンバーアカウントはレポートを作成します。メンバーアカウントは組織 B に加入した後にレ
ポートを作成したため、その月のメンバーアカウントのレポートには、そのアカウントが組織 B の
メンバーであった期間の請求データのみが含まれます。

メンバーアカウントが新しい組織に加入すると、そのメンバーアカウントの費用と使用量が新しい組
織のレポートに記録されます。これは、管理アカウントをメンバーアカウントに変換して新しい組織
に加入した場合と同じ結果です。

メンバーアカウントが組織を離れたり、スタンドアロンアカウントに変換された場合でも、メンバー
アカウントは、以前のレポートが保存されている Amazon S3 バケットへのアクセス権限を持ってい
る限り、以前のレポートにアクセスできます。

コストと使用状況レポートを管理アカウントとして管理

AWS Organizations 管理アカウントの管理者で、メンバーアカウントにレポートを作成させたくない
場合は、メンバーアカウントがレポートを作成できないようにするサービスコントロールポリシー 
(SCP) を適用できます。SCP では、メンバーアカウントによる新しいレポートの作成を禁止できま
すが、以前に作成されたレポートは削除されません。

Note

SCP はメンバーアカウントにのみ適用されます。管理アカウントがレポートを作成できない
ようにするには、管理アカウントのユーザーロールに添付されている IAM ポリシーを変更し
ます。

一括請求の詳細については、AWS Billing ユーザーガイド の AWS Organizationsの一括請求 を参照
してください。
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Amazon Athena を使用したコストと使用状況レポートのクエリ

Amazon Athena は、標準 SQL を使用して Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) の AWS コ
ストと使用状況レポート (AWS CUR) のデータを分析するために使用できるサーバーレスクエリサー
ビスです。Amazon S3 これにより、 AWS CUR データをクエリするために独自のデータウェアハウ
スソリューションを作成する必要がなくなります。

Athena で使用する新しい Amazon S3 バケットと新しい AWS CUR レポートの両方を作成すること
を強くお勧めします。 AWS CUR は Athena の Apache Parquet 圧縮形式のみをサポートし、S3 バ
ケットに保存されている以前のレポートを自動的に上書きします。

このセクションでは、コストと使用状況レポートで Athena を使用する方法について説明しま
す。Athena サービスの詳細については、Amazon Athena ユーザーガイド を参照してください。

トピック

• CloudFormation テンプレートを使用した Athena のセットアップ

• Athena の手動セットアップ

• Amazon Athena クエリの実行

• 「他のリソースへのレポートデータのロード」

Athena を使用したレポートのクエリのデモンストレーションについては、次の動画を参照してくだ
さい。

Amazon Athena を使用したコストと使用状況レポートの分析

CloudFormation テンプレートを使用した Athena のセットアップ

Important

CloudFormation はクロスリージョンリソースをサポートしていません。 CloudFormation テ
ンプレートを使用する場合は、同じ AWS リージョンにすべてのリソースを作成する必要が
あります。リージョンでは、以下のサービスをサポートする必要があります。

• AWS Lambda

• Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)

• AWS Glue
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• Amazon Athena

コストと使用状況レポートと Athena の統合を合理化および自動化するために、 は、Athena 統合
用に設定したレポートとともに、いくつかの主要なリソースを含む CloudFormation テンプレート 
AWS を提供します。 CloudFormation テンプレートには AWS Glue 、クローラ、 AWS Glue データ
ベース、および AWS Lambda イベントが含まれます。

を使用する Athena 統合セットアッププロセスでは、バケットに既に存在する可能性のある Amazon 
S3 イベントがすべて CloudFormation 削除されます。これは、既存の CUR AWS レポートに対する
既存のイベントベースのプロセスに悪影響を及ぼす可能性があります。Athena で使用する新しい 
Amazon S3 バケットと新しい AWS CUR レポートの両方を作成することを強くお勧めします。

CloudFormation テンプレートを使用して Athena 統合を自動化するには、事前に以下を実行してく
ださい。

• レポートの新しい Amazon S3 バケットを作成します。詳細については、Amazon S3 ユーザーガ
イドのバケットの作成を参照してください。

• Athena で使用するための新しいレポートを作成します。セットアッププロセス中に、[レポート
データ統合] で [Athena] を選択します。

• Amazon S3 バケットに最初のレポートが配信されるのを待ちます。が最初のレポートを配信 AWS 
するまでに最大 24 時間かかる場合があります。

Athena CloudFormation テンプレートを使用するには

1. Amazon S3 コンソール (https://console.aws.amazon.com/s3/) を開きます。

2. バケットのリストから、CUR AWS レポートの受信を選択したバケットを選択します。

3. レポートパスのプレフィックス (your-report-path-prefix/) を選択します。次に、レポー
ト名 (your-report-name/) を選択します。

4. .yml テンプレートファイルを選択します。

5. [オブジェクトアクション]を選択し、[名前を付けてダウンロード]を選択します。

6. https://console.aws.amazon.com/cloudformation で CloudFormation コンソールを開きます。

7. CloudFormation を使用したことがない場合は、新しいスタックの作成を選択します。それ以外
の場合は、[スタックを作成] を選択します。

8. [テンプレートを準備] の [テンプレートの準備ができています] を選択します。
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9. [テンプレートのソース] で、[テンプレートファイルをアップロード] を選択します。

10. [ファイルを選択]を選択します。

11. ダウンロードした .yml テンプレートを選択し、[開く] を選択します。

12. [次へ]を選択します。

13. [スタック名] としてテンプレートの名前を入力し、[次へ] を選択します。

14. [次へ] を選択します。

15. ページの下部で、 が IAM リソースを作成する AWS CloudFormation 可能性があることを確認し
ます。

このテンプレートによって以下のリソースが作成されます。

• 3 つのIAM ロール

• AWS Glue データベース

• AWS Glue クローラ

• 2 つの Lambda 関数

• Amazon S3 の通知

16. [スタックを作成] を選択します。

既存の Athena CloudFormation テンプレートを更新するには

1. Amazon S3 コンソール (https://console.aws.amazon.com/s3/) を開きます。

2. バケットのリストから、CUR AWS レポートの受信を選択したバケットを選択します。

3. レポートパスのプレフィックス (your-report-path-prefix/) を選択します。次に、レポー
ト名 (your-report-name/) を選択します。

4. .yml テンプレートファイルを選択します。

5. [オブジェクトアクション]を選択し、[名前を付けてダウンロード]を選択します。

6. https://console.aws.amazon.com/cloudformation で CloudFormation コンソールを開きます。

7. 以前に作成したスタックを選択し、[更新] を選択します。

8. [テンプレートを準備] で、[現在のテンプレートを置換] を選択します。

9. [テンプレートのソース] で、[テンプレートファイルをアップロード] を選択します。

10. [ファイルを選択]を選択します。

11. ダウンロードした .yml テンプレートを選択し、[開く] を選択します。

12. [次へ]を選択します。
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13. [スタック詳細を指定] ページで、任意の詳細を変更し、[次へ] を選択します。

14. [次へ] を選択します。

15. ページの下部で、 が IAM リソースを作成する AWS CloudFormation 可能性があることを確認し
ます。

16. [スタックを更新]を選択します。

Athena の手動セットアップ

AWS CloudFormation テンプレートを使用して、自分で作成するのではなく、テーブルを作成する
ことを強くお勧めします。提供された SQL クエリは、1 か月のデータのみを対象とするテーブルを
作成しますが、 AWS CloudFormation テンプレートは複数の月を含めることができ、自動的に更新
されるテーブルを作成します。 AWS CloudFormation テンプレートの設定方法の詳細については、
「」を参照してくださいthe section called “CloudFormation を使用した Athena のセットアップ”。

CloudFormation テンプレートを使用して Athena テーブルをセットアップしない場合は、以下の手
順を手動で実行します。CUR データに対して SQL AWS クエリを実行する前に、テーブルを作成す
る必要があります。このステップは少なくとも 1 か月に 1 回実行する必要があり、テーブルには現
在の CUR AWS のデータのみが含まれます。

テーブル作成プロセスの一環として、 は CUR AWS 列名を AWS 変換します。変換プロセスの詳細
については、「the section called “列名”」を参照してください。

• Athena テーブルの作成

• コストと使用状況レポートのステータステーブルの作成

• レポートパーティションのアップロード

Athena テーブルの作成

AWS には、CUR バケットにこのテーブルを作成するために実行する必要がある SQL AWS が含ま
れています。

Athena テーブルを作成するには

1. にサインイン AWS マネジメントコンソール し、https://console.aws.amazon.com/s3/ で 
Amazon S3 コンソールを開きます。

2. バケットのリストから、コストと使用状況レポートの送信先として指定したバケットを選択しま
す。
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3. パス your-report-prefix-your-report-name-path-to-report に移動します。

正確なパスは、CUR AWS が以前のバージョンを上書きするように設定されているかどうかに
よって異なります。詳細については、「コストと使用状況レポートの配信タイムライン」を参照
してください。

4. my-report-name-create-table.sql ファイルを開きます。

5. ファイルから、SQL をコピーします (CREATEから LOCATION 's3://your-report-
prefix/your-report-name/the-rest-of-the=path' までの部分)。Athena データベー
スを作成するにはデータベース名とテーブルが必要であるため、最初の行を書き留めておきま
す。

6. https://console.aws.amazon.com/athena/ で Athena コンソールを開きます。

7. 次の SQL を [新規クエリ 1] クエリペインに貼り付けます。<database name>.<table 
name> には、コピーした SQL の最初の行にあるデータベースとテーブルの名前を使用します。

CREATE DATABASE <database name>

8. [クエリを実行]を選択します。

9. ドロップダウンメニューで、作成したデータベースを選択します。

10. [新規クエリ 1] クエリペインで、SQL ファイルから残りの SQL を貼り付けます。

11. [クエリを実行] を選択します。

テーブルを作成したら、クエリを実行する前にパーティションにロードする必要があります。詳細に
ついては、「レポートパーティションのアップロード」を参照してください。

コストと使用状況レポートのステータステーブルの作成

AWS は CUR AWS を 1 日に複数回更新します。Athena がレポートの更新中 AWS であるタイミン
グを判断できないため、古いデータと新しいデータの組み合わせでクエリ結果が発生する可能性があ
ります。これを軽減するには、 がコストと使用状況レポートを更新するかどうか AWS を追跡する
テーブルを作成し、そのテーブルをクエリして AWS がデータを更新するかどうかを確認します。こ
のテーブルは 1 回のみ作成する必要があります。その後、 はテーブルを最新の状態に AWS 保ちま
す。

更新テーブルを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/athena/ で Athena コンソールを開きます。

2. 次の SQL を [新規クエリ 1] クエリペインに貼り付けます。
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CREATE EXTERNAL TABLE IF NOT EXISTS cost_and_usage_data_status( 
  status STRING)
ROW FORMAT SERDE 
  'org.apache.hadoop.hive.ql.io.parquet.serde.ParquetHiveSerDe'
WITH SERDEPROPERTIES ( 
 'serialization.format' = '1'
)
LOCATION 's3://{S3_Bucket_Name}/{Report_Key}/cost_and_usage_data_status/'

3. [クエリを実行] を選択します。

AWS がデータを更新しているかどうかを確認するには、Athena コンソールを使用して次の SQL ク
エリを実行します。

select status from cost_and_usage_data_status 

レポートパーティションのアップロード

コストと使用状況レポートのデータにクエリを実行するには、Athena テーブルにデータをアップ
ロードする必要があります。 AWS が配信する新しい CUR AWS レポートごとにこれを行う必要が
あります。

最新のレポートパーティションをアップロードするには

1. https://console.aws.amazon.com/athena/ で Athena コンソールを開きます。

2. テーブル名の横にある縦の 3 つのドットを選択します。

3. [パーティションをロード] を選択します。

パーティションをアップロードしなければ、Athena から結果が返されないか、データが欠落してい
ることを示すエラーメッセージが返されます。

Amazon Athena クエリの実行

データに対して Athena クエリを実行するには、まず Athena コンソールを使用して AWS がデータ
を更新しているかどうかを確認し、次に Athena コンソールでクエリを実行します。SQL を実行する
ときは、正しいデータベースがドロップダウンリストから選択されていることを確認してください。
次の SQL を使用してステータスを確認できます。
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select status from cost_and_usage_data_status 

得られる結果は READY と UPDATING の 2 つです。ステータスが READY の場合、Athena データ
ベースにクエリを実行できます。ステータスが UPDATING の場合、Athena は不完全な結果を返すこ
とがあります。

AWS がデータを更新していることを確認したら、独自のクエリを実行できます。例えば、次のクエ
リでは、mycostandusage_parquet というサンプルデータベースで、サービスによる毎月の当会
計年度の初めから今日までのコストを示します。次のクエリは、2018 年初来のコストを示していま
す。年を更新して、現在の年初来の費用を確認してください。

SELECT line_item_product_code,
sum(line_item_blended_cost) AS cost, month
FROM mycostandusage_parquet
WHERE year='2018'
GROUP BY  line_item_product_code, month
HAVING sum(line_item_blended_cost) > 0
ORDER BY  line_item_product_code;

列名

Athena の列名の制限は、コストと使用状況レポート列名の制限とは異なります。つまり、CUR 
AWS データが Athena テーブルにアップロードされると、列名は次の変更 AWS を行います。

• 大文字の前に下線を追加

• 大文字を小文字で置換

• アルファベット以外の文字をアンダースコアで置換

• 重複する下線を削除

• 先頭および末尾のアンダースコアをすべて削除

• 列名が列名で許容される長さを超える場合、左から右の順で下線を削除

Note

これらのルールを適用すると、同じ名前の列が複数ある場合、一部のリソースタグ列には重
複した names. AWS merges 列が含まれます。
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例えば、列名 ExampleColumnName は example_column_name になり、列名 Example Column 
Name は example_column_name になります。

「他のリソースへのレポートデータのロード」

コストと使用状況レポートを Amazon Redshift と Amazon Quick にアップロードして、 AWS コス
トと使用状況を分析できます。

トピック

• Amazon Quick へのレポートデータのロード

• Amazon Redshift へのレポートデータのロード

Amazon Quick へのレポートデータのロード

コストと使用状況レポートを Amazon Quick にアップロードできます。

Quick へのアップロードの詳細については、「 クイックユーザーガイド」のAmazon S3 ファイルを
使用したデータセットの作成」を参照してください。

Amazon Redshift へのレポートデータのロード

このセクションでは、CUR AWS を Amazon Redshift にアップロードして AWS コストと使用状況を
分析する方法について説明します。

Important

Amazon Redshift の列では、大文字と小文字を区別しません。また、ユーザー定義タグ
よりも厳格な文字制限があります。Amazon Redshift とユーザー定義タグ間の競合を防
ぐために、 はタグをタグ userTag0、userTag1、 userTag2など AWS に置き換えま
す。Amazon Redshift テーブルを作成してレポートをアップロードしたら、 AWS定義済み
タグをユーザー定義タグにマッピングする Amazon Redshift テーブルを作成できます。タグ
テーブルを使って、元のタグを検索することができます。
例えば、OWNER や Owner というタグがある場合、「owner」という名前の 2 つの
列を使用してテーブルを作成することを Amazon Redshift は許可しません。代わり
に、OWNER と Owner ではなく、userTag0 と userTag1 という列を持つレポート
テーブルを作成し、次に remappedUserTag と userTag という列を持つテーブルを
作成します。remappedUserTag 列には AWS定義されたタグ userTag0 と が格納さ
れuserTag1、userTag列には元のタグが格納OWNERされます。 Owner
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AWS には、Amazon Redshift テーブルの作成、レポートのアップロード、タグテーブルの作成、す
べてのタグ行のタグテーブルへの挿入を行うためのコマンドが用意されています。コマンドは、S3 
のマニフェストRedshiftCommands.sqlファイルとともに保存されている ファイルと、請求情報
とコスト管理コンソールの Redshift ファイルヘルパーファイルで提供されます。 AWS また、 には 
RedshiftManifest ファイルも用意されており、RedshiftCommand ファイルのアップロードでどのコ
マンドを報告するかを制御します。RedshiftManifest ファイルを削除すると、RedshiftCommands 
ファイルのコピーコマンドで問題が生じます。

請求およびコストマネジメントコンソールで RedshiftCommands.sql ファイルを見つけるには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. Amazon Redshift にアップロードするレポートを選択します。

4. [以下のサービスでのレポート表示が有効:]の横の [Amazon Redshift] を選択します。

5. ダイアログボックスからコマンドをコピーし、SQL クライアントに貼り付けます。

次の手順では、データベースや Amazon Redshift に詳しいことを前提としています。

コストと使用状況レポートを Amazon Redshift にアップロードするには

1. Amazon Redshift クラスターを作成します。

詳細については、「Amazon Redshift 管理ガイド」の「クラスターの作成」を参照してくださ
い。

2. にサインイン AWS マネジメントコンソール し、https://console.aws.amazon.com/s3/ で 
Amazon S3 コンソールを開きます。

3. CUR を保存する Amazon S3 AWS の場所に移動します。

4. RedshiftCommands.sql ファイルを開きます。

ファイルには、Amazon Redshift テーブルを作成し、Amazon S3 から AWS CUR をアップロー
ドし、ユーザー定義タグを Amazon Redshift にインポートできるようにするタグテーブルを作
成するためのカスタマイズされたコマンドが含まれています。

5. copy コマンドで、<AWS_ROLE> を、CUR を保存する Amazon S3 バケットにアクセスする権
限を持つ IAM ロールの ARN AWS に置き換えます。
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6. <S3_BUCKET_REGION> を、Amazon S3 バケットがあるリージョンに置き換えます。例え
ば、us-east-1。

7. SQL クライアントを使用してクラスターに接続します。

詳細については、Amazon Redshift管理ガイドの Amazon Redshift クラスターとデータベースへ
のアクセスを参照してください。

8. SQL コマンドを RedshiftCommands.sql ファイルから SQL クライアントに、次の順序でコ
ピーします:

• CREATE TABLE - このコマンドは、レポートに一致するようにカスタマイズされたスキーマ
を使って、Amazon Redshift テーブルを作成します。

• copy - このコマンドは、提供された IAM ロールを使用して AWS CUR ファイルを S3 から 
Amazon Redshift にアップロードします。

• CREATE TAG TABLE - このコマンドは、 AWS定義タグをユーザー定義タグにマッピングで
きるようにする、テーブルを作成します。

• INSERT - このコマンドは、ユーザー定義タグをタグテーブルに挿入します。

9. CUR から Amazon Redshift AWS にすべてのデータをコピーしたら、SQL を使用してデータを
クエリできます。Amazon Redshift でのデータのクエリの詳細については、Amazon Redshift 
データベースデベロッパーガイドの Amazon Redshift SQL を参照してください。

Note

コストと使用状況レポートの列数は、新しいコスト配分タグの作成やサービスでの新しい製
品属性の追加などに伴って、毎月変わる場合があります。毎月 CUR AWS から新しいテーブ
ルにデータをコピーし、関心のある列を別のmonth-by-monthテーブルにコピーすることをお
勧めします。

Billing Conductor を使用したコストと使用状況レポートの設定

Billing Conductor で作成する請求グループごとに、見積り AWS コストと使用状況レポート (AWS 
CUR) を作成できます。見積り CUR AWS のファイル形式、粒度、列は、標準の CUR AWS と同じ
です。プロフォーマには、所定の期間に使用可能な最も包括的なコストと使用状況のデータが含まれ
ています。詳細については、「Billing Conductor ユーザーガイド」を参照してください。

トピック
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• Billing Conductor CUR AWS と標準 CUR AWS の違いを理解する

• 請求グループのプロフォーマコストと使用状況レポートを作成します

Billing Conductor CUR AWS と標準 CUR AWS の違いを理解する

Billing Conductor 設定を使用して作成された標準コストと使用状況レポートと見積り AWS CUR に
はいくつかの違いがあります。

• 標準の CUR AWS は、一括請求ファミリーの各アカウントのコストと使用量を計算します。請求
グループあたりの見積り CUR AWS には、計算時に請求グループのアカウントのみが含まれま
す。

• 標準の CUR は 1 AWS 回請求書列に入力され、請求書は によって生成されます AWS。見積り 
AWS CUR は請求書列に入力されません。現在、見積り請求データ AWS に基づいて が生成また
は発行する請求書はありません。

請求グループのプロフォーマコストと使用状況レポートを作成します

次の手順を使用して、請求グループの見積り AWS CUR を生成します。

Note

レガシー AWS Cost and Usage Report ページは、請求グループビューのレポートのみをサ
ポートします。請求転送ビューのレポートを作成するには、データエクスポートページを使
用します。

請求グループのプロフォーマコストと使用料レポートを作成するには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. [レポートテーブル] の右上にある [設定] を選択します。

4. プロフォーマデータビューをオンにしてください。

5. [有効化] を選択します。

6. [レポートを作成] を選択します。

7. [レポート名] に、レポートの名前を入力します。
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8. [データビュー] で、[プロフォーマ] を選択します。

9. 請求グループを選択してください。

10. [その他のレポート詳細] で、[リソース ID を含める] を選択して各リソースの ID をレポートに含
めます。

11. データ更新設定で、 が請求書の確定後にアカウントに返金、クレジット、またはサポート料金 
AWS を適用する場合に、コストと使用状況レポートを更新するかどうかを選択します。レポー
トが更新されると、新しいレポートが Amazon S3 にアップロードされます。

12. [次へ] を選択します。

13. [S3 バケット] で、[設定] を選択します。

14. [S3 バケットの設定] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• ドロップダウンリストから既存のバケットを選択し、[次へ] を選択します。

• バケット名と新しいバケットを作成する AWS リージョンを入力し、次へを選択します。

15. バケットポリシーを確認し、[このポリシーが正しいことを確認しました] を選択した後、[保存]
を選択します。

16. [レポートパスのプレフィックス)] に、レポート名に付加するレポートパスのプレフィックスを
入力します。

このステップは Amazon Redshift または Quick ではオプションですが、Amazon Athena では必
須です。プレフィックスを指定しない場合、既定のプレフィックスは、ステップ 7 でレポート
に指定した名前とレポートの日付範囲です。形式は次のとおりです。/report-name/date-
range/

17. [時間粒度] で、次のいずれかを選択します。

• 時間単位: レポートの明細項目を 1 時間ごとに集計する場合に選択します。

• 日単位: レポートの明細項目を 1 日ごとに集計する場合に選択します。

18. [レポートバージョニング] で、レポートの各バージョンでレポートの以前のバージョンを上書き
するのか、以前のバージョンに加えて配信するのかを選択します。

レポートを上書きすると、Amazon S3 ストレージコストを節約できます。新しいレポートバー
ジョンを配信することで、時間の経過とともに請求データの監査性を向上させることができま
す。

19. レポートデータ統合では、コストと使用状況レポートを Amazon Athena、Amazon Redshift、ま
たは Quick にアップロードするかどうかを選択します。レポートは、以下の形式で圧縮されて
います。
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• Athena: parquet 形式

• Amazon Redshift または Quick: .gz 圧縮

20. [次へ] を選択します。

21. レポートの設定を確認したら、[確認して完了] を選択します。

データディクショナリ

コストと使用状況レポートには、使用状況に関する詳細が含まれています。以下のセクションでは、
レポートに表示される列のサブセットおよび対応する定義を一覧して説明します。

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) に表示される列の完全なリストと、列が適用される
サービスをダウンロードするには、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードします。このカ
ンマ区切り値 (CSV)リストには、Identity, Bill, LineItem, Reservation, Pricing, Product 列が含まれま
す。

すべてのコストと使用状況レポートには、Identity, Bill, LineItem 列が含まれています。他のすべての
列は、毎月の AWS 使用量がそれらの列に入力するデータを生成する場合にのみレポートに含まれま
す。

トピック

• ID の詳細

• 請求の詳細

• 明細項目の詳細

• 予約の詳細

• 料金詳細

• 製品の詳細

• リソースタグの詳細

• Savings Plans の詳細

• Cost Categoriesの 詳細

• ディスカウントの詳細

• 分割明細項目の詳細
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ID の詳細

AWS コストと使用状況レポートの identityヘッダーの下の列は、すべてのコストと使用状況レポート
に表示される静的フィールドです。

レポート内の ID 明細項目を使用して、複数の AWS CUR ファイル間で分割された特定の明細項目を
検索できます。これらには次の列が含まれます。

identity/LineItemId

• 説明: このフィールドは明細項目ごとに生成され、特定のパーティション内で一意です。これ
は、CUR の配信全体 (つまり、更新内のすべてのパーティション) AWS でフィールドが一意であ
ることを保証するものではありません。明細項目 ID は、異なるコストと使用状況レポート間で一
貫性がないため、異なるレポート間の同じ明細項目を識別するために使用することはできません。

• 例: 11 月 29 日分として作成されるレポートは大きいため、複数のファイルが必要になる可能性が
あります。LineItemId は 11 月 29 日の AWS CUR ファイル間では一貫していますが、11 月 30 日
のレポートの同じリソースの LineItemId とは一致しません。

identity/TimeInterval

• 説明: この明細項目が適用される時間間隔、形式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ/YYYY-MM-
DDTHH:mm:ssZ となります。時間の間隔は UTC で表され、レポートの詳細度に応じて毎日また
は毎時のいずれかになります。

• 例: TimeInterval 2017-11-01T00:00:00Z/2017-12-01T00:00:00Z には、2017 年の 11 月全
体が含まれます。

請求の詳細

AWS コストと使用状況レポートの billヘッダーの下の列は、すべてのコストと使用状況レポートに
表示される静的フィールドです。レポートの請求明細項目を使用して、請求タイプや請求期間の開
始/終了など、レポートの対象となる特定の請求に関する詳細を確認できます。これには以下の列が
含まれます。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ
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B

bill/BillingEntity

請求書またはトランザクションが他のサービスの購入用 AWS Marketplace であるか、他の AWS 
サービスの購入用であるかを特定するのに役立ちます。可能な値は以下のとおりです:

• AWS - AWS Marketplaceでのトランザクションはなく、 AWS サービスに関するトランザクション
を特定します。

• AWS Marketplace - AWS Marketplaceでの購入を特定します。

bill/BillingPeriodEndDate

このレポートの対象となる請求期間の終了日 (UTC)。形式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ です。

bill/BillingPeriodStartDate

このレポートの対象となる請求期間の開始日 (UTC)。形式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ です。

bill/BillType

このレポートの対象となる請求書の種類。請求書の種類は 3 つあります。

• 応当日 – 当月中に使用したサービスの明細項目

• 購入 – 前払いサービス料金の明細項目

• 返金 – 返金の明細項目

I

bill/InvoiceId

特定の明細項目に関連付けられた ID。レポートが確定するまでは、[InvoiceId] が空白になります。

bill/InvoicingEntity

請求書を発行する AWS エンティティ。可能な値は以下のとおりです:

• Amazon Web Services, Inc. – 世界中のお客様に請求書を発行する事業体 (該当する場合)。

• Amazon Web Services India Private Limited – インドを拠点とするお客様に請求書を発行する事業
体。
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• Amazon Web Services South Africa Proprietary Limited – 南アフリカのお客様に請求書を発行する
事業体。

P

bill/PayerAccountId

支払いアカウントのアカウント ID。の組織の場合 AWS Organizations、これは管理アカウントのア
カウント ID です。

明細項目の詳細

AWS コストと使用状況レポートの lineItemヘッダーの下の列は、すべてのコストと使用状況レポー
トに表示される静的フィールドです。これには、あなたの使用に伴うすべてのコストと使用状況の情
報が含まれます。これには以下の列が含まれます。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ

A

lineItem/AvailabilityZone

この明細項目をホストするアベイラビリティーゾーン。例えば、us-east-1a、us-east-1b で
す。

B

lineItem/BlendedCost

BlendedRate に UsageAmount を乗じた値。

Note

[BlendedCost] は、[LineItemType] が [Discount] である明細項目については空白になります。
ディスカウントは、メンバーアカウントと SKU で集計されたメンバーアカウントの非ブレ
ンドコストのみを使用して計算されます。そのため、[BlendedCost] はディスカウントに使
用できません。
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lineItem/BlendedRate

BlendedRate は、組織全体で各 SKU に発生した平均コストです。

例えば、Amazon S3 ブレンドレートは、ストレージの合計コストを、1 か月間に保存されたデータ
量で割ったものです。RI を持つアカウントの場合、ブレンドレートは RI とオンデマンドインスタン
スの平均コストとして計算されます。

ブレンドレートは管理アカウントレベルで計算され、各メンバーアカウントにコストを割り当てるた
めに使用されます。詳細については、AWS Billing ユーザーガイドのブレンドレートとコストを参照
してください。

C

lineItem/CurrencyCode

この明細項目の通貨。すべての AWS お客様は、デフォルトで米ドルで請求されます。請求用の通貨
を変更するには、AWS Billing ユーザーガイドの請求の支払いに使用する通貨の変更を参照してくだ
さい。

L

lineItem/LegalEntity

特定の製品またはサービスの登録販売者。ほとんどの場合、請求書を発行する事業体と法律上の事業
体は同じです。値はサードパーティーの AWS Marketplace トランザクションで異なる場合がありま
す。可能な値は以下のとおりです:

• Amazon Web Services, Inc. – AWS サービスを販売するエンティティ。

• Amazon Internet Services India Private Limited – インドでの AWS サービスのリセラーとして機能
する現地インド法人。

lineItem/LineItemDescription

明細項目タイプの説明。例えば、使用料の明細項目は、特定の期間に発生した使用タイプを要約した
ものです。

サイズ柔軟な RI の場合、説明は、利点が適用された RI に対応します。例えば、明細項目が
t2.micro に対応し、t2.small RI がその使用に適用された場合、lineItem/LineItemDescription に
は t2.small と表示されます。
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RI ディスカウントが適用された使用料の明細項目の説明には、明細項目の対象となる料金プランが
含まれています。

lineItem/LineItemType

この明細項目の対象となる請求の種類。以下の種類が対象となります。

• BundledDiscount — 別のサービスまたは機能の使用量に基づいて、サービスまたは機能の無料ま
たは discount 利用を提供する使用量ベースの割引です。

• Credit – 請求書 AWS に適用されたクレジット。詳細については、[説明] 列を参照してください。 
AWS が請求額の確定後に当月のクレジットをアカウントに適用した場合、 AWS は確定後のレ
ポートを更新することがあります。

• Discount – の使用 AWS に適用された割引。この特定の項目名は異なる場合があり、ディスカウン
トに基づいて解析する必要があります。詳細については、lineItem/LineItemDescription列を参照し
てください。

• DiscountedUsage – リザーブドインスタンス (RI) の利点があるすべてのインスタンスの割合。

• Fee – サブスクリプションに支払った前払い年間料金。例えば、[全前払い RI] または [一部前払い 
RI)] として支払った前払い金が該当します。

• Refund – AWS から負の課金として払い戻された金額。が請求書を確定した翌月にアカウントに返
金 AWS を適用する場合は、確定後にレポートを更新する AWS 可能性があるので、説明列を確認
してください。

• RIFee – サブスクリプションの定期的な月額料金。例えば、毎月支払う [一部前払い RI]、[前払い
なし RI]、[全額前払い] の定期的な料金を指します。RIFee は全額前払い予約が 0 USD になる場合
がありますが、reservation/AmortizedUpfrontFeeForBillingPeriodやreservation/ReservationARNな
どの他の列を提供するために、この行はこれらの予約タイプに対しても事前入力されます。

• Tax – 請求書 AWS に適用された税金。VAT、米国の消費税などが該当します。

• Usage – オンデマンドインスタンスレートで課金される使用料金。

• SavingsPlanUpfrontFee – 全前払いまたは一部前払い Savings Plans を購入した場合のワンタイム
前払い料金。

• SavingsPlanRecurringFee – 前払いなしまたは一部前払い Savings Plans に対応する毎時間の繰り
返し課金。Savings Plans 定期料金は、前払いなしまたは一部前払い Savings Plans を購入した日
に、最初に請求書に追加されます。初回購入後、 はその後各請求期間の最初の日に定期的な料金 
AWS を追加します。

• SavingsPlanCoveredUsage – Savings Plans の対象となる任意のオンデマンドコスト。Savings 
Plans の対象となる使用量明細項目は、対応する Savings Plans 否定項目によって相殺されます。
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• SavingsPlanNegation – 対応する Savings Plans の対象となる使用量項目に関連付けられている 
Savings Plans 特典による相殺コスト。

Savings Plans 明細項目の詳細と例については、Savings Plans について を参照してください。

N

lineItem/NetUnblendedCost

品目に対して支払っている実際のディスカウント後の費用。この列は、該当する請求期間中にアカウ
ントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

lineItem/NetUnblendedRate

その明細項目に対して支払っている実ディスカウント後レート。この列は、該当する請求期間中にア
カウントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

lineItem/NormalizationFactor

インスタンスがテナンシーを共有している限り、 は、インスタンスファミリーと AWS リージョ
ンのすべてのインスタンスサイズにすべてのリージョン Linux または Unix Amazon EC2 および 
Amazon RDS RI 割引を適用 AWS できます。これは、組織内のメンバーアカウントの RI ディスカウ
ントにも適用されます。Amazon EC2 および Amazon RDS のすべての新規および既存のサイズ柔軟
な RI のサイズは、インスタンスサイズに基づいた正規化係数により決定されます。次の表は、各イ
ンスタンスサイズ AWS に適用される正規化係数を示しています。

Amazon EC2 サイズ柔軟な RI の正規化係数

インスタンスサイズ 正規化係数

nano 0.25

micro 0.5

small 1

medium 2
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インスタンスサイズ 正規化係数

large 4

xlarge 8

2xlarge 16

4xlarge 32

8xlarge 64

10xlarge 80

16xlarge 128

32xlarge 256

lineItem/NormalizedUsageAmount

サイズ柔軟な RI のために発生した使用量。正規化単位。[NormalizedUsageAmount] は、
[UsageAmount] に [NormalizationFactor] を乗算したものに等しくなります。

O

lineItem/Operation

この明細項目の対象となる特定の AWS オペレーション。これは、明細項目の特定の使用状況を表し
ます。例えば、RunInstances の値は Amazon EC2 インスタンスのオペレーションを示します。

P

lineItem/ProductCode

測定された製品のコード。例えば、Amazon EC2 は、Amazon Elastic Compute Cloud の製品コード
です。
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R

lineItem/ResourceId

(オプション) レポートに個々のリソース ID を含めることを選択した場合、この列にはプロビジョン
したリソースの ID が表示されます。例えば、Amazon S3 ストレージバケット、Amazon EC2 コン
ピューティングインスタンス、または Amazon RDS データベースは、すべてリソース ID を持つこ
とができます。このフィールドは、インスタンス化されたホストに関連付けられていない使用タイプ 
(データ転送、API リクエストなど) と明細項目タイプ (ディスカウント、クレジット、税金など) で
は空白です。次の表は、一般的な AWS サービスのリソース識別子のリストを示しています。

AWS リソース識別子

AWS サービス リソース識別子

Amazon CloudFront ディストリビューション ID

Amazon CloudSearch 検索ドメイン

Amazon DynamoDB DynamoDB テーブル

Amazon Elastic Compute Cloud - Amazon EBS Amazon EBS ボリューム

Amazon Elastic Compute Cloud [インスタンス ID]

Amazon Elastic Compute Cloud - CloudWatch インスタンス ID の CloudWatch の料金

Amazon EMR MapReduce クラスター

Amazon ElastiCache キャッシュクラスター

Amazon OpenSearch Service 検索ドメイン

Amazon Glacier ボールト
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AWS サービス リソース識別子

Amazon Relational Database Service データベース

Amazon Redshift Amazon Redshift クラスター

Amazon Simple Storage Service Amazon S3 バケット

Amazon Virtual Private Cloud VPN ID

AWS Lambda Lambda 関数の名前

T

lineItem/TaxType

この明細項目 AWS に適用された税金のタイプ。

U

lineItem/UnblendedCost

UnblendedCost は、UnblendedRate に UsageAmount を乗じた値です。

lineItem/UnblendedRate

を使用するアカウントの一括請求では AWS Organizations、非ブレンドレートは、個々のアカウント
のサービス使用量に関連付けられたレートです。

RI ディスカウントが適用されている Amazon EC2 と Amazon RDS 明細項目の場
合、UnblendedRate は 0 です。RI ディスカウントが適用されている明細項目は、LineItemType
が DiscountedUsage です。
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lineItem/UsageAccountId

この明細項目を使用したアカウントの ID。組織の場合、これは管理アカウントまたはメンバーアカ
ウントのいずれかになります。このフィールドを使用して、アカウント別のコストや使用状況を追跡
することができます。

lineItem/UsageAmount

指定した期間に発生した使用量。サイズ柔軟なリザーブドインスタンスについては、代わりに
reservation/TotalReservedUnits 列を使用します。

Note

特定のサブスクリプション料金では、UsageAmount が 0 になります。

lineItem/UsageEndDate

対応する明細項目の終了日時は UTC で表されます (その時刻は含まない)。形式は YYYY-MM-
DDTHH:mm:ssZ です。

lineItem/UsageStartDate

明細項目の開始日時は UTC で表されます (その時刻を含む)。形式は YYYY-MM-DDTHH:mm:ssZ で
す。

lineItem/UsageType

この明細項目の使用状況の詳細。例えば、USW2-BoxUsage:m2.2xlarge は米国西部 (オレゴン) 
リージョンの M2 ハイメモリダブルエクストララージインスタンスについて説明します。

予約の詳細

AWS コストと使用状況レポートの reservationヘッダーの列には、リザーブドリソースの詳細が表示
されます。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ
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A

reservation/AmortizedUpfrontCostForUsage

• 説明: 全額前払い RI および一部前払い RI の最初の前払い料金は、使用時間に応じて償却され
ます。この値は RIAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod * The normalized usage 
amount for DiscountedUsage line items / The normalized usage amount for 
the RIFee と等しくなります。前払いなし RI には前払いはないため、前払いなし RI の値は 0 で
す。現時点では、Dedicated Hosts 予約にはこの値を提供していません。将来のアップデートで変
更を行う予定です。

• 該当する明細項目: DiscountedUsage

• サンプル値： 0.05, 0.17, 0.15

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/AmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

• 説明: この予約の前払い料金のうち、請求期間中の費用がどれくらいになるかを示します。全額前
払い RI および一部前払い RI の最初の前払い料金は、今月償却されます。前払いなし RI には前払
い料金はないため、前払いなし RI の値は 0 です。現時点では、Dedicated Hosts 予約にはこの値
を提供していません。将来のアップデートで変更を行う予定です。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 29.15, 200.67, 214.43

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache
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• Amazon RDS

reservation/AvailabilityZone

• 説明: この明細項目に関連付けられたリソースのアベイラビリティーゾーン。

• 該当する明細項目: Fee、Refund、RIFee

• サンプル値： us-east-1, us-east-1b, eu-west-1b, ap-southeast-2a

• サービス:

• Amazon EC2

E

reservation/EffectiveCost

• 説明: 実質的時間料金に平均化された、RI の前払い料金と時間料金の両方の合
計。EffectiveCost は、amortizedUpfrontCostForUsage を recurringFeeForUsage に
加算することにより計算されます。詳細については、Amazon EC2 リザーブドインスタンスの料
金を参照してください。

• 該当する明細項目: DiscountedUsage

• サンプル値： 0.23, 0.68, 0.10

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/EndTime

• 説明: 関連付けられた RI リース期間の終了日。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 2019-05-15T04:23:14.000Z, 2020-02-08T17:32:15.000Z,
2019-07-14T00:00:33.000Z

• サービス:
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• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

M

reservation/ModificationStatus

• 説明: RI リースが変更されたかどうかを示します。

• Original (オリジナル): 購入した RI は 1 回も変更されていません。

• System (システム): 購入した RI は、コンソールまたは API を使用して変更されました。

• 手動: 購入した RI が AWS サポート サポートを使用して変更されました。

• ManualWithData: 購入した RI は、 AWS サポート 支援と RI AWS の計算された見積りを使用し
て変更されました。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： Original, System, Manual, ManualWithData

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

N

reservation/NetAmortizedUpfrontCostForUsage

全前払い RI および一部前払い RI の最初の前払い料金は、該当する場合、使用時間に応じて償却さ
れます。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディスカウントがある場合にのみレポートに
含まれます。
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reservation/NetAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

請求期間中の予約の前払い料金の費用。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディスカウン
トがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NetEffectiveCost

RI の前払い料金と時間単価の合計を、平均して実効時間単価とします。この列は、該当する請求期
間中にアカウントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NetRecurringFeeForUsage

継続利用料金のディスカウント後の金額。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディスカウ
ントがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NetUnusedAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

請求期間中に償却された正味の未使用の前払い料金。この列は、該当する請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NetUnusedRecurringFee

一部前払い RI と前払いなし RI の未使用の予約時間に関連する定期的な料金。この列は、該当する
請求期間中にアカウントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NetUpfrontValue

ディスカウントが適用された RI の前払い額。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディス
カウントがある場合にのみレポートに含まれます。

reservation/NormalizedUnitsPerReservation

• 説明: 予約サブスクリプションの各インスタンスの正規化された単位の数。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 1316, 54.5, 319

• サービス:

• Amazon RDS

reservation/NumberOfReservations

• 説明: このサブスクリプションに含まれる予約の数。例えば、1 件のサブスクリプションには 4 件
の RI 予約を関連付けることができます。
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• 該当する明細項目: Fee、RIFee、Refund、Credit

• サンプル値： 5, 50, 500

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

R

reservation/RecurringFeeForUsage

• 説明: 一部前払い RI および前払いなし RI の場合、使用時間に応じて償却される定期的料金です。
この値は The unblended cost of the RIFee * The sum of the normalized usage 
amount of Usage line items / The normalized usage amount of the RIFee for 
size flexible Reserved Instances と等しくなります。全額前払い RI には 0 より大きい
定期料金支払いがないため、全額前払いRI の値は 0 です。

• 該当する明細項目: DiscountedUsage

• サンプル値： 0.139, 0.729, 0.018

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/ReservationARN

• 説明: この明細項目が活用した RI の Amazon リソースネーム (ARN)。これは「RI リース ID」とも
呼ばれます。これは、この特定の AWS リザーブドインスタンスの一意の識別子です。この値の文
字列には、 AWS サービス名と、RI を購入したリージョンも含まれています。
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• 該当する明細項目: Fee、RIFee、DiscountedUsage、Refund、Credit

• サンプル値： arn:aws:ec2:us-east-1:074108124787:reserved-
instances/1d3fbc13-f181-4c40-9dd6-12b345678de9, arn:aws:ec2:us-
east-1:499958231354:reserved-instances/be41234c3-b5c0-403e-
a80c-1cfd12345678

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

S

reservation/StartTime

• 説明: 関連付けられたリザーブドインスタンスの期間の開始日。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 2018-07-29T02:56:10.000Z, 2017-08-21T15:58:47.000Z,
2019-02-01T22:01:34.000Z

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/SubscriptionId

• 説明: 明細項目を関連オファーとマッピングする一意の識別子。RI ARN を AWS リザーブドイン
スタンスの識別子として使用することをお勧めしますが、両方を使用できます。

• 該当する明細項目: Fee、RIFee、DiscountedUsage、Refund、Credit、および Usage
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• サンプル値： 123456789, 111122222, 333344444

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

T

reservation/TotalReservedNormalizedUnits

• 説明: 予約サブスクリプションのすべてのインスタンスの予約済み正規化ユニットの総数。
reservation/NormalizedUnitsPerReservationに を乗算して、正規化されたユニットの合
計を AWS 計算しますreservation/NumberOfReservations。

• 該当する明細項目: DiscountedUsage

• サンプル値： 40320, 3647.99, 17928.77

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

reservation/TotalReservedUnits

• 説明: TotalReservedUnits により、Fee および RIFee の両方の明細項目に個別の値が入力され
ます。

• Fee 明細項目: 期間全体に対してサブスクリプションで購入した合計リース数量に対する、予約
されたユニットの合計数。

これは、NumberOfReservations に UnitsPerReservation を掛けて計算されています。
例: 5 RI x 744 時間/月 x 12 か月 = 44,640。

• RIFee 明細項目 (毎月の定期的な料金): 特定の RI サブスクリプションでの Amazon EC2 時間の
合計など、サブスクリプションで利用できる合計ユニット数。

例: 5 RI x 744 時間 = 3,720。
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• 該当する明細項目: Fee、RIFee、Refund、Credit

• サンプル値： 26208, 98.19, 15796

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

U

reservation/UnitsPerReservation

• 説明: UnitsPerReservation により、Fee および RIFee の両方の明細項目に個別の値が入力さ
れます。

• Fee 明細項目: サブスクリプション期間に対して購入した RI 時間の合計数など、サブスクリプ
ションに予約した合計ユニット数。

例: 744 時間/月 x 12 か月 = 8,928 合計時間/ユニット。

• RIFee 明細項目 (毎月の定期的な料金): 特定の RI サブスクリプションでの Amazon EC2 時間の
合計など、サブスクリプションで利用できる合計ユニット数。

例: 1 ユニット x 744 時間 = 744。

• 該当する明細項目: Fee、RIFee、Refund、Credit

• サンプル値： 334.0, 486.72, 18455

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon DynamoDB

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS予約の詳細 229
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reservation/UnusedAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

• 説明: 全額前払い RI および一部前払い RI の最初の前払い料金の amortized-upfront-fee-for-billing-
period-column 償却部分。前払いなし RI には前払いはないため、前払いなし RI の値は 0 です。現
時点では、Dedicated Hosts 予約にはこの値を提供していません。将来のアップデートで変更を行
う予定です。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 6.05, 1.97, 0.17

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/UnusedNormalizedUnitQuantity

• 説明: この請求期間中に使用しなかった、サイズ柔軟なリージョン RI の未使用の正規化されたユ
ニットの数。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 25.00, 3.50, 274.33

• サービス:

• Amazon RDS

reservation/UnusedQuantity

• 説明: この請求期間中に使用しなかった RI 時間数。

• 該当する明細項目: RIFee 明細項目

• サンプル値： 209.65110408, 191.00000000, 176.00000000

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift
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• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/UnusedRecurringFee

• 説明: 一部前払い RI と前払いなし RI の未使用の予約時間に関連する定期的な料金。全額前払い RI 
には 0 より大きい定期料金がないため、全額前払い RI の値は 0 です。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 0.02971114, 0.19190000, 1.37280000

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

reservation/UpfrontValue

• 説明: AWS リザーブドインスタンスに支払われた前払い料金。前払いのない RI の場合、この値は
0 になります。

• 該当する明細項目: RIFee

• サンプル値： 150.00, 1000.00, 2000.00

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon Redshift

• Amazon ElastiCache

• Amazon RDS

料金詳細

AWS コストと使用状況レポートの pricingヘッダーの列には、明細項目の料金が含まれています。料
金列は AWS Price List Service API に基づいています。 AWS Price List Service API には、スポット
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インスタンス、 の製品、前払いの年間サブスクリプション料金 (Fee) AWS Marketplace、および月
額定期料金 () は含まれませんRIFee。予約列には次のようなものがあります。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ

L

pricing/LeaseContractLength

RI の予約期間。

O

pricing/OfferingClass

• 説明: リザーブドインスタンスの提供クラスについて説明します。リザーブドインスタンスを購入
するとき、スタンダードあるいはコンバーティブルの提供クラスから選択できます。

• サンプル値： Standard, Convertible

• サービス:

• Amazon DynamoDB

• Amazon EC2

• Amazon ElastiCache

• OpenSearch Service

• Amazon RDS

• Amazon Redshift

P

pricing/publicOnDemandCost

パブリックオンデマンドインスタンスレートに基づく明細項目の合計コスト。複数のオンデマンドパ
ブリックコストが発生する SKU がある場合は、最も高い階層の同等のコストが表示されます。無料
利用枠や階層型価格を提供するサービスなどが該当します。

pricing/publicOnDemandRate

特定の使用料の明細項目に対する、この請求期間のパブリックオンデマンドインスタンスレート。複
数のオンデマンドパブリック料金が発生する SKU がある場合、最も高い階層の同等の料金が表示さ
れます。無料利用枠や階層型価格を提供するサービスなどが該当します。
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pricing/PurchaseOption

この明細項目に選択した支払い方法。有効な値は、All Upfront、Partial Upfront、No 
Upfront です。

R

pricing/RateCode

製品/オファー/価格-枠の組み合わせの一意のコード。製品および期間の組み合わせは、低使用利用
枠、高使用利用枠など、複数の価格ディメンションを持つことができます。

pricing/RateId

明細項目のレートの ID。

T

pricing/term

AWS 使用量がリザーブドかオンデマンドか。

U

pricing/unit

が使用コストの計算 AWS に使用した料金単位。例えば、Amazon EC2 インスタンスの使用料の料金
単位は時間数です。

製品の詳細

product列には、費用が発生した製品に関するメタデータと明細項目が表示されます。製品列は動的
であり、コストと使用状況レポートの表示は、請求期間中の製品の使用状況によって異なります。料
金列は AWS Price List Service API に基づいています。 AWS Price List Service API には、スポット
インスタンス、 AWS Marketplace の製品、前払いの年間サブスクリプション料金 (Fee)、および月
額定期料金 () は含まれませんRIFee。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | V | W | XYZ
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A

product/APICalls

• 説明: DevOps Guru サービスを有効にするために DevOps Guru サービスが使用する API の数につ
いて説明します。

• サンプル値： 100, 500, 10000

• サービス:

• Amazon DevOps Guru

product/attachmentType

• 説明: Transit Gateway またはクラウド WAN サービスへのアタッチメントのタイプについて説明し
ます。

• サンプル値： VPC, AWS Site-to-Site VPN, AWS DirectConnect, Connect, Transit 
Gateway

• サービス:

• Amazon Virtual Private Cloud

• AWS クラウド WAN

product/availability

• 説明: さまざまな AWS ストレージオプションの可用性について説明します。

• サンプル値： 99.99%, 99.5%

• サービス:

• Amazon Glacier

• Amazon S3

• AWS Elemental MediaStore

• AWS RoboMaker
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C

product/cacheType

• 説明: 頻繁な読み取りデータのパフォーマンスを向上させるために、読み取り専用 SSD キャッ
シュの HDD ベースのファイル システムで顧客によって選択されたプロビジョニングについて説明
します。

例えば、RC20 はファイルシステムの HDD ストレージ容量の 20% に自動的にサイズ変更される
読み取り専用 SSD キャッシュが存在することを示します。

• サンプル値： RC20, N/A

• サービス:

• Amazon FSx

product/capacitystatus

• 説明: キャパシティー予約のステータスを表します。

• サンプル値： UnusedCapacityReservation, AllocatedCapacityReservation, Used

• サービス:

• Amazon EC2

product/clockspeed

• 説明: AWS インスタンスの動作速度について説明します。

• サンプル値： 2.4 GHz, 2.6 GHz

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon MQ

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

• AWS データベース移行サービス
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product/component

• 説明: SageMaker AI の機能にマップします。

例えば、ユーザーが SageMaker AI ノートブックを実行している場合、製品のコンポーネント属
性は Notebook になります。ユーザーが推論用にモデルをデプロイしてホストしている場合、コン
ポーネント属性が Hosting の製品が表示されます。

• サンプル値： Notebook, Hosting

• サービス:

• Amazon SageMaker AI

D

product/databaseedition

• 説明: さまざまな開発、デプロイメントシナリオ、特定のアプリケーション目的に適したデータ
ベースソフトウェアについて説明します。

• サービス:

• Amazon RDS

product/dataTransfer

• 説明: AWS データ転送は、データが から AWS インターネットに移動するか、それぞれのリー
ジョンまたはアベイラビリティーゾーンの AWS インスタンス間で移動されるたびに発生します。
リージョン間およびアベイラビリティーゾーン間のデータ転送には、ギガバイト単位で従量制のコ
ストがかかります。

• サービス:

• AWS Systems Manager

product/dedicatedEbsThroughput

• 説明: インスタンス間の専用スループットを表します (例: Amazon EC2 インスタンスおよび 
Amazon EBS ボリューム)。使用するインスタンスタイプに応じて 500～10,000 メガビット/秒 
(Mbps) を選択できます。専用スループットにより、Amazon EBS I/O と、EC2 インスタンスか
らのその他のトラフィックとの競合が最小限に抑えられ、Amazon EBS ボリュームに最適なパ
フォーマンスを得られます。
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• サンプル値：  200 Mbps, Upto 5000 Mbps

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

product/deploymentoption

• 説明: 環境のインフラストラクチャがある場所について説明します。 AWS クラウドのデプロイモ
デルは、public、on-premise、hybrid です。

• サンプル値：  Multi-AZ, Single-AZ

• サービス:

• Amazon MQ

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

product/description

• 説明: 特定の AWS サービスの説明。

• サービス:

• AWS CodePipeline

• AWS Device Farm

• AWS Elemental MediaConvert

• AWS Elemental MediaStore

product/destinationCountryISOCode

• 説明: SMS の送信先の国の ISO 3166-1 alpha-2 コードについて説明します。

参照として、https://en.wikipedia.org/wiki/ISO_3166-1_alpha-2 をご覧ください。

• サンプル値： FR, CO, MA, KN, PL, LV, LA, GB, ID, KR, MY, BR, MM, CA, VN, BD, BJ, AU, HK, AM, CZ,
UA, PH, TW, ES, DE, NG, FI, SG, TH, IL, TR, JP, IT, PR, RU, EE

• サービス:
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• Amazon Simple Notification Service

product/directconnectlocation

• 説明: 顧客から AWS へのプライベート専用ネットワーク接続が存在する場所を指定します。

• サンプル値：  Equinix DC1 - DC6, Equinix DC10 - DC11, Global Switch Singapore

• サービス:

• Direct Connect

product/directorysize

• 説明: ディレクトリまたはフォルダーのメタ情報を保存するために使用されるディスク上の容量。

• サービス:

• Direct Connect

product/directorytype

• 説明: ディレクトリがファイルか別のディレクトリかを指定します。

• サービス:

• Direct Connect

product/directorytypedescription

• 説明: ディレクトリに付けられたわかりやすい名前。

• サービス:

• Direct Connect

product/disableactivationconfirmationemail

• 説明: サービスの有効化を確認するメール送信機能を有効または無効にします。

product/durability

• 説明: 一定の年のオブジェクトの耐久性を表します。

製品の詳細 238



AWS Data Exports ユーザーガイド

• サンプル値： 99.999999999%, N/A, 99.99%

• サービス:

• Amazon Glacier

• Amazon S3

• AWS Elemental MediaStore

E

product/ebsOptimized

• 説明: Amazon EC2 インスタンスで Amazon EBS が最適化されているかどうかを示します。

• サンプル値： Yes, No

• サービス:

• Amazon EC2

product/ecu

• 説明: Amazon EC2 インスタンスの整数処理能力を相対的に測定する EC2 コンピュートユニット 
(ECU) を示します。

• サンプル値： 9, 100, variable

• サービス:

• Amazon EC2

• OpenSearch Service

• Amazon GameLift Servers

• Amazon Redshift

product/endpointtype

• 説明: デバイスの接続先のリモート接続の特徴について説明します。

例えば、REST (表現型状態転送) エンドポイントなどです。REST API (または RESTful API) 
は、REST アーキテクチャスタイルの制約に準拠したアプリケーションプログラミングインター
フェイスであり、RESTful Web サービスとやり取りできます。

• サンプル値： Ipsec, Amazon SQS, AWS Lambda
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• サービス:

• Amazon SNS

• Amazon VPC

• Storage Gateway

• Amazon Glacier

product/enhancedNetworkingSupported

• 説明: インスタンスが拡張ネットワーキングをサポートしているかどうかを表します。拡張ネット
ワーキングでは、シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) を使用して、サポートされるインスタンス
タイプにおける高性能ネットワーキング機能が提供されます。

• サンプル値： Yes, No

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

• AWS データベース移行サービス

F

product/filesystemtype

• 説明: ローカルまたはリモートのストレージデバイスの詳細と、オペレーティングシステムの仕様
について説明します。

product/findingGroup

• 説明: Security Hub に保存されている検出結果を有料にするか無料にするかを指定します。無料の
場合は、理由も指定できます。

• サンプル値： FreeFindingsIngestion-CrossRegion, FreeFindingsIngestion-
FreeTier, FreeFindingsIngestion-FreeTrial, PaidFindingsIngestion

• サービス:

• AWS Security Hub
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product/findingSource

• 説明: 検出結果が Security Hub コントロールによって生成されたのか、他のパートナーセキュリ
ティ製品によって生成されたのかを指定します。

• サンプル値： SecurityHubProduct, OtherProduct

• サービス:

• AWS Security Hub

product/freeUsageIncluded

• 説明: AWS 無料利用枠での無料利用は、すべてのリージョンで毎月計算され、自動的に請求額に
適用されます。例えば、使用するすべてのリージョンで 750 時間の Amazon EC2 Linux マイクロ
インスタンスを無料で利用できます。1 リージョンあたり 750 時間ではありません。

• サービス:

• Amazon Inspector

product/fromLocation

• 説明: 使用が開始された場所を示します。

• サンプル値： External, US East (N. Virginia), Global

• サービス:

• Amazon CloudFront

• AWS DataTransfer

product/fromRegionCode

• 説明: AWS サービスのソースリージョンコードについて説明します。詳細については、「product/
regioncode」を参照してください。

• サンプル値： ap-northeast-1

• サービス:

• Amazon RDS

• Amazon EC2

• Amazon VPC

• Direct Connect
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product/fromLocationType

• 説明: 使用が開始された場所のタイプを示します。

• サンプル値： AWS Region, AWS Edge Location

• サービス:

• Direct Connect

• AWS Elemental MediaConnect

• Amazon CloudFront

• Amazon Lightsail

• AWS Shield

G

product/gpu

• 説明: GPUの数を表します。

• サンプル値： 16, 32

• サービス:

• Amazon SageMaker AI

• Amazon EC2

product/gpuMemory

• 説明: GPU メモリの詳細を表します。

• サンプル値： 16, 32

• サービス:

• Amazon SageMaker AI

• Amazon EC2

product/group

• 説明: 定義上類似している、またはグループ化された複数の製品の構成。例えば、Amazon EC2 
チームは製品を共有インスタンス、専用ホスト、専用用途に分類できます。

• サービス:
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• AWS Certificate Manager

• AWS CodeCommit

• AWS Glue

• AWS IoT Analytics

• AWS Lambda

product/groupdescription

• 説明: 製品グループに付けられた略称。

• サービス:

• AWS 予算

• AWS Certificate Manager

• AWS Lambda

• Amazon SQS

I

product/insightsType

• 説明: 生成された Insight イベントのタイプを示します。

• サンプル値： APICallVolume

• サービス:

• CloudTrail

product/instance

• 説明: Amazon EC2 インスタンスは、 AWS インフラストラクチャ上でアプリケーションを実行す
るための Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) 内の仮想サーバーです。が提供する AMI 
AWS、ユーザーコミュニティ、または から選択できます AWS Marketplace。

• サンプル値： T3

• サービス:

• Amazon EC2
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product/instanceFamily

• 説明: Amazon EC2 インスタンスファミリーを示します。Amazon EC2 には、10 種類の異なる
インスタンスタイプに多数のオプションが用意されています。各タイプに 1 つ以上のサイズオプ
ションがあり、さまざまなタイプのアプリケーションのために最適化された異なるインスタンス
ファミリーに分類されています。

• サンプル値： General Purpose, Memory Optimized, Accelerated Computing

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• OpenSearch Service

• Amazon ElastiCache

• Amazon EMR

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/instanceSize

• 説明: リソースのインスタンスサイズを示します。

• サンプル値： 2vCPU, 4vCPU, 8vCPU, 16vCPU

• サービス:

• Amazon CodeCatalyst

product/instanceType

• 説明: インスタンスのタイプ、サイズ、およびファミリーを表します。これらは、インスタンスの 
CPU、ネットワーク、およびストレージ容量を定義します。

• サンプル値： t2.small, m4.xlarge, t2.micro, m4.large, t2.large

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• OpenSearch Service

• Amazon ElastiCache
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• Amazon EMR

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/instanceTypeFamily

• 詳細: 指定された使用に関連付けられているインスタンスファミリー。

• サンプル値： t2, m4, m3

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon RDS

product/integratingApi

• 説明: Amazon API Gateway などのサービス AWS を使用した でのアプリケーション統合、または 
Amazon AppFlow を使用したノーコード統合。

product/integratingService

• 説明: でのアプリケーション統合 AWS は、マイクロサービス、分散システム、サーバーレスアプ
リケーション内の分離されたコンポーネント間の通信に使用される一連のサービスです。アーキテ
クチャ全体をリファクタリングする必要はありません。アプリケーションをどのような規模でも切
り離すことで、変更の影響を軽減でき、更新が容易になり、新機能をより早くリリースできるよう
になります。

product/intelAvxAvailable

• 説明: プロセスにインテル Advanced Vector Extension 命令セットがあるかどうかを表します。

• サンプル値： Yes, No.

• サービス:

• Amazon EC2
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product/intelAvx2Available

• 説明: プロセスにインテル Advanced Vector Extension 命令セット 2 があるかどうかを表します。

• サンプル値： Yes, No

• サービス:

• Amazon EC2

product/intelTurboAvailable

• 説明: コアで Intel Turbo Technology を使用して周波数を上げることができるかどうかを表しま
す。

• サンプル値： Yes, No

• サービス:

• Amazon EC2

product/invocation

• 説明: EventBridge スケジューラーが API またはサービスに対して行う呼び出しについて説明しま
す。

• サンプル値： Scheduled Invocation

• サービス:

• Amazon CloudWatch Events

L

product/licenseModel

• 説明: インスタンスのライセンスモデルを表します。

• Sample value: license-included, bring-your-own-license, general-public-license

• サービス:

• Amazon AppStream

• Amazon EC2

• Amazon MQ

• Amazon Neptune
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• Amazon RDS

product/location

• 説明: Amazon S3 バケットが存在するリージョンを示します。

• サンプル値： Asia Pacific (Mumbai), Asia Pacific (Seoul), Canada (Central), EU 
(London), US West (Oregon)

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/locationType

• 説明: タスクのエンドポイントを示します。

• サンプル値： AWS Region, AWS Edge Location, Other

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。
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product/logsDestination

• 説明:AWS::Logs::Destinationリソースは、CloudWatch Logs の送信先を指定します。送信先
には物理リソース (Amazon Kinesis データ ストリームなど) が含まれており、そのリソースをログ 
イベントのストリームにサブスクライブできます。

• サンプル値： AWS Region, AWS Edge Location, Other

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

M

product/maxIopsBurstPerformance

• 説明: Amazon EBS ボリュームの最大 IOPS バーストパフォーマンスを示します。

• Sample value: 3000 IOPS for volumes <= 1TB

• サービス:

• Amazon EC2

product/maxIopsvolume

• 説明: Amazon EBS ボリュームの 1 秒あたりの最大入力/出力を示します。

• Sample value: 16,000 (maxiops for a General Purpose SSD (gp2))

• サービス:

• Amazon EC2

product/maxThroughputvolume

• 説明: Amazon EBS ボリュームの最大ネットワークスループットボリュームを示します。
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• サンプル値： 500 MiB/s, 250 MiB/s, 1000 MiB/s, 40 - 90 MB/sec

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon SageMaker AI

product/memory

• 説明: コンピュータが迅速に応答するために必要な命令やデータを格納するプレースホルダー電子
機器。コンピューターバイトはストレージユニットを示します。

• サービス:

• AWS Database Migration Service

• DynamoDB Accelerator

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

product/messageCountfee

• 説明: メータリングの使用タイプを説明し、その使用量がメッセージ数なのか、請求された料金な
のかを示します。

• サンプル値： CarrierFeeCount, MessageFees, MessageCount, CarrierFees

• サービス:

• Amazon Simple Notification Service

product/messageType

• 説明: SMS メッセージの種類について説明します。SNS はアウトバウンド SMS のみをサポート
していることに注意してください。

• サンプル値： OutboundSMS

• サービス:

• Amazon Simple Notification Service
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N

product/networkPerformance

• 説明: Amazon EC2 インスタンスのネットワークスループットを示します。

• サンプル値： moderate, high, up to 10 GB

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• Amazon ElastiCache

• Amazon SageMaker AI

• AWS データベース移行サービス

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/normalizationSizeFactor

• 説明: インスタンスサイズの正規化係数を表します。

• サンプル値： nano - 0.25, micro - 0.5, medium - 2, xlarge - 8, 16xlarge - 128

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon MQ

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

O

product/operatingSystem

• 説明: Amazon EC2 インスタンスのオペレーティングシステムを示します。

• サンプル値： Amazon Linux, Ubuntu, Windows Server, Oracle Linux, FreeBSD

• サービス:
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• Amazon AppStream

• Amazon EC2

• Amazon GameLift Servers

• Amazon Lightsail

• Amazon WorkSpaces

• AWS CodeBuild

product/operation

• 説明: この明細項目の対象となる特定の AWS オペレーションを表します。

• サンプル値： RunInstances (Amazon EC2 インスタンスのオペレーションを示します)

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

• Amazon CloudWatch

• Amazon Redshift

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/originationIdType

• 説明: SMS メッセージの送信時に使用される発信元 ID の種類について説明します。

• サンプル値： Sharedroute

• サービス:

• Amazon Simple Notification Service

product/osType

• 説明: リソースのオペレーティング システムについて説明します。
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• サービス:

• Amazon CodeCatalyst

P

product/parameterType

• 説明: スタックの作成時または更新時に、パラメータを使用してテンプレートにカスタム値を入力
します。 CloudFormation 例えば、InstanceTypeParameter と指定します。このパラメータを
使用して、スタックを作成または更新するときに Amazon EC2 インスタンス タイプを指定できま
す。

product/physicalCores

• 説明: インスタンスが提供する物理コアの数を表します。

• サンプル値： 4, 8

• サービス:

• Amazon EC2

product/physicalProcessor

• 説明: Amazon EC2 インスタンス上のプロセッサを示します。

• サンプル値： High Frequency Intel Xeon E7-8880 v3 (Haswell), Intel Xeon 
E5-2670, AMD EPYC 7571

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

• AWS データベース移行サービス

product/platoClassificationType

• 説明: データ注釈ワークフロー ルーティングのオブジェクトごとの段階的な価格設定。
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• サンプル値： LabeledObject, 3DLabeledObjectMultiFrame, 3DLabeledObject,
Processing:VolumeUsage

• サービス:

• Amazon SageMaker AI

product/pricingUnit

• 説明: AWS サービスの最小請求単位。例えば、API 呼び出しあたり 0.01c です。

• サービス:

• Directory Service

product/primaryplaceofuse

• 説明: 顧客が主にサービスを利用する主な事業所または住宅地の住所。

product/processorArchitecture

• 説明: プロセッサアーキテクチャを表します。

• サンプル値： 32-bit, 64-bit

• サービス:

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

• AWS データベース移行サービス

product/processorFeatures

• 説明: インスタンスのプロセッサ機能を表します。

• サンプル値： Intel AVX, Intel AVX2, Intel AVX512, Intel Turbo

• サービス:

• AWS データベース移行サービス

• Amazon DocumentDB
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• Amazon EC2

• Amazon Neptune

• Amazon RDS

product/ProductFamily

• 説明: 製品タイプのカテゴリ。

• サンプル値： Alarm, AWS Budgets, Stopped Instance, Storage Snapshot, Compute

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/ProductName

• 説明: AWS のサービスの完全な名前。この列を使用して、 AWS サービス別に AWS 使用状況を
フィルタリングします。

• サンプル値： AWS Backup, AWS Config, Amazon Registrar, Amazon Elastic File 
System, Amazon Elastic Compute Cloud

product/productSchemaDescription

• 説明: 製品がどのように構築されているかを示す設計図。これには、製品を構成するさまざまな属
性が含まれます。

product/provisioned

• 説明: Amazon EBS の使用状況がプロビジョニングされた Amazon EBS ストレージに関連してい
たかどうかを示します。
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• サンプル値： Yes, No

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon MQ

product/provisioningType

• 説明: リソースがオンデマンドでデプロイされたのか、事前にプロビジョニングされたのかを説明
します。

• サンプル値： On-Demand, Pre-Provisioned

• サービス:

• Amazon CodeCatalyst

product/PurchaseOption

• 説明: AWS サービスで使用可能な購入モデルについて説明します。例えば、 は、、On-Demand、
Reserved Instancesの 4 つの主要な Amazon EC2 インスタンス購入オプションとSpot 
Instances、 の追加オプション AWS を提供しますDedicated Hosts。

product/purchaseterm

• 説明: Amazon EC2 では、一貫性のあるインスタンス設定へのコミットメントを指定します。これ
には、1 ～ 3 年間のインスタンスタイプとリージョンが含まれます。

R

product/region

• 説明: AWS サービスをホストする地理的エリア。このフィールドを使用して、特定のリージョン
にわたって使用量を分析できます。

• サンプル値： eu-west-3, us-west-1, us-east-1, ap-northeast-2, sa-east-1

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3
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• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/regioncode

• 説明: リージョンは、データセンターがクラスター化されている世界中の物理的な場所です。 は、
論理データセンターの各グループをアベイラビリティーゾーン (AZ) と AWS 呼びます。 AWS 各
リージョンは、地理的エリア内の複数の、隔離された、物理的に別々の AZ で構成されています。
リージョンコード属性の名前は AWS リージョンと同じで、 AWS サービスが利用可能な場所を指
定します。

• サンプル値： us-west-2, us-east-1, ap-southeast-2

• サービス:

• Amazon SageMaker AI

product/replicationType

• 説明: サービスが無料で使用できることを指定します。たとえば、 AWS Server Migration Service 
は無料で使用でき、移行プロセス中に使用されるストレージリソースに対してのみ料金が発生しま
す。

• サンプル値： Free

• サービス:

• AWS アプリケーション移行サービス

product/resourceAssessment

• 説明: 証拠を収集、保存、管理するプロセス。これを利用して、リスクや業界標準や規制の遵守状
況を評価できます。

• サンプル値： All assessment

• サービス:

• AWS Audit Manager
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product/resourcePriceGroup

• 説明: リソースタイプ、リソース、価格グループ (モニタリング時に請求する価格。現在 A と B の 
2 つの価格クラスがあります) について説明します。したがって、例として RDS リソースを監視
する場合、リソースタイプは RDS (「製品」)、リソースはインスタンス、価格グループは B にな
ります。

• サンプル値： RDS-DBInstance-GroupB

• サービス:

• Amazon DevOps Guru

product/routeType

• 説明:使用する SMS ルートのタイプについて説明します。現時点では標準のみが適用されます。

• サンプル値： Standard

• サービス:

• Amazon Simple Notification Service

S

product/servicecode

• 説明: これは、顧客への特定の AWS サービスを一意の短い略語として識別します。

• サンプル値： Amazon EC2, AWS KMS

• サービス:

• AWS 予算

• AWS Backup

• AWS Certificate Manager

• AWS Cloud Map

• AWS CloudTrail

product/servicename

• 説明: AWS サービスに関する簡単な説明。

• サービス:
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• Amazon EC2 Budgets

• Amazon ECR

• Amazon ECS

• Amazon EFS

• Amazon Elastic Inference

• Amazon EKS

product/singleOrDualPass

• 説明: 動画のエンコーディングの種類を決定するために使われる用語。ワンパスエンコーディング
では、エンコーディングは最初のパス自体で行われます。2 パスエンコーディングでは、1 回目の
パスでファイルが徹底的に分析され、中間ファイルが作成されます。2 番目のパスでは、エンコー
ダーが中間ファイルを見つけてビットを割り当てます。実際のエンコーディングは 2 回目のパス
で行われます。

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert

product/sizeFlex

• 説明: RI の標準化された利点をリージョンやインスタンスファミリー内の他のインスタンスサイズ
にも適用できるかどうかを説明します。

• サンプル値： true, false

• サービス:

• Amazon Elastic Compute Cloud

product/sku

• 説明: 製品の一意のコード。SKU は、ProductCode、UsageType、および Operation を組み合
わせて作成されます。サイズ柔軟な RI の場合、SKU は使用されたインスタンスを使用します。た
とえば、t2.microインスタンスを使用し、使用量に RI t2.small 割引 AWS を適用した場合、
明細項目の SKU は で作成されますt2.micro。

• サンプル値： FFNT87MQSCR328W6, VBYCEU494XUAHCA7

• サービス:

• Amazon EC2

製品の詳細 258



AWS Data Exports ユーザーガイド

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/storage

• 説明: インスタンスにアタッチされているディスクストレージを表します。

• サンプル値： 60GB, True, EBS Only, 1 x 900 NVMe SSD, 1 x 150 NVMe SSD

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• Amazon Redshift

• OpenSearch Service

• Amazon WorkSpaces

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/storageclass

• 説明: Amazon S3 バケットのストレージクラスを示します。

• サンプル値： Archive, General Purpose, Infrequent Access, Intelligent-Tiering,
Non-Critical Data

• サービス:

• AWS Elemental MediaStore

• AWS Storage Gateway

• Amazon Cloud Directory

• Amazon EFS

• Amazon MQ
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• Amazon S3

product/storagemedia

• 説明: 記憶媒体とは、電子データの保存、保管、検索に使用されるデバイスや材料を含むあらゆる
技術です。

• サービス:

• AWS Database Migration Service

• Amazon CloudWatch

• Amazon DocumentDB

• Amazon EC2

• Amazon ES

product/storagetype

• 説明: コンピューターが情報を保存する方法と場所について説明します。これは、コンピュー
ター、サーバー、またはコンピューティングデバイスの内部または外部の場合があります。

• サンプル値： Amazon S3, SSD, SSD-backed

• サービス:

• AWS Backup

• Amazon ECR

T

product/tenancy

• 説明: Amazon EC2 インスタンスで許可されているテナンシーのタイプ。

• サンプル値： Dedicated, Reserved, Shared, NA, Host

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon ECS
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product/throughputCapacity

• 説明: ファイルシステムをホストしているファイルサーバーがファイルデータを提供できる速度に
ついて説明します。Amazon FileCache の場合、値は 1000 のみになります。

• サンプル値： 12, 40, 50, 100, 125, 250, 500, 1000

• サービス:

• Amazon FileCache

• Amazon FSx

product/tier

• 説明: を使用すると AWS、使用量が増えるにつれてボリュームベースの割引と節約を得ることが
できます。Amazon S3 のようなサービスの場合、料金は段階的です。つまり、使用量が多いほ
ど、GB あたりの支払いが少なくなります。 は、ビジネスニーズを支援するサービスを取得するた
めのオプション AWS を提供します。

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert

product/toLocation

• 説明: 使用先の場所を示します。

• サンプル値： External, US East (N. Virginia)

• サービス:

• Amazon CloudFront

• AWS データ転送

product/toLocationType

• 説明: サービス使用先の場所のタイプを示します。

• サンプル値： AWS Region, AWS Edge Location

• サービス:

• Direct Connect

• AWS Elemental MediaConnect

• AWS Shield
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• Amazon CloudFront

• Amazon Lightsail

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/toRegionCode

• 説明: AWS サービスのソースリージョンコードについて説明します。詳細については、「product/
regioncode」を参照してください。

• サンプル値： eu-west-1

• サービス:

• Amazon RDS

• Amazon EC2

• Amazon VPC

• Direct Connect

product/transcodingResult

• 説明: エンコードされたビデオソースを中間の非圧縮形式にデコードし、ターゲット形式に再エン
コードする場合の出力。

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert

product/trialProduct

• 説明: AWS CloudHSM が空き時間を許容するかどうかを説明します。

• サービス:

• AWS CloudHSM
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U

product/upfrontCommitment

• 説明: 使用コミットメントが必要かどうかを記述します AWS CloudHSM。HSM が AWS 
CloudHSM クラスターにプロビジョニングされる 1 時間 (またはその時間の一部) ごとに、時間単
位の料金が請求されます。HSM のないクラスターには課金されず、暗号化されたバックアップの
自動保存についても請求されません。詳細については、AWS CloudHSM の料金を参照してくださ
い。

HSM へのネットワークデータ転送と HSM からのネットワークデータ転送には別途料金がかかり
ます。詳細については、Amazon EC2 の料金表を参照してください。

• サービス:

• AWS CloudHSM

product/usagetype

• 説明: 明細項目の使用状況の詳細を表します。

• サンプル値： EU-BoxUsage:c5d.9xlarge, EU-BoxUsage:m4.16xlarge, SAE1-
InstanceUsage:db.t2.medium, USW2-AW-SW-19, SAE1-BoxUsage:c4.large,

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Certificate Manager

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。
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V

product/vcpu

• 説明: 単一の CPU コア上で同時に実行されているスレッドの数を示します。Amazon EC2 インス
タンスは、単一の Intel Xeon CPU コアで同時に複数のスレッドを実行できるマルチスレッドをサ
ポートしています。各スレッドは、インスタンスの仮想 CPU (vCPU) として表されます。

• サンプル値： 8, 16, 36, 72, 128

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon RDS

• Amazon Redshift

• OpenSearch Service

• Amazon ElastiCache

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

product/videoCodec

• 説明: デジタルビデオを圧縮および解凍するソフトウェアまたはハードウェア。ビデオ圧縮では、
コーデックはエンコーダーとデコーダーを組み合わせたものです。圧縮のみを行うデバイスは一般
にエンコーダーと呼ばれ、解凍のみを行うデバイスはデコーダーと呼ばれます。

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert;

product/videoFrameRate

• 説明: ビデオフレームレート (1 秒あたりのフレーム数 (FPS) で表示) は、ビデオカメラ、コン
ピュータグラフィックス、およびモーションキャプチャシステムによって連続した画像 (フレーム) 
がキャプチャまたは表示される周波数レートです。

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert;
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product/videoQualitySetting

• 説明: エンコードに使用される品質設定について説明します。これは圧縮効率、ひいては特定の
ビットレートでのビデオ品質に影響します。

• サンプル値： Multi-pass, Multi-pass HQ, NA, Single-pass, Single-pass HQ,

• サービス:

• AWS Elemental MediaConvert

product/volumeType

• 説明: Amazon EBS のボリュームタイプを示します。

• サンプル値： Standard, General Purpose, General Purpose-Aurora, Amazon Glacier,
Amazon SimpleDB – Standard,

• サービス:

• Amazon EC2

• Amazon S3

• Amazon RDS

• Amazon DynamoDB

• Amazon Glacier

詳細。完全なサービスリストについては、Column_Attribute_Service.zip をダウンロードしてく
ださい。

W

product/workforceType

• 説明: 雇用されている労働者と失業者の労働力プールの細分化。例えば、Full Time Employees
(FTE)、または Temporary。

• サービス:

• Amazon SageMaker AI
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リソースタグの詳細

AWS コストと使用状況レポートのresource列を使用して、明細項目の対象となる特定のリソースに
関する情報を検索できます。これらの列には、ユーザー定義のコスト配分タグが含まれます。次に例
を示します。

resourceTags/user:creator

user:Creator タグを使用して、リソースを作成したユーザーを追跡します。

resourceTags/user:name

user:Name タグを使用して、特定のユーザーに関連付けられているリソースを追跡します。

resourceTags/user:owner

user:Owner タグを使用して、リソースを所有しているユーザーを追跡します。

resourceTags/user:purpose

user:Purpose タグを使用して、リソースが作成された理由を追跡します。

Savings Plans の詳細

AWS コストと使用状況レポートのSavingsPlan列には、Savings Plans の詳細が表示されま
す。Savings Plans の詳細については、Savings Plans ユーザーガイド の Savings Plans とは？ を参
照してください。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ

A

savingsPlan/AmortizedUpfrontCommitmentForBillingPeriod

• 説明: 請求期間に Savings Plans サブスクリプションに必要となる前払い金額。[全額前払い 
Savings Plans] と [一部前払い Savings Plans] の最初の前払い金は、当月に償却されます。[前払い
なし Savings Plans] の場合、値は 0 です。

• 該当する明細項目: SavingsPlanRecurringFee

• サービス:
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• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

E

savingsPlan/EndTime

• 説明: Savings Plans 契約の有効期限日。

• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

I

savingsPlan/InstanceTypeFamily

• 説明: 指定した使用量に関連するインスタンスファミリー。

• 該当する明細項目: SavingsPlanCoveredUsage

• サンプル値： m4, g2

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI
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N

savingsPlan/NetAmortizedUpfrontCommitmentForBillingPeriod

請求期間中の Savings Plans サブスクリプションの前払い料金のコスト。この列は、該当する請求期
間中にアカウントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

savingsPlan/NetRecurringCommitmentForBillingPeriod

Savings Plans 手数料の混合されていない正味費用。この列は、該当する請求期間中にアカウントに
ディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

savingsPlan/NetSavingsPlanEffectiveCost

Savings Plans の実効費用。使用量を手数料で割ったものです。この列は、該当する請求期間中にア
カウントにディスカウントがある場合にのみレポートに含まれます。

O

savingsPlan/OfferingType

• 説明: 購入した Savings Plans のタイプを示します。

• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サンプル値： ComputeSavingsPlans, EC2InstanceSavingsPlans,
SageMakerSavingsPlans

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

P

savingsPlan/PaymentOption

• 説明: Savings Plans に使用できる支払いオプション。
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• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サンプル値： Partial Upfront, All Upfront, No Upfront

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

savingsPlan/PurchaseTerm

• 説明: Savings Plans の期間を示します。

• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サンプル値： 1yr, 3yr

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

R

savingsPlan/RecurringCommitmentForBillingPeriod

• 説明: Savings Plans サブスクリプションの毎月の定額料金。例えば、[一部前払い Savings Plans]
や [前払いなし Savings Plans] の毎月の定額料金が該当します。

• 該当する明細項目: SavingsPlanRecurringFee

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI
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savingsPlan/Region

• 説明: AWS サービスをホストする AWS リージョン (地理的エリア）。このフィールドを使用し
て、特定の AWS リージョンの支出を分析できます。

• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サンプル値： US East (N. Virginia), US West (N. California), US East (Ohio),
Asia Pacific (Mumbai), Europe (Ireland)

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

S

savingsPlan/SavingsPlanArn

• 説明: Savings Plans の一意の ID。

• 該当する明細項目: SavingsPlanUpfrontFee

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

savingsPlan/SavingsPlanEffectiveCost

• 説明: 各使用量の行に割り当てられている Savings Plans 月額料金 (前払いおよび定額) の比率。

• 該当する明細項目: SavingsPlanCoveredUsage

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate
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• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

savingsPlan/SavingsPlanRate

• 説明: 使用量に対する Savings Plans の料金。

• 該当する明細項目: SavingsPlanCoveredUsage

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

savingsPlan/StartTime

• 説明: Savings Plans 契約の開始日。

• 該当する明細項目:
SavingsPlanCoveredUsage、SavingsPlanNegation、SavingsPlanUpfrontFee、SavingsPlanRecurringFee

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate

• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

T

savingsPlan/TotalCommitmentToDate

• 説明: 今日の該当時間までに償却された前払いコミットメントと定額コミットメントの合計。

• 該当する明細項目: SavingsPlanRecurringFee

• サービス:

• Amazon EC2

• Fargate
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• AWS Lambda

• Amazon SageMaker AI

U

savingsPlan/UsedCommitment

• 説明: 使用している Savings Plans コミットメントの USD 総額。(SavingsPlanRate と使用量を乗
じた額)

• 該当する明細項目: SavingsPlanRecurringFee

• サービス:

• Amazon EC2

• AWS Lambda

• Fargate

• Amazon SageMaker AI

Cost Categoriesの 詳細

AWS コストと使用状況レポートのCost Category列を使用して、Cost Categories機能によって分類
された特定の明細項目に関する情報を検索できます。 Cost Category列は、コストカテゴリと分類
ルールを作成するときに自動的に入力されます。これらの列には、列ヘッダーとしてユーザー定義の 
Cost Category 名と、対応する Cost Category 値が含まれます。次に例を示します。

costCategory/Project

Project Cost Category を使用して、プロジェクトに関連付けられたコストと使用量の情報を分類し
ます。「alpha」や「beta」などのプロジェクト名は、costCategory/Projectの下に値として表示され
ます。

costCategory/Team

Team Cost Category を使用して、チームに関連付けられたコストと使用量の情報を分類します。
「Marketing」などのチーム名は、costCategory/Team の下に値として表示されます。
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costCategory/Environment

Environment Cost Category を使用して、環境に関連付けられたコストと使用量の情報を分類しま
す。「Development」などの環境名は、costCategory/Environment の下に値として表示されます。

ディスカウントの詳細

discountヘッダーの下の列は、レポートの請求期間中にアカウントにdiscount AWS が適用されてい
る場合にのみコストと使用状況レポートに含まれます。これには以下の列が含まれます。

discount/BundledDiscount

ラインアイテムに適用されるバンドルdiscount。バンドルdiscount は、サービスまたは機能を別の
サービスまたは機能の使用量に基づいて無料またはdiscount 料金で提供する使用量ベースのディスカ
ウントです。バンドルディスカウントの例には以下が含まれます。

• を使用する場合は AWS Shield Advanced、別途料金 AWS WAF を支払う必要はありません。 
AWS WAF 使用量は にバンドルされています AWS Shield Advanced。詳細については AWS 
Shield Advanced、Amazon CloudFront の料金」を参照してください。

• を使用して NAT ゲートウェイを作成する場合 AWS Network Firewall、標準の NAT ゲートウェイ
処理と 1 時間あたりの使用料金は、GB および使用時間あたりのファイアウォール処理で one-to-
one ベースで免除されます。詳細については、「AWS Network Firewall 料金表」を参照してくだ
さい。

• Amazon インタラクティブビデオサービス (IVS) チャットでは、ビデオ入力が 1 時間送信されるご
とに、2,700 通のメッセージが送信され、27万件のメッセージが配信されます。追加料金は発生し
ません。詳細については、「Amazon Service Video Service 料金」を参照してください。

discount/TotalDiscount

対応する品目のすべてのdiscount 列の合計。

分割明細項目の詳細

AWS コストと使用状況レポートの splitLineItemヘッダーの下の列は、分割コスト配分データ機能を
オプトインしている場合にコストと使用状況レポートに表示されるフィールドです。詳細について
は、「分割コスト配分データについて」を参照してください。この機能は、Amazon ECS (Fargate 
を含む) AWS Batch、および Amazon EKS のみに制限されています。

A| B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | | O N | | Q P | | T R | S | | V U | W | X | Y | Z
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A

splitLineItem/ActualUsage

• 説明: Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドで指定した期間に発生した vCPU またはメモ
リの使用量 (lineItem/UsageType に基づく)。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 0.1, 0.5, 1.3

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

Note

Fargate のコストは vCPU とメモリの予約に基づいて計算され、lineItem/UsageAmount 列に
反映されます。スプリットコスト配分データは、低レイテンシーのテレメトリデータを観察
し、それを時間、日、月に集計することにより、実際の Fargate vCPU とメモリの使用量を
計算します。そのため、 splitLineItem/ActualUsage は lineItem/UsageAmount とは異なる場
合があります。

N

splitLineItem/NetSplitCost

• 説明: すべてのディスカウントが適用された後の Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドの
実効コスト。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディスカウントがある場合にのみレ
ポートに含まれます。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1.35, 1.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

splitLineItem/NetUnusedCost

• 説明: すべてのディスカウントが適用された後の Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドの
実効未使用コスト。この列は、該当する請求期間中にアカウントにディスカウントがある場合にの
みレポートに含まれます。

• 該当する明細項目: Usage
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• サンプル値： 1.35, 1.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

Note

未使用のコストは、splitLineItem/SplitUsage に基づいて Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドに比例して適用されます。

P

splitLineItem/ParentResourceId

• 説明: Amazon ECS タスクまたは Amazon EKS ポッドに関連付けられている親 EC2 インスタンス
のリソース ID (lineItem/ResourceId 列で参照されています)。親リソース ID は、指定された期間の 
ECS タスクまたは Kubernetes ポッドのワークロードが親 EC2 インスタンスで実行されたことを
意味します。これは、起動タイプが EC2 の Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドにのみ
適用されます。

• 該当する明細項目: Usage

• サービス: Amazon ECS、Amazon EKS

Note

splitLineItem/ParentResourceId は、リソース IDsが AWS コストと使用状況レポートに含ま
れている場合にのみ使用できます。

splitLineItem/PublicOnDemandSplitCost

• 説明: パブリックオンデマンドインスタンス料金 (pricing/publicOnDemandRate 列参照) に基づ
く、その期間に Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU またはメ
モリのコスト (lineItem/UsageType に基づく)。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1.35, 1.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS
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splitLineItem/PublicOnDemandUnusedCost

• 説明: パブリックオンデマンドインスタンス料金に基づいて、Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU またはメモリの未使用コスト (lineItem/UsageType に
基づく)。未使用コストとは、EC2 インスタンス (splitLineItem/ParentResourceId 列で参照) のリ
ソース (CPU またはメモリ) で、指定された期間に使用されなかったコストです。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1.35, 1.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

R

splitLineItem/ReservedUsage

• 説明: Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドで指定した期間に設定した vCPU またはメモ
リの使用量 (lineItem/UsageType に基づく)。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1, 2, 4

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

S

splitLineItem/SplitCost

• 説明: 期間中に Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU または
メモリのコスト (lineItem/UsageType に基づく)。これには、EC2 インスタンス（splitLineItem/
parentResourceId 列で参照）に予約またはSavings Plans の前払いまたは一部前払い料金がある場
合の償却費用が含まれます。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1.35, 1.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS
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splitLineItem/SplitUsage

• 説明: 指定した期間に Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU また
はメモリ (lineItem/UsageType に基づく) の使用量。これは splitLineItem/ReservedUsage または 
splitLineItem/ActualUsage の最大使用量として定義されます。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1, 1.3

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

splitLineItem/SplitUsageRatio

• 説明: Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU またはメモリ
と、EC2 インスタンス (splitLineItem/ParentResourceId 列で参照) で使用可能な CPU またはメモ
リ全体の比率 (lineItem/UsageType に基づく)。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 0.25, 0.75

• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

Note

splitLineItem/SplitUsageRatio は、時間単位のデータを優先する AWS のコストと使用状況レ
ポートでのみ使用できます。

U

splitLineItem/UnusedCost

• 説明: 期間中に Amazon ECS タスクまたは Kubernetes ポッドに割り当てられた vCPU または
メモリの未使用コスト (lineItem/UsageType に基づく)。未使用コストとは、EC2 インスタンス 
(splitLineItem/ParentResourceId 列で参照) のリソース (CPU またはメモリ) で、指定された期間に
使用されなかったコストです。これには、EC2 インスタンス (splitLineItem/parentResourceId) に
予約または Savings Plans の前払いまたは一部前払い料金がある場合の償却費用が含まれます。

• 該当する明細項目: Usage

• サンプル値： 1.35, 1.75
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• サービス: Amazon ECS、Fargate、Amazon EKS

Note

未使用のコストは、splitLineItem/SplitUsage に基づいて Amazon ECS タスクまたは 
Kubernetes ポッドに比例して適用されます。

ユースケース

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) は、レポート管理のニーズに合わせて使用できます。
このセクションでは、Savings Plans やリザーブドインスタンス (RI) の使用率、料金、割り当ての追
跡などのユースケースについて詳しく説明します。

トピック

• Savings Plans について

• 予約を理解する

• データ転送料金について

• 分割コスト配分データを理解する

Savings Plans について

コストと使用状況レポート (AWS CUR) を使用して、Savings Plans の使用率、料金、配分を追跡で
きます。

Savings Plans 明細項目

Savings Plans は、Amazon EC2、、Amazon SageMaker AI を低価格で提供する柔軟な料金モデル
を提供します。これと引き換えに AWS Fargate AWS Lambda、1 年または 3 年の期間にわたって一
貫した使用量 ($/時間で測定) を約束します。

CUR の次の明細項目は、Savings Plans AWS での支出の追跡と管理に役立ちます。

Note

次の表では、わかりやすくするために CUR AWS の列と行が変換されています。最初の列の
値はレポートのヘッダーを表します。これらの例には、いくつかのキー CUR AWS 列のみが
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含まれます。他の CUR AWS 列の詳細については、「」を参照してくださいデータディク
ショナリ。

前払い料金

[SavingsPlanUpfrontFee] 明細項目は、All Upfront または Partial Upfront Savings Plans 
を購入すると、請求書に追加されます。次の表は、この 1 回限りの料金が一部の CUR AWS 列に
どのように表示されるかを示しています。

lineItem/LineItemType SavingsPlanUpfrontFee SavingsPlanUpfrontFee

lineItem/ProductCode ComputeSavingsPlans ComputeSavingsPlans

lineItem/UsageStartDate 2019-10-10T00:03:54Z 2019-10-10T00:12:15Z

lineItem/LineItemDescription 1 年間で 1 回限りの料金 
43.80 USD の、全額前払い 
Compute Savings Plans ID: 
70352035

3 年間で 1 回限りの料金 
43.80 USD の、任意のリー
ジョンにおける M5 インス
タンスタイプ EC2 の一部
前払い Savings Plans ID: 
12355516

lineItem/UnblendedCost 43.8 43.8

savingsPlan/Saving 
sPlanARN

arn:aws:savingsplans:: 
5555555555555:savingsplan/ 
bc1d08fd

arn:aws:savingsplans:: 
5555555555555:savingsplan/ 
67b0ef20

Savings Plans の毎月の定額料金

[SavingsPlanRecurringFee] 明細項目は、No Upfront または Partial Upfront Savings 
Plans に対応する毎時間の定額料金を示します。最初は、SavingsPlanRecurringFeeが購入日とそ
の後は 1 時間ごとに請求書に追加されます。

[SavingsPlanRecurringFee] は、時間 (毎時間のコストと使用量に適用) または日 (毎日のコストと
使用量に適用) に割り当てられ、購入した時刻に請求書に追加されます。以降は、請求期間の時
間/日ごとに追加されます。
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All Upfront Savings Plans の場合、明細項目には、請求期間中に未使用の Savings Plans の部
分が表示されます。

次の表は、定期的な時間単位の料金が一部の CUR AWS 列にどのように表示されるかを示してい
ます。

lineItem/LineItemType SavingsPlanRecurringFee SavingsPlanRecurringFee

lineItem/UsageStartDate 2019-20-10T00:00:00Z 2019-20-10T00:00:00Z

lineItem/ProductCode Compute Savings Plans Compute Savings Plans

lineItem/UsageType ComputeSP:1yrPartialUpfront USE2-EC2SP:t3.1yrP 
artialUpfront

lineItem/UnblendedCost 0.01 0.01

lineItem/LineItemDescription 1 year Partial Upfront 
Compute Savings Plan

1 year Partial Upfront t3 EC2 
Instance Savings Plan in us-
east-2

savingsPlan/Saving 
sPlanARN

arn: aws: savingsplans:: 
55555555555555555: 
savingsplan/ bc1d08fd

arn: aws: savingsplans:: 
555555555555555: savingspl 
an/ bc1d08fd

savingsPlan/PaymentOption 一部前払い 一部前払い

savingsPlan/OfferingType ComputeSavingsPlans EC2InstanceSavingsPlans

savingsPlan/PurchaseTerm 1yr 1yr

Note

SSavingsPlanRecurringFee は、定期的なRI手数料とは異なる方法で計算されます。定期
的な RI 料金は月額料金ですが、SSavingsPlanRecurringFee は1時間ごとの料金です。定
期的な RI 料金については、定額月額 RI 料金を参照してください。
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Savings Plans 割引特典

[SavingsPlanCoveredUsage] 明細項目は、Savings Plans の特典が適用されたインスタンス使用
量を示します。[SavingsPlanCoveredUsage] 明細項目は、Savings Plans 特典が適用されなかっ
た場合のオンデマンド料金の非ブレンドコストを示します。この非ブレンドコストは、対応する 
[SavingsPlanNegation] 明細項目で相殺されます。

SavingsPlanCoveredUsage の各明細項目では、savingsPlan/SavingsPlanRateおよ
びsavingsPlan/SavingsPlanEffectiveCostフィールドを使用して、Savings Plans の時間単位のコ
ミットメントに対してその使用量がどのように請求されたかを確認できます。

SavingsPlanCoveredUsage 明細項目ごとに、対応する SavingsPlanNegation を確認できます。
[SavingsPlanNegation] 明細項目は、[SavingsPlanCoveredUsage] の非ブレンドコストを相殺
し、SavingsPlanARN、オペレーション、使用タイプ、およびアベイラビリティーゾーン別に
時間レベルでグループ化されます。このため、1 つの SavingsPlanNegation 明細項目が複数の
SavingsPlanCoveredUsage 明細項目に対応する場合があります。

次の表は、一部の CUR AWS 列で対象使用量と否定行項目がどのように表示されるかを示してい
ます。

lineItem/ 
LineItemType

SavingsPlanCovered 
Usage

SavingsPlanCovered 
Usage

SavingsPlanNegation

lineItem/ 
UsageStartDate

2019-10-10T00:00:0 
0Z

2019-10-10T00:00:0 
0Z

2019-10-10T00:00:0 
0Z

lineItem/ 
UsageEndDate

2019-10-10T01:00:0 
0Z

2019-10-10T01:00:0 
0Z

2019-10-10T01:00:0 
0Z

lineItem/ 
ProductCode

AmazonEC2 AmazonEC2 AmazonEC2

lineItem/ 
UsageType

BoxUsage:t3.nano BoxUsage:t3.nano BoxUsage:t3.nano

lineItem/ 
UsageAmount

1 0.5 -1.5
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lineItem/ 
UnblendedCost

0.0052 0.0026 -0.0078

lineItem/ 
LineItemD 
escription

$0.0052 per On 
Demand Linux t3.nano 
Instance Hour

$0.0052 per On 
Demand Linux t3.nano 
Instance Hour

SavingsPlanNegatio 
n used by AccountId : 
5555555555555 
and UsageSku : 
K7ERD2Q28 
HHU97DT

SavingsPlan/
SavingPlanARN

arn:aws:savingspla 
ns:: 5555555555555: 
savingsplan/bc1d08fd

arn:aws:savingspla 
ns:: 5555555555555: 
savingsplan/bc1d08fd

arn:aws:savingspla 
ns:: 5555555555555: 
savingsplan/bc1d08fd

savingsPlan/
SavingsPlanRate

0.0026 0.0026  

savingsPlan/
SavingsPlanEffe 
ctiveCost

0.0026 0.0013  

使用量が、Savings Plans コミットメントでカバーできる範囲を超えた場合、カバーされな
い使用量は依然として [Usage] (使用量) 明細項目として表示され、カバーされた使用量は
[SavingsPlanCoveredUsage] として、対応する [SavingsPlanNegation] 明細項目と共に表示され
ます。

予約を理解する

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) を使用して、リザーブドインスタンス (RI) の使用率、
料金、割り当てを追跡できます。このセクションでは、予約について詳しく説明します。

トピック

• 予約の明細項目を理解する

• 償却された予約データを理解する

• Amazon EC2 のサイズフレキシブル予約の監視

• オンデマンドキャパシティー予約のモニタリング
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予約の明細項目を理解する

RI では、オンデマンドインスタンスの料金と比べて大幅な割引を受けられます。RI は物理インスタ
ンスではありません。アカウントでのオンデマンドインスタンスの使用に適用される請求割引です。
これらのオンデマンドインスタンスは、請求の割引のメリットを得るために特定の属性に一致する必
要があります。

トピック

• 前払い料金

• 調整手数料

• 定額月額 RI 料金

• RI 割引特典

• Reserved Instance type

• リザーブドインスタンスのメリットはインスタンスの使用に適用されます

Note

次の表では、わかりやすくするために CUR AWS の列と行が変換されています。最初の列の
値はレポートのヘッダーを表します。これらの例には、いくつかのキー CUR AWS 列のみが
含まれます。他の CUR AWS 列の詳細については、「」を参照してくださいデータディク
ショナリ。

前払い料金

[料金] 明細項目は、RI の All Upfront または Partial Upfront を購入した場合に請求書に追加
されます。

次の表は、この 1 回限りの料金が一部の CUR AWS 列にどのように表示されるかを示しています。

lineItem/LineItemType Fee

lineItem/ProductCode AmazonEC2

lineItem/UsageStartDate 2016-01-01T00:00:00Z
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lineItem/LineItemDescription Sign up charge for subscription: 363836886, 
planId: 1026576

lineItem/UnblendedCost 68

Reservation/ReservationARN arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:r 
eserved-instances/f8c204c1-dd48-43f1-adb8-
f88aa61e0dea

調整手数料

コンバーティブルリザーブドインスタンスを交換する場合、元のリザーブドインスタンスと新しい
リザーブドインスタンスの交換に関連する費用 (調整手数料) も、料金明細項目として請求書に追加
されます。調整手数料については、reservation/ReservationARN 列は reserved-instance-exchange/
riexを含んでいます。

次の表は、コンバーティブルリザーブドインスタンスを交換する際の調整手数料を示しています。

lineItem/ 
LineItemType

lineItem/ 
ProductCode

lineItem/ 
UsageStar 
tDate

lineItem/ 
LineItemD 
escription

lineItem/ 
Unblended 
Cost

Reservati 
on/Reserv 
ationARN

Fee AmazonEC2 2016-01-0 
1T00:00:00Z

    arn:aws:e 
c2:eu-wes 
t-1:01234 
5678901:r 
eserved-i 
nstance-e 
xchange/r 
iex-examp 
lef-5d71- 
4215-886f 
-17a3f64e 
a972
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定額月額 RI 料金

[RI 料金] 明細項目には、その月に適用された、関連付けられた RI の定額月額料金が表示されます。
[料金] は、まず購入日の請求書に追加され、そしてそれ以降の各請求期間の最初の日に追加されま
す。

[RI 料金] は、割引された時間料金を月ごとの時間数で乗算して計算されます。

次の表は、定期的な月額料金がどのようにレポートに表示されるかを示しています。

lineItem/LineItemType RI 料金

lineItem/ProductCode AmazonEC2

lineItem/UsageStartDate 2016-01-01T00:00:00Z

lineItem/UsageType HeavyUsage: m4.large

lineItem/LineItemDescription USD 0.0309 hourly fee per Linux/UNIX 
(Amazon VPC), m4.large instance

lineItem/NormalizationFactor 4

lineItem/UnblendedCost 23

Reservation/AvailabilityZone  

Reservation/ReservationARN arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:r 
eserved-instances/f8c204c1-dd48-43f1-adb8-
f88aa61e0dea

Reservation/TotalReservedunits 744

Reservation/TotalReservedNormalizedUnits 2976

アベイラビリティーゾーンまたは AWS リージョン リージョンの範囲を持つ RIs では、月額料金の
定期的な記録が異なります。アベイラビリティーゾーンを範囲とする RI の場合、対応するアベイラ
ビリティーゾーンは reservation/AvailabilityZone列に表示されます。リージョン範囲がある RI の場
合、[reservation/AvailabilityZone] の列は空になります。リージョン範囲がある RI は、インスタンス
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サイズを示す lineitem/NormalizationFactor および reservation/TotalReservedNormalizedUnits 列の値
を持っています。

Note

定期的なRI手数料は、SavingsPlanの定期手数料とは異なる方法で計算されます。定
期的な RI 料金は月額料金ですが、SSavingsPlanRecurringFee は1時間ごとの料金で
す。SavingsPlanの定期手数料については、を参照してください。Savings Plans について

RI 割引特典

割引使用量の明細項目は、一致する RI 割引特典を受け取ったインスタンスの使用状況を記述
し、RIs の 1 つに一致する使用状況がある場合に請求書に追加されます。 は、一致する使用状況に
基づいて RI 割引特典 AWS を計算します。たとえば、インスタンス予約に一致するインスタンスの
使用などです。対応する使用料がある場合、使用料の明細項目に関連するコストは常に 0 となりま
す。これは、RI に関連する料金がすでにそのほかの 2 つの明細項目で課金されているためです (前払
い料金と定期的な月額料金)。

次の表は、RI の割引特典が適用された使用料の例を示しています。

lineItem/LineItemType DiscountedUsage

lineItem/ProductCode AmazonEC2

lineItem/UsageStartDate 2016-01-01T00:00:00Z

lineItem/UsageType BoxUsage:m4.large

lineItem/LineItemDescription Linux/UNIX (Amazon VPC), m4.large Reserved 
Instance applied

lineItem/ResourceId i-1bd250bc

lineItem/AvailabilityZone us-east-1b

lineItem/NormalizationFactor 4

lineItem/NormalizedUsageAmount 4
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lineItem/UnblendedRate 0

lineItem/UnblendedCost 0

Reservation/ReservationARN arn:aws:ec2:us-east-1:123456789012:r 
eserved-instances/f8c204c1-dd48-43f1-adb8-
f88aa61e0dea

Amazon EC2 の [DiscountedUsage] 列にある [UsageAmount] の値が実際の使用時間数です。
[NormalizedUsageAmount] の値は、[UsageAmount] の値を [NormalizationFactor] の値で乗算した値
です。[NormalizationFactor] の値は、インスタンスのサイズによって決まります。RI の特典である
割引が対応する使用料の明細項目に適用された場合、reservation/ReservationARN列に表示される最
初の前払い料金と定期的な月額料金の Amazon リソースネーム (ARN) の値は、割引使用料の明細項
目の ARN の値と一致します。

正規化因子へのインスタンスサイズのマッピングの詳細については、「Amazon EC2 ユーザーガイ
ド」の「インスタンスサイズの変更のサポート」を参照してください。

Reserved Instance type

レポートの明細項目がスタンダードリザーブドインスタンスとコンバーティブルリザーブドインスタ
ンスのどちらに関連付けられているかを判断するには、そのlineItem/LineItemType 列を 料金 または
RI 料金 でフィルタリングします。次に、product/OfferingClassリザーブドインスタンスタイプを示
す列を確認します。

レポート項目が地域別リザーブドインスタンスと地域別リザーブドインスタンスのどちらに関連して
いるかを判断するには、reservation/AvailabilityZone列を確認してください。ゾーン型リザーブドイ
ンスタンスの場合、この列には対応するアベイラビリティーゾーンが表示されます。リージョンリ
ザーブドインスタンスの場合、この列は空です。

リザーブドインスタンスのメリットはインスタンスの使用に適用されます

どのインスタンス使用量項目がどのリザーブドインスタンスから恩恵を受けたかを把握するには、レ
ポートを次の 1 つまたは複数の列でフィルタリングできます。

• reservation/reservationARN: この列を予約 ARN でフィルタリングして、各項目にどのリザーブド
インスタンスリースが関連付けられているかを識別します。

• lineitem/ResourceId: この列を確認して、リザーブドインスタンスの対象となるリソースの ID を確
認してください。
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• lineitem/LineItemType: この列を「手数料」、「RI 手数料」、または「DiscountedUsage」で絞り
込むと、関連する手数料や特典を確認できます。

• lineitem/UsageType: この列を HeavyUsage でフィルタリングすると、RI 料金明細項目を識別でき
ます。または、この列を BoxUsage でフィルタリングして、DiscountedUsage 明細項目を識別し
ます。

• lineitem/UsageAmount: RI 料金の明細項目の場合、この列にはリザーブドインスタンスが適用され
た月の合計時間数が表示されます。DiscountedUsage 明細項目の場合、この列には、レポートの
設定方法に応じて、日単位または月単位でリザーブドインスタンスが特定のインスタンスに適用さ
れた合計時間数が表示されます。

サイズフレキシブルなリザーブドインスタンスでインスタンスの使用量に適用される標準化された単
位数を把握するには、レポートの lineitem/NormalizedUsageAmount 列を確認してください。この列
の値は、以下の列の積と等しくなります。

• lineitem/UsageAmount: この列には、従量制インスタンスの使用量が時間単位で表示されます。

• lineItem/NormalizationFactor: DiscountedUsage と RI 料金の明細項目の場合、この列にはインスタ
ンスに関連する正規化係数が表示されます。正規化因子の詳細については、「Amazon EC2 ユー
ザーガイド」の「正規化因子によって決定されるインスタンスサイズの柔軟性」を参照してくださ
い。

複数のアカウント AWS Organizations を持つ の場合、リザーブドインスタンスを購入または恩恵を
受けたアカウントを確認するには、次の列を確認してください。

• reservation/reservationARN: 予約 ARN を確認して、どのアカウントがリザーブドインスタンスを
購入したかを確認します。ARN にはアカウント ID が含まれます。

• lineitem/UsageAccountId: DiscountedUsage 明細項目の場合、この列には購入したリザーブドイン
スタンスから特典を受けたアカウント ID が示されます。

Note

リザーブドインスタンスは請求サブスクリプションであり、Amazon EC2 インスタンスのよ
うなリソースではありません。そのため、タグが付けられたリザーブドインスタンスは、タ
グ付けされたリソースのように明細項目を追加しません。DiscountedUsage の明細項目の場
合、タグはリザーブドインスタンスではなくタグ付けされたリソースに設定されます。
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特定のリザーブドインスタンスリースに関連する費用を特定するには、料金 または RI 料
金の明細項目をリース ID であるリザーブドインスタンス ARN でフィルタリングできま
す。リザーブドインスタンスのコストデータを整理するには、 AWS Cost Categories の使
用を検討してください。詳細については、「 AWS Billing ユーザーガイド」の AWS Cost 
Categoriesを使用したコストの管理」を参照してください。

償却された予約データを理解する

償却とは、1 回限りの予約をそのコストの影響を受ける請求期間で分散することです。償却により、
キャッシュベースの会計とは異なり、加算ベースの会計としてコストを表示できます。例えば、1 年
間の全前払いの RI で 365 USD を支払い、この RI を使用した合致するインスタンスがある場合、こ
のインスタンスは償却されて 1 日に 1 USD のコストとなります。

請求とコスト管理で償却コストの計算に使用するデータは、以下のコストと使用状況レポート列に表
示されます。

トピック

• リザーブドインスタンスのインベントリ

• 請求期間の償却データ

• リザーブドインスタンスの実質的なコスト

Note

すべてのリザーブドインスタンスの明細項目にすべての reservation/ 列が入力されるわけで
はありません。レポート内のreservation/ 列は、明細項目の種類に基づいて入力されます。例
えば、RI 料金 の明細項目が reservation/UnusedAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod 列に入
力されます。その間、「DiscountedUsage」明細項目が reservation/effectivecost 列に表示さ
れます。

リザーブドインスタンスのインベントリ

次の列を使用して、RI のインベントリを追跡できます。これらの列の値は RI サブスクリプション明
細項目 (RI Fee 明細項目) のみを表示し、RI を使用した実際のインスタンス分は表示しません。

列の説明とサンプル値の詳細については、「the section called “予約の詳細”」を参照してください。
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• reservation/UpfrontValue

• reservation/startTime

• reservation/endTime

• reservation/modificationStatus

請求期間の償却データ

次の列を使用すると、請求期間の RI の償却コストを理解できます。これらの列の値は RI サブスク
リプション明細項目 (RI Fee 明細項目) のみを表示し、RI を使用した実際のインスタンス分は表示
しません。

列の説明とサンプル値の詳細については、「the section called “予約の詳細”」を参照してください。

• reservation/amortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

• reservation/unusedQuantity

• reservation/unusedNormalizedUnitQuantity

• reservation/unusedRecurringFee

• reservation/unusedAmortizedUpfrontFeeForBillingPeriod

リザーブドインスタンスの実質的なコスト

次の列を使用すると、インスタンスレベルで実質的なコストを理解できます。この列の値は、インス
タンス使用状況明細項目 (Discounted Usage boxUsage 明細項目) のみを表示します。

列の説明とサンプル値の詳細については、「the section called “予約の詳細”」を参照してください。

• reservation/amortizedUpfrontCostForUsage

• reservation/recurringFeeForUsage

• reservation/effectiveCost

Amazon EC2 のサイズフレキシブル予約の監視

リージョンに適用される Amazon EC2 リザーブドインスタンスは、アベイラビリティーゾーンの柔
軟性とインスタンスサイズの柔軟性を提供します。アベイラビリティーゾーンの柔軟性を提供するリ
ザーブドインスタンスでは、リージョン内の任意のアベイラビリティーゾーンでの使用に割引が提供
されます。インスタンス サイズの柔軟性を提供するリザーブド インスタンスでは、そのファミリー
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内のインスタンス サイズに関係なく、使用量の割引が提供されます。サイズフレキシブルリザーブ
ドインスタンスは、最小サイズのインスタンスに最初に適用されます。詳細については、「Amazon 
EC2 ユーザーガイド」の「リザーブドインスタンスが適用される仕組み」を参照してください。

リザーブドインスタンスによって提供されるインスタンスサイズの柔軟性が使用状況にどのように適
用されるかを理解するには、 lineItem/NormalizationFactor 列とlineItem/NormalizedUsageAmount 列
を参照してください。

Note

インスタンスサイズの柔軟性は、デフォルトテナンシーが設定されている Linux/Unix リー
ジョンリザーブドインスタンスでのみサポートされます。リージョンリザーブドインスタン
スのインスタンスサイズ柔軟性の制限の詳細については、「Amazon EC2 ユーザーガイド」
の「リージョンリザーブドインスタンスの適用方法」を参照してください。

コストと使用状況レポートでは、リザーブドインスタンスの使用量は、リザーブドインスタンスを購
入したアカウントにデフォルトで適用されます。購入したアカウントが 1 時間以内に使用できない
リザーブドインスタンス特典は、利用可能な利用可能なオンデマンドインスタンスの使用量に基づい
て、他の連結アカウントにも適用されます。

例

特定のリージョンで m4.xlarge RI を 1 つ購入します。この m4.xlarge RI は、同じリージョン内
のすべての m4 インスタンスの使用に自動的に適用できます。次の表で、 AWS は m4.xlarge を 2 
つの m4.large インスタンスに個別に適用しています。

lineItem/LineItemType RIFee 割引使用料 割引使用料

lineItem/ProductCode AmazonEC2 AmazonEC2 AmazonEC2

lineItem/UsageStar 
tDate

2016-01-01T00:00:0 
0Z

2016-01-01T00:00:0 
0Z

2016-01-01T00:00:0 
0Z

lineItem/UsageType HeavyUsage:m4.xlar 
ge

BoxUsage:m4.large BoxUsage:m4.large

lineItem/LineItemD 
escription

USD 0.0618 hourly 
fee per Linux/UNI 

Linux/UNIX (Amazon 
VPC), m4.large 

Linux/UNIX (Amazon 
VPC), m4.large 
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X (Amazon VPC), 
m4.xlarge instance

Reserved Instance 
applied

Reserved Instance 
applied

lineItem/ResourceId   i-1bd250bc i-1df340ed

lineItem/UsageAmou 
nt

  1 1

lineItem/Normaliza 
tionFactor

4 4 4

lineItem/Normalize 
dUsageAmount

  4 4

lineItem/Unblended 
Rate

  0 0

lineItem/Unblended 
Cost

46 0 0

Reservation/ 
ReservationARN

arn:aws:ec2:us-
east-1: 123456789 
012:reserved-insta 
nces /f8c204c1

arn:aws:ec2:us-
east-1: 123456789 
012:reserved-insta 
nces /f8c204c1

arn:aws:ec2:us-
east-1: 123456789 
012:reserved-insta 
nces /f8c204c1

Reservation/TotalR 
eservedUnits

744    

Reservation/TotalR 
eserved Normalize 
dUnits

5952    

この 2 つの m4.large 明細項目には別々の [Resource] があり、どちらも単一の m4.xlarge RI か
ら割引特典を受けます。これは、使用量の [reservationARN] 値と定期的な月額料の明細項目を一致
して表示されます。

RI 購入オプションの詳細については、「Amazon EC2 ユーザーガイド」の「課金の仕組み」を参照
してください。
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オンデマンドキャパシティー予約のモニタリング

キャパシティー予約を使用すると、特定のアベイラビリティーゾーンで任意の期間にわたって 
Amazon EC2 インスタンスのキャパシティーを予約できます。これにより、リージョンのリザーブ
ドインスタンス (RI) で提供される請求割引とは別に、キャパシティー予約を作成および管理できま
す。請求割引の利点を享受するために、リージョンの RI をキャパシティー予約と組み合わせて使用
できます。

キャパシティー予約の明細項目

AWS CUR データディクショナリで定義されている一部の列を使用して、キャパシティ予約を追跡で
きます。以下の列は、キャパシティー予約にも使用されます。

このセクションでは、これらの明細項目を定義し、さらにキャパシティー予約に固有の補足的な定義
を示します。

コストと使用状況レポートの列の説明の詳細については、the section called “明細項目の詳細” を参照
してください。

A | B | C | D | E | F | G | H | I | J | K | L | M | N | O | P | Q | R | S | T | U | VWXYZ

B

lineItem/BlendedRate

[UsageType] が [Reservation] または [DedicatedRes] のキャパシティー予約の場合、[BlendedRate]
は 0 です。これは、キャパシティー予約のコストが、キャパシティー予約自体ではなく、キャパシ
ティーを提供するインスタンスに関連付けられているためです。

R

lineItem/ResourceId

コストと使用状況レポートの作成時に lineItem/ResourceId を含めると、[ResourceId] 列
を使用してキャパシティー予約を識別して追跡できます。キャパシティー予約の ResourceId
は、UnusedBox、UnusedDed、Reservation、および DedicatedRes の UsageTypes でのみキャプ
チャされます。

キャパシティー予約のリソース ID には常にcr-が含まれます。リソース ID の形式は次のとおりで
す。
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arn:aws:ec2:<region>:<account id>:<capacity-reservation>/cr-0be443example1db6f

U

lineItem/UnblendedCost

BlendedRate に UsageAmount を乗じた値。

lineItem/UnblendedRate

[UsageType] が [Reservation] または [DedicatedRes] のキャパシティー予約の場
合、[UnblendedRate] は 0 です。これは、キャパシティー予約のコストが、キャパシティー予約自体
ではなく、キャパシティーを提供するインスタンスに関連付けられているためです。

lineItem/UsageAmount

使用したキャパシティー予約の量。キャパシティー予約ごとに 1 時間に複数のスロットを使用で
き、1 時間にわたり、予約を使用する複数のインスタンスを実行できます。したがって、1 時間に複
数のインスタンス時間を使用できます。[UsageAmount] は、明細項目で対象となるインスタンスス
ロットの数を明細項目で対象となる時間数で掛けて計算されます。

lineItem/UsageType

使用した特定の予約の量。Amazon EC2 の場合、オプションは以下のとおりです。

lineItem/lineitemtype = BoxUsage

この UsageType の場合、UsageAmount 列は、使用したインスタンスのインスタンス時間の量で
す。

例えば、レポートの対象時間が 1 時間で、そのキャパシティー予約の明細項目が 10 個のインスタ
ンスをカバーできるとします。レポートの対象時間中に 2 個のインスタンススロットを使用した場
合、[BoxUsage] の [UsageAmount] は、予約して使用したインスタンス時間数を示します。この場
合、2 (使用したインスタンススロットの数) に 1 時間 (レポートの対象時間) を乗算して、合計 2 と
なります。1 日を対象とするレポートの場合、[UsageAmount] は、2 に 24 を乗算して合計 48 にな
ります。

DedicatedRes

[UsageType] が [DedicatedRes] の場合、[UsageAmount] 列には、予約した専用キャパシティー予約
のインスタンス時間数が表示されます。
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予約する

[UsageType] が [Reservation] の場合、[UsageAmount] 列には、予約したキャパシティー予約のイン
スタンス時間数が表示されます。

例えば、レポートの対象時間が 1 時間で、そのキャパシティー予約の明細項目が 10 個のインスタン
スをカバーできる場合、[Reservation] の [UsageAmount] は、予約したインスタンススロットの数を
示します。この場合、10 (使用可能なインスタンススロットの数) に 1 時間 (レポートの対象時間) を
乗算して、合計 10 となります。1 日を対象とするレポートの場合、[UsageAmount] は、10 に 24 を
乗算して合計 240 になります。

UnusedBox

[UsageType] が [UnusedBox] の場合、[UsageAmount] 列には、予約したが使用しなかったキャパシ
ティー予約のインスタンス時間数が表示されます。

例えば、レポートの対象時間が 1 時間で、そのキャパシティー予約の明細項目が 10 個のインスタン
スをカバーできるとします。レポートの対象時間中に 8 個のインスタンススロットを使用しなかっ
た場合、[UnusedBox] の [UsageAmount] は、予約したが使用しなかったインスタンス時間数を示し
ます。この場合、8 (使用していないインスタンススロットの数) に 1 時間 (レポートの対象時間) を
乗算して、合計 8 となります。1 日を対象とするレポートの場合、[UsageAmount] は、8 に 24 を乗
算して合計 192 になります。

UnusedDed

[UsageType] が [UnusedDed] の場合、[UsageAmount] 列には、予約したが使用しなかった専用キャ
パシティー予約のインスタンス時間数が表示されます。

データ転送料金について

CUR の AWS lineItem/UsageType列を使用して AWS データ転送料金を特定できます。

Note

データ転送料金は、 AWS 使用するサービスと転送元の地域によって異なる場合があり
ます。詳細な料金情報については、サービスの料金表ページを参照してください。例え
ば、Amazon EC2 データ転送の詳細な料金情報については、Amazon EC2 オンデマンド料
金を参照してください。
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AWS リージョン内のデータ転送

同じ AWS リージョン内のアベイラビリティーゾーン間のデータ転送の UsageType は ですRegion-
DataTransfer-Regional-Bytes。例えば、USE2-DataTransfer-Regional-Bytes使用タイ
プによって、米国東部 (オハイオ) リージョンのアベイラビリティーゾーン間のデータ転送の料金が
決まります。

特定のリソースについては、 AWS リージョン内のデータ転送におけるインバウンドトラフィックと
アウトバウンドトラフィックの両方に対して課金されます。つまり、従量制リソースごとに、データ
転送ごとに 2 DataTransfer-Regional-Bytes つの明細項目が表示されます。一部のサービスで
はリージョン内のトラフィックが無料で発生するため、詳細についてはサービスの料金ページを確認
してください。

AWS リージョン間のデータ転送

異なる AWS リージョン間のデータ転送には、次の使用タイプを使用できます。

• Source Region-Destination Region-AWS-In-Bytes: 転送先リージョンへの別の特定の 
AWS リージョンからの受信データ転送を測定します。

• Source Region-Destination Region-AWS-Out-Bytes: ソースリージョンから別の特定の 
AWS リージョンへの送信データ転送を測定します。

• Source Region-AWS-In-Bytes: この使用タイプは、VPC ピアリングを使用してトラフィック
が流れる場合に表示されます。

• Source Region-AWS-Out-Bytes: この使用タイプは、VPC ピアリングを使用してトラフィッ
クが流れる場合に表示されます。

リソースごとに、 AWS リージョン間のデータ転送はレポート内の 2 つの明細項目に対応します。

• 転送先のリージョンに転送されるデータの 1 つの明細項目

• ソースリージョンから転送されるデータの明細項目。

転送先のリージョンに転送されたデータには料金はかかりません。データ転送料金は、転送元リー
ジョンから転送されるデータによって決まります。

例えば、USE2リージョンからAPS3リージョンへのデータ転送には、APS3-USE2-AWS-In-Bytes明
細項目とUSE2-APS3-AWS-Out-Bytes明細項目の両方が含まれます。APS3-USE2-AWS-In-
Bytesこの明細項目には対応する料金はありません。USE2-APS3-AWS-Out-Bytesデータ転送料金
は明細項目に関連付けられています。
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インターネットへのデータ転送。

からインターネット AWS へのデータ転送の UsageType は ですRegion-DataTransfer-Out-
Bytes。例えば、USE2-DataTransfer-Out-Bytes使用タイプによって、USE2リージョンからイ
ンターネットへのデータ転送の料金が決まります。

インターネットからへのデータ転送には料金はかかりません AWS。

Note

リージョンプレフィックスが付いていないデータ転送使用タイプ (DataTransfer-
Regional-Bytesやなど) はDataTransfer-Out-Bytes、米国東部 (バージニア北部) リー
ジョンからのデータ転送を表します。

Direct Connect トラフィック

Direct Connect パブリック仮想インターフェイスを介したデータ転送には、 DataXfer-Inまたは 
で終わる使用タイプがありますDataXfer-Out。

Direct Connect プライベートまたはトランジット仮想インターフェイスを介したデータ転送には、
DataXfer-In:dc.3 または で終わる使用タイプがありますDataXfer-Out:dc.3。

S3 Transfer Acceleration

S3 転送アクセラレーションを使用した Amazon S3 データ転送には、ABytes次のような使用タイプ
があります。

• Amazon S3 と Amazon EC2 の間: C3DataTransfer-In-ABytes または C3DataTransfer-
Out-ABytes で終わる使用タイプ

• Amazon S3 とインターネット間: DataTransfer-In-ABytesまたは DataTransfer-Out-
ABytes で終わる使用タイプ

• Amazon S3 とCloudFront の間: CloudFront-In-ABytes または CloudFront-Out-ABytes で
終わる使用タイプ

• 異なる AWS リージョンの Amazon S3 バケット間: の使用タイプ Source 
Region-Destination Region-AWS-Out-ABytes
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CloudFront トラフィック

CloudFront データ転送の使用タイプは、Region-DataTransfer-Out-BytesRegion-
DataTransfer-Out-OBytesまたは製品コードと組み合わせたものです。AmazonCloudFront使
用タイプのリージョンプレフィックスは、データ転送に使用される CloudFront Edge ロケーション
を指します。例えば、AP-DataTransfer-Out-Bytes 使用タイプによって、AP リージョンからイ
ンターネットへのデータ転送の料金が決まります。

Tip

lineItem/ProductCodeこの列を使用して、CloudFront のデータ転送とインターネットへの
データ転送を区別します。これらのデータ転送タイプの使用タイプは似ています。

分割コスト配分データを理解する

コストと使用状況レポート (AWS CUR) を使用して、Amazon ECS と Amazon EKS コンテナのコス
トを追跡できます。分割コスト配分データを使用すると、コンテナワークロードが共有のコンピュー
ティングリソースとメモリリソースをどのように消費しているかに基づいて、コンテナコストを個々
のビジネスユニットやチームに割り当てることができます。分割コスト配分データは、新しいコン
テナレベルのリソース (ECS タスクと Kubernetes ポッド) のコストと使用状況データを AWS CUR 
に導入します。以前は、 AWS CUR は EC2 インスタンスレベルでのみコストをサポートしていまし
た。分割コスト配分データでは、各コンテナの EC2 インスタンスのリソース消費量を調べてコンテ
ナレベルのコストを生成し、インスタンスの償却コストと、インスタンス上で実行されたコンテナが
消費する CPU およびメモリリソースの割合に基づいてコストを生成します。

Amazon EKS で使用される高速コンピューティングインスタンスの場合、分割コスト配分データ
には、CPU とメモリに加えて、特殊なプロセッサへのリソース割り当てが含まれます。これに
は、NVIDIA および AMD GPUs、 AWS Trainium、および AWS Inferentia アクセラレーターが含ま
れます。この機能は Amazon EKS 環境でのみ使用でき、これらの高速コンピューティングリソース
のポッドレベルのリソース予約データを提供します。これにより、AI/ML アプリケーションやその他
の計算負荷の高いタスクなど、これらの特殊なプロセッサを使用するワークロードのコストを追跡
して割り当てることができます。高速コンピューティングインスタンスの最新のリストについては、
「高速コンピューティング」を参照してください。

分割コスト配分データでは、CUR 内のコンテナ化されたリソース ID (ECS タスクと Kubernetes 
ポッド) AWS ごとに新しい使用状況レコードと新しいコストメトリクス列が導入されます。詳細に
ついては、「明細の分割の詳細」を参照してください。
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分割コスト配分データを CUR AWS に含めると、CPU とメモリのコストを反映するために、ECS タ
スクと Kubernetes ポッドごとに 1 時間あたり 2 つの新しい使用状況レコードが追加されます。1 日
あたりの CUR AWS の新しい明細項目の数を見積もるには、次の式を使用します。

ECS の場合: (number of tasks * average task lifetime * 2) * 24

EKS の場合: (number of pods * average pod lifetime * 2) * 24

例えば、10 個の EC2 インスタンスからなるクラスターで 1 時間に 1,000 件のポッドが実行されて
おり、そのポッドの有効期間が 1 時間未満の場合、

(1000 * 1 * 2) * 24 = 48,000 new usage records in AWS CUR

高速コンピューティングインスタンスを使用する場合、他の測定オプションが有効になっていても、
デフォルトのリソースリクエストでアクセラレーター、CPU、メモリのコストが計算されます。1 日
あたりの CUR AWS の新しい明細項目の数を見積もるには、次の式を使用します。

高速コンピューティングを使用する EKS の場合: (number of pods * average pod lifetime 
* 3) * 24

例えば、10 個の EC2 インスタンスからなるクラスターで 1 時間に 1,000 件のポッドが実行されて
おり、各ポッドの有効期間が 1 時間未満の場合: (1000 * 1 * 3) * 24 = 72,000 new usage 
records in AWS CUR

Note

ECS の場合: AWS コスト配分タグについては、コストと使用状況レポートに Amazon ECS 
管理タグまたはユーザー追加タグを使用できます。これらのタグは、すべての新しい ECS 
分割コスト配分データ使用レコードに適用されます。詳細については、[課金用の ECS リ
ソースのタグ付け]を参照してください。
EKS の場合: 分割コスト配分データは、一部の Kubernetes 属性に新しい
コスト配分タグを作成します。これらのタグには、aws:eks:cluster-
name、aws:eks:deployment、aws:eks:namespace、aws:eks:node、aws:eks:workload-
name、aws:eks:workload-type が含まれます。

• aws:eks:cluster-name、aws:eks:namespace、aws:eks:node には、クラス
ター、名前空間、ノードの名前が遡及的に入力されます。

• aws:eks:workload-type は、ポッドを管理するワークロードが 1 つだけあり、組
み込みワークロードの 1 つである場合にのみ入力されます。ワークロードタイプには
ReplicaSet、StatefulSet、Job、DaemonSet、ReplicationController のいず
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れかが含まれ、aws:eks:workload-name にはワークロードの名前が含まれます。詳細
については、「Kubernetes ドキュメント」の「ワークロード」を参照してください。

• aws:eks:deployment はワークロードタイプ ReplicaSet にのみ入力されま
す。ReplicaSet を作成するのはデプロイです。

これらのタグは、すべての新しい EKS 分割コスト配分データ使用レコードに
適用されます。これらのタグは、デフォルトでコスト配分が有効になっていま
す。aws:eks:cluster-name タグを以前に使用および無効にした場合、分割コスト配分
データはこの設定を保持し、タグを有効にしません。これは、[コスト配分タグ] コンソール
ページから有効にできます。

分割コスト配分データを有効にする

Note

分割コスト配分データは Cost Explorer では使用できません。従来のコストと使用状況レ
ポート (CUR)、およびデータエクスポートを備えたコストと使用状況レポート 2.0 (CUR 
2.0) で使用できます。

コスト管理の設定でコスト配分データを分割するよう選択することが前提条件です。

コスト配分データの分割をオプトインするには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で Billing and Cost Management コンソール
を開きます

2. ナビゲーションペインで [コスト管理の設定] を選択します。

3. [全般] の [コスト配分データの分割] セクションで、次のいずれかを選択します。

• Amazon ECS にのみオプトインする場合は [Amazon Elastic Container Service (Amazon 
ECS)]。

• Amazon EKS にのみオプトインする場合は [Amazon Elastic Kubernetes Service (Amazon 
EKS)]。Amazon EKS の場合は、次のいずれかを選択します。

• リソースリクエスト: Amazon EC2 は Kubernetes ポッド CPU とメモリリソースによって
のみ割り当てられます。これにより、アプリケーションチームは必要なもののみをプロビ
ジョニングできます。
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• Amazon Managed Service for Prometheus: Kubernetes ポッドの CPU とメモリのリソー
ス要求と実際の使用率のいずれか高い方に基づいて Amazon EC2 のコストが割り当て
られます。これにより、各アプリケーションチームが使用した分だけ支払うことになり
ます。Amazon Managed Service for Prometheus のセットアップの詳細については、
「Amazon Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の「Setting up」を参照して
ください。

前提条件: ですべての機能を有効にする必要があります AWS Organizations。詳細について
は、「Organizations ユーザーガイド」の「組織内のすべての機能の有効化」を参照してく
ださい。

• Amazon CloudWatch Container Insights: これにより、共有 EC2 インスタンスを使用して複
数のアプリケーションコンテナを実行しているクラスターのコストをより詳細に可視化でき
るため、EKS クラスターの共有コストのコスト配分が向上します。

Note

• 通常のアカウントと支払者アカウントのみが AWS Cost Management 設定にアクセスで
き、コスト配分データの分割をオプトインできます。オプトインすると、メンバーアカウ
ントはコストと使用状況レポートのデータを表示できます。

• リソースリクエストを選択すると、メモリと CPU リクエストで設定されたポッドのみが
分割コスト配分データに使用されます。使用をリクエストしていないポッドには、分割コ
ストデータが表示されません。

• Amazon Managed Service for Prometheus を選択した場合は、 AWS Organizations のすべ
ての機能を有効にする必要があります。詳細については、「組織内のすべての機能の有効
化」を参照してください。さらに、分割コスト配分データでは、サービスにリンクされた
ロールで使用する新しいポリシーが作成されます。これで、分割コスト配分データによっ
て使用または管理される AWS サービスやリソースにアクセスできるようになります。

• 高速コンピューティングインスタンスでは、[リソースリクエスト] オプションのみが
サポートされています。これらのインスタンスでは、Amazon Managed Service for 
Prometheus も Amazon CloudWatch Container Insights もサポートされていません。高
速コンピューティングインスタンスを使用する場合、他の測定オプションが有効になっ
ている場合でも、システムはデフォルトでリソースリクエストになり、アクセラレー
ター、CPU、メモリのコストを計算します。
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オプトインすると、レポート作成のステップ 1 でコンテナレベルのリソースのコストと使用状況
データをレポートに含めるか、後でレポートの詳細を編集してレポートに含めるかを選択できます。

コストと使用状況のデータをレポートに含めるには

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. 新しいレポートを作成するか、既存のレポートを編集するかにかかわらず、[レポートの詳細を
指定] ページの [レポートコンテンツ] で [コスト配分データの分割] を選択します。

Note

CUR API または AWS Command Line Interface (CLI) AWS を使用して、分割コスト配分デー
タの設定を管理することもできます。

分割コスト配分データにより、一括決済ファミリー全体 (支払いアカウントと連結アカウント) のす
べての Amazon ECS と Amazon EKS のコンテナオブジェクトのコストを可視化できます。分割コ
スト配分データを有効にすると、タスクとコンテナが自動的にスキャンされます。コンテナワーク
ロードのテレメトリ使用状況データを取り込み、当月の詳細なコストデータを準備します。

Note

CUR にデータが表示されるまでに最大 24 AWS 時間かかる場合があります。

Billing and Cost Management 管理コンソールページへのアクセス権の管理の詳細については、「ア
クセス権限の管理の概要」を参照してください。

Cost Explorer AWS Cost Management の設定とアクセスの制御については、Cost Explorer へのアク
セスの制御」を参照してください。 Cost Explorer

分割コスト配分データの例

次の例の目的は、個々の Amazon ECS サービス、Amazon ECS クラスター内のタスク、Amazon 
EKS クラスター内の Kubernetes 名前空間とポッドのコストを計算することによって、分割コスト割
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り当てデータがどのように計算されるかを示すことです。例全体で使用されている料金は、説明のみ
を目的としています。

Note

この例では、Amazon EKS クラスターで実行されている Kubernetes 名前空間とポッドを示
しています。その後、Amazon ECS クラスターで実行されている Amazon ECS サービスと
タスクに同じコストモデルを適用できます。

1 時間あたりの使用量は以下のとおりです。

• 2 つの名前空間と 4 つのポッドで構成される単一インスタンス (m5.xlarge) 共有クラスターで、1 
時間稼働します。

• インスタンス構成は 4 vCPU と 16 GB です。

• インスタンスの償却コストは 1 時間あたり 1 USD です。

分割コスト配分データでは、CPU とメモリの相対的な単位重量を 9:1 の比率で計算しています。
これは、の vCPU 1 時間あたりの料金と 1 時間あたり GB あたりの料金から算出されます。AWS 
Fargate

ステップ 1: CPU とメモリの単価を計算する

Unit-cost-per-resource = Hourly-instance-cost/((Memory-weight * Memory-
available) + (CPU-weight * CPU-available))

= 1ドル/ ((1 * 16GB) + (9 * 4vCPU)) = 0.02 ドル

Cost-per-vCPU-hour = CPU-weight * Unit-cost-per-resource

= 9 * 0.02 ドル = 0.17 ドル

Cost-per-GB-hour = Memory-weight * Unit-cost-per-resource

= 1 * 0.02 ドル = 0.02 ドル
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Instance Instance 
type

vCPU-avai 
lable

Memory-av 
ailable

Amortized 
-cost-per-
hour

Cost-per- 
vCPU-hour

Cost-per- 
GB-hour

Instance1 m5.xlarge 4 16 1 USD 0.17 USD 0.02 USD

ステップ 2: 割り当てられた容量とインスタンスの未使用容量を計算する

• 割り当て済み容量:親 EC2 インスタンスから Kubernetes ポッドに割り当てられたメモリと 
vCPU。使用済み容量とリザーブドキャパシティの最大値として定義されます。

Note

メモリまたは vCPU の使用状況データがない場合は、代わりに予約データが使用されま
す。詳細については、「Amazon ECS 使用状況レポート」または「Amazon EKS コストモ
ニタリング」を参照してください。

• インスタンスの未使用容量: vCPU とメモリの未使用容量。

Pod1-Allocated-vCPU = Max (1 vCPU, 0.1 vCPU) = 1 vCPU

Pod1-Allocated-memory = Max (4 GB, 3 GB) = 4 GB

Instance-Unused-vCPU = Max (CPU-available - SUM(Allocated-vCPU), 0)= 最大値 
(4 — 4.9、0) = 0

Instance-Unused-memory = Max (Memory-available - SUM(Allocated-memory), 0)= 
最大 (16 — 14、0) = 2 GB

この例では、インスタンスの CPU がサブスクリプションを超えています。これは、予約されたもの
よりも多くの vCPU を使用した Pod2 に起因します。

Pod 
name

Namespace Reserved- 
vCPU

Used-
vCPU

Allocated 
-vCPU

Reserved- 
memory

Used-
memory

Allocated 
-memory

Pod1 Namespace 
1

1 0.1 1 4 3 4
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Pod 
name

Namespace Reserved- 
vCPU

Used-
vCPU

Allocated 
-vCPU

Reserved- 
memory

Used-
memory

Allocated 
-memory

Pod2 Namespace 
2

1 1.9 1.9 4 6 6

Pod3 Namespace 
1

1 0.5 1 2 2 2

Pod4 Namespace 
2

1 0.5 1 2 2 2

Unused Unused     0     2

        4.9     16

ステップ 3: 分割使用率を計算する

• 分割使用率: EC2 インスタンスで使用可能な CPU またはメモリ全体に対する Kubernetes ポッド
が使用している CPU またはメモリの割合。

• 未使用率: EC2 インスタンスで使用されている CPU またはメモリ全体の (つまり、インスタンス
の未使用の CPU またはメモリは考慮されていない) に対する Kubernetes ポッドが使用している 
CPU またはメモリの割合。

Pod1-vCPU-split-usage-ratio = Allocated-vCPU / Total-vCPU

= 1 vCPU/4.9vCPU = 0.204

Pod1-Memory-split-usage-ratio = Allocated-GB / Total-GB

= 4 ギガバイト/ 16ギガバイト = 0.250

Pod1-vCPU-unused-ratio = Pod1-vCPU-split-usage-ratio / (Total-CPU-split-
usage-ratio – Instance-unused-CPU) (インスタンス未使用 CPU が 0 の場合は 0 に設定)

= 0 (インスタンス未使用 CPU は 0 なので)

Pod1-Memory-unused-ratio = Pod1-Memory-split-usage-ratio / (Total-Memory-
split-usage-ratio – Instance-unused-memory) (インスタンス未使用メモリが 0 の場合は 
0 に設定)
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= 0.250/(1-0.125) = 0.286

Pod name Namespace vCPU-split-
usage-ratio

vCPU-unus 
ed-ratio

Memory-split-
usage-ratio

Memory-un 
used-ratio

Pod1 Namespace1 0.204 0 0.250 0.286

Pod2 Namespace2 0.388 0 0.375 0.429

Pod3 Namespace1 0.204 0 0.125 0.143

Pod4 Namespace2 0.204 0 0.125 0.143

Unused Unused 0   0.125  

    1   1  

ステップ 4: 分割コストと未使用コストの計算

• 分割コスト: Kubernetes ポッドによって割り当てられた CPU とメモリの使用量に基づく EC2 イ
ンスタンスコストの従量課金制コスト配分。

• 未使用インスタンスコスト: インスタンス上の未使用の CPU またはメモリリソースのコスト。

Pod1-Split-cost = (Pod1-vCPU-split-usage-ratio * vCPU-available * Cost-per-
vCPU-hour) + (Pod1-Memory-split-usage-ratio * Memory-available * Cost-per-
GB-hour)

= (0.204 * 4 vCPU * 0.17 ドル) + (0.25 * 16GB * 0.02 ドル) = 0.22 ドル

Pod1-Unused-cost = (Pod1-vCPU-unused-ratio * Instance-vCPU-unused-ratio 
* vCPU-available * Cost-per-VCPU-hour) + (Pod1-Memory-unused-ratio * 
Instance-Memory-unused ratio * Memory-available * Cost-per-GB-hour)

= (0 * 0 * 4 * 0.17 ドル) + (0.286 * 0.125 * 16 * 0.02 ドル) = 0.01 ドル

Pod1-Total-split-cost = Pod1-Split-cost + Pod1-Unused-cost

= 0.23 ドル
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Pod name Namespace Split-cost Unused-cost Total-split-cost

Pod1 Namespace1 0.22 USD 0.01 USD 0.23 USD

Pod2 Namespace2 0.38 USD 0.02 USD 0.40 USD

Pod3 Namespace1 0.18 USD 0.01 USD 0.19 USD

Pod4 Namespace2 0.18 USD 0.01 USD 0.19 USD

Unused Unused 0.04 USD    

    1 USD 0.04 USD 1 USD

サービスのコストは、各名前空間に関連するポッドのコストの合計です。

Namespace1 の合計コスト = $0.23 + $0.19 = $0.42

Namespace2 の合計コスト = $0.40 + $0.19 = $0.59

サンプル AWS CUR

請求期間中の EC2 インスタンスの使用量全体をカバーするSavings Plans をご利用の場合、償却コ
ストは savingsPlan/SavingsPlanEffectiveCost を使用して計算されます。

請求期間内の EC2 インスタンスの一部使用分をカバーするSavings Plans があり、残りの 
EC2 インスタンスの使用量がオンデマンド料金で請求される場合、EC2 インスタンスの償却
費用は savingsPlan/SavingsPlanEffectiveCost (SavingsPlanCoveredUsage の場合) + lineItem/
UnblendedCost (オンデマンド使用の場合) を使用して計算されます。
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高速インスタンスの分割コスト配分データの例

次の例の目的は、Amazon EKS クラスター内の Kubernetes 名前空間とポッドのコストを計算するこ
とによって、分割コスト割り当てデータがどのように計算されるかを示すことです。例全体で使用さ
れている料金は、説明のみを目的としています。

1 時間あたりの使用量は以下のとおりです。

• 2 つの名前空間で 4 つのポッドを実行している単一の EC2 インスタンス。各名前空間のコストを
把握できます。

• EC2 インスタンスは p3.16xlarge で、8 GPU、64 vCPU、488 GB の RAM を備えています。

• インスタンスの償却コストは 1 時間あたり 10 USD です。

分割コスト配分データは、GPU:(CPU: メモリ) の相対比率 9:1 に基づいてリソースあたりのコストを
正規化します。これは、GPU の単位のコストが CPU とメモリの単位の 9 倍であることを意味しま
す。CPU とメモリには 9:1 の重みが割り当てられます。非高速 EC2 インスタンスの場合、CPU:メ
モリの重みがデフォルトで 9:1 である、現在のデフォルトの動作が採用されます。

ステップ 1: 単価を計算する

EC2 インスタンスの CPU リソースとメモリリソースに基づき、上記の比率を使用して、分割コスト
配分データでは、最初に GPU あたりの単価、1 時間あたりの vCPU、1 時間あたりの GB を計算し
ます。

GPU-Weight =9

GPU+Memory-Weight =1

CPU-Weight=1*.9=.9
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Memory-Weight=1*0.1=0.1

Hourly-Instance-Cost=$10

GPU-Available=8

Memory-Available=488

CPU-Available=64

UnitCostPerResource = Hourly-Instance-Cost/(( GPU-Weight * GPU-Available) 
+ (Memory-Weight * Memory-Available) + (CPU-Weight * CPU-Available)) = $10/
((9*8gpu)+ (0.1 * 488GB) + (.9 * 64vcpu)) = $0.056

Cost-per-GPU-Hour = GPU-Weight * UnitCostPerResource = 9 * $0.056 = $0.504

Cost-per-vcpu-Hour = CPU-Weight * UnitCostPerResource = .9 * $0.056 = $0.05

Cost-per-GB-Hour = Memory-Weight * UnitCostPerResource = .1 * $0.056 = 
$0.00506

表 1: 単価の計算

イン
スタ
ンス

イン
スタ
ンス
タイ
プ

利用
可能
な 
vCPU

利用
可能
な 
GPU

** 利用
可能
なメ
モリ

1 時
間あ
たり
の償
却コ 
スト

vCPU 
1 時
間あ
たり
のコ
スト

GPU 
1 時
間あ
たり
のコ
スト

GB 1 
時間
あた
りの
コス
ト

イン
スタ
ンス 
1

p3.16xlar 
ge

64 8   488 10 
USD

0.05 
USD

0.50 
USD

0.005

ステップ 2: 割り当てられた容量と未使用の容量を計算する

割り当てられた容量

親 EC2 インスタンスから Kubernetes ポッドに割り当てられたGPU、vCPU、メモリ。予約済み
または使用済みの最大の容量として定義されます。
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インスタンスの未使用の容量

GPU、vCPU、メモリの未使用の容量

Pod1-Allocated-GPU = Max (1 GPU, 1 GPU) = 1 GPU

Pod1-Allocated-vcpu = Max (16 vcpu, 4 vcpu) = 16 vcpu

Pod1-Allocated-Memory = Max (100 GB, 60 GB) = 100 GB

Instance-Unused-GPU = Max (GPU-Available - SUM(Allocated-vcpu), 0)

= Max (8 – 8, 0) = 0

Instance-Unused-vcpu = Max (CPU-Available - SUM(Allocated-vcpu), 0)

= Max (16 – 18, 0) = 0

Instance-Unused-Memory = Max (Memory-Available - SUM(Allocated-Memory), 0)

= Max (488 – 440, 0) = 48 GB

この例では、インスタンスの CPU がサブスクリプションを超えています。これは、予約されたもの
よりも多くの GPU と vCPU を使用した Pod 2 に起因します。

表 2: 割り当て済みキャパシティと未使用のキャパシティの計算

ポッ
ド名

名前
空間

予約
済み 
vCPU

使用
済み 
vCPU

割り
当て
済み 
vCPU

予約
済み 
GPU

使用
済み 
GPU

割り
当て
済み 
GPU

予約
され
てい
るメ
モリ

使用
済み
メモ
リ

割り
当て
済み
メモ
リ

Pod 1 名前
空間 
1

16 4 16 1 1 1 100 60 100

Pod 2 名前
空間 
2

16 18 18 2 3 3 100 140 140
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ポッ
ド名

名前
空間

予約
済み 
vCPU

使用
済み 
vCPU

割り
当て
済み 
vCPU

予約
済み 
GPU

使用
済み 
GPU

割り
当て
済み 
GPU

予約
され
てい
るメ
モリ

使用
済み
メモ
リ

割り
当て
済み
メモ
リ

Pod 3 名前
空間 
1

16 4 16 2 1 2 100 60 100

ポッ
ド 4

名前
空間 
2

16 4 16 2 2 2 100 40 100

未使
用

未使
用

0 34 0 1 1 0 88 188 48

***   64 32 66 8 8 8 488 488 488

ステップ 3: 分割使用率と使用率を計算する

分割使用率

EC2 インスタンスで使用可能な CPU またはメモリ全体と比較した、Kubernetes ポッドが使用し
ている CPU またはメモリの割合。

未使用率

EC2 インスタンスで使用されている CPU またはメモリ全体の (つまり、インスタンスの未使用の 
CPU またはメモリは考慮されていません) に対する Kubernetes ポッドが使用している CPU また
はメモリの割合。

EC2 インスタンスで使用可能な CPU またはメモリ全体と比較した、Kubernetes ポッドが使用して
いる CPU またはメモリの割合。

Pod1-GPU-Utilization-Ratio = Allocated-GPU / Total-GPU

= 1 gpu / 8 gpu = 0.125

Pod1-vcpu-Utilization-Ratio = Allocated-vcpu / Total-vcpu
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= 16 vcpu / 66 vcpu = 0.24

Pod1-Memory-Utilization-Ratio = Allocated-GB / Total-GB

= 100 GB/ 488GB = 0.205

Pod1-GPU-Split-Ratio = Pod1-GPU-Utilization-Ratio / (Total-GPU-Utilization-
Ratio – Instance-Unused-GPU). Set to 0 if Instance-Unused-GPU = 0

= 0 since Instance-Unused-GPU is 0

Pod1-vcpu-Split-Ratio = Pod1-CPU-Utilization-Ratio / (Total-CPU-
Utilization-Ratio – Instance-Unused-CPU). Set to 0 if Instance-Unused-CPU = 
0

= 0 since Instance-Unused-CPU is 0

Pod1-Memory-Split-Ratio = Pod-Memory-Utilization-Ratio / (Total-
Utilization-Ratio – Instance-Unused-Memory). Set to 0 if Instance-Unused-
Memory = 0

= 0.204/ (1-0.102) = 0.227

表 3: 使用率の計算

ポッド名 名前空間 vCPU 使
用率

vCPU 分
割率

vCPU 使
用率

vCPU 分
割率

メモリ使
用率

メモリ分
割率

Pod 1 名前空間 
1

0.242 0 0.125 0 0.205 0.227

Pod 2 名前空間 
2

0.277 0 0.375 0 0.287 0.318

Pod 3 名前空間 
1

0.242 0 0.25 0 0.205 0.227

ポッド 4 名前空間 
2

0.242 0 0.25 0 0.205 0.227

未使用 未使用 0       0.098  
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ポッド名 名前空間 vCPU 使
用率

vCPU 分
割率

vCPU 使
用率

vCPU 分
割率

メモリ使
用率

メモリ分
割率

    1 0 1 0 1 1

ステップ 4: 分割コストと未使用コストの計算

分割コスト

Kubernetes ポッドによって割り当てられた CPU とメモリの使用量に基づく EC2 インスタンス
コストの従量課金制コスト配分。

未使用インスタンスのコスト

インスタンス上の未使用の CPU リソースまたはメモリリソースのコスト。

Pod1-Split-Cost = (Pod1-GPU-Utilization-Ratio * GPU-Available * Cost per 
GPU-Hour) + (Pod1-vcpu-Utilization-Ratio * vcpu-Available * Cost per vcpu-
Hour) + (Pod1-Memory-Utilization-Ratio * Memory-Available * Cost per GB-
Hour)

= (.125*8gpu*$0.504) + (0.242 * 64 vcpu * $0.05) + (0.204 * 488GB * 
$0.00506) = 0.504+ 0.774 + 0.503 = $1.85

Pod1-Unused-Cost = (GPU-Split-Ratio * Unused-Cost) + (vcpu-Split-Ratio * 
Unused-Cost) + (Memory-Split-Ratio * Unused-Cost)

= (0*0*8*$0.504) + (0 * $0.05) + (0.227 *.102*488GB*$.00506) = $0.06

Pod1-Total-Split-Cost = Pod1-Split-Cost + Pod1-Unused-Cost = $1.85 + $0.06 
= $1.91

[注意: 未使用コスト = 未使用使用率 * 合計リソース数 * リソースの時間単位のコスト]

表 4 - クラスター内で実行されているすべてのポッドについて 1 時間ごとに計算された分割コストと
未使用コストの概要

ポッド名 名前空間 分割コスト 未使用コスト 合計コスト

Pod 1 名前空間 1 1.85 USD 0.06 USD 1.91 USD
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ポッド名 名前空間 分割コスト 未使用コスト 合計コスト

Pod 2 名前空間 2 3.18 USD 0.09 USD 3.26 USD

Pod 3 名前空間 1 2.35 USD 0.06 USD 2.41 USD

ポッド 4 名前空間 2 2.35 USD 0.06 USD 2.41 USD

Total       10 USD

EKS でのコスト配分に Kubernetes ラベルを使用する

分割コスト配分データは、Amazon EKS クラスターのコスト配分タグとして Kubernetes ラベルをサ
ポートします。これらのラベルはユーザー定義のコスト配分タグとして自動的にインポートされます
が、管理アカウントレベルでのアクティブ化が必要です。アクティブ化したら、これらのラベルを使
用して、コストセンター、アプリケーション、ビジネスユニット、環境などのカスタム属性を利用し
て、コストと使用状況レポート (CUR) でポッドレベルのコストに属性を付けることができます。

この機能は、組織がチーム、プロジェクト、または部門間で共有 EKS 環境のコストを正確に追跡し
て割り当てるのに役立ちます。Kubernetes ラベルを使用すると、特定のビジネス要件と組織設計に
基づいて Kubernetes コストを割り当てることができます。

前提条件

分割コスト配分データで Kubernetes ラベルを使用するための前提条件は次のとおりです。

• Billing AWS and Cost Management コンソールで分割コスト配分データを有効にする必要がありま
す。これは、管理アカウントレベルで有効にする必要があります。詳細については、「分割コスト
配分データを有効にする」を参照してください。

• 分割コスト配分データを追跡する EKS クラスターが必要です。新しいクラスターを作成する
か、既存のクラスターを使用できます。詳細については、「Amazon EKS ユーザーガイド」の
「Amazon EKS クラスターを作成する」を参照してください。

• EKS クラスターのポッドにラベルを割り当てる必要があります。Kubernetes でラベルを作成
する方法の詳細については、「Kubernetes ドキュメント」の「ラベル (Labels) とセレクター 
(Selectors)」を参照してください。
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EKS での Kubernetes ラベルの操作

分割コスト配分データは、ポッドあたり最大 50 個の Kubernetes ラベルをサポートし、コスト配分
タグとしてインポートされる前にアルファベット順にソートされます。最初の 50 個を超えるラベル
は自動的に破棄されます。50 個のラベルの上限に達した後に新しいコスト配分タグを追加する必要
がある場合は、まず既存のラベルを削除し、アルファベット順にソートしたときに新しいラベルが最
初の 50 個以内に収まるようにする必要があります。

Note

一部の AWS マネージドサービスでは、EKS ポッドにラベルが自動的に追加されます。これ
らのラベルは、ポッドあたりの 50 個のラベルの上限にカウントされ、コスト配分タグペー
ジに表示されます。
Kubernetes ラベルにはサイズの制限はありませんが、コスト配分タグには特定の文字数制限
があります。タグキーは 128 文字、タグ値は 256 文字です。これらの文字数制限を超えるラ
ベルは破棄され、コスト配分タグとして表示されません。コスト配分を目的とする場合は、
これらの文字数制限に従うラベルを作成することをお勧めします。

インポートした Kubernetes ラベルはコスト配分タグとして表示され、支払者アカウントレベルでア
クティブ化する必要があります。コスト配分タグとアクティブ化の詳細については、「ユーザー定義
のコスト配分タグの使用」を参照してください。適用されるコスト配分タグの上限は、リソースあた
り 50 個のユーザー定義タグと、支払者アカウントごとに 500 個のユーザー定義タグです。システム
によって生成されたタグは、これらの上限にはカウントされません。

Note

ユーザー定義のタグを作成してリソースに適用した後、タグキーがコスト配分タグページに
表示されるまでに最大で 24 時間かかる場合があります。タグをアクティブ化すると、タグ
がアクティブになるまでにさらに 24 時間かかることがあります。

Kubernetes ラベルとコスト配分タグの管理

EKS で Kubernetes ラベルを追加、削除、編集したり、関連するコスト配分タグを非アクティブ化し
たりできます。以下に、各操作で予想される動作を示します。

新しいパネルを追加する
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ポッドに新しい Kubernetes ラベルを追加できます。ラベルの上限である 50 個に達していない場
合、新しいラベルをインポートし、コスト配分タグとして提供して、アクティブ化できます。ただ
し、上限の 50 個に達した場合、新しいラベルは最初の 50 個のラベルのアルファベット順に収まっ
てもインポートされません。新しいラベルをインポートするには、まず既存のコスト配分タグを非ア
クティブ化する必要があります。

ラベルの編集

Kubernetes では、ラベルキーを編集することはできません。ラベルキーを変更するには、そのキー
を削除して新しいラベルを追加する必要があります。ただし、次の CUR に反映されるラベル値を編
集することはできます。

ラベルの削除

EKS ポッドからラベルを削除できます。ラベルを削除しても、関連するコスト配分タグは自動的に
非アクティブ化されないことに注意してください。分割コスト配分データは、コスト配分タグを明示
的に非アクティブ化するまで CUR に入力され続けます。

コスト配分タグを非アクティブ化する

Kubernetes ラベルから作成されたコスト配分タグを非アクティブ化できます。非アクティブ化する
と、データはそれぞれの列に入力されなくなり、列は翌月の CUR から削除されます。

コスト配分用の Kubernetes ラベルを管理するためのベストプラクティス

Kubernetes ラベルは、共有コスト配分のモデリングに大きな柔軟性を提供します。この機能の可能
性を最大化するには、以下のベストプラクティスに従ってコスト管理アプローチを最適化することを
お勧めします。

ラベルの上限について

ポッドあたり 50 個のラベルの上限は、アルファベット順のソートに基づいています。コスト配分用
にインポートされるのは、アルファベット順に並べられた最初の 50 個のラベルのみです。重要なラ
ベルが確実に含まれるようにするには、ラベルがアルファベット順にソートされたときに重要なラベ
ルが最初の 50 個以内に表示されるように、ラベルの命名を慎重に計画してください。

文字数制限に従う

AWS コスト配分タグには次の文字制限があります。

• タグキー: 128 文字

• タグ値: 256 文字
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Kubernetes では長いラベルを使用できますが、これらの上限を超えるラベルはインポートされませ
ん。コスト配分の追跡を成功させるために、これらの上限内でラベルを設計します。

容量があるときに新しいラベルを追加する

ポッドが 50 個のラベルの上限に達しているときに、新しいコスト配分ラベルを追加する必要がある
場合は、次の手順に従います。

1. 既存のラベルを確認し、非アクティブ化するコスト配分タグを特定します。

2. 選択したタグを非アクティブ化します。

3. 新しいコスト配分ラベルを追加します。

4. 新しいラベルがアルファベット順にソートされた最初の 50 個のラベル内にあることを確認しま
す。

Note

コスト配分には、アルファベット順にソートされた最初の 50 個のラベルのみが使用されま
す。

Amazon Managed Service for Prometheus で分割コスト配分データを使用する

Amazon EKS のコストデータを分割するには、メモリや CPU 使用量などのメトリクスをクラスター
から収集して保存する必要があります。この目的には、Amazon Managed Service for Prometheus 
を使用できます。

分割コスト配分データにオプトインし、Amazon Managed Service for Prometheus ワー
クスペースが 2 つの必須メトリクス (container_cpu_usage_seconds_total と
container_memory_working_set_bytes) の受信を開始すると、分割コスト配分データはメト
リクスを認識し、自動的に使用します。

Note

2 つの必須メトリクス (container_cpu_usage_seconds_total と
container_memory_working_set_bytes) は、デフォルトの Prometheus スクレイプ設
定と、 AWS マネージドコレクターで提供されるデフォルト設定にあります。ただし、これ
らの設定をカスタマイズする場合は、container_cpu_usage_seconds_total および
container_memory_working_set_bytes メトリクスから、name、namespace、pod
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のラベルを再ラベル付けしたり、変更したり、削除したりしないでください。これらのラベ
ルの再ラベル付け、変更、修正、または削除を行うと、メトリクスの取り込みに影響する可
能性があります。

Amazon Managed Service for Prometheus を使用して、1 つのリージョンで 1 つの使用状況アカウ
ントから EKS メトリクスを収集できます。Amazon Managed Service for Prometheus ワークスペー
スは、そのアカウントとリージョンにある必要があります。コストをモニタリングする使用状況アカ
ウントとリージョンごとに、Amazon Managed Service for Prometheus インスタンスが 1 つ必要で
す。Amazon Managed Service for Prometheus ワークスペース内の複数のクラスターのメトリクス
は、同じ使用状況アカウントとリージョンにある限り収集できます。

以下のセクションでは、EKS クラスターから Amazon Managed Service for Prometheus ワークス
ペースに正しいメトリクスを送信する方法について説明します。

前提条件

分割コスト配分データで Amazon Managed Service for Prometheus を使用するための前提条件:

• Billing AWS and Cost Management コンソールで分割コスト配分データを有効にする必要があり
ます。詳細については、「Enabling split cost allocation data」を参照してください。コスト配分
データの分割にオプトインすると、各使用アカウントにサービスにリンクされたロールが作成さ
れ、そのアカウントの Amazon EKS クラスターメトリクスについて Amazon Managed Service for 
Prometheus にクエリが実行されます。詳細については、「分割コスト配分データのサービスにリ
ンクされたロール」を参照してください。

• 分割コスト配分データを追跡する EKS クラスターが必要です。新しいクラスターを作成する
か、既存のクラスターを使用できます。詳細については、「Amazon EKS ユーザーガイド」の
「Amazon EKS クラスターを作成する」を参照してください。

Note

後の手順で使用するために、EKS cluster ARN、security group IDs、さらに少な
くとも 2 つの subnet IDs (異なるアベイラビリティーゾーン内) が必要になります。
(任意) EKS クラスターの認証モードを API または API_AND_CONFIG_MAP に設定しま
す。

• EKS クラスターと同じアカウントとリージョンに Amazon Managed Service for Prometheus イ
ンスタンスが必要です。まだ持っていない場合は、作成する必要があります。Amazon Managed 
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Service for Prometheus インスタンスを作成する方法については、「Amazon Managed Service for 
Prometheus ユーザーガイド」の「Create a workspace」を参照してください。

Note

後の手順で使用するために Amazon Managed Service for Prometheus workspace 
ARN が必要です。

EKS メトリクスを Amazon Managed Service for Prometheus に転送する

EKS クラスターと Amazon Managed Service for Prometheus インスタンスがあれば、メトリクスを
クラスターからインスタンスに転送できます。メトリクスは 2 つの方法で送信できます。

• オプション 1: AWS マネージドコレクターを使用します。これは、EKS クラスターから Amazon 
Managed Service for Prometheus にメトリクスを送信する最も簡単な方法です。ただし、最大 30 
秒ごとにメトリックをスクレイピングするだけという制限があります。

• オプション 2: 独自の Prometheus エージェントを作成します。この場合、スクレイピング構成を
より細かく制御できますが、エージェントを作成した後に管理する必要があります。

オプション 1: AWS マネージドコレクターの使用

AWS マネージドコレクター (スクレイパー) を使用することは、EKS クラスターから Amazon 
Managed Service for Prometheus インスタンスにメトリクスを送信する最も簡単な方法です。次の
手順では、 AWS マネージドコレクターを作成する手順を示します。詳細については、「Amazon 
Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の「AWS managed collectors」を参照してくだ
さい。

Note

AWS マネージドコレクターの最小スクレイプ間隔は 30 秒です。有効期間の短いポッドがあ
る場合は、スクレイパー間隔を 15 秒に設定することをお勧めします。15 秒のスクレイパー
間隔を使用するには、オプション 2 を使用して独自の Prometheus エージェントを作成しま
す。

AWS マネージドコレクターを作成するには、次の 3 つのステップがあります。
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1. スクレイパー設定を作成します。

2. スクレイパーを作成します。

3. EKS クラスターを、スクレイパーがメトリクスにアクセスできるように設定します。

ステップ 1: 設定を作成する

スクレイパーを作成するには、スクレイパー設定が必要です。デフォルト設定を使用するか、独自の
設定を作成できます。スクレイパー設定を取得する 3 つの方法は次のとおりです。

• CLI AWS を使用してデフォルト設定を取得するには、以下を呼び出します。

aws amp get-default-scraper-configuration

• 独自の設定を作成します。詳細については、「Amazon Managed Service for Prometheus ユー
ザーガイド」の「Scraper configuration」を参照してください。

• 「Amazon Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の同じ「Scraper configuration」の
手順で提供されているサンプル設定をコピーします。

スクレイパー設定を編集して、スクレイプ間隔を変更したり、スクレイプされたメトリクスをフィル
タリングしたりできます。

スクレイピングされるメトリクスをフィルタリングして、分割コスト配分データに必要な 2 つのメ
トリクスを含めるには、次のスクレイパー設定を使用します。

global: 
   scrape_interval: 30s 
   #external_labels: 
     #clusterArn: <REPLACE_ME>
scrape_configs: 
  - job_name: kubernetes-nodes-cadvisor 
    scrape_interval: 30s 
    scrape_timeout: 10s 
    scheme: https 
    authorization: 
      type: Bearer 
      credentials_file: /var/run/secrets/kubernetes.io/serviceaccount/token 
    kubernetes_sd_configs: 
    - role: node 
    relabel_configs: 
    - regex: (.+) 
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      replacement: /api/v1/nodes/$1/proxy/metrics/cadvisor 
      source_labels: 
      - __meta_kubernetes_node_name 
      target_label: __metrics_path__ 
    - replacement: kubernetes.default.svc:443 
      target_label: __address__ 
    metric_relabel_configs: 
    - source_labels: [__name__] 
      regex: 'container_cpu_usage_seconds_total|container_memory_working_set_bytes' 
      action: keep

スクレイパー設定が完了したら、ステップ 2 で使用するために base64 でエンコードする必要
があります。設定はテキスト YAML ファイルです。ファイルをエンコードするには、https:// 
www.base64encode.org/ などのウェブサイトを使用します。

ステップ 2: スクレイパーを作成する

設定ファイルを作成したら、スクレイパーを作成する必要があります。前提条件セクションで説明
されている変数に基づいて、次の AWS CLI コマンドを使用してスクレイパーを作成します。<EKS-
CLUSTER-ARN>、<SG-SECURITY-GROUP-ID>、<SUBNET-ID> の各フィールドに EKS クラスター
の情報を使用し、<BASE64-CONFIGURATION-BLOB> を前のステップで作成したスクレイパー設定
に置き換え、<AMP_WORKSPACE_ARN> を Amazon Managed Service for Prometheus ワークスペー
ス ARN に置き換える必要があります。

aws amp create-scraper \  
--source eksConfiguration="{clusterArn=<EKS-CLUSTER-ARN>,securityGroupIds=[<SG-
SECURITY-GROUP-ID>],subnetIds=[<SUBNET-ID>]}" \  
--scrape-configuration configurationBlob=<BASE64-CONFIGURATION-BLOB> \  
--destination ampConfiguration={workspaceArn="<AMP_WORKSPACE_ARN>"}

ステップ 3 で使用するために返される scraperId を書き留めます。

ステップ 3: EKS クラスターを、スクレイパーがメトリクスにアクセスできるように設定する

EKS クラスターの認証モードが API または API_AND_CONFIG_MAP のいずれかに設定されている場
合、スクレイパーは自動的に正しいクラスター内アクセスポリシーを持ち、スクレイパーはクラス
ターにアクセスできます。これ以上の設定は必要なく、メトリクスは Amazon Managed Service for 
Prometheus に流れるはずです。

EKS クラスターの認証モードが API または API_AND_CONFIG_MAP に設定されていない場合は、
スクレイパーが ClusterRole および ClusterRoleBinding を介してメトリクスにアクセスできるよう
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にクラスターを手動で設定する必要があります。これらのアクセス許可を有効にする方法について
は、「Amazon Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の「Manually configuring an EKS 
cluster for scraper access」を参照してください。

スクレイパーがアクティブになったら、両方のメトリクス 
(container_cpu_usage_seconds_total と container_memory_working_set_bytes) が 
Amazon Managed Service for Prometheus ワークスペースにプッシュされていることを確認しま
す。

awscurl --service="aps" --region="<REGION>" "https://aps-
workspaces.<REGION>.amazonaws.com/workspaces/<WorkSpace_ID>/api/v1/label/__name__/
values"

出力:

{
"status": "success",
"data": [
"container_cpu_usage_seconds_total",
"container_memory_working_set_bytes",
"scrape_duration_seconds",
"scrape_samples_post_metric_relabeling",
"scrape_samples_scraped",
"scrape_series_added",
"up"
]
}

オプション 2: 独自の Prometheus エージェントを作成する

AWS マネージドコレクターを使用できない場合、または独自の Prometheus サーバーがすでにある
場合は、独自の Prometheus インスタンスをエージェントとして使用して EKS クラスターからメト
リクスをスクレイプし、Amazon Managed Service for Prometheus に送信できます。

独自の Prometheus インスタンスをエージェントとして使用する方法の詳細については、「Amazon 
Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の「Using a Prometheus instance as a 
collector」を参照してください。

以下は、Prometheus サーバースクレイプ間隔と分割コスト配分データに必要なコンテナメトリク
スを含む Prometheus スクレイプ設定の例です。ポッドの有効期間が短い場合は、デフォルトの 
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Prometheus サーバースクレイプ間隔を 30 秒から 15 秒に短縮することをお勧めします。この場
合、Prometheus サーバーのメモリ使用率が高くなる可能性があります。

global: 
   scrape_interval: 30s 
   #external_labels: 
     #clusterArn: <REPLACE_ME>
scrape_configs: 
  - job_name: kubernetes-nodes-cadvisor 
    scrape_interval: 30s 
    scrape_timeout: 10s 
    scheme: https 
    authorization: 
      type: Bearer 
      credentials_file: /var/run/secrets/kubernetes.io/serviceaccount/token 
    kubernetes_sd_configs: 
    - role: node 
    relabel_configs: 
    - regex: (.+) 
      replacement: /api/v1/nodes/$1/proxy/metrics/cadvisor 
      source_labels: 
      - __meta_kubernetes_node_name 
      target_label: __metrics_path__ 
    - replacement: kubernetes.default.svc:443 
      target_label: __address__ 
    metric_relabel_configs: 
    - source_labels: [__name__] 
      regex: 'container_cpu_usage_seconds_total|container_memory_working_set_bytes' 
      action: keep

「Amazon Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」で、「Set up ingestion from a new 
Prometheus server using Helm」に従った場合は、スクレイプ設定を更新できます。

スクレイプ設定を更新するには

1. ガイドの my_prometheus_values_yaml を編集し、サンプルスクレイプ設定を server ブ
ロックに含めます。

2. 「Amazon Managed Service for Prometheus ユーザーガイド」の prometheus-chart-name
および prometheus-namespace を使用して、次のコマンドを実行します。
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helm upgrade prometheus-chart-name prometheus-community/prometheus -n prometheus-
namespace -f my_prometheus_values_yaml

scrape_interval の詳細またはグローバル以外の scrape_interval の使用方法について
は、Prometheus の「<scrape_config>」を参照してください。

または、Prometheus Receiver、Prometheus Remote Write Exporter、および AWS Sigv4 
Authentication Extension を持つ AWS Distro for OpenTelemetry コレクターを使用して、Amazon 
Managed Service for Prometheus へのリモート書き込みアクセスを実現することもできます。

Note

Prometheus エージェントを設定すると、 AWS マネージドコレクターとは異なり、エージェ
ントを最新の状態に保ち、メトリクスを収集するために実行する必要があります。

Amazon Managed Service for Prometheus のコストの見積もり

AWS 料金計算ツールを使用して、分割コスト配分データに Amazon Managed Service for 
Prometheus を使用するコストを見積もることができます。

見積りに Amazon Managed Service for Prometheus を設定するには

1. https://calculator.aws/#/ で AWS 料金計算ツールを開きます。

2. [Create estimate (見積りの作成)] を選択します。

3. [サービスの追加]ページで、検索フィールドに「Amazon Managed Service for Prometheus」と
入力し、[設定] を選択します。

4. [Description] (説明) の欄に見積りの説明を入力します。

5. [Region] (リージョン) を選択します。

6. [インフラストラクチャの詳細を使用してコストを計算する] を選択します。このオプションを使
用すると、現在または提案されているインフラストラクチャの設定に基づいて、取り込み、スト
レージ、クエリのサンプルコストを見積もることができます。

7. [EC2 インスタンスの数] には、一括決済ファミリー全体 (すべてのアカウントとリージョンを含
む) のすべてのクラスターの EC2 インスタンスの合計数を入力します。を使用する場合は AWS 
Fargate、EC2 インスタンス数のプロキシとして Fargate タスクの数を使用します。
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8. 分割コスト配分データには、container_cpu_usage_seconds_total と
container_memory_working_set_bytes の 2 つのメトリクスが必要です。[EC2 インスタ
ンスあたりの Prometheus メトリクス] には、「2」と入力します。

9. 分割コスト配分データは、スクレイプ間隔が 15 秒であることを示しています。[メトリクス収集
間隔 (秒)] には、「15」と入力します。別の間隔 (30 秒など) を使用した場合は、設定した間隔
に変更します。

10. 分割コスト配分データは、他のパラメータに特定の要件を課さないため、ビジネス要件に従って
残りの入力パラメータに適切な値を入力します。

11. [サービスを保存して追加] を選択します。

Amazon CloudWatch Container Insights での分割コスト配分データの使用

Amazon EKS のコストデータを分割するには、メモリや CPU 使用量などのメトリクスをクラスター
から収集して保存する必要があります。この目的に Amazon CloudWatch Container Insights を使用
できます。

分割コスト配分データにオプトインし、EKS クラスターで EKS オブザーバビリティアドオンを使用
して CloudWatch エージェントを設定すると、分割コスト配分データは ContainerInsights 名前
空間で 2 つの必須メトリクス (pod_cpu_usage_total と pod_memory_working_set) の受信を
開始し、自動的に使用します。EKS の完全なコンテナメトリクスセットを表示するには、「Amazon 
CloudWatch ユーザーガイド」の「Amazon EKS および Kubernetes Container Insights のメトリク
ス」を参照してください。

以下のセクションでは、EKS クラスターから正しいメトリクスを分割コスト配分データに送信する
方法について説明します。

前提条件

分割コスト配分データで Amazon CloudWatch Container Insights を使用するための前提条件は次の
とおりです。

• Billing AWS and Cost Management コンソールで分割コスト配分データを有効にする必要がありま
す。詳細については、「分割コスト配分データを有効にする」を参照してください。

• 分割コスト配分データを追跡する EKS クラスターが必要です。新しいクラスターを作成する
か、既存のクラスターを使用できます。詳細については、「Amazon EKS ユーザーガイド」の
「Amazon EKS クラスターを作成する」を参照してください。
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EKS メトリクスを転送するように Amazon CloudWatch Container Insights を設定する

EKS メトリクスを転送するには、CloudWatch エージェントを設定して構成する必要がありま
す。Amazon CloudWatch Observability EKS アドオンまたは Amazon CloudWatch Observability 
Helm チャートを使用して、Amazon EKS クラスターに CloudWatch エージェントと Fluent Bit エー
ジェントをインストールできます。CloudWatch エージェントをインストールして設定する方法に
ついては「Amazon CloudWatch ユーザーガイド」の「Amazon CloudWatch Observability EKS のク
イックスタート」を参照してください。

CloudWatch エージェントと EKS アドオンに必要な最小バージョンは次のとおりです。

• CloudWatch エージェントバージョン: v1.300045.0

• CloudWatch Observability EKS アドオンバージョン: v2.0.1-eksbuild.1

Amazon CloudWatch のコストを見積もる

分割コスト配分データで Amazon CloudWatch Container Insights を使用する機能を有
効にすると、Amazon CloudWatch Container Insights に pod_cpu_usage_total と
pod_memory_working_set の 2 つの新しいメトリクスが追加されます。詳細については
「Amazon CloudWatch ユーザーガイド」の「Amazon EKS および Kubernetes Container Insights の
メトリクス」を参照してください。

機能に関連するコストを理解するには

1. https://aws.amazon.com/cloudwatch/pricing/ で Amazon CloudWatch 料金表を開きます。

2. 「有料利用枠」セクションに移動します。

3. [Container Insights] タブを選択します。

4. コストの詳細な計算については、「料金の例」セクションに移動し、「例 13 - Amazon EKS お
よび Kubernetes 用 Container Insights」を参照してください。

レガシー請求レポートについて
このセクションでは、 および AWS Data Exports AWS コストと使用状況レポートの外部で提供され
るレガシー請求レポートについて説明します。これらのページは参照用に用意されています。ただ
し、これらのレポート方法は後日使用できなくなるため、 AWS Data Exports を使用することをお勧
めします。

トピック
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• 請求明細レポートを使用する

• 請求明細レポートからコストと使用状況レポートへの移行

• 未使用予約のコストの確認

• 月別レポートをダウンロードする

• 毎月のコスト配分レポートをダウンロードする

• AWS 使用状況レポートのダウンロード

請求明細レポートを使用する

Important

請求明細レポート機能は、2019 年 7 月 8 日現在、新規のお客様にはご利用いただけませ
ん。

請求明細レポート (DBR) には、料金に関する AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) と同様
の情報が含まれていますが、個々の明細項目の計算方法は異なります。DBR と CUR AWS の両方に
サインアップした場合、明細項目は一致しません。ただし、レポートが月末に確定されると、合計コ
ストは一致します。

AWS は、次の命名規則を使用して DBR を CSV ファイルとして Amazon S3 に保存します。

AWS account number-aws-billing-detailed-line-items-yyyy-mm.csv.zip

AWS は、詳細請求レポート (DBR) を 1 日に複数回再作成し、レポートを上書きします。がレポート
を AWS 上書きすると、明細項目は以前のレポートとは異なる順序になる可能性があります。最終レ
ポートは月末に作成されます。翌月、 は前月の最終レポートを上書きせずに新しいレポートファイ
ル AWS を作成します。過去の月のレポートは、レポートを削除するまで S3 バケットに保存されま
す。

DBR を CUR AWS に移行する方法については、「」を参照してくださいthe section called “DBR か
ら AWS CUR への移行”。
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請求明細レポートからコストと使用状況レポートへの移行

請求明細レポート (DBR) と AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) はどちらも料金に関する
情報を提供します。ただし、DBR を使用している場合は、レポートをコストと使用状況レポートに
転送することをお勧めします。

トピック

• コストと使用状況レポート (AWS CUR) の利点の比較

• 請求明細レポートとコストと使用状況レポートの主な違い

• アドバンスト料金タイプのレポート

コストと使用状況レポート (AWS CUR) の利点の比較

AWS CUR は、最も包括的な情報源を提供します。 AWS CUR を使用すると、個々のコストを深く
理解し、より詳細に分析できます。これは、エンタープライズ規模で特に役立ちます。 AWS CUR 
は、複雑なコスト管理のニーズがあり、専用のクエリまたは分析ベースのシステムが必要な場合に役
立ちます。 AWS CUR は、償却コストを含むリザーブドインスタンス (RI) に関する詳細情報も提供
します。

包括予約情報

リザーブドインスタンス (RI) または予約は、1 年間または 3 年間のサービス利用契約と引き換え
に、オンデマンド利用と比較して割引となる時間料金を提供します。これによりコストを大幅な削
減できます。 AWS CUR を使用して予約ポートフォリオをモニタリングおよび管理できます。 AWS 
CUR は、予約 Amazon リソースナンバー (ARNs)、予約数、合計 RIs などの詳細情報を提供しま
す。特定のリソースに対する予約関連の割引を追跡して、節約額をより深く理解することができま
す。

詳細請求レポート (DBR) はこのメタデータのサブセットを提供しますが、必要な列を変換する作業
が必要です。

AWS CUR は、償却された予約コストに関する情報など、DBR で利用できない追加の列を提供しま
す。詳細については、「the section called “償却された予約データを理解する”」を参照してくださ
い。
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オンデマンド料金の利用可能性

AWS CUR は、使用量の各明細項目のオンデマンド料金に関する情報を提供します。この情報を使用
して、オンデマンド料金から支払った金額を差し引くことで節約額を数値化できます。また、パブ
リックオンデマンド料金を使用してコストを割り当てるという柔軟な選択もできます。

DBR は、オンデマンド料金の情報を示さず、請求額のみを示します。そのため、全体の節約額の計
算や、オンデマンド料金を使用したコストの割り当ては困難です。

割引額の詳細な内訳

AWS CUR は、使用量ベースの割引の詳細なビューにアクセスできます。割引が適用された場合
は、CUR AWS を使用して以下を表示できます。

• 割引を受ける前の費用

• 割引額

• 明細項目レベルで割引を適用した後の合計コスト

DBR には、割引の詳細な内訳は含まれていません。

大規模な自動データ取り込み

AWS CUR を使用すると、自動データ取り込みプロセスをトリガーするようにイベントを簡単に設定
し、社内システムの請求データを更新するプロセスを合理化できます。 AWS CUR データは、前月
に関連する料金が検出されたときに自動的に更新できます。

さらに、 AWS CUR は複数のファイルとして生成されるため、データを小さな部分にセグメント化
する利点があります。こうすることで、複数のワーカーが使用するプロセスに従ってデータを取り込
むことができます。さらに、データのダウンロードを少しずつ再試行できます。

AWS CUR は、データをすばやく見つけて抽出できるようにフォーマットされています。このレポー
トは、データの全体的な構造に関する情報を含むマニフェスト ファイルからモデル化されていま
す。これには、レポートに含まれるすべての列のリストが含まれます。この情報を使用すると、レ
ポートを拡張し、使用状況に関する新しい情報が利用できるようになったときに含めることができま
す。

製品間統合

AWS CUR は Amazon Redshift、Quick、Amazon Athena と統合されています。 AWS CUR を使用
して、 AWSベースのコスト管理ソリューションを構築できます。 AWS CUR は Parquet 形式のデー
タも提供します。これにより、コストと使用状況に関する独自のレポートシステムを構築するための
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オプションが増えます。詳細については、AWS Billing ユーザーガイドのAWS コストと使用状況レ
ポートのマニフェストファイルを参照してください。

請求明細レポートとコストと使用状況レポートの主な違い

CUR AWS に移行した後に考慮すべき DBR と AWS CUR にはいくつかの違いがあります。例えば、
システムにデータを取り込む方法を調整する必要がある場合があります。

ファイル構造

詳細請求レポート (DBR) は 1 つのファイルとして配信されます。対照的に、 AWS CUR は統合され
たファイルセットです。 AWS CUR では、Amazon S3 バケットで次のファイルを表示できます。

• 使用状況行項目をすべて含むデータファイルのセット

• すべての割引を含む別のデータ ファイル (該当する場合)

• 単一のレポートに属するすべてのデータファイルをリストしたマニフェストファイル

列の構造

DBR には列の固定リストがあり、柔軟性が制限されています。 AWS CUR には固定列構造がないた
め、必要に応じて自由に列を追加または削除できます。新しい の使用を開始すると AWS のサービ
ス、 AWS CUR は動的にレポートに新しいデータを含め始めることができ、これはお客様の場合に
役立ちます。マニフェストファイルは、レポート内に存在するすべての列のマップを提供します。

DBR と CUR AWS の同等の列名

DBR 列名 AWS CUR 列名

InvoiceId bill/InvoiceId

PayerAccountId bill/PayerAccountId

LinkedAccountId lineItem/UsageAccountId

ProductName product/ProductName

SubscriptionId reservation/subscriptionid

UsageType lineItem/UsageType

運用 lineItem/Operation
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DBR 列名 AWS CUR 列名

AvailabilityZone lineItem/AvailabilityZone

ReservedInstance サポート外

ItemDescription lineItem/LineItemDescription

UsageStartDate lineItem/UsageStartDate

UsageEndDate lineItem/UsageEndDate

UsageQuantity lineItem/UsageAmount

BlendedRate lineItem/BlendedRate

BlendedCost lineItem/BlendedCost

UnBlendedRate lineItem/UnblendedRate

UnBlendedCost lineItem/UnblendedCost

ResourceId lineItem/ResourceId

RecordType サポート外

Pricingplanid サポート外

RateID pricing/RateId

Note

CUR の RecordId AWS に同等のものはありません。 には RecordId に相当する列はありませ
んが、identity/LineItemId、identity/TimeInterval、および bill/BillType を組み合わせて同等の
情報を収集できます。
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CUR による DBR RecordType AWS 値の取得

DBR の RecordType 値 CUR を介して RecordType 
AWS を取得する構文

ユースケース

LineItem SELECT SUM(line_item_unbl 
ended_cost) FROM [CUR] 
WHERE line_item_line_ite 
m_type = 'Usage'

使用状況行項目は、使用コス
トを 1 回限りの課金から区別
します。

InvoiceTotal SELECT (bill_invoice_id), 
sum(line_item_unblended_cos 
t) FROM [CUR] GROUP BY 
bill_invoice_id

請求合計は、請求書とコスト
と使用状況レポートでコス
トを一致させるのに役立ちま
す。

AccountTotal SELECT line_item_usage_ac 
count_id, sum(line_item_unbl 
ended_cost) FROM [CUR] 
GROUP BY line_item 
_usage_account_id

アカウント合計は、メンバー
アカウントに関連するコスト
を払い戻しの目的で分離でき
ます。

StatementTotal SELECT SUM(line_item_unbl 
ended_cost) FROM [CUR]

ステートメント合計は、請求
期間のコストを理解するため
に役立ちます。

Discount SELECT SUM(line_item_unbl 
ended_cost) FROM [CUR] 
WHERE line_item_line_ite 
m_type = 'Discount'

割引行項目は、割引に関連し
た行項目を識別するのに役立
ちます。

Rounding まだサポートされていませ
ん。

まだサポートされていませ
ん。

アドバンスト料金タイプのレポート

Refunds

AWS CUR: 返金はlineItem/LineItemDescription = ‘Refund’文字列をフィルタリングする
ことで識別されます。

DBR から AWS CUR への移行 332



AWS Data Exports ユーザーガイド

DBR: 返金を確認するには ‘Refund’ サブストリングの ItemDescription 列を解析します。

Credits

AWS CUR: クレジットはlineItem/LineItemDescription = ‘Credit’文字列をフィルタリン
グすることで識別されます。

DBR: クレジットを確認するには ‘Credit’ サブストリングの ItemDescription 列を解析します。

Taxes

AWS CUR: 税はlineItem/LineItemDescription = ‘Tax’文字列をフィルタリングすることで
識別されます。

DBR: 税金を確認するには ‘Tax’ サブストリングの ItemDescription 列を解析します。

予約関連の前払いコストの確認

AWS CUR: 予約関連の前払いコストは、"lineItem/LineItemType" = 'Fee'文字列をフィルタ
リングすることで識別されます。

DBR: 予約関連の前払い料金を確認するには 'HeavyUsage' サブストリングの Usagetype 列
と、'SubscriptionId' が null かどうかを調べます。

予約関連の月額料金の確認

AWS CUR: 予約関連の月額料金は、"lineItem/LineItemType" = 'RIfee'文字列をフィルタ
リングすることで識別されます。

DBR: 予約関連の月額料金を確認するには 'HeavyUsage' サブストリングの Usagetype 列を解析し
ます。

リザーブドインスタンスのメリットを受けたインスタンスを確認する

AWS CUR: 予約関連の前払い料金は、"lineItem/LineItemType" = 'DiscountedUsage'文
字列をフィルタリングすることで識別されます。

DBR: 予約関連の初期費用は、ReservedInstance カラムの 'Y' サブストリングを確認することでわ
かります。

未使用予約のコストの確認

AWS コストと使用状況レポート (AWS CUR) を使用して、未使用の RI コストを把握できます。次
の 4 つのシナリオはその方法を示しています。
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Note

次の表では、わかりやすくするために CUR AWS および DBR/DBR-RT の列と行が変換され
ています。最初の列の値はレポートのヘッダーを表します。

シナリオ 1: RI 使用率が 100% である場合

RI 料金の明細項目は、未使用コスト $0、使用時間は 0 です。

DBR/DBR-RT では、RI 料金の明細項目の UsageQuantity フィールドと UnblendedCosts 
フィールドを参照して、未使用の RI の使用状況とコストを確認できます。RI 料金の明細項目
は、ItemDescription フィールドに「購入済み時間」の情報があることで識別できます。表 1 
は、DBR レポートと DBR-RT レポートで未使用 RI のコストを管理するために使用する列と情報を
示しています。

表 1 - 2019 年 6 月 17 日以前の DBR と DBR-RT で RI 使用率が 100% である場合の未使用 RI のコ
スト

ProductName Amazon Elastic Compute 
Cloud

Amazon Elastic Compute 
Cloud

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

HeavyUsage:c3.8xla 
rge

運用 RunInstances RunInstances

アベイラビリティーゾーン us-east-1a us-east-1a

リザーブドインスタンス はい はい

ItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge (744 hours 
purchased, 744 hours 
used)

USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

使用量 0 744
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非ブレンドレート 0.1 0.1

非ブレンドコスト 0 74.4

AWS CUR を使用すると、RI 料金明細項目の「reservation/UnusedQuantity」フィールドと
「reservation/UnusedRecurringFee」フィールドを参照して、未使用の RI の使用状況とコストを把
握できます。以下の表 4 は、CUR で未使用の RI AWS コストを管理するために使用される現在の列
と情報を示しています。

表 2 – AWS CUR で RI 使用率が 100% である場合の未使用 RI のコスト

lineItem/ProductCode Amazon EC2 Amazon EC2

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

USW2-BoxUsage:c3.8 
xlarge

lineitem/LineItemType RI Fee DiscountedUsage

lineitem/LineItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

USD 0.00 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

lineitem/UsageAmount 744 744

lineitem/Normalize 
dUsageAmount

47,616 47,616

lineitem/UnblendedRate 0.1 0

lineitem/UnblendedCost 74.4 0

reservation/UnusedQuantity 0  

reservation/UnusedRecurring 
Fee

0  

reservation/UnusedAmortized 
UpfrontFeeForBillingPeriod

0  
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reservation/RecurringFeeFor 
Usage

  74.4

reservation/AmortizedUpfron 
tCostForUsage

  5

reservation/EffectiveCost   79.4

DBR/DBR-RT でサポートされている現在の機能と一致することに加えて、 AWS CUR には次の利点
があります。

• AWS CUR を使用すると、DiscountedUsage 明細項目の EffectiveCost に関する情報にアクセスで
きます。これには、定期的な料金と前払い料金の両方が含まれます。DBR では、定期的な料金の
み計算されます。

• AWS CUR では、UsageType フィールドは DiscountedUsage 明細項目に対して変換されません
が、DBR は情報を RI 料金明細項目情報に置き換えます。これは、ユーザーがどの使用量がどの 
RI AWS によってReservationARN で CUR の明細項目をグループ化できるためです。

• AWS CUR では、RI 料金の明細項目に対して LineItemDescription フィールドは変換されませ
ん。DBR は、購入した時間数と使用した時間数を追加します。

シナリオ 2: RI を部分的に使用した場合

RI 料金の明細項目には、未使用コストと使用状況が含まれます。

DBR/DBR-RT では、RI 料金の明細項目の UsageQuantity フィールドと UnblendedCosts フィールド
を参照して、未使用 RI の使用状況とコストを確認できます。表 3 は、DBR レポートと DBR-RT レ
ポートで未使用 RI のコストを管理するために使用する列と情報を示しています。

表 3 - 2019 年 6 月 17 日以前に DBR と DBR-RT で RI を部分的に使用した場合の未使用 RI のコス
ト

ProductName Amazon Elastic Compute 
Cloud

Amazon Elastic Compute 
Cloud

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

HeavyUsage:c3.8xla 
rge
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運用 RunInstances RunInstances

アベイラビリティーゾーン us-east-1a us-east-1a

リザーブドインスタンス はい はい

ItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge (744 hours 
purchased, 644 hours 
used)

USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

使用量 100 644

非ブレンドレート 0.1 0.1

非ブレンドコスト 10 64.4

AWS CUR を使用すると、RI 料金明細項目の「reservation/UnusedQuantity」フィールドと
「reservation/UnusedRecurringFee」フィールドを参照することで、未使用の RI の使用状況とコス
トを把握できます。表 4 は、CUR で未使用の RI AWS コストを管理するために使用される現在の列
と情報を示しています。

表 4 – AWS CUR で RI を部分的に使用した場合の未使用 RI のコスト

lineitem/Productcode Amazon EC2 Amazon EC2

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

USW2-BoxUsage:c3.8 
xlarge

lineitem/LineItemType RI Fee DiscountedUsage

lineitem/LineItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

USD 0.00 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge
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lineitem/UsageAmount 744 644

lineitem/Normalize 
dUsageAmount

47,616 47,216

lineitem/UnblendedRate 0.1 0

lineitem/UnblendedCost 74.4 0

reservation/UnusedQuantity 100  

reservation/UnusedRecurring 
Fee

0  

reservation/UnusedAmortized 
UpfrontFeeForBillingPeriod

10  

reservation/RecurringFeeFor 
Usage

  64.4

reservation/AmortizedUpfron 
tCostForUsage

  5

reservation/EffectiveCost   69.4

DBR/DBR-RT でサポートされている現在の機能と一致することに加えて、 AWS CUR には次の利点
があります。

• AWS CUR には、RI 料金の明細項目と DBR/DBR-RT の UnusedQuantity を表す個別の列があ
り、UsageQuantity 列を未使用の時間で過負荷にします。

シナリオ 3: キャパシティー予約

RI 料金の明細項目には [UsageQuantity] フィールドと [UnblendedCost] フィールドの未使用金額がす
でに含まれているため、RI でカバーする場合、DBR/DBR-RT のキャパシティー予約に関する使用タ
イプの明細項目 [UnusedBox] および [UnusedDed] は除外されます。表 5 は、DBR レポートと DBR-
RT レポートで未使用 RI のコストを管理するために使用する列と情報を示しています。
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表 5 - 2019 年 6 月 17 日以前の DBR と DBR-RT でのキャパシティー予約シナリオにおける未使用 
RI のコスト

ProductName Amazon Elastic Compute 
Cloud

Amazon Elastic Compute 
Cloud

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

HeavyUsage:c3.8xla 
rge

運用 RunInstances RunInstances

アベイラビリティーゾーン us-east-1a us-east-1a

リザーブドインスタンス はい はい

ItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge (744 hours 
purchased, 734 hours 
used)

USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

使用量 10 734

非ブレンドレート 0.1 0.1

非ブレンドコスト 1 73.4

AWS CUR は、これらの明細項目を DiscountedUsage として表示します。表 6 は、CUR で未使用の 
RI AWS コストを管理するために使用される現在の列と情報を示しています。

表 6 – CUR でのキャパシティ予約シナリオの未使用の RI AWS コスト

lineitem/Productcode Amazon EC2 Amazon EC2 Amazon EC2

UsageType HeavyUsage: 
c3.8xlarge

USW2-Rese 
rvation: 
c3.8xlarge

USW2-BoxUsage: 
c3.8xlarge
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lineitem/LineItemType RI Fee Usage DiscountedUsage

lineitem/LineItemD 
escription

USD 0.10 hourly 
fee per Linux/
UNIX (Amazon 
VPC), c3:8xlarg 
e

USD 0.00 per 
Reservation 
Linux/UNIX 
(Amazon VPC), 
c3:8xlarge 
Instance Hour

USD 0.00 hourly 
fee per Linux/
UNIX (Amazon 
VPC), c3:8xlarg 
e

lineitem/UsageAmou 
nt

744 744 744

lineitem/Normalize 
dUsageAmount

47,616   47,216

lineitem/Unblended 
Rate

0.1 0 0

lineitem/Unblended 
Cost

74.4 0 0

reservation/Recurr 
ingFeeForUsage

    64.4

reservation/Amorti 
zedUpfrontCostForU 
sage

    5

reservation/Effect 
iveCost

    69.4

シナリオ 4: サイズの柔軟な予約

DBR/DBR-RT では、RI 料金の明細項目の [UsageQuantity] および [UnblendedCosts] フィール
ドを参照して、未使用の RI の使用状況やコストを把握することができます。RI 料金の明細項
目は、ItemDescription フィールドに「購入済み時間」の情報があることで識別できます。表 9 
は、DBR レポートと DBR-RT レポートで未使用 RI のコストを管理するために使用する列と情報を
示しています。
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表 7 - 2019 年 6 月 17 日以前の DBR と DBR-RT でのサイズ柔軟な RI シナリオにおける未使用 RI 
のコスト

ProductName Amazon Elastic Compute 
Cloud

Amazon Elastic Compute 
Cloud

UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

HeavyUsage:c3.8xla 
rge

運用 RunInstances RunInstances

アベイラビリティーゾーン us-east-1a us-east-1a

リザーブドインスタンス はい はい

ItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge (744 hours 
purchased, 644 hours 
used)

USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge; UsageType 
: BoxUsage:c3.large

使用量 100 644

非ブレンドレート 0.1 0.1

非ブレンドコスト 10 64.4

AWS CUR を使用すると、RI 料金明細項目の「reservation/UnusedQuantity」フィールドと
「reservation/UnusedRecurringFee」フィールドを参照することで、未使用の RI の使用状況とコス
トを把握できます。表 8 は、CUR で未使用の RI AWS コストを管理するために使用される現在の列
と情報を示しています。

表 8 – AWS CUR でのサイズ柔軟な RI シナリオにおける未使用 RI のコスト

lineitem/Productcode Amazon EC2 Amazon EC2
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UsageType HeavyUsage:c3.8xla 
rge

USW2-BoxUsage:c3.8 
xlarge

lineitem/LineItemType RI Fee DiscountedUsage

lineitem/LineItemDescription USD 0.10 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8xlarge

USD 0.00 hourly 
fee per Linux/UNI 
X (Amazon VPC), 
c3:8large

lineitem/UsageAmount 744 644

lineitem/Normalize 
dUsageAmount

47,616 2,576

lineitem/UnblendedRate 0.1 0

lineitem/UnblendedCost 74.4 0

reservation/UnusedQuantity 100  

reservation/UnusedRecurring 
Fee

70.37  

reservation/UnusedAmortized 
UpfrontFeeForBillingPeriod

5.5  

reservation/RecurringFeeFor 
Usage

  4.03

reservation/AmortizedUpfron 
tCostForUsage

  0.5

reservation/EffectiveCost   4.53

DBR/DBR-RT でサポートされている現在の機能と一致することに加えて、 AWS CUR には次の利点
があります。
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• AWS CUR には NormalizedUsageAmount と数量があります。DBR/DBR-RT にはこれを表す列は
ありません。

• AWS CUR UsageType と Operation は、DiscountedUsage 明細項目に対して変換されませ
ん。DBR/DBR-RT では、これらの値は、RI 料金の明細項目に置き換わります。

• AWS CUR LineItemDescription は DiscountedUsage 明細項目に対して変換されません。DBR/
DBR-RT では、RI 料金の明細項目の説明に置き換わり、[DiscountedUsage] の明細項目 [Usage 
Type] が文字列 (例:「USD 0.10 hourly fee per Linux/UNIX (Amazon VPC), c3:8xlarge; UsageType: 
BoxUsage:c3.large」) の後に追加されます。

月別レポートをダウンロードする

請求情報とコスト管理コンソールの請求書ページから、推定 AWS 請求額の月次レポートをダウン
ロードすることができます。

一括請求機能を使用するとします AWS Organizations。このレポートは管理アカウントでのみ利用
でき、すべてのメンバー アカウントのアクティビティが含まれます。メンバーアカウントの所有者
は、管理アカウントからのみ月別レポートを取得できます。詳細については、AWS Billing ユーザー
ガイド の 組織の一括請求 を参照してください。

レポートには、アカウントが使用する AWS 製品、使用タイプ、オペレーションの一意の組み合わせ
ごとに明細項目が含まれます。見積もりレポートは 1 日に数回更新されます。明細書期間を選択す
ると、前月のレポートを取得できます。まず、月別レポートに登録した月のレポートから始めます。
サインアップする前からのレポートは利用できません。

毎月のコスト配分レポートをダウンロードする

Important

毎月のコスト配分レポートは後日利用できなくなります。代わりに AWS コストと使用状況
レポートを使用することをお勧めします。

AWS 使用量のビジネスディメンションを記述できる AWS リソースのカスタムコスト配分タグセッ
トを作成できます。これらのタグセットを使用して、 AWS コストを整理および追跡できます。多く
の は、特徴量セットでタグ付けを AWS のサービス 公開します。これらのサービスでタグを作成す
るには、コンソール、API、または AWS コマンドラインインターフェイス (CLI) を使用します。詳
細については、AWS Billing ユーザーガイド の [コスト配分タグの使用] をご参照ください。
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タグを作成すると、毎月のコスト配分レポートを取得できます。これは、基本的にコスト配分タグ
セットが含まれた月別レポートです。

AWS 使用状況レポートのダウンロード

Important

2023 年 9 月 15 日、 AWS 使用状況レポートは 2019 年 3 月 1 日より前の使用状況データへ
のアクセスを提供しなくなります。このような使用状況データにアクセスするには、2023 
年 9 月 15 日までに使用履歴をダウンロードしてローカルに保存してください。 AWS 使用
状況レポート機能は、後日使用できなくなります。代わりに AWS コストと使用状況レポー
トを使用することをお勧めします。

使用状況レポートは XMLまたはCSV 形式でダウンロードできます。レポートは、使用タイプ、オペ
レーション、期間に基づいて、単一のサービスを対象としています。データの集計方法を選択するこ
ともできます。

使用状況レポートのダウンロード

1. https://console.aws.amazon.com/costmanagement/ で請求およびコスト管理コンソールを開きま
す

2. ナビゲーションペインの [レガシーページ] で [コストと使用状況レポート] を選択します。

3. [AWS 使用状況レポート]セクションで、[使用状況レポートの作成] を選択します。

4. 「使用状況レポートのダウンロード」ページの「サービス」で、使用状況を確認したいサービス
を選択します。

5. 使用タイプを選択します。

6. [操作]を選択します。

7. レポートの期間を選択します。カスタム日付範囲を選択した場合は、レポートの日付範囲を手動
で指定する必要があります。

8. [レポートの精度] で、[時間単位]、[日単位]、または [月単位] を選択します。

9. [ダウンロード] を選択し、[XML レポート] または [CSV レポート] を選択します。
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Note

サイズの大きいレポートをダウンロードすると、レポートの内容が切り捨てられることがあ
ります。ダウンロードしたファイルの最後の行に警告やエラーメッセージがないか確認して
ください。レポートが切り捨てられている場合は、短い期間を選択して小さいレポートをダ
ウンロードしてください。もう 1 つの選択肢は、レポートの粒度を時間単位から日単位また
は月単位に減らすことです。

コストと使用状況レポートのトラブルシューティング

以下のトピックを使用して、コストと使用状況レポートの一般的な問題のトラブルシューティングを
支援します。

トピック

• Amazon S3 バケットにはレポートファイルはありません

• レポートデータパーティションの 1 つが空です

• コストと使用状況レポートのデータが、他の請求とコスト管理機能のデータと一致しない

• レポートの設定を変更したので、データをバックフィルしたいです。

• Amazon S3 のレポートファイルフォルダが名前のないフォルダにあります

• レポートにリソース ID を含めるオプションを選択できない

• Amazon Athena のコストと使用状況レポートのクエリが Amazon Redshift で動作しない、または
Amazon Redshift クエリが Amazon Athena で動作しない

• レポートに含まれる列が前月と変わっています。

• レポート内の列が変更されたため、レポートに基づくクエリやテーブルが機能しない

• レポートをクエリする方法を知りたい

• Amazon EC2 専用ホストの請求データが見つかりません

• Amazon EC2 Elastic IP アドレスの請求データがわかりません

• 一括請求を使っているが、非ブレンドとブレンドのレートまたはコストの違いがわからない

• レポートの一部の明細項目には、ブレンドレートまたはブレンドコストが 0 のものがあります。

• 私のレポートでは、全額前払いリザーブドインスタンスがどのように償却されているのかわかりま
せん。
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Amazon S3 バケットにはレポートファイルはありません

Amazon S3 バケットポリシーが、billingreports.amazonaws.com サービスにバケットにファイルを
配置するアクセス許可を付与していることを確認します。必要なバケットポリシーの詳細について
は、「コストと使用状況レポート用に Amazon S3 バケットをセットアップする」を参照してくださ
い。

レポートデータパーティションの 1 つが空です

レポートがほとんどのアプリケーションが処理できるサイズより大きい場合、 はレポートを複数の
ファイルに AWS 分割します。レポートを更新すると、個々のファイルパーティションが以前のレ
ポートバージョンよりも少なくなる可能性があります。

レポートのマニフェストファイルを確認して、取り込む必要のない空のファイルを見つけてくださ
い。

コストと使用状況レポートのデータが、他の請求とコスト管理機能のデー
タと一致しない

その他の請求とコスト管理機能 (Cost Explorer、請求詳細レポート、請求とコスト管理コンソール) 
では、以下の理由によりコストの表示が異なる場合があります。

• 請求機能では、コストデータをさまざまな方法で四捨五入します。

• 請求機能ではデータ更新設定が異なる場合があります。例えば、コストと使用状況レポートで、
以前に決済された請求書を、請求書の確定後に適用された返金、クレジット、またはSupport 料金
で自動的に更新するかどうかを選択できます。Cost Explorer には同じ項目が自動的に反映されま
す。このシナリオでは、コストと使用状況レポートの自動更新を有効にしないと、コストと使用状
況レポートのデータは Cost Explorer のデータと一致しません。

• 請求機能では料金を異なる方法でグループ化できます。例えば、Billing and Cost Management コ
ンソールの請求書ページには、データ転送料金が AWS サービス料金 内の個別の データ転送 グ
ループとして表示されます。一方、コストと使用状況レポートとCost Explorer には、各サービス
の使用タイプとしてデータ転送料金が表示されます。

これらの理由を確認しても、コストと使用状況レポートとその他の請求およびコスト管理機能との間
に相違があると思われる場合は、サポートケースを開いてコストデータの確認をリクエストしてくだ
さい。サポートケースでは、確認するレポート名と請求期間を必ず提供してください。 ケースを開
く方法については、「エクスポートとレポートに関するヘルプの取得」を参照してください。

Amazon S3 バケットにはレポートファイルはありません 346
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レポートの設定を変更したので、データをバックフィルしたいです。

サポートケースを開いて、コストデータのバックフィルをリクエストします。サポートケースでは、
バックフィルするレポート名と請求期間を必ず指定してください。 ケースを開く方法については、
「エクスポートとレポートに関するヘルプの取得」を参照してください。

以下のシナリオでは、コストデータのバックフィルを取得できないことに注意してください。

• アカウントを作成した日より前のコストデータのバックフィルは取得できません。

• を使用し AWS Organizations 、管理アカウントとして指定されたアカウントなど、組織の構造が
変更された場合、以前の組織構造でデータのバックフィルを取得することはできません。

• を使用して組織 AWS Organizations を変更する場合、現在の組織に参加する前に からデータの
バックフィルを取得することはできません。

Amazon S3 のレポートファイルフォルダが名前のないフォルダにあります

レポートのレポートパスプレフィックス に / 文字があると、Amazon S3 バケットに名前のないフォ
ルダが生成されます。次回のレポート更新時に名前のないフォルダを削除するには、レポート設定を
編集し、レポートパスのプレフィックスから / 文字を削除します。手順については、「コストと使用
状況レポートの設定の編集」を参照してください。

レポートにリソース ID を含めるオプションを選択できない

レポートを作成するときに、リソース ID を含める オプションを選択できます。[レポートバージョ
ニング] を [既存のレポートを上書き] に設定してレポートを作成した場合、レポートを作成した後に 
[リソース ID を含める] の選択を変更することはできません。リソース ID を含めるには、新しいレ
ポートを作成して [リソース ID を含める] オプションを選択する必要があります。

Amazon Athena のコストと使用状況レポートのクエリが Amazon Redshift 
で動作しない、またはAmazon Redshift クエリが Amazon Athena で動作し
ない

Amazon Athena データベースと Amazon Redshift データベースでは、コストと使用状況レポー
トの列の形式が異なります。Amazon Athena では、列名 (line_item_normalized_usage_amount) 
の単語の間にアンダースコアが追加されます。Amazon Redshift では、列タイプと属性 
(lineitem_normalizedusageamount) の間にアンダースコアが追加されます。Amazon Athena または 
Amazon Redshift の列名の形式と一致するようにクエリを変更してください。

レポートの設定を変更したので、データをバックフィルしたいです。 347
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レポートに含まれる列が前月と変わっています。

がレポート AWS に含める列は、 AWS 使用状況によって異なります。すべてのレポートに
は、identity/、bill/、lineItem/ というプレフィックスが付いている列が含まれています。

• identity/LineItemId

• identity/TimeInterval

• bill/InvoiceId

• bill/BillingEntity

• bill/BillType

• bill/PayerAccountId

• bill/BillingPeriodStartDate

• bill/BillingPeriodEndDate

• lineItem/UsageAccountId

• lineItem/LineItemType

• lineItem/UsageStartDate

• lineItem/UsageEndDate

• lineItem/ProductCode

• lineItem/UsageType

• lineItem/Operation

• lineItem/AvailabilityZone

• lineItem/ResourceId

• lineItem/UsageAmount

• lineItem/NormalizationFactor

• lineItem/NormalizedUsageAmount

• lineItem/CurrencyCode

• lineItem/UnblendedRate

• lineItem/UnblendedCost

• lineItem/BlendedRate

• lineItem/BlendedCost

• lineItem/LineItemDescription

• lineItem/TaxType

レポートに含まれる列が前月と変わっています。 348
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• lineItem/LegalEntity

他のすべての列は、毎月の AWS 使用量がそれらの列に入力するデータを生成する場合にのみ含まれ
ます。

例えば、その月に Savings Plans を使用した場合のみ、レポートに savingsPlan/ 列が含まれます。

レポート内の列が変更されたため、レポートに基づくクエリやテーブルが
機能しない

がレポート AWS に含める列は、その月の AWS 使用状況によって異なります。レポートに含まれる
列は変更される可能性があるため、レポートに基づくカスタムクエリやテーブルでは、列番号の代わ
りに列名を参照するのがベストプラクティスです。

レポートをクエリする方法を知りたい

コストと使用状況レポートのクエリの詳細については、 AWS Well-Architected Labs ウェブサイト
の「CUR クエリライブラリのヘルプ」を参照してください。

Amazon EC2 専用ホストの請求データが見つかりません

ResourceID 列で、インスタンス ID ではなく専用ホスト ID を探します。Dedicated Hosts は 
Dedicated Host の実行時間によって計測されるため、レポートには Dedicated Host の使用状況が 
Dedicated Host の使用状況を、ホスト ID に関連付けられた従量制時間別に表示します。

Amazon EC2 Elastic IP アドレスの請求データがわかりません

Amazon EC2 Elastic IP アドレスは集計して計測されます。つまり、レポートの各行項目が個々の 
Elastic IP アドレスに対応しているわけではありません。各行項目は課金対象時間の合計を表しま
す。実行中のインスタンスに 1 つの Elastic IP アドレスを無料で割り当てることができます。インス
タンスに割り当てる Elastic IP アドレスが追加されるたびに、1 時間ごとに比例配分して課金されま
す。さらに、 は割り当てられていない Elastic IP アドレスに対して時間単位の料金を AWS 請求しま
す。

一括請求を使っているが、非ブレンドとブレンドのレートまたはコストの
違いがわからない

の一括請求では AWS Organizations、非ブレンドレートとブレンドレートまたはコストが、組織内の
スタンドアロンアカウントとリンクされたアカウントのアカウントの使用コストを理解するのに役立

レポート内の列が変更されたため、レポートに基づくクエリやテーブルが機能しない 349
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ちます。一部のサービスでは、使用量が増えるにつれて単価を下げることができる価格帯が提供され
ています。は組織内のサービスのすべての使用量を AWS 集計するため、個々のアカウントは、使用
量が組織の毎月の使用量に集計されると、より早く低価格の階層にアクセスする可能性があります。

非ブレンドレートは、個々のアカウントのサービス使用量に関連する料金です。詳細項目の場合、非
ブレンドコストは使用量に非ブレンドレートを掛けたものです。スタンドアロンアカウントの場合、
非ブレンドコストはアカウントの使用コストになります。ブレンドレートは、組織内の総使用量に関
連する料金をアカウント全体で平均したものです。詳細項目の場合、ブレンドコストは使用量にブレ
ンドレートを掛けたものです。ブレンドコストは、組織内の連結アカウントとしてのアカウントの使
用状況に起因するコストです。

非ブレンド費用とブレンド費用の計算の詳細と例については、AWS Billing ユーザーガイド の「一括
請求について」を参照してください。

レポートの一部の明細項目には、ブレンドレートまたはブレンドコストが 
0 のものがあります。

リザーブドインスタンスdiscount のある Amazon EC2 品目のブレンドレートはゼロです。これらの
詳細項目の場合、LineItemType は「割引使用」です。

ブレンドコストは、使用量にブレンドレートを掛けたものです。ブレンドレートまたは使用量の値が 
0 の場合、ブレンドコストも 0 になります。

私のレポートでは、全額前払いリザーブドインスタンスがどのように償却
されているのかわかりません。

全額前払いリザーブドインスタンスは全額前払いで支払われるため、償却された費用は、関連する期
間 (1 年または 3 年) にわたって分割された前払いとしてレポートに反映されます。

reservation/AmortizedUpfrontCostForUsage および reservation/EffectiveCost は、全額前払いリザー
ブドインスタンスで同じレートです。これは、どちらの列も、リザーブドインスタンスの前払い金を
その期間の合計時間に対して等しく割ったものだからです。

RiFee が 0.00 USD であっても、レポートには全額前払いリザーブドインスタンスの RiFee 明細項
目が入力されていることが予想されます。これらの項目は、その月の定期的な時間単位のコストを表
し、他の列には追加の使用量データがあります。すべてのリザーブドインスタンスは RiFee の明細
項目を生成します。

レポートの一部の明細項目には、ブレンドレートまたはブレンドコストが 0 のものがあります。 350
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AWS コストと使用状況レポートのセキュリティ

でのクラウドセキュリティが最優先事項 AWS です。お客様は AWS 、セキュリティを最も重視する
組織の要件を満たすように構築されたデータセンターとネットワークアーキテクチャを活用できま
す。

AWS コストと使用状況レポートは、 AWS Billing and Cost Management コンソールの機能です。
セキュリティに関する考慮事項の詳細については、AWS Billing ユーザーガイドの AWS Billing and 
Cost Managementのセキュリティを参照してください。

CUR を使用するためのアクセスコントロールと IAM AWS アクセス許可の詳細については、「アク
セス許可の管理の概要」を参照してください。

クォータと制限

次の表に、AWS コストと使用状況レポート内の現在のクォータと制限を示します。

コストと使用状況レポート

コストと使用状況レポートの数 アカウントあたり 10 個

レート コストと使用状況レポートは無料ですが、標準
の Amazon S3 料金が適用されます。

AWS コストと使用状況レポートの無料利用枠 
の数

10
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エクスポートとレポートに関するヘルプの取得

AWS Billing and Cost Management、AWS Data Exports、AWS のコストと使用状況レポートの質問
の解決に役立つリソースが多数あります。

• AWS ナレッジセンター: これは、エクスポートとレポートに関する質問に対する回答を見つける
最も早い方法です。ここから始めることをお勧めします。

• アカウントと請求のサポート: AWS アカウントを所有している場合は、アカウントと請求のサ
ポートを無料で利用できます。個別の技術サポートのみがサポートプランを必要とします。詳細に
ついては、「サポート」を参照してください。

• サポートケースを開く: AWS サポート に連絡して問い合わせのサポートケースを開くことができ
ます。これは、AWS サポート と通信するための最も直接的な方法です。サポート は、担当者に
連絡するための直接電話番号を公開していませんが、次の手順に従って電話してもらうことができ
ます。

Note

サポート ケースを開き、[区分: アカウントおよび請求サポート] を指定するには、ルートア
カウント所有者として AWS にサインインしているか、サポートケースを開くための IAM ア
クセス許可を持っている必要があります。詳細については、「サポート ユーザーガイド」の
「サポート の使用開始」を参照してください。
AWS アカウントを閉じた場合でも、サポート にサインインして過去の請求書を表示できま
す。

AWS サポートに問い合わせるには

1. サインインしてサポート センターに移動します。

2. [ケースを作成] を選択します。

3. [ケースを生成] ページで、[アカウントと請求] を選択し、フォームの必須フィールドに入力しま
す。

4. [Next step: Additional information] (次のステップ:追加情報) を選択します。

5. 追加情報ページの件名に、問題に関するタイトルを入力します。

6. 説明 に、質問または問題の詳細を入力します。
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7. (オプション) 添付ファイルを選択して、エラーログやスクリーンショットなど、関連するファイ
ルをケースに追加します。最大 3 つまでのファイルをアタッチできます。各ファイルは、最大 
5MB まで可能です。

8. 次のステップ:今すぐ解決するか、お問い合わせくださいを選択します。

9. [Contact us] (お問い合わせ) ページで、希望する言語を選択します。

10. 希望する連絡方法を変更します。次のオプションのいずれかを選択します。

• ウェブ サポートセンターで返信を受け取ります。

• 電話: サポート 担当者から電話してもらいます。

Note

インスタントメッセージは、請求に関するお問い合わせにはご利用いただけません。

11. ケースの詳細を確認して、[Submit] (送信) を選択します。ケース ID 番号と概要が表示されま
す。
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ドキュメント履歴

次の表に、このリリースのドキュメントを示します AWS Data Exports。

変更 説明 日付

データエクスポートでのキャ
パシティ予約のサポート

データエクスポートは、特定
の明細項目に適用されるキャ
パシティ予約に関する情報を
サポートするようになりまし
た。

2025 年 11 月 13 日

Amazon EKS の分割コスト配
分データでの Kubernetes ラベ
ルのサポート

分割コスト配分データ
で、Amazon EKS クラス
ターのコスト配分タグとして 
Kubernetes ラベルがサポート
されるようになりました。

2025 年 10 月 27 日

Amazon EKS の分割コスト配
分データに GPU サポートを追
加

分割コスト配分データに GPU 
リソース予約データが含まれ
るようになり、おユーザーは 
GPU アクセラレーションワー
クロードのコストを追跡でき
るようになりました。

2025 年 9 月 1 日

コスト最適化の機会にアカウ
ント名のサポートを追加

アカウント名を使用して、コ
スト最適化の推奨事項を簡単
に表示、フィルタリング、統
合、優先順位付けできます。

2025 年 7 月 23 日

ロケーションベースの排出量
のサポートを追加

データエクスポートのロケー
ションベースメソッド (LBM) 
と既存のマーケットベースメ
ソッド (MBM) を使用して計算
された二酸化炭素排出量を確
認できます。

2025 年 6 月 24 日
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二酸化炭素排出量データのエ
クスポートを追加

データエクスポートで二酸
化炭素排出量データのエクス
ポートを作成できます。

2025 年 4 月 23 日

GA で FinOps 基盤オープ
ンソース ( AWS 列を含む 
FOCUS 1.0) を使用したエク
スポートを追加

一般提供 (GA) で FinOps 
FOCUS (Open Cost and 
Usage Specification) を使用し
て、データエクスポートでコ
ストと使用状況のエクスポー
トを作成できます。

2024 年 11 月 25 日

分割コスト配分データ
と Amazon CloudWatch 
Container Insights

Amazon EKS の分割コス
ト配分データで、Amazo 
n CloudWatch Container 
Insights のメトリクスがサポー
トされるようになりました。

2024 年 11 月 14 日

FinOps 基盤オープンソースを
使用したエクスポートの追加 
( AWS 列を含む FOCUS 1.0 -
プレビュー)

FinOps Open Cost and Usage 
Specification (FOCUS) を使
用して、データエクスポート
でコストと使用状況のエクス
ポートを作成できます。

2024 年 6 月 20 日

コスト最適化の推奨事項の
エクスポートの追加 (Cost 
Optimization Hub から)

データエクスポートでコス
ト最適化の推奨事項のエクス
ポート (Cost Optimization Hub 
から) を作成できます。

2024 年 6 月 20 日

分割コスト配分データと 
Amazon Managed Service for 
Prometheus

Amazon EKS の分割コス
ト配分データで、Amazo 
n Managed Service for 
Prometheus のメトリクスがサ
ポートされるようになりまし
た。

2024 年 6 月 10 日

Amazon EKS との分割コスト
配分データ統合

分割コスト配分データ機能を 
Amazon EKS と統合するよう
に拡張しました。

2024 年 4 月 16 日
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AWS Data Exports ユーザーガイド

AWS Data Exports 起動 AWS Data Exports では、列
の選択と行フィルタリングに 
SQL を使用して、コストと
使用状況レポート (CUR) 2.0 
のエクスポートを作成できま
す。これは、 AWSから最も詳
細なコストと使用状況の詳細
を取得するための新しい推奨
方法です。

2023 年 11 月 26 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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